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序 文 

 

中華人民共和国（以下、「中国」）は 1979 年の改革開放以降、急速な経済発展を遂げ、国

民の生活レベルは改善したものの、沿岸部と地方部の国内格差は著しく、特に中西部の農

村地域における健康水準は低レベルに留まっています。近年では、法定感染症（HIV/AIDS、

鳥インフルエンザ、肝炎等）の罹患率・死亡率の上昇のみならず、生活習慣を原因とする

慢性疾患（高血圧、糖尿病等）の罹患率も高まっており、農村地域における予防対策の強

化が課題となっています。 

中国国家人口・計画生育委員会（現：国家衛生・計画生育委員会）では、県・郷・村の

各行政レベルの末端まで機能している既存のサービスネットワークを活用し、衛生部門・

婦女連合会・教育部門等と連携して、農村地域における予防医療に重点的に取り組んでき

ました。このような状況下、児童/思春期（0～19 歳）・育齢期（15～49 歳）・中高年（45 歳

以上）の各ターゲットグループに対し、健康教育・健康検査・健康相談など 3 種類のサー

ビスを提供する「家庭保健サービス」の推進を目指し、技術協力プロジェクト「家庭保健

を通じた感染症予防等健康教育強化プロジェクト」が要請され、2010 年 7 月の詳細計画策

定調査ならびにその後の実施協議を経て、2011 年 1 月～2016 年 1 月の 5 年間の協力期間に

てプロジェクトを開始しました。 

今般、プロジェクト開始後約 2 半年が経過し、プロジェクトの中間時期に差し掛かるこ

とから、JICA では中間レビュー調査を実施しました。本調査では、目標達成度や成果等を

分析するとともに、プロジェクト後半の課題および今後の方向性について確認し、評価報

告書に取りまとめ、C/P 機関である国家衛生・計画生育委員会と合意しました。本報告書は

これら中間レビュー調査の一連の結果を取りまとめたものです。ここに本調査にご協力を

頂いた内外の関係者の方々に深い謝意を表します。 

 

平成 25 年 9 月 17 日 

 

独立行政法人国際協力機構 

中華人民共和国事務所 中川 聞夫 
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プロジェクト省： 

河北省、安徽省、河南省、湖北省、重慶市の 5 省・市 

 

パイロット地区： 

河北省邢台市清河県、河北省唐山市遷西県 

安徽省蕪湖市無為県、安徽省六安市霍山県 

河南省濮陽市南楽県、河南省鄭州市荥陽市、河南省安陽市内黄県 

湖北省荊門市京山県、湖北省孝感市安陸市、湖北省随州市曽都区 

重慶市榮昌県、重慶市北碚区 
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写 真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間レビュー調査セミナーの様子       河南省南楽県サービスセンターの外観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭保健サービス（健康診断）の様子      湖北省安陸市が作成した研修教材等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プロジェクトで供与した健康教育用教材を     ミニッツ（協議議事録）署名交換 

説明するサービス従事者（湖北省京山県） 

- 2 -



3 
 

略 語 一 覧 

 

略語 正式名称 日本語 

CDC Center for Disease Control and Prevention 疾病予防コントロールセンター 

C/P Counterpart カウンターパート 

DAC Development Assistance Committee 開発援助グループ 

HIV/AIDS Human Immunodeficiency Virus/ 

Acquired Immunedeficiency Syndrome 

ヒト免疫不全ウイルス/後天性免

疫不全症候群 

KAP Knowledge, Attitude, Practice KAP（知識・態度・行動）に関す

る調査 

JCC Joint Coordination Committee 合同調整委員会 

JICA Japan International Cooperation Agancy 国際協力機構 

M/M Minutes of Meeting ミニッツ（協議議事録） 

M&S Monitoring and Supervision モニタリング・スーパービジョン

PCM Project Cycle Management プロジェクト・サイクル・マネジ

メント（計画立案・実施・評価の

一連のサイクル） 

PDCA   

PDM Project Design Matrix プロジェクト・デザイン・マトリ

ックス 

PO Plan of Operation 活動計画 

SARS Severe Acute Respiratory Syndrome 重症急性呼吸器症候群 

 

 

- 3 -



4 
 

評価調査結果要約表 

 

1．案件の概要 

国名：中華人民共和国 案件名：家庭保健を通じた感染症予防等健康教育強化プロジェクト

分野：保健医療 援助形態：技術協力プロジェクト 

所轄部署：中華人民共和国事務所 協力金額（評価時点）：約 3.2 億円 

相手国実施機関： 

国家人口・計画生育委員会（～2013 年 3 月） 

国家衛生・計画生育委員会（2013 年 3 月～） 

協力期間：2011 年 1 月 17 日～2016 年

1 月 16 日（5 年間） 

日本側協力機関： 

国立保健医療科学院 

1-1 協力の背景と概要 

中華人民共和国（以下、「中国」）は 1979 年の改革開放以降、急速な経済発展を遂げ、

国民の生活レベルは改善したものの、沿岸部と内陸部の国内格差は著しく、特に中西部の

農村地域における健康水準は低レベルに留まっている。近年では、法定感染症（HIV/AIDS、

鳥インフルエンザ、肝炎等）の罹患率・死亡率の上昇のみならず、同時に人口高齢化の加

速にしたがい、高齢化と生活習慣を原因とする慢性疾患（高血圧、糖尿病等）の罹患率も

高まっており、農村地域における予防対策の強化が課題となっている。 

この状況下、国家人口・計画生育委員会は、県・郷・村の各行政レベルの末端まで機能

している既存のサービスネットワークを活用し、衛生部門・婦女連合会・教育部門等と連

携して、農村地域における予防保健に重点的に取り組んできた。JICA の協力により実施し

た「中西部地域リプロダクティブヘルス・家庭保健サービス提供能力強化プロジェクト」

（2006～2009 年）では、児童/思春期（0～19 歳）・育齢期（15～49 歳）・中高年（45 歳以

上） の各ターゲットグループに対し、健康教育・健康検査・健康相談など 3 種類のサービ

スを提供する「家庭保健サービス」の概念を確立するとともに、各種研修活動を通じ、地

域の家庭保健サービスセンターによる農村住民の健康増進に取り組んできた。 

しかしながら、家庭保健サービスの具体的なサービス項目、範囲、内容、標準技術など

の基準は十分に規定されているとは言えず、関係者間においても共通認識の形成が不足し

ているほか、住民の健康ニーズや地域の健康課題に応じたサービスを提供していくための

管理能力や技術能力も未だ発展途上の段階にある。JICA ではこのような課題を解決するべ

く、前述プロジェクトの成果を引き継ぐ新たな技術協力プロジェクト「家庭保健を通じた

感染症予防等健康教育強化プロジェクト」（以下、本プロジェクト）を国家人口・計画生

育委員会（本プロジェクトのカウンターパート（C/P）機関）とともに、2011 年 1 月～2016

年 1 月の 5 年間の協力期間にて開始した。 

本プロジェクトでは、パイロット地区における地域のニーズに即した家庭保健サービス

モデルの確立をプロジェクト目標とし、①家庭保健サービスの規範（理念・概念・内容・
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基準等）の整備、②地域家庭保健計画策定能力の強化、③家庭保健サービスに従事する人

材の実施能力（管理・技術面）の向上、④家庭保健サービスに対する住民の参加意識およ

び健康意識の向上の 4 項目を成果として挙げている。本プロジェクトにおいては、対象 5

省・市（河北省、安徽省、河南省、湖北省、重慶市）から 12 県・区をパイロット地区とし

て選定しており、これまでにベースライン調査を通した地域診断、地域家庭保健計画の策

定、サービス向上に向けた技術研修等を展開している。なお、これらプロジェクト活動の

効果的な推進のため、チーフアドバイザー、地域保健、業務調整/研修計画の 3 名の日本人

長期専門家が本プロジェクトに常駐している。なお、2013 年 3 月に発表された国務院機構

改革方案に従い、C/P 機関が衛生部と統合し、新たに国家衛生・計画生育委員会が創設され、

同委員会が本プロジェクトの実施機関となっている。 

 

1-2 協力内容 

（1） プロジェクト目標 

パイロット地区において、地域のニーズに即した家庭保健サービスモデルが確立される。

（2） 上位目標 

プロジェクト省において、家庭保健サービスを通じて、体系的な保健予防活動が強化さ

れる。 

（3） 成果 

成果１：家庭保健サービスの規範（理念・概念・内容・基準等）が整備される。 

成果 2：パイロット地区において地域家庭保健計画策定能力が強化される。 

成果 3：家庭保健サービスに従事する人材の実施能力（管理・技術面）が向上する。 

成果 4：家庭保健サービスに対する住民の参加意識及び健康意識が向上する。 

 

1-3 投入 

日本側： 

（1） 専門家派遣 

・長期：チーフアドバイザー、地域保健、業務調整/研修計画 

・短期：地域保健計画、健康教育、保健政策、健康相談、保健行政、農村保健など 

（2） 研修員受け入れ 

・国別研修：3 回、計 45 名 

・課題別研修への上乗せ参加：計 7 名 

（3） 機材供与 

・健康診断、健康教育用機材、研修用機材 40 品目 

（4） 現地業務費 

・約 95 百万円（2013 年 7 月末まで） 

中国側： 

- 5 -
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（1） カウンターパートの配置 

・国家人口・計画生育委員会：延べ 15 名 

・中国側専門家：9 名 

・プロジェクト省：4 省・1 特別市 延べ 17 名 

・プロジェクト市：10 市、延べ 28 名 

・パイロット地区：12 県・区・市、延べ 71 名 

（2） 施設の提供 

・プロジェクト事務所 

（3） 免税措置、供与機材の維持管理費、他のローカルコスト負担 

 

2．評価調査団員の概要 

調査団員 団長/総括 魚屋 将 JICA 中国事務所 次長 

保健行政 林 謙治 国立保健医療科学院 名誉院長 

地域保健計画 兵井 伸行 国立保健医療科学院国際協力研究部 部長

協力企画 小田 遼太郎 JICA 中国事務所 所員 

業務調整 沈暁静     JICA 中国事務所 ナショナルスタッフ 

評価分析 鈴木 修一 株式会社フジタプランニング 

調査期間 2013 年 7 月 28 日~8 月 21 日 評価の種類：中間レビュー 

3．評価結果の概要 

3-1 実績 

（1） 成果 

成果 1：家庭保健サービスの規範（理念・概念・内容・基準等）が整備される。 

家庭保健サービスの規範整備のため、ガイドラインとマニュアルの試用版を作成し、既

に現場関係者の意見を取り入れつつ改訂作業が進められている（ガイドラインは第 2 版準

備中、マニュアルは第 2 版配布済）。また、家庭保健サービスの一般政策化に向けて開始し

た専門家応用研究（政策研究）については、今次調査中に報告書案（3 本）が提出され、セ

ミナーにおいて中間報告が行われるなど、サービス制度や資格制度等に関する提言発出が

進められている。 

現場のサービス活動や各レベルの行政の取り組みについては、年 1 回の拡大交流セミナ

ーによりサイト間で共有されており、成果や好事例を踏まえ、順調にサービスの規範化が

進められていることが確認された。なお、家庭保健ファイル（電子版）については、2009

年に開始した衛生部門による「基本公衆衛生サービス」に基づく健康ファイルの全国的な

展開を受け、検証がストップしており、組織再編を踏まえ方向性を見直す必要がある。 

 

成果 2：パイロット地区において地域家庭保健計画策定能力が強化される。 

初年度にプロジェクトでは全パイロット地区において、指導者グループ及びプロジェク
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トオフィス設置に関する文書が発出されており、一連のプロジェクト活動の管理にかかる

組織体制が確立されている。指導者グループには、各地の事情に沿い、県人民政府、衛生、

教育、民政、婦女連合会、青年団、人力資源・社会保障、財政などの関係部門がメンバー

に加わっており、部門間連携によるサービス提供の素地が整えられている。 

また、地域家庭保健計画の策定に向け、初年度に 7,800 世帯以上を対象にした基礎調査を

実施し、複数回の反復研修と現場指導を経て、2011 年末までに全パイロット地区において

同計画（4 年間：2012 年～2015 年末）を PDM 形式にて対象グループ別に策定している。

これまで同計画は、地域診断の結果が十分計画に反映されていなかったり、計画と実際の

活動との齟齬、データを用いた評価等において課題が散見されているが、2013 年 6-7 月に

重慶市、河南省において、実態を踏まえた計画見直しのためのワークショップを開催して

おり、同様に 2013 年末までに全パイロット地区での見直しを予定するなど、計画策定能力

の向上を順調に進めている。 

年次実施計画については、地域家庭保健計画に基づき、2012 年は全パイロット地区が 2

つの対象グループを選択して策定し、2013 年は多くのパイロット地区が全対象グループ（4

グループ）ないしは 3 グループを対象とした計画を策定している。その過程では 2012 年の

サービス経験をレビューし、2013 年の計画策定に反映するなど、計画ステージのみならず、

実施・評価を含む家庭保健サービスの運営管理全体の質と PDCA サイクルの確立が進めら

れている。 

 

成果 3：家庭保健サービスに従事する人材の実施能力（管理・技術面）が向上する。 

プロジェクトではこれまでに合計 9 回の国家級研修を実施し、延べ 559 名が参加してい

る。その研修効果としては、研修直後に参加者に実施したアンケート調査により、研修の

理解度（5 段階）について、上位 2 段階（完全理解、おおむね理解）を選択した参加者が毎

回 80％以上に達している。また、2013 年 4 月の研修会で行った研修前後の知識率調査では、

研修前正答率が 41.2％から 73.1％に向上するなど、総じて知識面での向上が見られる。さ

らに、専門家応用研究により、パイロット地区 4 か所の県・郷鎮級サービス施設のスタッ

フに行ったアンケート調査の結果では、①活動管理面（企画策定、組織活動、評価）、②サ

ービス方式面（健康教育、検査、相談）の双方の能力について、「明らかに向上した、ある

程度向上した」と回答した割合が 74.7％～95.4％に及び、スキル面での能力向上も確認され

ている。2012 年度モニタリングの研修/再研修項目の評点では、全パイロット地区が合格点

（60 点以上）に達し、研修参加者による下部機関への伝達能力は基礎的に備わっていると

考えられる。しかしながら、各地における伝達講習の実績はプロジェクトで体系的に情報

収集しておらず、その効果の分析は不十分と言わざるを得ない。 

パイロット地区からのモニタリング報告書（＝年次実施報告書）については、プロジェ

クトからコメントをつけてフィードバックしたり、プロポーザル方式の特定活動の導入に

より計画・報告内容に直接指導を行うなど、質向上に向けた取り組みを進めている。他方、
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報告書に対する定量的な評価は行っていないため、数値効果を測ることはできない。 

なお、基準を満たすサービス従事者の割合については、サービス内容が多岐にわたるこ

とから、基準自体が明示されていないため、代替指標として、2012 年度モニタリングの評

点（各サービスの提供状況を評価する項目有り）を確認したところ、1 サイトの 1 項目を除

き、全てが合格点に達していたことから、基本的には研修効果がサービス提供に反映され

ていると判断される、 

 

成果 4：家庭保健サービスに対する住民の参加意識及び健康意識が向上する。 

政府及び関係機関の関与については、（副）県長の巻き込みをはじめ、衛生局、教育局、

婦女連合会、党青年団、民政局などの関係機関がプロジェクト活動に参画しており、各地

の状況に応じて活発に進められていることが確認された。他方、住民の参加・健康意識に

ついては、エンドライン調査においてベースラインデータとの比較を行うため、現時点で

は入手不能な状況である。しかしながら、各パイロット地区では介入前後で意識・行動変

容の状況を調査している活動も見られる。また、検診支援や健康ダンス等のボランティア

団体が組織され、住民の主体性が芽生えている地域もみられる。 

 

（2） プロジェクト目標 

現時点でプロジェクト目標の指標に設定している住民満足度とリスクファクター（不健

康な行動等）の減少に関するデータは入手できず、一概に達成状況を評価することはでき

ないが、上記各成果の達成状況が順調に進捗していることから、目標達成が期待される。

なお、プロジェクトではエンドライン調査で本指標の達成度を測る予定であり、ベースラ

インでは①健康教育、検査、相談等の住民満足度、②対象年齢層別の食習慣、生活習慣、

運動、受療行動等を調査済である。 

また、家庭保健サービスの政策・財政的保障の源となる行政令の発出状況については、

河南省の人口計生事業発展 12 次 5 か年計画において、プロジェクトの影響を受け、家庭保

健に関連する記述がみられるが、他省・市ではまだ実現していない。 

 

3-2 評価結果の要約 

（1） 妥当性：非常に高い 

 前プロジェクトにて家庭保健サービスの概念が開発され、元国家人口・計画生育委員会

国際合作司が政策化を進めた結果、国ならびに各省レベルの人口発展 12 次 5 カ年計画に家

庭保健の推進が示されており、家庭保健サービスに関する政策的な裏付けが担保されてい

る。また、12 か所のパイロット地区はプロジェクト開始当初に客観的かつ厳正な基準の下、

競争原理を導入して選定されており、モデル化に適したサイトが選定された。さらに日本

の「健康日本 21」の概念や保健行政などは、家庭保健サービスの基礎を形成しており、日

本が支援する技術的優位性も認められる。 
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（2） 有効性：高い 

プロジェクト目標で掲げている家庭保健サービスの「モデル確立」とは、地域診断に基

づく家庭保健サービスを 3×3（3 種類のサービス方式×3 つの対象年齢層）の枠組みに沿い、

関係機関の協力を得つつ、計画・実施・評価（PDCA サイクル）する仕組みが確立すること

を示している。本プロジェクトは、まず成果 1 にてガイドライン、マニュアル等規範を作

成するとともに、モデル化のプロセスを示している。次に、成果 3 では人材育成を通じ、

家庭保健サービスに必要な計画運営管理ならびにサービス提供能力を向上している。さら

に、成果 2 において、家庭保健サービス実施組織の保健計画運営管理能力の向上を図って

おり、成果 4 では、パイロット地区の関係機関の参加や住民の意識変化を働きかけている。

いずれもモデル化のためには必要な成果である。プロジェクトは計画通り、この PDCA サ

イクルを 1 回半、実践しており、順調に推移している。他方、外部条件の「国家人口計生

委の家庭保健サービスに関する政策及び実施体制が大きく変更しない」については、2013

年 3 月に衛生部との統合が決定したことから、実施体制への影響が予見される。今後、周

辺環境の変化も含め、プロジェクトへの影響を見極める必要がある。 

 

（3） 効率性：高い 

既存のリソースを有効活用するとともに、プロジェクトの投入を有効活用するなど、効

率性は高いが、再研修の効果確認など、さらに高めるための工夫も必要である。今後、実

施体制が変化しても、これまでの研修参加者や投入機材が、本プロジェクトにて継続的に

活用できるように、外部条件をモニタリングし、その変化に留意する必要がある。 

 

（4） インパクト：正の波及効果がみられる 

上位目標の指標に据えた家庭保健サービスのカバー率（パイロット地区外への普及）や

省単位でのリスクファクターの減少は、プロジェクト目標と同様、現時点で判断すること

が難しく、今後の政策化の進捗に判断は委ねられる。国家レベルでは、国家人口発展 12 次

5 か年計画に家庭保健が言及されており、上位目標指標に関係するが、組織統合後の方向性

は不明確であるため、政策化において留意が必要である。また、正の波及効果としては、

各種研修において、プロジェクトのパイロット地区以外からの参加がみら、湖北省では独

自に省パイロット地区を設定し、家庭保健サービスを推進していることから、パイロット

地区外への波及が見られる。 

 

（5） 持続性：中程度 

技術的側面について、プロジェクトにより導入された保健計画策定や人材育成プロセス

などは、パイロット地区で定着しつつあり、今後も持続可能である。財政的側面について

は、現在、多くのパイロット地区で省、市、ならびに県政府より 40 万元／年のプロジェク
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ト活動予算が確保されているものの、家庭保健サービスの日常業務化とパイロット地区外

への普及を見越した場合、家庭保健サービスに対する財源確保が持続性に影響する。これ

には財政的保障の基礎となる有効な政策が必要であり、プロジェクトでは専門家応用研究

（政策研究）を通じて既に政策化の根拠づくりに尽力しているが、今後、この面での政策

化に向けた一層の取り組みがプロジェクトの持続性を左右することになろう。 

 

3-3 効果発現の促進要因 

（1） 「中西部地域リプロダクティブヘルス・家庭保健サービス提供能力強化プロジェク

ト（2006～2009 年）」の活用 

標記プロジェクトは、3X3 の家庭保健モデルを開発した案件であり、その経験は、C/P 機

関及び中国側専門家に引き継がれており、迅速な本プロジェクト実施体制の構築に大きく

貢献した。それにより初年度の活動を円滑に取り組むことが可能となった。 

 

（2） PDCA サイクルの活用 

 本プロジェクトでは、各プロジェク地区が家庭保健サービスを住民のニーズやデータに

基づき、計画し、実践、評価、フィードバックする（PDCA サイクル）ことを支援してい

ると同時に、ガイドライン作り、地域保健計画の改訂、研修計画の見直しなど、プロジェ

クト運営管理もこの PDCA サイクルを適切に活用している。 

 

3-4 結論 

プロジェクトが進める家庭保健サービスの 3×3 モデルのうち、特に健康教育、健康診断、

健康相談は、中国政府が今後推進しようとしている「服務百姓健康行動」の主旨と合致し

ており、家庭保健サービスの中国保健行政における重要性は一層高まっていく。既に、本

プロジェクトを通し、家庭保健サービスは、パイロット地区関係者の主体的かつ工夫に満

ちた取り組みにより順調に実践されており、地域住民の支持を得つつある。 

本プロジェクトでは、マネジメント（運営管理）の向上を通じた家庭保健サービスのモ

デル確立を目指しているが、予定されている活動をほぼ計画通り実施し、成果を上げてい

る。これらは関係者の地道な努力と積極的な貢献なしには達成されなかったものであり、

PDCA の実践を核としたプロジェクトの運営管理向上に不可欠な要素と判断する。 

今後、モデルの有効性を実証するためには、エンドライン調査で介入効果を測定するの

みならず、日常的に各パイロット地区の活動レベルで収集している情報・データをプロジ

ェクトとして体系的に集約、分析し、検証していく必要がある。また、家庭保健サービス

の施策化には、国レベルの政策的保障が不可欠であることから、プロジェクト実施期間中

に、終了後の持続性を見越して、政策化に有用な取り組みを積極的に推進することが求め

られる。 
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3-5 提言 

（1） プロジェクト実施体制および今後の方向性 

 2013 年 3 月の国務院機構改革方案により、本プロジェクトの C/P 機関であった元国家人

口・計生委が元衛生部と統合し、国家衛生・計画生育委員会が創設されたが、引き続き、

国家衛生・計生委が、プロジェクトの中国側の実施機関となる。今後のプロジェクト実施

体制として以下の諸点に留意する。 

1） 国レベルでは国家衛生・計生委国際合作司が、総括責任者としてプロジェクトの管理、

中国側プロジェクト執行弁公室がプロジェクトの運営を担う。省レベル以下の体制は、

今後の地方組織改革の進行状況を注視し、プロジェクト前半の投入が有効活用できるこ

と、プロジェクト省（市）において引き続き活動が推進されるようにする。 

2） プロジェクトは、国家衛生・計生委の関連司局がプロジェクト活動へ参加することを働

きかけ、プロジェクト調整員体制を設立・整備する。 

3） 日中双方は、プロジェクトの持続的発展とその成果の普及に注視し、その政策化を促進

する。 

4） 日中双方は、専門家がその力量を十分に発揮できるよう、日中専門家のパイロット地区

における現場指導とモニタリングを計画的に手配する。 

5） プロジェクトが実施する研修は計画策定、サービス手法・管理等の運営管理面の内容を

重点とし、個別具体的な臨床・診療技術については、各省・市・県が必要に応じて独自

に研修や指導の機会を設ける。 

6） プロジェクトは、計画生育部門と衛生部門の資源の十分な活用をさらに重視するととも

に、感染症対策について地域において対応ニーズが高い場合は、各サイトの計画策定に

おいて関連の活動を取り入れる。 

 

（2） PDM の改訂 

プロジェクトの指標や外部条件のモニタリングを継続して実施することを提案する。そ

して、プロジェクト目標の指標に関連する「ヘルスリテラシー（健康素養）」に関しては、

既存の情報・データ等を参照し、不足があれば、プロジェクト活動において、健康素養の

把握に資する取り組みを取り入れることを検討する。上記を勘案するとともに、プロジェ

クトの論理性、成果の達成状況がわかりやすく明示されるよう、PDM(Version 2)を改訂する

ことを提案する。 
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第 1 章 中間レビュー調査の概要 

 

1-1. 調査団派遣の経緯と目的 

中華人民共和国（以下、「中国」）は 1979 年の改革開放以降、急速な経済発展を遂げ、

国民の生活レベルは改善したものの、沿岸部と地方部の国内格差は著しく、特に中西部の

農村地域における健康水準は低レベルに留まっている。近年では、法定感染症（HIV/AIDS、

鳥インフルエンザ、肝炎等）の罹患率・死亡率の上昇のみならず、生活習慣を原因とする

慢性疾患（高血圧、糖尿病等）の罹患率も高まっており、農村地域における予防対策の強

化が課題となっている。 

このような状況下、国家人口・計画生育委員会（現：国家衛生・計画生育委員会）は、

県・郷・村の各行政レベルの末端まで機能している既存のサービスネットワークを活用し、

衛生部門・婦女連合会・教育部門等と連携して、農村地域における予防医療に重点的に取

り組んできた。JICA の協力により実施した「中西部地域リプロダクティブヘルス・家庭保

健サービス提供能力強化プロジェクト」（2006～2009 年）では、児童/思春期（0～19 歳）・

育齢期（15～49 歳）・中高年（45 歳以上）の各ターゲットグループに対し、健康教育・健

康検査・健康相談など 3 種類のサービスを提供する「家庭保健サービス」の概念を確立す

るとともに、各種研修活動を通じ、地域の家庭保健サービスセンターによる農村住民の健

康増進に取り組んできた。 

しかしながら、家庭保健サービスの具体的なサービス項目、範囲、内容、標準技術など

の基準は十分に規定されているとは言えず、関係者間においても共通認識の形成が不足し

ているほか、住民の健康ニーズや地域の健康課題に応じたサービスを提供していくための

管理能力や技術能力も未だ発展途上の段階にある。JICA ではこのような課題を解決するべ

く、前述プロジェクトの成果を引き継ぐ新たな技術協力プロジェクト「家庭保健を通じた

感染症予防等健康教育強化プロジェクト」（以下、本プロジェクト）を国家人口・計画生

育委員会（本プロジェクトのカウンターパート（C/P）機関）とともに、2011 年 1 月～2016

年 1 月の 5 年間の協力期間にて実施中である。 

本プロジェクトでは、パイロット地区における地域のニーズに即した家庭保健サービス

モデルの確立をプロジェクト目標とし、①家庭保健サービスの規範（理念・概念・内容・

基準等）の整備、②地域家庭保健計画策定能力の強化、③家庭保健サービスに従事する人

材の実施能力（管理・技術面）の向上、④家庭保健サービスに対する住民の参加意識およ

び健康意識の向上の 4 項目を成果として挙げている。本プロジェクトにおいては、対象 5

省・市（河北省、安徽省、河南省、湖北省、重慶市）から 12 県・区をパイロット地区とし

て選定しており、これまでにベースライン調査を通した地域診断、地域家庭保健計画の策

定、サービス向上に向けた技術研修等を順調に展開している。なお、これらプロジェクト

活動の効果的な推進のため、チーフアドバイザー、地域保健、業務調整/研修計画の 3 名の

日本人長期専門家が本プロジェクトに常駐している。 
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今般、プロジェクト開始後約 2 半年が経過し、プロジェクトの中間時期に差し掛かるこ

とから、JICA では中間レビュー調査を実施した。本調査では、目標達成度や成果等を分析

するとともに、プロジェクト後半の課題および今後の方向性について確認し、評価報告書

に取りまとめ、合意することを目的とした。なお、2013 年 3 月に発表された国務院機構改

革方案に従い、C/P 機関が衛生部と統合し、新たに国家衛生・計画生育委員会が創設された

ことから、本プロジェクトでも組織改編という外部要因を踏まえ、実施体制及び活動の方

向性を見直しすることが求められており、中間レビュー調査の実施上も留意を要した。 

本調査の具体的な目的は以下のとおりである。 

 既存資料の整理・分析、プロジェクト関係者への質問票・インタビュー等を通じて、

組織改編の影響に留意しつつ、プロジェクトの実績（投入、活動、アウトプット、プ

ロジェクト目標達成度等）、活動プロセス、貢献・阻害要因等を抽出する。 

 上記の結果に基づき、プロジェクト目標の達成見込みを評価 5 項目（妥当性、有効性、

効率性、インパクト、持続性）の観点から評価する。 

 評価結果に基づき、プロジェクト後半の活動方向性について先方政府と協議し、協議

結果に応じて PDM、PO を改訂する。 

 日中双方で合意した内容を評価報告書として取りまとめ、合意文書（ミニッツ）の署

名交換を行う。 

 

 

1-2. 調査団の構成と調査日程 

（1）調査団の構成 

担当分野 氏名 所属 

団長/総括 魚屋 将 JICA 中国事務所 次長 

保健行政 林 謙治 国立保健医療科学院 名誉院長 

地域保健計画 兵井 伸行 国立保健医療科学院国際協力研究部 部長 

協力企画 小田 遼太郎 JICA 中国事務所 所員 

業務調整 沈暁静 JICA 中国事務所 ナショナルスタッフ 

評価分析 鈴木 修一 株式会社フジタプランニング海外調査部 

 

（2）調査日程 

以下表のとおり、2013 年 7 月 28 日～8 月 21 日にかけて実施した。 

月日 
曜

日 
活動内容 宿泊地 

7/28 日 〔鈴木団員〕 
移動（9：25 羽田発/NH1255→12：20 北京着） 

北京 

7/29 月 10：00JICA 事務所打ち合わせ、日本側専門家インタビュー 北京 
7/30 火 10：00 国家衛生・計生委（国際合作司）インタビュー/協議 

14：00 中国側専門家インタビュー 
北京 
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7/31 水 移動（高鉄 G509：8：43 北京西発→11：08 安陽東着） 
移動（車：安陽→南楽） 
15：30 河南省パイロット地区（南楽県）インタビュー 
17：30 県サービスセンター視察 

河南省南楽 

8/1 木 8：30 サービス現場、郷鎮サービスステーション視察 
移動（車：南楽→鄭州） 

河南省鄭州 

8/2 金 河南省人口計生委インタビュー 河南省鄭州 
8/3 土 資料整理 河南省鄭州 
8/4 日 移動（高鉄 G79：12：33 鄭州東発→14：17 武漢着） 

15：30 湖北省人口計生委インタビュー 
湖北省武漢 

8/5 月 移動（車：武漢→京山） 
14：00 湖北省パイロット地区（京山県）インタビュー 

湖北省京山 

8/6 火 8：30 県サービスセンター、郷鎮サービスステーション視察 
移動（車：京山→曽都） 
15：30 湖北省パイロット地区（曽都区）インタビュー 

湖北省曽都区 

8/7 水 8：30 区サービスセンター、郷鎮サービスステーション視察 
移動（車：曽都→安陸） 
15：30 湖北省パイロット地区（安陸市）インタビュー 

湖北省安陸市 

8/8 木 8：30 市サービスセンター、郷鎮サービスステーション視察 湖北省安陸市 
8/9 金 移動（車：安陸→武漢） 

移動（12：25 武漢発/CA8216→14：25 北京着） 
北京 

8/10 土 資料整理 北京 
8/11 日 〔鈴木団員〕資料整理 

〔林・兵井団員〕 
移動（9：25 羽田発/NH1255→12：20 北京着） 
団内打合せ 

北京 

8/12 月 10：00 中国健康教育センター訪問 
14：00 セミナー準備作業 

北京 

8/13 火 中間レビュー調査セミナー 北京 
8/14 水 10：00 評価報告書案＆MM 案作成（団内） 

15：30 北京大学公共衛生学院陳育徳教授面談 
北京 

8/15 木 評価報告書案＆MM 案作成（団内） 
〔林団員〕移動（15：45 北京発/NH1256→20：10 羽田着） 

北京 

8/16 金 評価報告書案＆MM 案作成（団内） 北京 
8/17 土 評価報告書案＆MM 案作成（団内） 

〔兵井団員〕移動（14：45 北京発/NH906→19：15 成田着） 
北京 

8/18 日 評価報告書案＆MM 案作成（団内） 北京 
8/19 月 ミニッツ協議 北京 
8/20 火 ミニッツ協議 北京 
8/21 水 ミニッツ署名 

〔鈴木団員〕移動（15：45 北京発/NH1256→20：10 羽田着） 
 

 

 

1-3. 主要面談者 

（1）日本側関係者 

西川 昌登 在中国日本国大使館 一等書記官 

家保 英隆 プロジェクト長期専門家（チーフアドバイザー） 

藤本 美智子 プロジェクト長期専門家（地域保健） 

内山 智尋 プロジェクト長期専門家（業務調整/研修計画） 
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（2）国家衛生・計画生育委員会 

胡宏桃 国際合作司 専員 

史還明 国際合作司 副巡視員 

卾祁順 基層衛生司基本衛生保健処 処長 

宋冰 母子健康サービス司科技処 処長 

石琦 宣伝司健康教育処 処長 

趙莉娜 国際合作司アジア太平洋処 副処長 

張暁斌 基層指導司総合処  

費佳 疾病予防コントロール局慢病処  

白宇 計画生育・家庭発展司家庭発展指導処  

尤和娟 国際合作司アジア太平洋処  

産萠萍 宣伝司健康教育処  

王聡 国際合作司対外連絡処 職員 

 

（4）中国側専門家 

汝小美 元国家人口計生委国際合作司巡視員兼副司長 

呉尚純 国家人口計生委科学技術研究所研究員 

孫暁明 元南京人口管理幹部学院副院長、教授 

鄒燕 国家人口計生委科学技術研究所女性臨床研究室主任、主任医師 

劉慶 国家人口計生委科学技術研究所科技外事処処長、副主任医師 

周建芳 南京人口管理幹部学院副教授 

舒星宇 南京人口管理幹部学院講師 

 

（5）地方サイト 

①河南省   

鮑常勇 河南省人口計生委 主任 

王勇軍 河南省人口計生委人事処 処長 

准輝華 河南省人口計生委科技処 処長 

年微 河南省人口計生委  

褚濤 河南省人口計生委人事処 科長 

張暁敏 河南省人口計生委科技処 科長 

曹恒海 河南省人口計生科学研究院 主任医師 

②河南省濮陽市   

都叔露 河南省濮陽市人口計生委 副主任 

開華紅 河南省濮陽市人口計生委 副科長 
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③河南省南楽県  

張角欽 南楽県人民政府 副主任 

東清 南楽県人口計生委 副主任 

楊献守 南楽県人口計生委 党組副席次 

杏関話 南楽県人口計生委 副站長 

楊早英 南楽県人口計生サービスステーション 站長 

谷陸準 南楽県人口計生委 プロジェクト主任 

任延預 南楽県人口計生サービスステーション プロジェクト主任 

袁睦玲 南楽県教育局 副局長 

張建河 南楽県民政局 副局長 

祭端婷 南楽県婦連 副主席 

淳志乾 南楽県党青年団 副書記 

孔玉蒙 南楽県衛生局 弁公室主任 

杏済英 南楽県人社局   

孟把 南楽県財政局   

④湖北省   

阮力眼 湖北省人口計生委 副主任 

楊富建 湖北省人口計生委 副巡視員 

林俊杰 湖北省人口計生委科技処 科技処長 

呉少斌 湖北省人口計生委サービスセンター  

鄭榭青 湖北省人口計生委科技処 研究員 

李輝 湖北省人口計生委科技処 主任科員 

王丹 湖北省人口計生委科技処 科員 

戴利兵 湖北省人口計生委科技処  

⑤湖北省京山県   

張春華 京山県人民政府 副県長 

任文武 京山県人民政府 組合主席 

李澤貴 京山県人口計生局 局長 

中佉振 京山県人口計生局 副局長 

曾海燕 京山県人口計生局 副局長 

陳己紅 京山県人口計生局 副局長 

㠶江 京山県人口計生局 党指導員 

曾徳偑 京山県人口計生局 宣教股長 

魏文 京山県人口計生局科技処 股長 

蔡莉 京山県計生ステーション ステーション長 

牛紅文 京山県教育局 副主任 
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融梠 京山県人社局 組合主席 

鄭先 京山県党青年団 副書記 

張永晃 京山県婦連 副主席 

張暁玲 京山県文体新局 副局長 

郭勇 京山県宣伝部 副部長 

史可威 京山県民政局 副局長 

梁東 京山県衛生局 副局長 

廖佳文 京山県財政局 副局長 

⑥湖北省曾都区   

何純法 曾都区政府 副区長 

彭樹華 曾都区人口計生局 局長 

黄湘雲 曾都区衛生局 副局長 

姜勤 曾都区計生センター 主任 

劉潔 曾都区定員委員会 副長 

馬鋭 曾都区教育局 副局長 

陳傑 曾都区民政局 副局長 

万淋 曾都区婦連 副主席 

李腕篤 曾都区青年団 副書記 

何海蘭 曾都区労働組合 党指導員 

⑦湖北省孝感市   

楊銀生 孝感市人口計生委 紀律検査組長 

湯衛紅 孝感市人口計生委科技科 副科長 

⑧湖北省安陸市  

徐小林 安陸市人民政府 副市長 

蔡家俊 安陸市弁公室 副主任 

時運秦 安陸市弁公室 副長 

秦忠波 安陸市人口計生局 局長 

沈平 安陸市人口計生局 副局長 

劉桂栄 安陸市人口計生局科技股 股長 

葉漢玲 安陸市人口計生局科技股 

攝耀鋼 安陸市計生サービスセンター センター長 

胡巧杷 安陸市計生サービスセンター 副センター長 

何平 安陸市計生サービスセンター 科主任 

何普林 安陸市衛生局 工会主席 

汪大華 安陸市教育局 紀律検査組長 

楊旭東 安陸市財政局 工会主席 
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【国家＆省C/P】

・専門家応用研究（政策研究による科学的根拠に基づく提言・発信）

・サービス規範化（ガイドライン、マニュアル制定）

・省単位の行政令、通達等の発出

【省＆市＆県C/P＋県サービスセンター管理職】

・地域診断（アセスメント）

・地域家庭保健計画、年次実施計画の策定・改訂

・モニタリング・評価

【県サービスセンター＋郷鎮・村】

・スタッフ研修

・サービス提供（健康教育・健康検査・健康相談）

・モニタリング（自己評価）

１．地域の健康課題の解決

２．住民ニーズの充足（意識向上・行動変容）

３．県政府のイニシアチブ向上、部門間連携の促進

政策

計画・管理

サービス

住民

政策提言・助言
規範整備

規範整備

疫学指導

技術的指導

研修管理

モニタリング
日本の経験紹介

現場巡回/指導

研修効果測定

：チーフアドバイザー

：地域保健専門家

：研修計画/業務調整専門家

＜日本側専門家の主な役割＞
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郭定軍 安陸市民政局 紀律検査組長 

程建梅 安陸市発展改革局 工会主席 

余恵珍 安陸市婦連 副主席 

 

 

1-4. プロジェクト概要 

（1）プロジェクトの理念とアプローチ 

本プロジェクトでは個別の健康問題に対処するための各々の技術的能力の向上を主眼と

はしていない。詳細計画策定調査時に明らかになった重要課題として、計画生育部門はト

ップダウンにより、上級行政機関の指示に基づく事業を単に実施し、事業のカバー率や影

響度を考慮せずに実施数（啓発資料配布数、住民講座実施回数、参加人数等）のみを誇る

という傾向が強い状況であった。そのため、地域の健康課題や住民ニーズの診断に基づく

サービスの計画・提供と、データを活用し地域の健康状況を客観的に評価しつつサービス

を拡充する、という「地域保健」の基本スタンスに鑑み、マネージメント面の能力強化お

よび仕組みづくりと、行政がサービスを効果・効率的に管理し、規範・政策化していくガ

バナンスに重点を置いたプロジェクト・デザインを採用している。 

本プロジェクトのアプローチは以下の図に示すとおり、政策、計画・管理、サービスの

各領域にまたがっており、住民や地域の現状に基づき、これら 3 領域の関連性を強化して

いる。その過程で、2000 年から展開しているわが国の「健康日本 21」など健康づくり政策

のノウハウ、また、母子愛育委員や食生活改善推進員、高齢者体操等の住民活動の知見を

参照しつつ、中国の実状に即した家庭保健サービスのモデル確立を進めている。 
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程建梅 安陸市発展改革局 工会主席 
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なお、本プロジェクトで取り上げている家庭保健サービスとは、家庭およびその構成員

に対し、「児童・思春期（0～19 歳）」「育齢期（15～49 歳）」「中高年（45 歳以上）」の各タ

ーゲットグループ別に、「健康教育」「健康検査（スクリーニング）」「健康相談」の 3 種類

の予防サービスを提供するものである。家族計画・リプロを所掌してきた計画生育部門が

その役割を拡大し、主に農村住民を対象とした保健予防活動に着手していくため、先行プ

ロジェクトで編み出された概念および枠組みである。 

サービスのコンテンツは以下表のとおり、感染症予防に限らず、思春期保健、生活習慣

病予防、リハビリテーション、心理健康など、複雑・多様化する農村住民の健康問題を反

映し、多岐にわたるものとなっている。この枠組みから各サイトが地域診断の結果と自分

たちの能力に応じ、必要なサービスを取捨選択して計画を策定し、サービス展開を行って

いる。 

 
 児童・思春期 育齢期 中高年 

健 
康 
教 
育 

 乳幼児の日常ケア 
 栄養（母乳、離乳食等） 
 事故予防（外傷、中毒、

溺水、自然災害） 
 良く見られる疾病（感染

症、発育障害、眼耳口等） 
 生活・学習習慣 
 早期教育（言語・動作訓

練、認知・社会行動等） 
 リプロダクティブヘルス

（月経、妊娠、避妊、人

工中絶等） 
 性教育 
 性感染症（HIV/AIDS） 
 思春期心理 
 体重管理 

など 

 リプロダクティブヘルス

（妊娠診断、避妊、流産、

性機能、不妊等） 
 性感染症（HIV/AIDS） 
 妊娠前・妊娠期保健 
 産褥期保健 
 生活習慣病予防（高血

圧、糖尿病、腫瘍性疾患

等） 
 栄養 
 心理（コミュニケーショ

ン） 
など

 リプロダクティブヘルス

（避妊、性生活、更年期障

害等） 
 良く見られる疾病（婦人科

疾患、男性生殖系統疾患、

性感染症、生活習慣病、痴

呆、腫瘍性疾患等） 
 健康生活（運動、歯・視力

保持、飲酒・禁煙、社交活

動等） 
 栄養 
 高齢者保健（リハビリ、在

宅ケア等） 
など

健 
康 
検 
査 

 視力検査 
 歯科検診 
 婦人科疾患検査 
 生化学検査 
 HIV 検査 

など 

 婦人科疾患検査 
 男性生殖系統検査 
 血圧・血糖値等 

など

 婦人科疾患検査 
 男性生殖系統検査 
 生化学検査 
 心電図 
 血圧・血糖値 
 骨密度測定 
 エコー・レントゲン 

など

健 
康 
相 
談 

上記各項目について以下の方法を通して実施 
 サービス施設での個別カウンセリング 
 ホットライン（電話）、メール 
 家庭訪問 

出典：家庭保健サービス指南（試用版）を参考として作成 
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（2）プロジェクト目標、成果および活動 

本プロジェクトでは、パイロット地区における地域のニーズに即した家庭保健サービス

モデルの確立を目標として、以下の 4 つを成果に据えて活動を展開している。家庭保健サ

ービスモデルとは、プロジェクトで整備する規範（サービス項目、範囲・内容、標準技術

等の基準）に沿い、地域のニーズに即した質の高い家庭保健サービスを持続的に提供する

ための仕組みのことを指しており、計画・実施・モニタリングから成る運営管理手法、研

修手法、住民啓発手法等から構成される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

具体的なプロジェクト活動として、成果 1 に該当する規範整備については、複数回の専

門家会議を通じて家庭保健サービスの規範を制定し、ガイドライン（指南）として試行版

を配布しているほか、各サービスの技術的規範をマニュアルに纏め、サービス従事者に配

布している。また、専門家応用研究の実施を通じ、家庭保健サービスの位置づけの再考、

基礎調査データの分析、資格制度の検証等を行っており、一般政策化に向けた根拠づくり

に着手している。 

成果 2 の地域家庭保健計画策定については、パイロット地区（12 か所）およびコントロ

ール地区（2 か所）の約 7,820 世帯を対象としたベースライン調査（サンプル調査）を実施

し、地域の健康課題やニーズに基づいた保健計画を PDM 形式で作成したほか、同計画に沿

い、サービスの年次実施計画を策定するなど、地域診断による計画・実施・評価のサイク

ル確立を目指している。 

- 20 -
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成果 3 では計画生育部門の行政官のサービス管理能力、サービス従事者の技術能力の向

上を目指しており、パイロット地区関係者を中心とした研修（現地研修：年 4 回程度、訪

日研修：年 1-2 回）、現場指導、モニタリングを展開している。また、プロジェクトによる

現場のサービス活動に対する直接指導の機会を担保し、パイロット地区のサービス実施能

力向上を促進するべく、プロポーザル方式による特定活動を年度ごとに実施し（ローカル

コストをプロジェクトにて支出）、計画・実施・評価の質向上を図っている。 

成果 4 では計画生育部門がそれまでの家族計画・リプロに関するサービスから、家庭保

健サービスの提供に拡大することを踏まえ、地域住民の理解と健康全般に関する意識の向

上を狙っている。これについては、各パイロット地区のサービスを通じて意識向上に努め

ているほか、統一的に宣伝グッズの作成や住民向けの健康教育教材の開発に着手している。 
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評
価
用

P
D

M
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

V
er

.2
  

作
成

日
：

20
12

年
2
月

17
日

 
 プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
名

：
 

家
庭
保
健
を
通
じ
た
感

染
症
予
防
等
健
康
教
育
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 
期

間
：
 

5
年
間
（

20
11

年
1
月

～
20

16
年

1
月

）
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
省

：
河
北
省
、
安
徽
省
、
河
南
省
、
湖
北
省
、
重
慶
市
の
５
省
・
市

 
パ

イ
ロ
ッ

ト
地
区

：
河
北
省
邢
台
市
清
河
県
、
河
北
省
唐
山
市
遷
西
県
、
安
徽
省
蕪
湖
市
無
為
県
、
安
徽
省
六
安
市
霍
山
県
、
河
南
省
濮
陽
市
南
楽
県
、
河
南
省
鄭
州
市
荥
陽
市
、
河
南
省

 
安
陽
市
内
黄
県
、
湖
北
省
荊
門
市
京
山
県
、
湖
北
省
孝
感
市
安
陸
市
、
湖
北
省
随
州
市
曽
都
区
、
重
慶

市
榮
昌
県
、
重
慶
市
北
碚
区
の
計

12
県

 
タ

ー
ゲ
ッ

ト
グ
ル

ー
プ
：

 
国
家
人
口
計
生
委
、
省
・
市
・
県
人
口
計
生
委
（
局
）
、
市
・
県
家
庭
保
健
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
計
画
生
育
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）

 
郷
鎮
計
画
生
育
サ
ー
ビ
ス
所
、
村
計
画
生
育
サ
ー
ビ
ス
室
、
地
域
住
民

 
 

* 
目
標
値

X
X
に
関
し
て
は
中
間
レ
ビ
ュ
ー
の
結
果
を
踏
ま
え
設
定

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
要

約
 

指
標

 *
 

指
標

入
手

手
段

 
外

部
条
件

 

上
位

目
標

 
 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
省
に
お
い
て
、
家
庭
保
健
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
て
、
体
系
的

な
保
健
予
防
活
動
が
強
化
さ
れ
る
。

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後

5
年
後

ま
で
に

 
 1.

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
省

に
お

い
て

、
家

庭
保

健
サ

ー
ビ

ス
が

展
開

さ
れ

た
県

の
カ

バ

ー
率
（

X
X

%
以

上
）

 
2.

 
国

家
人

口
計

生
委

の
政

策
文

書
で

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

に
関

す
る

文
言

が
明

記

さ
れ
る
。

 
3.

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
省

に
お

い
て

家
庭

保
健

優
先

課
題

の
解

決
に

影
響

す
る

リ
ス

ク

フ
ァ

ク
タ

ー
（

不
健

康
な

行
動

等
）

が

減
少
す
る
。

 
 

・
 

 1.
 プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
省
関
連
報
告
書

 
・

 
・

 
2.

 国
家
人
口
計
生
委
関
連
文
書

 
・

 
・

 
3.

 プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
省
関
連
報
告
書

 
 

  

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
 

 
パ
イ
ロ
ッ
ト
地
区
に
お
い
て
、
地
域
の
ニ
ー
ズ

に
即
し
た
家
庭
保
健
サ
ー

ビ
ス
モ
デ
ル
が
確
立
さ
れ
る
。

 
  

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
ま
で
に

 
 1.

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
対

象
全

省
で

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

の
普

及
に

関
す

る
行

政
令

が

発
出
さ
れ
る
。

 
2.

 
家

庭
保

健
サ

ー
ビ

ス
に

対
す

る
住

民
満

足
度
が
向
上
す
る
。

 
3.

 
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

に
お

い
て

家
庭

保
健

優
先

課
題

の
解

決
に

影
響

す
る

リ
ス

ク

フ
ァ

ク
タ

ー
（

不
健

康
な

行
動

等
）

が

・
 

 1.
 

省
人
口
計
生
委
関
連
文
書

 
・

 
・

 
2.

 
基

礎
調

査
お

よ
び

エ
ン

ド
ラ

イ

ン
調
査
結
果

 
3.

 
基

礎
調

査
お

よ
び

エ
ン

ド
ラ

イ

ン
調
査
結
果

 
 

  国
家

人
口

計
生

委
の

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

に
関

す
る

政
策

お
よ

び
実

施
体

制
が

大
き

く
変
更
し
な
い
。
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減
少
す
る
。

 
 

成
果

 
 1.

 
家

庭
保

健
サ

ー
ビ

ス
の

規
範

（
理

念
・

概
念

・
内

容
・

基
準

等
）

が

整
備
さ
れ
る
。

 
         2.

 
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

に
お

い
て

地
域

家
庭

保
健

計
画

策
定

能
力

が
強

化

さ
れ
る
。

 
          3.

 
家

庭
保

健
サ

ー
ビ

ス
に

従
事

す
る

人
材

の
実

施
能

力
（

管
理

・
技

術

面
）
が
向
上
す
る
。

 
      ・

 
・

 
・

 
4.

 
家

庭
保

健
サ

ー
ビ

ス
に

対
す

る
住

民
の

参
加

意
識

お
よ

び
健

康
意

識

が
向
上
す
る
。

 

・
 

・
 

1-
1.

 
家

庭
保

健
サ

ー
ビ

ス
規

範
及

び
サ

ー

ビ
ス
実
用
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
（
指
南
）
が

国
家

人
口

計
生

委
の

認
可

を
受

け
る

。

（
国
際
合
作
司
の
文
書
）

 
1-

2.
 
家
庭
保
健
サ
ー
ビ
ス
制
度
の
執
行
・
応

用
に
関
す
る
提
言
（
施
設
・
人
材
の
質

量
認
定
等
）
の
発
出
有
無
。

 
1-

3.
 
拡
大
交
流
セ
ミ
ナ
ー
回
数
（

8
回

以
上
）

  2-
1.

 
指

導
者

グ
ル

ー
プ

及
び

プ
ロ

ジ
ェ

ク

ト
オ

フ
ィ

ス
設

置
に

関
す

る
行

政
文

書
が

全
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

で
発

出
さ

れ
る
。

 
2-

2.
 
全
パ
イ
ロ
ッ
ト
地
区
で
調
査
・
分
析
結

果
に

基
づ

く
地

域
家

庭
保

健
計

画
が

策
定
さ
れ
る
。

 
2-

3.
 
全
パ
イ
ロ
ッ
ト
地
区
で
調
査
・
分
析
結

果
に

基
づ

く
年

次
実

施
計

画
が

策
定

さ
れ
る
。

 
  3-

1.
 
一
定
の
研
修
効
果
（
知
識
・
ス
キ
ル
・

伝
達
能
力
）
を
満
た
し
た
従
事
者
の
割

合
（

80
％
以
上
）

 
3-

2.
 
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

か
ら

質
の

高
い

モ

ニ
タ
リ
ン
グ
報
告
書
（
分
析
的
、
明
瞭

解
析
）
の
割
合
が
増
加
す
る
。

 
3-

3.
 
健
康
教
育
・
健
康
検
査
・
健
康
相
談
に

お
い

て
基

準
を

満
た

す
サ

ー
ビ

ス
従

事
者
の
割
合
が
増
加
す
る
。

 
  

・
 

・
 

1-
1.

 
国
際
合
作
司
関
連
文
書

 
・

 
・

 
・

 
1-

2.
 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書

 
・

 
・

 
1-

3.
 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書

 
  2-

1.
 
パ
イ
ロ
ッ
ト
地
区
関
連
文
書

 
・

 
・

 
2-

2.
 
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

の
地

域
家

庭
保
健
計
画

 
・

 
・

 
2-

3.
 
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

の
年

次
実

施
計
画

 
   3-

1.
 
研
修
効
果
測
定
結
果

 
・

 
・

 
3-

2.
 
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
報

告
書

お
よ

び
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
監
視
結
果

 
・

 
3-

3.
 
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
報
告
書
（
模
擬

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
調
査
）

 
   4-

1.
  
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

 

 研
修

を
受

け
た

人
材

が
継

続
的

に
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
参
画
す
る
。
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4-
1.

 
政

府
及

び
関

係
機

関
の

家
庭

保
健

サ

ー
ビ
ス
へ
の
参
加
度
が
増
加
す
る
。

 
4-

2.
 
参
加
意
識
・
健

康
意
識
が
向
上
し
た
住

民
の
割
合
が
増
加
す
る
。

 
 

・
 

4-
2.

  
住

民
ニ

ー
ズ

調
査

お
よ

び
エ

ン
ド
ラ
イ
ン
調
査
結
果

 
 

活
動

 
（

規
範
整

備
）

 
1-

1 
既
存

の
サ
ー
ビ
ス
実
用
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
（
指
南
）
等
の
分
析
を
行
う
。

1-
2 

家
庭

保
健
サ
ー
ビ
ス
の
理
念
を
確
定
し
、
関
連
概
念
を
整
備
す
る
。

1-
3 

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

に
関

す
る

各
級

サ
ー

ビ
ス

施
設

の
サ

ー
ビ

ス

内
容

お
よ
び
技
術
基
準
を
制
定
す
る
。

 
1-

4 
各
級

サ
ー
ビ
ス
施
設
の
人
的
資
源
、
機
材
、
施
設

に
関
す
る
標
準
を

規
定

す
る
。

 
1-

5 
家
庭

保
健
サ
ー
ビ
ス
の
運
営
管
理
制
度
を
整
備
す
る
。

 
1-

6 
上
記

を
踏
ま
え
、
家
庭
保
健
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ

ヘ
ル

ス
家
庭
保
健
サ
ー
ビ
ス
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
・
改
訂
す
る
。

 
1-

7 
上
記

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
及
び
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
用
い
て
、
家
庭
保
健
サ
ー

ビ
ス

の
規
範
を
普
及
す
る
。

 
1-

8 
家
庭

保
健
フ
ァ
イ
ル
（
電
子
版
）
の
あ
り
方
に
つ
い
て
提
言
を
行
う
。

1-
9 

家
庭

保
健
サ
ー
ビ
ス
規
範
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
及
び
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
普

及
状

況
に
対
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
う
。

 
1-

10
 

パ
イ

ロ
ッ
ト
地
区
に
お
い
て
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
カ
ウ
ン

セ
ラ

ー
の
資
格
制
度
の
実
施
状
況
に
対
す
る
分
析
を
行
う
。

 
1-

11
 

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
に

お
い

て
、

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

の
制

度
の

執

行
・
応
用
に
関
す
る
提
言
（
機
構
・
人
材
の
資
格
認
定
等
）
を
行
う
。

1-
12

 
全
国

規
模
の
拡
大
交
流
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
、
経
験
・
教
訓
を
共
有

す
る

。
 

 （
地

域
家

庭
保
健

計
画
策

定
）

 
2-

1 
パ
イ
ロ
ッ
ト
地
区
を
選
定
す
る
。

 
2-

2 
パ
イ
ロ
ッ
ト
地
区
の
属
す
る
各
級
政
府
の

統
括
的
な
指
導
の
も
と
、

関
係
機
関
（
衛
生
、
教
育
、
民

政
、
婦
女
連
合
会
等
）
か
ら
構
成
さ

れ
る
指
導
者
グ
ル
ー
プ
を
設
置
す
る
。

 
2-

3 
指
導
者
グ
ル
ー
プ
の
下
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

オ
フ
ィ
ス
を
設
置
す
る
。

2-
4 

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

区
及

び
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
地

区
の

計
画

生
育

サ
ー

ビ

ス
施
設
の
基
礎
情
報
を
収
集
・
分
析
す
る

。
 

中
国

側
の

投
入

 
 ＜

人
的
投

入
＞

 
・
 
国
家
人
口
計
生
委
国
際
合
作
司

 
・
 
国
家
人
口
計
生
委
弁
公
庁

 
・
 
国
家
人
口
計
生
委
発
展
企
画
司

 
・
 
国
家
人
口
計
生
委
財
務
司

 
・
 
国
家
人
口
計
生
委
宣
伝
教
育
司

 
・
 
国
家
人
口
計
生
委
科
学
技
術
サ
ー
ビ
ス
司

・
 
国
家
人
口
計
生
委
人
事
司

 
・
 
省
人
口

計
生
委

科
学
技

術
処
（

国
際
合
作

処
）

 
・
 
市
・
県
人
口
計
生
委
（
局
）

 
 ＜

資
機
材

＞
 

・
 
研
修
用
資
機
材

 
・
 
検
診
用
資
機
材

 
 ＜

必
要
経

費
＞

 
・
 
車
輛
維
持
管
理
費
、
保
険
料
、
燃
料
代

 
・
 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
経
費

 
・
 
長
期
専
門
家
執
務
室
関
連
経
費
（
電
気
代
、

水
道
代
な
ど
）

 
・
 
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
の
旅
費
、
日
当

 

日
本

側
の

投
入

 
 ＜

人
的
投

入
＞

 
長

期
専
門

家
：

 
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

 
地
域
保
健

 
業
務
調
整

/研
修
計
画

 
短

期
専
門

家
：

 
1.

 健
康
教
育
・
診
断
・
相
談

 
2.

 調
査
方
法
・
疫
学

 
3.

 医
療
人
類
・
社
会
学

 
4.

 地
域
保
健
計
画

 
5.

 生
活
習
慣
病
予
防

/ 
中
高
年
保
健

 
6.

 モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
評
価

 
7.

 研
修
教
授
・
指
導
法

 
8.

 保
健
情
報
シ
ス
テ
ム

 
9.

 医
療
政
策

 
10

.ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

 
11

.そ
の
他

 
 ＜

資
機
材

＞
 

・
 
車
輛

 
・
 

P
C

 
・
 
プ
リ
ン
タ
ー

 
・
 
コ
ピ
ー
機

 
・
 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

 
・
 
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

 
・
 
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ

 
・
 
宣
伝
教
育
用
機
材

 
・
 
研
修
用
資
機
材

 

 関
係

機
関

と
の

協

力
・
調
整
に
支
障
が
生

じ
な
い
。

 
 パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

の

住
民

に
家

庭
保

健
サ

ー
ビ

ス
が

受
け

入
れ

ら
れ
る
。

 
             前

提
条
件

 
家

庭
保

健
サ

ー
ビ

ス

に
対

す
る

他
機

関
か

ら
の

反
対

が
生

じ
な

い
。
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 2-
5 

パ
イ
ロ
ッ
ト
地
区
及
び
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
地

区
の
社
会
経
済
情
報
（
所

得
、

産
業

等
）
、
保

健
医

療
情

報
（

疾
病

・
死

亡
統

計
）

を
関

連
分

野
の
統
計
年
鑑
に
よ
り
収
集
・
分
析
す
る

。
 

2-
6 

住
民
ニ
ー
ズ
（
家
庭
の
衛
生
環
境
、
生
活
習
慣
、
健
康
知
識
、
受
診

行
動
等
に
関
す
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
）
の
サ

ン
プ
ル
調
査
を
行
う
。

 
2-

7 
上
記

2-
4～

2-
6
の
結
果
を
踏
ま
え
パ
イ

ロ
ッ
ト
地
区
の
家
庭
保
健

優
先
課
題
を
特
定
す
る
。

 
2-

8 
指
導
者
グ
ル
ー
プ
が
地
域
家
庭
保
健
計
画

を
策
定
す
る
。

 
2-

9 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
オ

フ
ィ

ス
が

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

の
年

次
実

施
計

画
を
策
定
す
る
。

 
2-

10
 

定
期
的
に
サ
ー
ビ
ス
の
質
・
イ
ン
パ
ク
ト
を
（
日
本
の
関
連
調
査
を

参
考
に
し
て
）
評
価
す
る
。

 
2-

11
 

上
記

2-
4～

2-
6
に
対
す
る
エ
ン
ド
ラ
イ
ン
調
査
を
行
う
。

 
 （

実
施
能

力
（
管

理
・
技

術
面
）

の
向
上

）
 

3-
1 

家
庭
保
健
サ
ー
ビ
ス
の
規
範
に
沿
い
、
県

級
サ
ー
ビ
ス
従
事
者
に
対

す
る
研
修
ニ
ー
ズ
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行

う
。

 
3-

2 
運
営
管
理
方
法
お
よ
び
技
術
研
修
の
計
画

を
策
定
し
、
研
修
教
材
を

作
成
す
る
。

 
3-

3 
行
政
官
お
よ
び
県
級
サ
ー
ビ
ス
施
設
長
に

対
し
、
運
営
管
理
方
法
の

研
修
を
行
う
。

 
3-

4 
県
級
サ
ー
ビ
ス
従
事
者
に
対
し
、
技
術
研

修
（
ト
レ
ー
ナ
ー
研
修
）

を
行
う
。

 
3-

5 
県

級
サ

ー
ビ

ス
従

事
者

が
郷

鎮
以

下
の

サ
ー

ビ
ス

従
事

者
に

対
し

て
伝
達
講
習
を
行
う
。

 
3-

6 
国
家
・
省
級
専
門
家
に
対
し
、
疫
学
調
査
・
研
究
能
力
向
上
の
た
め

の
研
修
を
行
う
。

 
3-

7 
上
記

3-
3～

3-
6
の
各
研
修
に
関
す
る
研

修
効
果
を
測
定
す
る
（
自

己
評
価
、
受
講
者
に
よ
る
講
師
・
内
容
評

価
等
）
。

 
3-

8 
上
記

2-
9
の
年

次
実
施
計
画
に
沿
い
、
家

庭
保
健
サ
ー
ビ
ス
（
健
康

教
育

、
健
康
検
査
、
健
康
相
談
）
を
提
供
し
、
年
次
計
画
を
実
施
す

る
。

 
3-

9 
サ
ー

ビ
ス
活
動
及
び
従
事
者
に
対
す
る

M
&

S（
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・

ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
）
を
定
期
的
に
行
う
。

 
3-

10
 

上
記

3-
9
に
対

す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
監
視
を
行
う
。

 
 

・
 
検
診
用
資
機
材

 
 ＜

必
要
経

費
＞

 
・
 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
経
費

 
・
 
長
期
専
門
家
執
務
室
運
営
経
費

 
・
 
ア
シ
ス
タ
ン
ト
傭
上
経
費

 
・
 
ロ

ー
カ

ル
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

委

託
費
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 （
参

加
・

健
康
意

識
向
上

）
 

4-
1 

各
級
政
府
及
び
関
連
部
門
に
対
す
る
ア
ド

ボ
カ
シ
ー
活
動
を
行
う
。

4-
2 

家
庭
保
健
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
多
様
な
広

報
・
宣
伝
活
動
（
コ
ン
テ

ス
ト
、
健
康
ま
つ
り
、
家
庭
訪
問
、
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
等
）
を
行
う
。

4-
3 

住
民
向
け
家
庭
保
健
冊
子
、
教
材
、
及
び
、
関
連
ツ
ー
ル
を
作
成
す

る
。
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（3）実施体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本プロジェクトは国家衛生・計画生育委員会国際合作司を主要 C/P とし、同委員会傘下

の研究所や関連大学等から中国側専門家（10 名程度）を組織し、日本側専門家と協力して

国家レベルで政策研究、ガイドライン・マニュアル開発、研修カリキュラム策定、モニタ

リング等を行っている。プロジェクトの事務作業をサポートするため、委員会傘下の科学

技術研究所にプロジェクトオフィスが設置されており、日本側専門家（長期）のオフィス

も同研究所内に設置されている。 

なお、プロジェクトの研修には省・市・県行政官、サービス従事者の双方が参加してお

り、県レベルまでを直接の対象としている。研修に参加した県関係者は郷・鎮、村レベル

のサービス従事者に伝達講習や指導を行い、計画策定と実際のサービス提供がなされる体

制となっている。パイロット地区が存在する県レベルにはプロジェクトの指導者グループ

が設置されており、県人民政府、衛生、教育、民政、婦女連合会等の関係者が所属し、必

要に応じて、プロジェクト活動に参画している。 

衛生部との統合については、国レベルではほぼ完了し、今後、省レベル以下の統合作業

- 27 -



28 
 

が進められる見通し。なお、国家衛生・計画生育委員会の現状体制および主要職責は以下

のとおり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部署名 職責 

弁公庁 重要文書の起草、情報管理等 
人事司 人事管理、機構編成、資格標準制度、研修等 
企画・情報司 中長期発展計画の制定、サービス資源配置、情報化等 
財務司 予算管理、財務、資産管理等 
法制司 政策、標準、法律法規の草案等 
体制改革司 医薬衛生体制改革の監督 
衛生応急弁公室 突発公衆衛生事件の予防準備、監測、処置救援等 
疾病予防控制局 重大疾病対策、予防接種、感染症情報管理等 
医政医管局 医療機構、技術、質量、安全等の政策規範等 
基層衛生司 農村衛生・コミュニティ衛生、郷村医師管理等 
母子健康サービス司 母子保健、家族計画、リプロダクティブヘルス等 
食品安全標準・監測評価司 食品安全リスク管理等 
総合監督局 公衆衛生、職業衛生、環境衛生、学校衛生、家族計画等の監督管理 
薬品政策・基本薬品制度司 国家薬品政策、国家基本薬品制度等 
計画生育基層指導司 計画生育サービスの指導、管理、監督 
計画生育家庭発展司 計画生育対象家庭の扶助制度、人口性別比の調整等 
流動人口計画生育サービス

管理司 
流動人口の計画生育サービス管理等 

宣伝司 健康教育、健康促進の目標、計画、政策等 
科技教育司 医学教育、継続医学教育等 
国際合作司 国際交流・協力、対外窓口 
保健局 干部医療管理活動、国家重要会議・活動の医療衛生保障等 

 

中国国家衛生・計画生育委員会
（行政）

省衛生庁

省CDC 母子保健院 病院

市衛生局

市CDC 母子保健院 病院

県衛生局

県CDC 母子保健院 県病院

郷鎮衛生院

村衛生室（村医）

省人口・計画生育委員会

市人口・計画生育局

市計画生育サービスセンター

県人口・計画生育局

県計画生育サービスセンター

計画生育サービス所

計画生育サービス室
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第 2 章 中間レビュー調査の方法 

 

2-1. 評価の手法・項目と評価基準 

（1）評価の方法 

本評価調査は、新 JICA 評価ガイドラインに則り、プロジェクトレベルの評価として①プ

ロジェクトの現状把握・検証を行い、②それらを DAC 評価 5 項目（妥当性、有効性、効率

性、インパクト、持続性）による評価基準から判断し、③提言や教訓を導き出して次の段

階にフィードバックするという 3 段階で構成される。また中間段階の評価であることから、

特に、妥当性、有効性、効率性について検証するとともに、プロジェクトの計画見直しや

運営体制の改善などへの提言を取りまとめる。 

評価実施プロセスは、以下のとおりである。 

項目 調査手順 

事前準備（2013 年 7 月上旬～下旬） 

1.調査団派遣の目的・方針の

確認 

対処方針（案）を作成し、調査団派遣の目的・方針、およ

びプロジェクト後半の方向性等について関係者間で協議。 

2.既存資料の収集・整理・分

析 

以下の資料を収集し、整理・分析を実施。 

・専門家業務完了報告書 

・専門家出張報告書 

・合同調整委員会ミニッツ・議事録 

・プロジェクト事業進捗報告書（～2013 年 1 月分まで提出

済） 

・中国側行政通達（12.5 計画、プロジェクトオフィス設置

文書等） 

・家庭保健サービスガイドライン（初版）、マニュアル（初

版、改訂版） 

・基礎調査報告書 

・パイロット地区活動関連資料（地域家庭保健計画（PDM

形式）、年次 

活動計画書/報告書、特定活動計画書/報告書等） 

・モニタリング実施報告書 

・専門家応用研究計画書 

・研修関連資料（研修プログラム、質問票結果等） 

3.評価デザインの作成 

評価グリッドを作成し、プロジェクトの実績、実施プロセ

ス、評価 5 項目ごとの調査項目と情報収集方法、調査方法

等を特定。 
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4.質問票の作成・配布 

①国家レベル C/P および中国側専門家、②プロジェクト対

象省および市、③パイロット地区（県）向けに質問票を作

成し、配布。 

5.必要データ・資料の収集 評価グリッドに沿って、情報収集を開始。 

現地調査（2013 年 7 月 28 日～8 月 21 日） 

1.調査手法・手順の説明 
C/P 機関に対し、調査手法、手順（調査内容および調査工程）

を説明し、参加・協力を依頼。 

2.情報の収集・分析 

質問票の回収を行い、情報整理・分析を行う。また、プロ

ジェクト関係者（C/P、日中専門家）と現場関係者（省・市・

県計画生育部門、県長、指導者グループ等）の意見を直接

聴取し、必要な情報の収集・分析。 

3.中間レビュー調査セミナ

ーの実施 

国家衛生・計生委の家庭保健に関連する部署を集め、本プ

ロジェクトの概要、応用研究ならびに中間評価の結果を共

有し、今後の家庭保健サービスのあり方について意見を集

約。 

4.C/P 機関との協議 

評価結果を取りまとめ、評価報告書案を作成するとともに、

評価結果につき、C/P 機関と協議する。また、プロジェクト

後半の活動の方向性について協議。 

5.ミニッツ署名・交換 

関係者間で合意したミニッツ（和文・中文）について、調

査団長および国家衛生・計画生育委員会国際合作司長（副

司長）間で署名を交換。 

6.在中国日本国大使館、JICA

中国事務所への報告 

現地調査結果の概要をとりまとめ、在中国日本国大使館お

よび JICA 中国事務所へ報告。 

帰国後作業（2013 年 8 月下旬～9 月上旬） 

1.帰国報告会 
帰国後 1 ヶ月以内を目処に報告会を開催。 

 

2.評価調査結果要約表・終了

時評価調査報告書の作成 

調査結果について、和文報告書に取りまとめる。また、評

価調査結果要約表を確定。 

 

 

（2）評価基準 

評価 5 項目の定義とその評価基準は、以下の通り。 

①妥当性 

 妥当性とは、評価時点においてプロジェクト目標と上位目標が示すプロジェクトの方向

性が、「中国」の当該分野の開発政策（保健衛生政策等）及び日本の援助政策（技術の優位
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性なども含む）と整合性があるか、ターゲットグループや関係者のニーズと合致している

かを確認する視点である。 

 

②有効性 

 有効性とは、プロジェクト目標の達成可能性及びプロジェクト目標がプロジェクトの活

動によって達成されたか、達成が見込まれるか（他の要因によって達成されてはいないか）

を確認する視点である。またプロジェクトの成果（アウトプット）がプロジェクト目標の

達成に貢献したかも（外部条件の状況も含め）確認する。中間レビューではプロジェクト

目標の達成に向けた中間的目標（マイルストーン）の達成状況やプロセスやステップの実

施状況を確認するとともに、成果の貢献度を検証する。 

 

③効率性 

 効率性とは、プロジェクトの投入がどの程度、成果（アウトプット）の達成に貢献した

かを確認する視点であり、プロジェクトの生産性を問う視点である。量のみならず、質や

タイミングの観点からも確認する。中間レビューでは、特に成果が目標、予定通り達成さ

れているか、活動が成果に結びついているか（実施プロセスの確認）、効率性を高めるため

の仕組みが予定通り実施されているかなどを確認する。 

 

④インパクト 

 インパクトはプロジェクトの直接的・間接的及び正負の波及効果である。上位目標は意

図された直接的な正のインパクトなので、その達成可能性も確認する。 

中間レビューでは、上位目標達成への論理性を再確認し、そのためのプロセスの進捗状況

を確認するとともに、すでに発生している正負のインパクトを検証する。 

 

⑤持続性 

 持続性とは、プロジェクトにて、もたらされた便益が、その終了後も継続するかを確認

する視点である。（プロジェクトの継続性を確認する視点ではない）将来を予測する視点な

ので、組織や財政、人材及び政策的なバックアップなどを基に、継続するための要素が十

分かを検討する。持続性を担保するためには、プロジェクト実施中の仕組み作りが重要で

ある。中間レビューでは、その仕組み作りが準備されているか、どの程度進んでいるかを

確認する。 

 

 

2-2. 情報・データ収集と分析方法 

（1）情報・データ収取方法 

①文献調査 
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プロジェクトの詳細策定調査報告書や、これまでプロジェクトが作成した報告書等を収

集し、プロジェクトの成立ち、構造、実施プロセス、課題などを確認する。また、指標入

手手段として、中国側が発出した行政文書、基礎情報（ベースライン）調査報告書、地域

保健計画、年次実施計画、モニタリング報告書などを収集し、指標の達成状況を確認する。 

 

②質問票調査 

プロジェクト関係者、組織・団体の、本プロジェクトに対する考えや意向、感情などを

確認する。対象は、個人として中国側専門家、組織として、日本人専門家グループ、国家

衛生・計生委国際合作司、パイロット省計生委（5）、パイロット市計生委（10）、パイロッ

ト地区計生委（12）である。 

 

③現場訪問（参与観察） 

プロジェクトの実施状況、特に現場における関係部門の連携ならびに住民の様子を確認

するため、パイロット地区の実施機関ならびにサービス提供施設を訪問し、その様子を観

察するとともに、活動状況の説明を受けた。対象は、河南省人口計生委ならびに南楽県（プ

ロジェクト地区）と湖北省人口計生委と京山県、随州市曾都区、安陸市である。 

 

④インタビュー調査（半構造型） 

文献調査や質問表調査、参与観察で得られた情報を補完する目的で、インタビュー調査

を実施した。対象は、中国側専門家、日本側専門家、河南省人口計生委ならびに南楽県（プ

ロジェクト地区）と湖北省人口計生委と京山県、随州市曾都区、安陸市 

 

（2）データの分析方法 

 評価グリッドの各評価設問に基づき収集されたデータは、各設問に対して、肯定的な回

答か、否定的な回答可を判定するとともに、回答の信頼度と重要度を分析し、各評価設問

の回答を取りまとめ、評価 5 項目の回答を導き出す。 
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第 3 章 プロジェクトの実績と実施プロセス 

 

3-1. 投入実績 

（1）日本側投入実績 

①専門家の投入 

本プロジェクトには、2013 年 7 月末時点で、長期専門家 4 名、短期専門家 14 名が派遣さ

れている。 

1） 長期専門家 

No． 指導科目 派遣期間 
1 チーフアドバイザー 2011 年 4 月 1 日～2014 年 3 月 23 日 
2 地域保健（1） 2011 年 1 月 17 日～2013 年 1 月 16 日 
3 地域保健（2） 2013 年 1 月 4 日～2015 年 1 月 3 日 
4 業務調整/研修計画 2011 年 2 月 17 日～2014 年 2 月 16 日 

 

2） 短期専門家 

No． 指導科目 派遣期間 
1 チーフアドバイザー 2011 年 3 月 1 日～3 月 5 日 
2 地域保健計画 PDM 策定指導 2011 年 9 月 22 日～9 月 28 日 
3 健康教育 2011 年 12 月 5 日～2 月 11 日 
4 保健政策 2012 年 2 月 13 日～2 月 18 日 
5 健康相談 2012 年 5 月 12 日～5 月 17 日 
6 健康教育 2012 年 7 月 21 日～8 月 1 日 
7 健康相談 2012 年 9 月 10 日～9 月 17 日 
8 地域保健 2012 年 9 月 10 日～9 月 19 日 
9 保健政策 2012 年 12 月 4 日～12 月 7 日 
10 保健行政 2012 年 12 月 4 日～12 月 8 日 
11 農村保健(調査団員) 2012 年 12 月 4 日～12 月 8 日 
12 地域保健計画 2012 年 12 月 4 日～12 月 8 日 
13 地域保健計画 2012 年 6 月 23 日～7 月 8 日 
14 健康教育 2013 年 7 月 21 日～7 月 27 日 

 

②訪日研修 

 2013 年 7 月末までに、国別研修が 3 回開催され、45 名の C/P が参加している。また 7 名

が課題別研修に参加している。 

1）国別研修 
 研修科目 研修期間 人数 研修内容 
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1 「日本での健康づく

り政策の理念と実際」 
2011年 11月 9日～

11月 23日(15日間)
19 名 内容：日本の循環器病対策(健診と指導)、計

画策定についてのプレゼンと議論、高知県の

健康づくり政策及び活動（自主組織活動、児

童保健、高齢者保健など）、女性への健康支援、

リプロダクティブヘルス・中高年保健に関す

る広報教育活動、日本の地域保健の中国への

適用事例など 
 
受入機関：慶応義塾大学医学部、国立保健医

療科学院、高知県関連機関、板橋区女性健康

支援センター、日本家族計画協会 
2  

「日本での健康づく

り政策の理念と実際」 

2012 年 5 月 28 日 
～6 月 9 日 
（12 日間） 

14 名 内容：日本の循環器対策、日本の地域保健計

画策定、子供の事故防止、子供の早期教育、

思春期相談・電話相談の実際と健康教育資料

の作成、高知県の健康づくり政策及び活動（自

主組織活動、保健師 OB 会の活動、佐川町の

健康づくりの取り組み、学校と連携しての健

康教育、高齢者模擬体験、高齢者介護予防政

策、思春期相談など） 
 
受入機関：慶応大学医学部、国立保健医療科

学院、池袋保健所子供自己予防センター、児

童育成教会こどもの城、日本家族計画協会、

高知県関係機関 

3  
「日本での健康づく

り政策の理念と実際」 
 

2012 年 9 月 11 日 
～9 月 22 日 
（12 日間） 

12 名 内容：日本の循環器対策、日本の概況及び行

政システム、人口・計画生育分野における日

中保健医療協力の歴史、日本の健康政策の理

念、日本の保健計画、日本の社会保障制度、

子供の早期教育、女性への健康支援、高知県

の健康づくり政策及び活動（健康な街づくり

政策、保健医療福祉の連携、思春期相談、学

校と連携した健康教育、高齢者保健など） 
受入機関：国立保健医療科学院、児童育成協

会子どもの城、板橋区女性健康支援センター、

高知県関連機関 

 

2）課題別研修 
N
o. 

研修科目 
 

研修期間 受入機関 

1 思春期保健ワークショ

ップ 
2012 年 5 月 11 日～2012 年 6 月 5 日

（26 日間） 
ジョイセフ 

2 学校保健 2012 年 5 月 20 日～2012 年 7 月 6 日

(48 日間) 
あいち小児保健医療総合センタ

ー 
3 生活習慣病予防対策 2012 年 5 月 20 日～2012 年 6 月 23

日（35 日間） 
あいち健康の森健康科学総合セ

ンター 

4 

保健未来学に基づく保

健医療政策開発 

2012 年 7 月 23 日～2012 年 9 月 1 日

（41 日間） 
東海大学 

5 思春期保健ワークショ

ップ 
2013 年 5 月 15 日～2013 年 6 月 8 日

（25 日間） 
ジョイセフ 

6 生活習慣病予防対策 2013 年 6 月 9 日～2013 年 7 月 14 日

（36 日間） 
あいち健康の森健康科学総合セ

ンター 
7 保健衛生管理 2013 年 6 月 20 日～2013 年 7 月 13

日(24 日間) 国立保健医療科学院 
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③機材供与 

研修用資機材、健康診断用機材、健康教育用模型など 40 種類の資機材を供与している。 

  供与年度 機材名 数量 

1 2010 骨密度測定器 4
2 2011 沐浴人形 6
3 2011 喫煙人形（スモーキングボーイ） 5
4 2011 肺汚染パネル実験機 6
5 2011 妊娠模型 4
6 2011 マンモグラフィー 10
7 2011 尿自動分析器 1
8 2011 心電図器 4
9 2011 体脂肪計測つき身長体重計 11
10 2011 全自動血圧脈拍測定器 5
11 2011 新生児経皮黄疸計 1
12 2011 骨密度測定器 6
13 2012 沐浴人形 3
14 2012 喫煙人形（スモーキングボーイ） 7
15 2012 肺汚染パネル実験機 3
16 2012 マグネルディスプレイ 11
17 2012 妊婦体験ジャケット 8
18 2012 高齢者体験セット 8
19 2012 乳癌自己触診器(精密型） 11
20 2012 現像機 3
21 2012 脂肪体重測定器 9
22 2012 全自動血圧・脈測定器 12
23 2012 歯の模型 11
24 2012 心電図器 3
25 2012 プロジェクター 2
26 2012 スクリーン 1
27 2012 ノート型パソコン 4
28 2012 生物顕微鏡 1
29 2012 超音波器 1
30 2012 心肺蘇生模型（半身） 2
31 2012 新生児訪問セット 2
32 2012 ドップラー胎児心拍測定器 10
33 2012 児童用血圧計 2
34 2012 検眼鏡 2
35 2012 ウェルチ・アレン耳鏡 3
36 2012 小児発育・栄養状態自動判定器 3
37 2012 乳幼児聴力検査器 1
38 2012 乳幼児仰臥式身長計 1
39 2012 検査試薬貯蔵庫 1
40 2012 デジタルビデオカメラ 14

 

④現地業務費負担 

 2013 年 7 月末時点の現地業務に係る日本側負担は、以下のとおりである。 
 2010 年度 2011 年度 2012 年度 2013 年度 合計（円） 
活動費 5,786,000 31,883,000 43,024,000 12,351,000 93,044,000 

携行機材 1,295,000 0 0 0 1,295,000 
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合計（円） 7,081,000 31,883,000 43,024,000 12,351,000 94,339,000 

 

（2）中国側投入実績 

①カウンターパート等の配置 

 中国側は、133 名のカウンターパートを配置した。内訳は、国家衛生・計生委員会、パイ

ロット省（4 省、1 特別市）の計生部門、パイロット市（10 市）の計生部門、パイロット地

区（12）の政府ならびに計生部門のスタッフである。またプロジェクト実施者として、9 名

の中国側専門家を配置した。 

 

 

3-2. 成果ごとの活動実績と達成状況 

（1）成果ごとの活動実績 

①成果１の活動実績 

成果１：家庭保健サービスの規範（理念・概念・内容・基準等）が整備される。 

 

成果 1 では、「規範整備」として家庭保健サービス規範に関するガイドライン及び、マニ

ュアル(サービス実用ハンドブック)を作成し、家庭保健サービスの一般化に向けた提言を取

りまとめ、家庭保健サービス活動の共有を促進している。 

ガイドラインに関して、複数回の専門家会議を通し、家庭保健サービスの理念・原則、

概念・規範（サービス対象、内容、フロー、方式等）、運営管理制度、質量管理方法、保障

体制（研修、データ、財政措置）等を定めたガイドライン（試行版）を 2011 年 12 月付で作

成した。その後、2012 年 2 月の研修会でパイロット省、サイトならびに関係者に配布して

いる。2013 年 3-4 月に使用状況を把握し、その結果に基づいて改訂が終了したが、最終的

には統合後の地方レベルの再編結果を待ち、最終確定をして配布する予定である。 

マニュアルは、ガイドライン作成と並行して対象グループ別の各サービスの目標・方法、

医学知識、注意事項等をまとめ、2012 年 4 月付で作成した。2012 年 5 月の研修会で、パイ

ロット省、サイトにならびに関係者に配布した。その後、同年 11 月に修正意見を聴取し、

2013 年 3 月に第 2 版とし、各サイトに配布した。 

提言に関しては、2012 年 5 月に、専門家の応用研究（政策研究）の形式にて、エビデン

スを取りまとめ、サービス制度及び人材資格制度等に関する提言につなげ、家庭保健サー

ビスの一般政策化を促進することとなり、2012 年 10 月より調査を開始した。研究テーマは

以下の通り。 

研究テーマ 担当者 

构建家庭保健体系、加強人口家庭公共服務 

（中国公衆衛生における家庭保健サービスの位置づけ、定

義・内容、指標体系等の明示） 

汝小美, 孫暁明, 梁 颖, 周建芳, 

丁寧寧, 房莉傑, 孔祥骊,  

阮力艰, 丁 明 
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家庭保健服务推广和人口计生家庭服务能力建设相互作用研究

（家庭保健サービスの実施能力と職業資格制度、人材育成状

況のアセスメント） 

呉尚纯, 武俊青, 劉 慶, 雛 燕, 

朱尧耿, 簡麗, 王坤 

中日技术合作家庭保健项目基线调查资料分析 

(基礎調査データの分析を通じた、健康ニーズ及びサービス提

供状況の明示と政策提言) 

温 勇, 乔晓春, 周立萍, 舒星宇, 

陳仲丹, 金承剛, 鲍常勇, 趙東 

 

2013 年 7 月末までに、中間報告が取りまとめられ、8 月 13 日の「中間評価セミナー」に

て、報告された。「家庭保健サービスの実施能力と職業資格制度、人材育成状況のアセスメ

ント」に関しては、3 年間の計画で報告を取りまとめ、他の 2 つの研究は、本年度中に報告

を取りまとめる。今後、必要に応じて、新たな研究テーマを設けることも検討している。 

 拡大交流セミナーの目的は、プロジェクトの成果、好事例を紹介し、共有する場であり、

毎年 1 回開催している。今後も、毎年、開催される予定である。 

また、成果 1 では、家庭保健ファイル(電子版)への提言を取りまとめる活動があるが、中

国側と合意し、検討を一時、中断している。衛生部門で作成している健康ファイルのほう

が急速に普及しているため、統合後、同様のファイルを作成する必要があるか、検討する

必要がある。 

 

②成果 2 の活動実績 

成果 2：パイロット地区において地域家庭保健計画策定能力が強化される。 

 

成果 2 は、パイロット地区の組織、運営管理能力の強化であり、地域保健計画策定のみ

ならず、実施、評価を含む家庭保健サービスの運営管理全体の質を向上しつつある。 

まず、2011 年 1 月にプロジェクトのパイロットサイト選定の通知が、国家人口計生委国

際合作司より発出され、同年 2 月までに 12 のパイロット地区が選定され、同年 3 月に各パ

イロット地区の副県長および計画生育部門関係者約 130 名を招集し（河北省唐山）、プロジ

ェクト起動式を実施した。その後、2011 年 3 月~2012 年 12 月にかけてパイロット地区にプ

ロジェクト実施実施機関が設置された。 

その後、2011 年 7 月より、北京大学人口研究所に委託し、パイロット地区 12 ヶ所とコン

トロール地区 2 ヵ所で基礎情報（ベースライン）調査を実施し、2011 年 9 月に中間結果を

発表し、2012 年 1 月に最終結果を取りまとめた。 

地域保健計画に関して、2011 年 6 月、9 月の研修会及び同年 11 月の訪日研修にて、PCM

手法に基づく計画策定手法を習得した。基礎調査のデータ（中間結果）を可能な限り参照

しつつ、2011 年末までに、対象グループ別の地域家庭保健計画（4 年間：2012 年～2015 年

末）をパイロット地区ごとに PDM として、取りまとめた。プロジェクトは、基礎調査デー

タの反映、ならびに計画の見直しのための技術指導を開始して、2013 年 6～7 月 に重慶市、
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河南省にて現場指導及びワークショップを実施した。河南省に関しては、各パイロット地

区が、8 月中に見直し案をプロジェクト事務所に提出する予定である。また他サイトに関し

ては、来年の計画策定に間に合うように、今年中に技術指導を実施する予定である。 

年次実施計画は、地域家庭保健計画に沿い、各パイロット地区にて、対象層別に策定さ

れており、その結果を毎年、年次活動報告書にしてプロジェクトに提出している。 

 

③成果 3 の活動実績 

成果 3：家庭保健サービスに従事する人材の実施能力（管理・技術面）が向上する。 

 

成果 3 では計画生育部門の行政官のサービス管理能力、サービス従事者の技術能力の向

上を目指しており、パイロット地区関係者を中心とした研修、現場指導、モニタリングを

展開している。また、プロジェクトによる現場のサービス活動に対する直接指導の機会を

担保し、パイロット地区のサービス実施能力向上を促進するべく、プロポーザル方式によ

る特定活動を年度ごとに実施し（ローカルコストをプロジェクトにて支出）、計画・実施・

評価の質向上を図っている。 

国家級研修に関しては、計画及び研修効果を確認し、その成果を次の研修活動にフィー

ドバックしている。一方、再研修（国家級研修参加者によるサービス提供者に対する研修）

については、プロジェクト活動を通じてその実施状況を確認し、現場におけるサービス提

供者のサービス水準の向上を確認している。しかしながら再研修の成果は、まだ体系的に

は確認されていない。 

モニタリング報告書は年次実施報告書であり、各サイトから提出された報告書に対して

プロジェクトはコメントをつけてフィードバックしている。しかし定量的に質や割合の変

化を分析してはいない。 

また、年 1回のペースで国レベルC/Pおよび日中専門家が各パイロット県を訪問してM&S

を実施している。2012 年度は 2012 年 6 月～2012 年 11 月までの期間に全サイト実施し、モ

ニタリング報告書を作成した。 

特定活動に関して、2012 年度の内容は以下の通りである。 

 

パイロット地区 タイトル 

河北 
清河 中高年の生活習慣病予防 

遷西 思春期リプロ教育 

安徽 
無為 中高年の生活習慣病予防 

霍山 育齢期男性の高血圧予防・スクリーニング 

河南 

南楽 中高年の生活習慣病予防 

内黄 育齢期の家庭保健 

滎陽 思春期リプロ、心理健康教育 

- 38 -



39 
 

湖北 

京山 思春期リプロ教育 

安陸 育齢期・中高年の高血圧、糖尿病予防 

曾都 幼児の歯科衛生、寄生虫予防 

重慶 
榮昌 中高年の生活習慣病予防 

北碚 中高年の健康診断 

 

特定活動についても、活動結果に対して、コメントをつけてフィードバックしている。

2013 年度からは、審査基準に則り、補助金額を査定する仕組みを導入し、評価基準を各サ

イトに通達した。既に各サイトからプロポーザルが提出され、現在、審査中である。 

 

④成果 4 の活動実績 

成果 4：家庭保健サービスに対する住民の参加意識及び健康意識が向上する。 

 

成果 4 は、各パイロット地区が実施する活動以外に、プロジェクトが、住民や関係団体

の参画を呼び掛けるために、実施する活動と成果である（計生や家庭保健へのイメージ向

上を通じて）。 

プロジェクトでは、起動式、訪日研修等を通じ、パイロット地区副県長の巻き込みを図

り、家庭保健サービスへの理解・支持を得るよう働きかけている。 

また、プロジェクトが作成した宣伝教材と配布先は以下の通りである。 

 

宣伝教材 計 国 省 市 県 

ポスター 6,000 30 各 10 各 20 各 475 

カレンダー 6,400 300 各 20 各 20 各 465 

クリアファイル（家庭保健） 13,000 480 各 50 各 50 各 900 

クリアファイル（生活習慣） 13,000 480 各 50 各 50 各 900 

クリアファイル（乳がん） 7,000 100 各 50 各 50 各 500 

 

各モデルサイトでは、プロジェクトが作成したポスターやクリアファイル（3 種）、カレ

ンダー等の資料や研修で得た知識を参考に、独自に啓発資材を作成したり、配布すること

で、住民の健康意識向上に役立てている。 

 

（2）指標の達成状況 

①成果 1 の指標 

指標 1-1：家庭保健サービス規範及びサービス実用ハンドブック（指南）が国家人口計生委

の認可を受ける。（国際合作司の文書） 
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現段階は、試用版（ガイドラインは第 1 版、マニュアルは第 2 版）であり、プロジェク

ト終了時までに完成版を作成し、衛生・計生委国際合作司の確認を得た後、完成版のガイ

ドラインとマニュアルをプロジェクト省、パイロット地区及び関係者に配布する予定であ

る。 

 

指標 1-2：家庭保健サービス制度の執行・応用に関する提言（施設・人材の質量認定等）の

発出有無。 

家庭保健サービス制度への提言は、これから応用研究を通じてまとめ、合同調整委員会

（JCC）にて発出する予定である。 

 

指標 1-3：拡大交流セミナー回数（8 回以上） 

これまでに 2 回、開催された。 

回数 年月日 開催地 参加者 

1 2012 年 

2 月 13 日-17 日

重慶市北碚区 5 プロジェクト省･市代表、10 プロジェクト市代表、

12 パイロット地区代表、特別参加地域代表(84 名) 

2 2012 年 

12 月 5 日-7 日

北京湖北大廈 5 プロジェクト省･市代表、10 プロジェクト市代表、

12 パイロット地区代表、(84 名) 

 

第 1 回の開催は、日本から 1 名の短期専門家を招き、「健康教育・健康診査事例紹介、2012

年度計画策定研修」の期間に実施され、総括発表会を行いこれまでの活動の取り組みを確

認し、今後の活動につき、その方向性を明確にした。 

第 2 回は、日本から 4 名の短期専門家を招き、これまでの活動実績の評価及び今後の活

動の指導が実施された。 

 

②成果 2 の指標 

指標 2-1：指導者グループ及びプロジェクトオフィス設置に関する行政文書が全パイロット

地区で発出される。 

以下の様に、プロジェクトの実施、組織体制づくりなど関連行政文書が、既に発出されて

いる。 

パイロット地区 月日 文書名 

河南省南楽県 2012/7 中日協力家庭保健プロジェクト活動指導委員会弁公室調整に関

する通知 

2013/5 人民政府弁公室による中日協力家庭保健プロジェクト活動指導

委員会調整に関する通知 

河南省内黄県 2011/3 プロジェクト指導者グループの発足に関する通知 

2012/2 プロジェクト指導者グループに関する通知 
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2013/2 プロジェクト指導者グループに関する通知 

河南省滎陽市 2011/5 プロジェクト指導者グループの発足に関する通知 

湖北省京山県 2011/4 プロジェクト業務指導者グループ発足に関する通知 

2011/4 家庭保健プロジェクト指導者グループのメンバーの役割の明確

化に関する通知 

2011/5 県計生サービスステーションの定員増加に関する通知 

2013/1 家庭保健プロジェクト指導者グループのメンバーの役割の明確

化に関する通知 

湖北省安陸市 2012/3 家庭保健プロジェクト実施方策の配布に関する通知 

2012/5 プロジェクト指導者チームの発足に関する通知 

2013/3 2013 年度プロジェクト実施方案に関する通知 

湖北省曾都区 2011/3 プロジェクト指導者委員会の発足に関する通知 

2011/5 プロジェクト指導者メンバーの役割の明確化に関する通知 

2011/6 区計生センターを「家庭保健サービスセンター」にする承認 

2011/6 曹都区プロジェクト事務室の設立に関する通知 

2012/4 プロジェクト専門家チームの調整に関する通知 

河北省清河県 2011/5 プロジェクト指導者グループの発足に関する通知 

河北省遷西県 2012/4 プロジェクト指導者グループの発足に関する通知 

安徽省無為県 2012/12 プロジェクト指導者グループの発足に関する通知 

安徽省霍山県 2012/3 プロジェクト指導者グループの発足に関する通知 

重慶市榮昌県 2011/8 プロジェクト指導者グループの発足に関する通知 

重慶市北碚区 2011/6 プロジェクト指導者グループの発足に関する通知 

 

上記文書の発出により、プロジェクト指導者グループには、以下のように、パイロット

地区行政の代表から、衛生、教育、民政、婦連、党青年団などの公衆衛生ならびに各層の

健康教育などに関連する部署のほかにも、各地の活動の特色に合わせた部局が参加してい

る。 

 

サイト 
県
政
府

衛
生 

教
育 

民
政 

婦
連 

青
年
団

人
社 

財
政 その他 

南楽県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  
編成定員、統計局、中学校、職業訓練校、

人民医院、電波電視 

内黄県 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎
発展改革、編成定員、人民医院、母子保

健院、CDC 

滎陽市 ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ 編成定員、宣伝、発展改革、農業委員会、
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文化電波電視、公安、退職者局、CDC、

計生ステーション長 

京山県 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ 宣伝、発展改革、編成定員 

安陸市 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎  ◎ 電波電視 

曾都区 ○ ◎ ◎ ◎    ◎ 計生センター長 

清河県 ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○  

遷西県 ○  ○ ○ ○ ○    

無為県 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎  
宣伝、編成定員、発展改革、食品薬品監

督、文体新、統計、体育、CDC 

霍山県  ○ △      老齢弁 

榮昌県 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎  ○ 編成定員 

北碚区 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎  ◎ 老齢弁 

◎代表レベル、○副代表レベル、△科長以下 

 

指標 2-2：全パイロット地区で調査・分析結果に基づく地域家庭保健計画が策定される。 

2011 年末までに、対象グループ別の地域家庭保健計画（4 年間：2012 年～2015 年末）を

パイロット地区ごとに PDM として、取りまとめた。2013 年内に見直しを実施する予定であ

る。 

 

指標 2-3：全パイロット地区で調査・分析結果に基づく年次実施計画が策定される。 

2012 年の実施計画は、2011 年 12 月及び 2012 年 2 月の研修会を通じて、2013 年の実施計

画は、2012 年の活動実績を踏まえ 2012 年末に、策定された。2012 年は、各サイト、2 つの

対象グループに対して策定したが、選択された対象グループは、サイトにより異なる。2013

年度は 2012 年度の活動に追加して実施しており、12 サイト中、5 サイトが全対象グループ

（4 グループ）の年次計画を策定し、6 サイトが 3 グループの年次計画を策定した。 

 

省 
パイロット

地区 

 対象グループ 

2012 年 2013 年（拡張） 

河
北
省 

清河県 青少年 中高年 児童 育齢期 

遷西県 児童 青少年 育齢期 中高年 

安
徽
省 

無為県 育齢期 中高年 児童 

霍山県 児童 育齢期 青少年 

河
南
省 

南楽県 育齢期 中高年 児童 

滎陽市 青少年 中高年 育齢期 
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内黄県 育齢期 中高年 

湖
北
省 

京山県 青少年 育齢期 児童 中高年 

安陸市 育齢期 中高年 児童 青少年 

曾都区 児童 育齢期 青少年 中高年 

重
慶
市 

榮昌県 児童 育齢期 中高年 

北碚区 青少年 中老年 育齢期 

 

③成果 3 の指標 

指標 3-1：一定の研修効果（知識・スキル・伝達能力）を満たした従事者の割合（80％以上） 

 各研修では、研修効果のうち、「知識」に関して、研修の「理解度」にて測定しており、

その結果は以下の通りである。理解度を測定した研修では、おおむね高い。 

 また 2013 年 4 月に実施された「家庭保健健康検査及びサービス管理」研修では、研修前

後の知識率の比較を実施しており、研修前正答率 41.2%に対して、研修後正答率は 73.1%と、

向上していた。 

 

年月 名称 参加

人数 
概要 理解度（％） 

① ② ③ ④ ⑤
2011/6 プロジェク

ト管理計画

策定(Ⅰ) 

50
名 

現地管理者・実務者を対象に現地活動をより

効果的に計画・運営管理するためのツールと

して、PCM 手法を習得する。 

- - - - - 

2011/9 プロジェク

ト管理計画

策定(Ⅱ) 

62
名 

PDM 作成過程の技術的知識的に弱い部分を

補い、各地の保健計画策定過程や考え方につ

いての理解を深め、再研修で作成した PDM
を修正した。 

23.4 68.1 - 8.5 0

2011/12 健康教育・

健康診査 
68
名 

家庭保健サービス事業の現地管理者と健康

教育、健康診査を担当する実務者が、疫学と

関連業務の知識を習得する。 

45.6 49.8 - 4.1 0.6

2012/2 健康教育、

健康検査事

例紹介、計

画策定 

84
名 

健康教育と健康診査に係る事例紹介を通じ

て、能力アップを目指す。 
48.1 50.0 - 1.9 0

2012/5 健康相談と

育齢期グル

ープ家庭保

健 

87
名 

健康相談の基本的理念や方法、技術や健康指

導の中での位置づけ、注意すべき点などを理

解する。 

31.7 50.7 17.6 0 0

2012/7 青少年保健

及び健康教

育、健康相

談 

58
名 

中国の青少年が直面する健康面の問題提起

と事例共有、思春期の保健衛生、思春期男性

のメンタルヘルス、青少年の安全な性行為、

健康に害を及ぼす行動などを理解し、健康教

育方法の重要性について学習する。 

33.5 54.7 11.8 0 0

2012/9 中高年家庭

保健 
48
名 

中高年に関するサービスの基礎的な知識や

専門手な技術を身につける。 
35.4 57.0 5.4 2.2 0
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2013/4 家庭保健健

康検査及び

サービス管

理 

62
名 

データ分析や報告書の書き方などの講義を

通じて、改善方法を学ぶ。 
健康診査の技術的規範やサービス提供方法

を学ぶ。 

85.4 14.6 0 0 0

2013/7 健康教育リ

ーダー 
40
名 

健康教育のリーダーを育成するため、講義、

事例の共有を通じ、健康教育の概論、企画、

運営管理、実施方法、教材作成を学んだ。 

32.9 56.0 8.7 2.5 0

① 完全理解、②おおむね理解、③普通、④あまり理解できず、⑤理解できず 

 

「スキル、伝達能力」に関しては、モニタリング報告の「プロジェクト研修/再研修」の

項目にて確認できる。その結果は以下の通りである。60%以上が合格で、全サイト条件を満

たしている。 

 

類

別 
内容 評価項目 満点

河北 河南 安徽 湖北 重慶 

清
河
県 

遷
西
県 

滎
陽
市 

南
楽
県 

内
黄
県 

無
為
県 

霍
山
県 

安
陸
市 

京
山
県 

曾
都
区 

北
碚
区 

榮
昌
県 

プロジェクト研修/再研修                

1.

国

家

研

修 

研修参加

者の選定 

研修参加者数、構造、

資質の要件との合致 
10 8 8 10 10 10 9 9 9 9 9 10 8 

研修への

参加 

参加者の時間厳守と

出席率の高さ 
10 8 8 10 10 10 10 10 9 9 9 10 8 

研修成果

を挙げる 

研修参加者の成績が

よい。 
10 9 9 10 9 9 9 8 7.5 7 8 8 8 

2.

再

研

修 

再研修計

画の作成 
研修計画がある。 10 8 8 10 9 9 8 7 8 8 8 9 8 

再研修の

準備 

研修教材、講師、予

算等がある。 
10 8 8 10 9 9 8 7 8 7 8 9 7 

再研修を

実施する 

研修記録、総括報告

書がある。 
15 13 12 10 12 12 12 11 12 10 12 13 10

再研修の

効果 

参加者人数、研修内

容、テストの成績 
15 12 12 10 11 12 12 10 10 10 10 11 11

3.

中

短

期

研

修 

県級が上

級病院で

研修受講、

郷級が県

級病院で

研修受講 

研修計画、内容、病

院、講師、テストは

要件に合致する。 

参加者は研修後、プ

ロジェクト関連の活

動に従事する。 

10 9 8 9 10 10 8 9 8.5 8 7 9 9 

4.

日

常

訓

練 

日常訓練

の内容、対

象及び効

果 

日常訓練内容の明確

性、対象者カバー、

現場の問題を解決 

10 9 8 8 8 8 9 9 7.5 7 7 8 8 

     合計 100 84 81 87 88 89 85 80 79.5 75 78 87 77

 

また、応用研究「家庭保健サービスの実施能力と職業資格制度、人材育成状況のアセス

メント」において、曾都、安陸、南楽、霍山の県級・郷級のサービス機構のスタッフ（175

名）に対して、アンケート調査を実施した。その結果、活動管理面では能力が向上したと

- 44 -



45 
 

回答した割合が「サービス計画の策定」では 83.8%、「組織活動」では 76.9%、「評価活動効

果」では 74.7%であった。またサービス方式面では、能力が向上したと回答した割合が「健

康教育」では 95.4%、「健康診断」では 93.6%、「健康相談」では 88.7%であり、スキルの向

上がうかがえる。 

 

 
 

 

 

指標 3-2：パイロット地区から質の高いモニタリング報告書（分析的、明瞭解析）の割合が

増加する。 

各サイトから提出された年次実施報告書に対してプロジェクトはコメントをつけてフィ

ードバックしている。しかし定量的に質や割合の変化を分析してはいない。 

 

指標 3-3：健康教育・健康検査・健康相談において基準を満たすサービス従事者の割合が増
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加する。 

本プロジェクトのサービスは、その種類が多岐にわたっており、プロジェクトでは、サ

ービス従事者の資質を示す基準を示すことができてない。（リプロ相談師の資格取得などで、

示すことも検討したが、3X3 のすべてをカバーしているわけではないので、資格取得率をも

って指標とするには、無理がある。） 

また衛生と計生の統合により、従事者の交流が進むことから、前後比較する意義が薄れ

たこともあり、プロジェクトとして本指標は、プロジェクトの成果を端的に示す指標とし

ては適切ではない。 

よって、代替指標として、プロジェクトによるモニタリングにより、合格点に達したパ

イロット地区の割合を確認した。60 点以上が合格で、1 サイトの 1 項目を除き、合格点に

達している。 

 

満
点 

河北 河南 安徽 湖北 重慶 

 

清
河
県 

遷
西
県 

滎
陽
市 

南
楽
県 

内
黄
県 

無
為
県 

霍
山
県 

安
陸
市 

京
山
県 

曾
都
区 

北
碚
区 

榮
昌
県 

1. プロジェクト監督指導 100 75 74 92 93 94 76 79 74 68.5 74 76 72

2. プロジェクト研修/再研修 100 84 81 87 88 89 85 80 79.5 75 78 87 77

3. プロジェクトサービス 100 79.5 73 88 84 84 68 77.5 77 64 75 71 63

4. 健康教育 100 72.5 71 82 84 82 64 72.5 71.5 53 72 64 63

5. 健康相談 100 78 72 80 80 80 68 79 66 64 64 61 46

 

④成果 4 の指標 

指標 4-1:政府及び関係機関の家庭保健サービスへの参加度が増加する。 

訪問したパイロット地区（河南省濮陽市南楽県、湖北省荊門市京山県、随州市曾都区、

孝感市安陸市）では、衛生局、教育局、財政局、民政局、人社局、婦人連合、青年団など

の関係部局が、家庭保健サービスに参加していた。それ以外にも、文体新局（京山県）、警

察と消防（曾都区）、発展改革局（安陸市）などの部局が、家庭保健サービスに参加してい

た。 

各部局の家庭保健サービスへの関与は、以下の通りである。 

 

部局 家庭保健サービスへの関与 

衛生局 検査や治療などの技術的サービスの提供 

教育局 学校（学生、教師、保護者）における健康教育 

婦連 育齢層、主婦、留守家族への健康教育、末端のボランティアの動員 

党青年団 青年（学生、勤労者、未就職青年なども含む）への健康教育 
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民政局 老人、老人ホームへの健康教育 

警察・消防 児童、保護者への交通事故、不慮の事故などの安全教育 

文体新局 スポーツを通じた健康な体作り 

発展改革局 5 カ年計画の策定、インフラ、資機材整備 

財務局 プロジェクト予算の確保 

 

 また 2012 年の訪日研修にて、各サイトの副県長レベルを招へいし、日本の保健システム

の理論と実践、特に保健行政の役割について学んだ。それにより、このプロジェクトがす

すめる家庭保健の参加、推進意識が高まりつつあり、他の部局のプロジェクトへの参加度

も高まった。 

 

指標 4-2：参加意識・健康意識が向上した住民の割合が増加する。 

本指標の結果は、エンドライン調査で分析する。中間評価時点では、各サイトでアンケ

ート等を実施し、データを収集している例が以下の通り報告されている。 

 

湖北曾都 

 家庭保健センターは、学校、幼稚園における家庭保健サービスのアンケート調査用紙を

1320 部配布し、1048 部回収した。分析の結果は下記の通り。 

 84.6%以上の保護者が幼児の健康な生活習慣に注目するようになった 

 虫歯と腸内寄生虫の危害と予防に関する保護者と先生の知識率が 81.4%に達した 

 歯磨き、うがい、手洗いの方法を把握する幼児の割合が 75.4%以上に達した 

 62.2%の幼児が食事前後の手洗いを認識し、徹底するようになった 

 93.3%の幼児が 21 日間、朝晩の歯磨きを続けるようになった 

 

安徽霍山 

延べ 58,226 通の健康知識に関する携帯ショートメールを全県の育齢期層に送信した。こ

れを通じた結果は以下の通り。 

 育齢期の高血圧慢性疾患などの健康教育への参加率が 65%に達した 

 全県の 35 歳以上の育齢期男性を対象に高血圧のスクリーニング検査を延べ 10,866 人

に実施した。そのうち高血圧と診断された患者へのフォローアップ率は 80%に達した

 

また、ベースライン調査で、住民の参加意識、健康意識に関連する調査項目は、以下の

通りである。 

階層 項目数 調査内容 

児童 3 母親の産前健診回数、子供の検診を受ける動機（地域、性別・年齢

別） 
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青少年 １ 健診状況 

育齢期 3 健診受診理由、健康宣伝・健康相談活動の必要性に対する認識、健

康活動の必要性に関する認識、 

中高年 4 健康診査を受ける動機（地域、性別・年齢別）、健康診断に対する態

度（地域、性別・年齢別） 

 

上記に加え、パイロット地区によっては、ボランティア団体が組織され検診の支援や健

康ダンスの推進などの活動を実施しており、住民の参加意識が芽生えている状況もうかが

える。 

 

 

3-3. プロジェクト目標の達成状況と達成予測 

プロジェクト目標：パイロット地区において、地域のニーズに即した家庭保健サービスモ

デルが確立される。 

 中間評価時点では、プロジェクト目標の指標の多くは、発現してないが、プロジェクト

は、前述する成果が順調に進捗していることから、プロジェクト終了時までに、達成が期

待される。 

 

指標 1：プロジェクト対象全省で家庭保健サービスの普及に関する行政令が発出される。 

河南省の「人口計生事業発展 12 次 5 カ年計画」は、プロジェクト支援組織発足後から、

発出まで、相応の期間があり、家庭保健を促進する目的で「結婚、育児指導、母子保健、

児童早期発展、思春期教育と中高年保健サービスを提供し、計画育成家庭、独居家庭、流

動家庭、留守家庭に着目したサービスを行う。」と記載があり、特に中高年保健の記載は、

プロジェクトの影響を受けていると考えられる。 

 

指標 2：家庭保健サービスに対する住民満足度が向上する。 

住民満足度は、エンドライン調査とベースライン調査を比較して、向上の有無、程度な

どを確認する。比較分析の方法は、今後、プロジェクト内で検討する。課題は、ベースラ

イン調査、エンドライン調査の集計単位と、介入単位が異なることである。パイロット地

区においても必ずしも全地区で家庭保健のモデル事業が実施されているわけではないため、

介入効果をどのように判断するか、検討が必要である。 

ベースライン調査は、2011 年 8 月に実施され、世帯グループ別の満足度（パイロット地区

12 サイト及び比較群２県）は以下の通りである。 
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各サービスにおける世帯グループ別の満足度       単位：％ 

対象 サービス

方式 

世代グループ1 5 4 3 2 1 

満足 やや 

満足 

普通 やや 

不満 

不満 

児童 健康診断 二世帯 38.5 43.7 16.4 1.4 0.0 

三世帯 37.5 49.1 10.6 2.5 0.4 

隔世帯 37.3 52.9 9.8 0.0 0.0 

健康相談 二世帯 37.5 48.3 12.5 1.7 0.0 

三世帯 37.5 47.3 13.6 1.5 0.0 

隔世帯 34.3 54.3 11.4 0.0 0.0 

青少年 健康診断 二世帯 21.0 48.6 25.9 3.1 1.4 

三世帯 33.3 48.1 17.3 0.0 1.2 

健康相談 二世帯 35.6 47.8 15.6 1.1 0.0 

三世帯 43.3 43.3 13.3 0.0 0.0 

育齢期 健康診断 二世帯 38.4 48.0 12.6 0.8 0.2 

三世帯 37.0 47.0 14.5 1.5 0.0 

健康相談 二世帯 37.1 46.9 13.5 2.2 0.3 

三世帯 40.5 44.4 13.8 1.3 0.0 

中高年 健康診断 一世帯 

（45-59 歳） 

52.2 35.2 11.5 1.5 1.5 

一世帯 

（60 歳以上） 

40.0 46.4 11.8 1.4 0.5 

二世帯 33.3 61.1 5.6 0.0 0.0 

三世帯 45.9 44.1 7.9 1.7 0.3 

隔世帯 38.0 46.0 12.0 2.0 2.0 

健康相談 一世帯 

（45-59 歳） 

42.4 41.8 13.9 1.9 0.0 

一世帯 

（60 歳以上） 

39.5 49.7 10.2 0.7 0.0 

二世帯 53.8 46.2 0.0 0.0 0.0 

三世帯 42.7 45.3 11.2 0.4 0.4 

隔世帯 36.8 57.9 2.6 2.6 0.0 

                                                  
1 一世帯：中高年、成人（20 歳以上）のみの世帯。 

二世帯：育齢期＋青少年、育齢期＋児童で構成される世帯。 

三世帯：育齢期＋青少年＋児童、中高年＋育齢期＋児童、中高年＋育齢期＋青少年、中高年＋育齢期＋青少年＋児童

で構成される世帯。 

隔世帯：中高年＋児童で構成される世帯。 
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平均値 38.9 47.6 12.0 1.2 0.3 

出典：専門家応用研究報告書案（2013 年 7 月，温勇） 

 

一方、パイロット地区の活動にて、家庭保健サービスの前後で、サービス需要者の満足

度を調査しているが、地域住民の満足度は収集されていない。また左記、満足度の調査結

果は、現段階では、プロジェクトにてまとめられてはいないため、参照できなかった。 

 

指標 3:パイロット地区において家庭保健優先課題の解決に影響するリスクファクター（不

健康な行動等）が減少する。 

リスクファクターの減少は、エンドライン調査とベースライン調査を比較して、減少の

有無、減少程度などを確認する。比較分析の方法は、今後、プロジェクト内で検討する。

住民満足度と同様、データの集計単位と介入単位の違いを考慮する必要がある。ベースラ

イン調査で確認したリスクファクターの項目は、以下の通りである。 

 

階層 項目数 主な調査内容 

児童 6 母乳、予防接種、手洗い、睡眠時間、歯磨き 

青少年 6 ネット利用時間、睡眠時間、朝食摂取、喫煙、飲酒、運動 

育齢期 6 食習慣、生活習慣、喫煙、飲酒、肉体労働 

中高年 18 

治療・服薬、自活能力、高血圧、糖尿病、更年期障害、健康

知識、食習慣、生活習慣、健診、栄養バランス、喫煙、飲酒、

肉体労働、運動 

 

エンドライン調査にて、上記、項目を確認する。一方、プロジェクトでは、リスクの軽

減をターゲットとできるような年次計画を策定するように指導している。 

 

 

3-4. プロジェクトの実施プロセス 

（1）PDCA サイクルに基づく運営管理 

 プロジェクトは、家庭保健サービスのモデル確立のために、パイロット地区にて、住民

のニーズや現場の状況にあった計画づくりとその実施、評価、フィードバックという、PDCA

サイクルを全体で 4 回、実践する（初年度は計画策定に従事し、2 年目以降実施）予定であ

る。このプロセスにより、本プロジェクト関係者は、上から命令されて計画を策定するの

ではなく、ニーズに基づき、自分たちで計画することを理解し、計画に対する実績をきち

んと評価し、次の計画策定に反映するというサイクルで、事業を実施することの重要性を

身に着けることができる。 
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（2）地域の特徴に合わせたサービスの展開 

プロジェクトは、PDCA に基づく運営管理、特に住民のニーズに基づく計画策定と、各地

の現状や特徴に合わせた事業実施を推進しており、各パイロット地区は、様々な工夫を凝

らして活動を実施している。例えば、スポーツが盛んな湖北省京山県では、文体新局と連

携して、ジョギングなどの健康運動を導入したり、湖北省曾都区では警察や消防と連携し

て子どもの安全教室を開催するなど、地域の特性に合わせた活動を実施している。また漫

画が有名な地域では漫画を活用した宣伝ボードの設置やダンスによる健康教育の普及、ケ

ーブルテレビが普及しているところでは、それを活用しての健康教育の実施など、様々な

取り組みが工夫して実施されている。 

 

（3）計生部門と衛生部門との統合 

日本側専門家は、国家級、省、市、県の各レベルのサイト及び中国側専門家と良好な関

係を構築している。また、プロジェクトは、パイロット地区において、主管部署である計

生部門以外にも家庭保健に関連する部門と連携して、3X3 モデルに則り、家庭保健サービス

活動の導入、向上、普及をしている。 

また、衛生部門と計生部門の統合は、資源の整合化や幅広い次元での健康促進などプロ

ジェクトの実施体制に積極的な影響をもたらす。他方、具体的な実施面では今後の影響に

ついて現時点で見極めることは難しい。 

 

（4）「中西部地域リプロダクティブヘルス・家庭保健サービス提供能力強化プロジェクト

（2006～2009 年）」の成果活用 

 標記プロジェクトは、3X3 の家庭保健モデルを開発した案件であり、その経験は、C/P 機

関及び中国側専門家に引き継がれており、迅速な本プロジェクト実施体制の構築に大きく

貢献した。それにより初年度の活動を円滑に取り組むことが可能となった。 

 

（5）青年海外協力隊との連携 

詳細計画策定調査において検討された青年海外協力隊派遣との連携については、パイロ

ット地区における活動支援を目的に要請を取り付けたものの、日本国内での募集の結果、

充足することができず、派遣には至っていない。しかしながら、本投入はプロジェクトの

必要条件ではないため、活動自体に支障は生じていない。 
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第 4 章 評価結果 

 

4-1. 中間レビュー調査セミナー 

2013 年 8 月 13 日に、①プロジェクトの概要、進捗および成果の共有、②統合後のプロジ

ェクトおよび家庭保健サービスの方向性に関する意見交換を目的に以下プログラムのとお

り、中間レビュー調査セミナーを開催した。参加者は、日本側専門家、中国側専門家、国

家衛生・計生委の国際合作司、基層衛生司、母子健康サービス司、宣伝司、基層指導司、

疾病予防コントロール局、計画生育・家庭発展司ならびに調査団である。 

 

時間 内容 講演者 司会 

8:30-9:00 中国側代表挨拶 

日本側代表挨拶 

国際合作司 

魚屋次長 

国際合作司

9:00-9:30 家庭保健プロジェクトの沿革と成果 国際合作司 

9:30-9:50 プロジェクト活動の優良事例 汝小美 

9:50-10:10 コーヒーブレイク 

10:10-11:10 専門家応用研究の進捗状況 

20 分×3件 

周建芳 

舒星宇 

鄒燕 

調査団 

（小田） 

11:10-12:00 世界および日本における地域保健の潮流と

プロジェクトへの期待 

林謙治 

12:00-13:30 昼食 

13:30-14:00 中間レビュー調査進捗報告 調査団 

（小田/鈴木） 

家保専門家

13:30-16:00 ディスカッション 

テーマ： 

１．健康と発展的意義における家庭保健サ

ービスの推進 

２．プロジェクトの今後の発展に関する提

案 

 

 

本セミナーでは、統合後、新体制下の本プロジェクトに関連する部署と日本側プロジェ

クト関係者が初めて顔を合わせる重要な会合であった。本会合を通じて、国際合作司と家

庭保健に関連する各部門が連携して、本プロジェクトを実行、支援することが確認された。

また、健康素養（ヘルスリテラシー）の測定など、プロジェクトの効果測定においても有

効な取り組みが、関連部門で進行していることが確認された。 
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4-2 感染症対策に関する実績 

 

（1）詳細計画策定調査時の整理 

①農村地域の感染症予防とサーベイランスは計生部門のネットワークを有効活用すること

で、より効果的な対策が取れる。（地域の包括的な公衆衛生体制の整備に人口計画生育部門

の役割・貢献が欠かせない） 

②プロジェクトで強化する家庭保健サービスには、思春期若年層などを中心に HIV/AIDS を

含む STD 予防が含まれ、感染症対策の一部に直接裨益する。 

〔背景・経緯〕 

 中西部農村地域は概して衛生資源が不足しているが、計生部門は農村末端において強

固なネットワークを有しており、施設医療に集中する衛生部門よりもコミュニティベ

ースの活動に長けている。SARS など重大突発公衆衛生事件の発生時に、過去に流動人

口（出稼ぎ労働者）の検疫や健康管理等で活躍した実績があり、計生部門と衛生部門

との連携による感染症対策が特に農村地域では有効に働くものと認識している。 

 本プロジェクトでもこのような包括的な公衆衛生体制の整備を見据え、計生部門の能

力強化を図り、衛生部門との連携・協働事例を蓄積することで、総じてあらゆる健康

課題に対応しつつ、感染症対策に資することを目指す。 

 中国ではこれまで疾病ごとに資源を集中させ、垂直的に感染症対策を進める手法が主

流であり、ポリオ根絶等で顕著な成果をあげてきた。近年は高齢化に追随して疾病構

造が大きく変動し、感染症のコントロールが効果的に図られる一方、生活習慣病等の

非感染性疾病の流行が喫緊の課題として増大している。 

 したがって、保健行政も本プロジェクトのように、包括的な公衆衛生体制を整備する

ことにシフトし、地域の健康課題やニーズに応じて、感染症対策を他の保健課題とと

もに横断的な保健サービスの中に組み込むことが肝要となっている。本プロジェクト

ではこのような観点から、特定の疾病対策に特化せず、地域診断や地域保健計画の策

定・管理等、保健サービスの運営管理面の能力強化に重点を置いて協力デザインを設

計することとした。 

 

（2）実際の取り組み 

感染症対策については、本プロジェクトにおいて健康教育のあらゆる場面での感染症予

防、一部感染症のスクリーニング等が展開されている。実績確認の方法として、①ベース

ライン調査とエンドライン調査の比較による「感染症予防に関する地域住民の知識獲得、

行動変容」の状況、②感染症対策を主管する衛生部門との連携事例（予防接種励行、重大

突発公衆衛生事件対応、予防～診断・治療～フォローアップの各ステップにおける連携等）

のとりまとめを想定している。 

今次調査では、既存資料のレビューによる感染症対策に関連する主な活動実績を確認し
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たところ、以下の通りであった。 

 児童の季節性疾患（インフルエンザ等）、新生児によくみられる疾病（感染性）予防の

ための母親教室、知識講座 

 感染症予防治療法など幼稚園教諭対象の法律法規の研修 

 小児のワクチン接種に関する母親対象の健康教育、ワクチン接種と連携した健康診断

の実施 

 世界エイズデーにあわせた青少年対象の宣伝教育、相談サービス、コンドーム配布 

 学校連携した HIV/エイズ、性感染症の予防教育 

 幼稚園と連携した寄生虫スクリーニングと教育 

  

上記のように、本プロジェクトでは特定の感染症をとりあげ、疾病対策としての直接的

な介入（予防接種そのものの実施や治療薬の配布等）を行っているわけではないため、発

症率や罹患率へのインパクトを測ることはできない。しかしながら、家庭保健サービスの

枠組みにおいて、基本的な住民の意識・知識の向上、また行動変容（手洗い・歯磨き等の

衛生習慣、予防行動）の改善が期待されるところであり、ベースラインデータとの比較で

エンドライン調査ではこれら効果の発現状況を確認していく。 

 

 

4-3. 評価 5 項目による評価結果 

（1）妥当性 

中間評価時点でも、高い妥当性を有している。 

 

①衛生、計生政策における位置づけ 

前プロジェクトにて家庭保健サービス 3X3 のモデルが開発され、そのモデルの一般化を

進めるうえで、元国家人口・計生委国際合作司が政策化を進めた結果、元国家人口・計生

委ならびに各パイロット省は、以下のような行政令を発出している。それにより家庭保健

の推進が示されており、政策的にも裏付けられている。 

 

発出元 政策 組織作り 

元国家人

口・計生

委 

国家人口発展12次5カ年計画(2011

年 11 月) 

― 

河北省 農村婦女のリプロダクティブヘル

ス健康検査公共サービス専門資金

にかかる管理弁法（2012 年 2 月）

― 

河南省 人口計生事業発展 12 次 5 カ年計画 指導者グループ設立に関する通知 
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(2012 年 6 月) (2011 年 12 月) 

安徽省 人口発展 12 次 5 か年計画（2012

年 2 月） 

― 

湖北省 人口発展 12次 5カ年計画(2012年 3

月) 

健康湖北-家庭保健サービスプロジェクトの

実施方策の配布に関する通知及びプロジェ

クト業務指導者チームの発足に関する通知

(2012 年 2 月) 

重慶市 ― 計生サービス機構基本設置標準の通知 

(2011 年 7 月) 

プロジェクト業務指導グループ設立に関す

る通知 (2011 年 8 月) 

 

②パイロット地区選定の適切性 

元国家人口・計生委が、以下の通り、厳正な基準に基づき、競争体制を取り入れてサイ

トを選定するよう、行政文書を発出しており、モデルサイトは、客観的に選定された。サ

ービス機構の資格を選定条件の一つとしたほか、特に農村人口の多い県が選出されており、

内陸部の状況に見合ったサイトが多く選出された。 

 

 

③C/P 機関としての妥当性 

詳細計画策定調査結果でも明記されているように、中国では、2009 年 3 月「医薬衛生体

中日技術協力新規プロジェクトサイト選定法案に関する通知配布文書 
記載項目 

 
１．サイト選定活動方案 
（１）準備段階、（２）現場視察段階 

２．プロジェクト候補省申請報告及び普及計画（参考フォーマット添付） 
３．候補県(市、区）推薦条件 
４．プロジェクト候補県（市、区）申請報告書（参考フォーマット添付） 
（１）基本状況、（２）申請理由（３）実施可能性（４）実施仮計画（５）実施機関

（６）必要な外部援助 
５．プロジェクト候補県（市、区）調査表 

地域基本情報調査表、スタッフの状況、県（市、区）既存設備機器、サービス活動

実施年度報告（2010）、業務活動実施状況（2010）、年度サービス統計（2010）、サ

ービス期間収支（単位;万元）、候補県（市、区）級人口計生委指導メンバー及びサ

ービス期間責任者名簿 
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制改革に関する当面の重点実施法案（2009～2011 年）の通知」を発出し、保健医療体系の

構築と整理を目指している。この改革では、計生部門が、「農村部・末端での保健医療サー

ビスシステムの健全化」を担い、衛生部門が、「基本的な公衆衛生サービスの均等化の段階

的促進」を担う。元計生系統はネットワークの強み（農村末端までに至る強い組織力、住

民の動員力、健康サービスの提供ネットワーク）を用い、家庭保健サービスを促進し、プ

ロジェクトを効果的に運営していた。 

2013 年に衛生部門と計生部門が統合され、国家衛生・計生委員会が設立されたが、2013

年 8 月に公表された「服務百姓健康行動」にも家庭保健サービス（健康教育、健康診断、

健康相談）の推進が謳われており、引き続き本プロジェクトの実施機関として、3X3 モデル

の確立と普及を推進する。 

今後は、家庭保健サービスの普及を主管する部門として、衛生部門の資源を有効活用す

るとともに、パイロット地区以外でも、関連部門（教育、民政など）との連携を強化する

ことが求められる。 

 

④日本の技術の活用 

日本の予防保健の理念、地域保健の考え方、日本国民の健康素養（特に中高年保健）な

どの「健康日本 21」の知識・経験は、家庭保健の概念形成において、とても有用な知見で

ある。また、訪日研修を通じて理解が浸透した、日本的な保健行政の特徴（①規範化が進

んでいる、②計画的に実施している、③データ、根拠に基づいて実施している、④市町村

長が、率先して住民の健康問題に取り組んでいる）などが、地域保健計画の策定や年度計

画の策定に有益な知見である、さらに、日本の母子愛育委員や食生活改善推進員等の住民

ボランティアが自主的に健康づくりに取り組んでいる例は、住民活動の自立性及び継続性

の観点から、中国に紹介する価値がある。上記より、日本の経験、技術が中国の家庭保健

サービスの礎となっており、その有意性は高い。 

 

（2）有効性 

「モデルが確立する」とは、地域診断に基づく家庭保健サービスを 3X3 の枠組みに沿い、

関係機関の協力を得つつ、計画・実施・評価（PDCA サイクル）する仕組みが確立すること、

である。プロジェクトでは、中間評価時点で、PDCA サイクルを 1 回半、実践しており、計

画通り、順調に推移している。 

 

①プロジェクト目標の指標の達成可能性 

プロジェクト目標の指標は 3 点ある。 

まず、行政文書の発出に関して、現段階では、家庭保健を「プロジェクト」として実施

するための行政文書が発出されている。最終的には家庭保健を日常業務にするための文書

の発出が必要であるが、湖北省や河南省が、省の人口計生 12 次 5 カ年計画に家庭保健の促
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進を記載しているように、徐々に必要な文書が発出されつつある。 

住民満足度に関しては、中間時点では確認できていないが、プロジェクト活動が順調に

推移していることから、エンドライン調査では、ベースラインよりも改善している結果が

得られると考えられる。 

リスクファクターの軽減に関しても、中間時点では確認できていない。しかし、このリ

スクファクターには、外的要因も含まれ、プロジェクトの介入による効果を測定しにくい。

そのため、プロジェクト終了時に達成が確認できるか、不確定である。よって外的要因の

影響が少なく、衛生・計生委の宣伝司が言及している「健康素養（ヘルスリテラシー）の

向上」に変更することが望ましい。現状のベースライン調査では KAP 調査をしているので、

エンドライン時の比較は可能と考えられる。 

 

②プロジェクト目標の達成と成果の関係、ならびに外部条件の影響 

本プロジェクトは、まず、成果 1 にて、ガイドライン、マニュアル等規範を作成すると

ともに、モデル化のプロセスを示し、実践している。次に、成果 3 にて、人材の能力を向

上し、家庭保健サービスに必要な計画運営管理ならびにサービス提供能力を向上している。

さらに、成果 2 においては、「計画策定能力の向上」と PDM にきさいされているが、ター

ゲットは家庭保健サービス実施組織の保健計画運営管理能力の向上であり、そのための活

動を実施している。最後に、成果 4 は、パイロット地区のサービス提供を支援する目的で、

プロジェクトが関係機関の参加や住民の意識変化を働きかけている。 

いずれもモデル化のためには必要な成果であるが、PDM の記載上、成果 2 の前に成果 3

を示すことが望ましい。しかし、中間評価の段階で活動を含め、修正すると、混乱する恐

れがあることから、成果の順番は、現行の PDM のままが望ましい。一方、成果 3 に、年次

計画（サービス提供）の実施という活動があるとともに、モニタリング活動が、人材育成

とサービス提供両方にまたがっていることから、成果のターゲットに合わせて分別するこ

とが望ましい。 

また、外部条件で「国家人口計生委の家庭保健サービスに関する政策及び実施体制が大

きく変更しない」とうたわれているが、2013 年 3 月に、衛生と計生部門の統合が決まり、

実施体制が変更された。中間評価時点では、国家レベルの統合が終息し、本プロジェクト

と各部門のかかわりが明確になった。国レベルの実施体制は、国際合作司が実施機関とな

り、プロジェクト弁公室（事務室）の権限を強化することと、計生部門に存在した「プロ

ジェクト調整員体制」を統合後は、衛生系統の部門にも拡大することなどが、合意された。

一方、地方レベル（省、市、県）の統合はこれからであり、プロジェクトへの影響を注視

する必要がある。 

 

（3）効率性 

既存のリソースを有効活用するとともに、プロジェクトの投入も有効活用しているなど、
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効率性は高いが、再研修の効果確認など、さらに高めるための工夫も必要である。 

今後、地方レベルの実施体制が変化しても、これまでの研修参加者や投入機材が、本プ

ロジェクトにて継続的に活用できるように、外部条件をモニタリングし、その変化に留意

する必要がある。 

 

①活動の効率性 

ベースライン（基礎）調査が予定よりも遅延したが、その情報は、地域家庭保健計画の

作成ならびに改訂や 2 年次の年度計画策定に反映されており、有効に活用されている。し

かし、再研修は、プロジェクトの運営上、効率的なプロセスだが、その結果が効果的か、

現段階では体系的にまとめられていないため、効率的な運営に寄与したか、判断できない。 

また、湖北省の健康診断では、計生系統の末端における住民の動員能力と、衛生系統の

検査技術が有効活用されるなど、両者の連携による効率的な活動もみられる。 

 

②投入の効率性 

1）中国側投入 

中国側専門家は、前プロジェクトからの参加も多く、プロジェクトの効率的な実施に貢

献している。指導者グループには、省、市、県の各レベルで、地元政府の主管指導者や関

係部門の代表など、各機関の指導的立場の人材が参加し、プロジェクト実施グループには、

計生行政部門の人材やサービスセンターの責任者などが参加するなど、既存の人材を有効

活用している。 

 

2）日本側投入 

長期専門家は、本プロジェクトの基幹活動に必要な人材が赴任しており、短期専門家は、

その活動を補足する個別技術向上のために派遣されている。よって活動が重複することな

く、適切な専門性を持つ人材が派遣されている。 

供与機材の多くは、3X3 の枠組み内の活動を実施するために、有効活用されており、特に

骨密度測定装置に関しては、今回、初めて健康診断に骨密度測定を項目に追加したことも

あり、その費用対効果は高い。 

訪日研修は、短期間で、①規範化が進んでいる、②計画的に実施している、③データ、

根拠に基づいて実施している、④市町村長が、率先して住民の健康問題に取り組んでいる

ことなど、保健システム運用を理解してもらえるよう、工夫している。 

 

（4）インパクト 

①上位目標の達成可能性 

上位目標の達成可能性は、各指標の達成情報が不確定であることから、中間レビュー調

査時点では、想定できない。 
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指標 1.：プロジェクト省において、家庭保健サービスが展開された県のカバー率（XX%以

上） 

プロジェクト省から家庭保健サービスの普及対象県に関する文書が発出されていないた

め、行政文書が発出されていないため、現段階では、不確定である。また本指標は、終了

時評価前に、目標値を含めて、より具体化することと、PDM(VER.2)に記載されているが、

まず県のカバー率とは、「対象省における、家庭保健サービスを開始した県の割合」を目標

とすることが望ましい。 

 

指標 2：国家人口計生委の政策文書で家庭保健サービスに関する文言が明記される。 

国家人口発展 12 次 5 カ年計画で家庭保健サービスの促進が言及されている。家庭保健サ

ービスが継続するためには、家庭保健サービスがプロジェクトベースではなく、日常業務

となる必要があり、そのための政策保障と財政保障がかかせない。本プロジェクトの直接

の影響を受けた政策文書は、現段階では発出されていないが、国家級の行政施策（13 次 5

カ年計画等）に、本プロジェクトの成果が反映され、政策的な補償が継続されることが望

まれる。 

 

指標 3：プロジェクト省において家庭保健優先課題の解決に影響するリスクファクター（不

健康な行動等）が減少する。 

プロジェクト目標と同様、達成が確認できるか、不確定である。プロジェクト目標と同

様、「健康素養（ヘルスリテラシー）の向上」に変更することが望ましい。 

 

②パイロット地区以外への拡大 

以下の通り、各種研修において、プロジェクトのパイロット地区以外からの参加がみら

れた。また湖北省では、省が独自に宣昌市当陽市と恩施州宣恩県を省パイロット地区とし

て認定し、家庭保健活動を推進している。 

 

年月 名称 参加地域 

2011 年 6 月 プロジェクト管理計画策定研修(Ⅰ) 江西省吉安、泰和 

黒龍江省チチハル市、牡丹江市東寧県 

2011 年 9 月 プロジェクト管理計画策定研修(Ⅱ) 黒龍江省チチハル市、牡丹江市東寧県 

2012 年 2 月 健康教育、健康検査事例紹介、2012 年度

計画策定研修 

湖北省宣恩県 

2012 年 5 月 健康相談と育齢期グループ家庭保健研修 湖北省宣恩県、当陽市、 

河南省清豊県、範県 

2012 年 9 月 中高年家庭保健研修 湖北省宣恩県、当陽市、鐘祥市県 
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江蘇省常州市 

 

③その他の波及効果 

事前評価表に期待される正の波及効果として示された、「突発公衆衛生事件への対応強

化」、「貧困、ジェンダー面での正のインパクト」に関して、確認した。 

突発公衆衛生事件への対応強化として、健康教育による住民の自己保健意識の向上が事

件に対するパニックを防止し、スタッフの能力向上が、施設の対応力が向上する可能性が

あるが、中間評価時点ではその効果は発現していない。 

また、健康教育による女性の自己保健意識の向上が、女性の健康水準を向上するととも

に、家庭の健康水準を向上し、生活の質が改善することが期待できるが、それを裏付ける

データは収集されていないため、確認できなかった。 

同様に、健康教育により、住民の自己保健意識が向上し、病気に起因する貧困が減少す

る。そして女性の自己保健意識の向上が、家庭の健康水準を向上し、家庭内の女性の地位

が向上することも期待できる。中国では、基礎的な医療は無料だが、手術などを伴う重病

の治療には、莫大な費用がかかり、それにより家庭が崩壊することも少なくないとのこと

である。ただし、関係者からの伝聞であり、具体的な事例やデータは収集されておらず、

確認できなかった。 

 

（5）持続性 

プロジェクトにより導入された保健計画策定や人材育成プロセスなどは、今後も持続可

能である。一方、新組織体制となり、家庭保健サービスを継続し日常業務化するためには、

国家級の政策策定ならびに予算措置が望まれる。 

 

①技術的側面 

プロジェクトで導入した保健計画の策定方法は、既に多くのパイロット地区で定着し、

パイロット地区が工夫しつつ促進していることから、プロジェクト終了後も継続可能であ

る。 

人材育成は、省、市、県の各レベルに既存の研修スキームが備わっており、その中に、

家庭保健サービスに関連する項目が導入されつつある。保健医療の基礎知識や臨床技能に

関しては、既存のリソースを十分活用であり、サービス提供に必要な人材は、継続して養

成可能である。 

 

②政策保障 

パイロット地区以外への普及は、省、市、県レベルの政策的、予算的な支援が必要であ

り、現段階でその支援を得られているサイトは少ない。 

国家級の行政施策（13 次 5 カ年計画等）に、本プロジェクトの成果が反映され、政策的
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な補償が継続されることが望まれる。 

 

③財政保障 

現在、多くのパイロット地区では省、市、ならびに県政府により 40 万元／年のプロジェ

クト活動予算を確保しているが、それでは十分ではない。一方で、多くのサイトが、今後

も財政を保証することは可能と、回答しているが、現状、パイロット地区の中でも地域を

限定して、パイロット事業を実施していることを勘案すれば、多くの県級では、家庭保健

を持続するために、政策保障の基礎の上に追加の財源を提供する必要がある。 

また普及のための財源は、今後の衛生・計生委員会の方針次第であり、プロジェクトが

注視する必要がある。財政保障に関しても、政策保障を踏まえて、財源が提供されること

が望まれる。 

 

 

4-3. 結論 

プロジェクトが進める家庭保健サービスの 3X3 モデルのうち、特に健康教育、健康診断、

健康相談は、中国政府が今後推進しようとしている「服務百姓健康行動」の主旨と合致し

ており、家庭保健サービスの中国保健行政における重要性は一層高まっていく。既に、本

プロジェクトを通し、家庭保健サービスは、パイロット地区関係者の主体的かつ工夫に満

ちた取り組みにより順調に実践されており、地域住民の支持を得つつある。 

本プロジェクトでは、マネジメント（運営管理）の向上を通じた家庭保健サービスのモ

デル確立を目指しているが、そのために必要なガイドライン、マニュアルの作成や研修、

各パイロット地区の活動計画づくりとその実施、モニタリング活動など、予定されている

活動をほぼ計画通り実施し、成果を上げている。これらは関係者の地道な努力と積極的な

貢献なしには達成されなかったものであり、PDCA の実践を核としたプロジェクトの運営管

理向上に不可欠な要素と判断する。 

今後、モデルの有効性を実証するためには、エンドライン調査で介入効果を測定するの

みならず、日常的に各パイロット地区の活動レベルで収集している情報・データをプロジ

ェクトとして体系的に集約、分析し、検証していく必要がある。また、家庭保健サービス

の施策化には、国レベルの政策的保障が不可欠であることから、プロジェクト実施期間中

に、終了後の持続性を見越して、政策化に有用な取り組みを積極的に推進することが求め

られる。 
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第5章 提言およびプロジェクト後半の方向性 

 

5-1. 提言 

（1）プロジェクト実施体制 

①国レベルの体制 

 2013 年 3 月の国務院機構改革方案により、本プロジェクトの C/P 機関であった元国家

人口・計生委が元衛生部と統合し、国家衛生・計画生育委員会が創設された。国家衛

生・計生委は、2010 年に締結されたプロジェクト討議議事録に基づき、引き続きプロ

ジェクトの中国側の実施機関となる。 

 国家衛生・計生委国際合作司は、総括責任者としてプロジェクトの管理業務に従事し、

各司局が業務関連性に基づいてプロジェクト活動に参加するよう調整する。 

 中国側プロジェクト執行弁公室はプロジェクトの運営管理を具体的に担い、中国側専

門家チームはプロジェクト活動に対して技術的サポートを提供する。 

 中国側プロジェクト執行弁公室および日本側専門家チーム、中国側専門家チームは、

定期的に会議を開き、関連事項を協議する。各関係機関は、それぞれの責任、権限の

範囲内において共同でプロジェクト活動を実施する。 

 

②省レベル以下の体制 

 国家衛生・計生委は、地方組織改革における省レベルおよびそれ以下のプロジェクト

実施組織に関する調整の進行状況に注視し、その状況を日本側に情報共有する。 

 また、日中双方は、プロジェクト前半の投入（制度、人材、供与機材等）を有効活用

し、プロジェクト省（市）において引き続き活動が推進されるよう、特に留意する。 

 

（2）プロジェクト調整員体制の設立・整備 

プロジェクトは、国家衛生・計生委の関連司局がプロジェクト活動へ参加することを働

きかけ、引き続きプロジェクト調整員体制を設立・整備する。各司局は、プロジェクトへ

の参加と支持を示すため、プロジェクト調整員をプロジェクトの会議、国内研修、訪日研

修、現場指導などへ派遣する。 

（参考）業務部局の期待される関わり ※ミニッツ未合意事項 

関係部署名 期待される関わり 

計画生育・家庭発展

司 

如何にその業務ネットワークを活用し、中高年を含む家庭保健サービスを具体

的に推進するか。 

宣伝司 健康教育分野に関する政策文書、評価基準、研修養成等。 

 

基層衛生司 如何に家庭保健サービスと基本公衆衛生サービスを結合し、末端衛生サービス

ネットワークと連携するか。 

疾病予防控制局 如何に家庭保健サービスと慢性病予防・コントロール、感染症予防・コントロ

ールを結合するか。 

母子健康サービス司 如何に家庭保健サービスと母子保健・リプロダクティブヘルスを結合するか。
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計画生育基層指導司 如何に家庭保健サービスと計画生育末端サービス・管理ネットワークと連携す

るか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考）今後のプロジェクト実施体制（国レベル） 

 

（3）プロジェクトの持続性と成果の普及 

日中双方は、プロジェクトの持続的発展とその成果の普及に注視し、家庭保健サービス

の理論研究、実施プロセスと基準の策定、活動の実施ならびに総括評価などを強化するこ

とにより、プロジェクトの持続的発展と成果の政策化を促進する。 

 

（4）専門家の役割とその活用 

技術協力プロジェクトとして、日本側専門家と中国側専門家はプロジェクトに対する投

入の重要な一部である。日中双方は、プロジェクトの実施状況を踏まえ、専門家がその力

量を十分に発揮できるよう、日中専門家のパイロット地区における現場指導とモニタリン

グを計画的に手配する。 

日中専門家は、現場スタッフのデータ分析支援、活動計画の制定、実施、評価など継続

的な現場指導を通じてその効果を高め、パイロット地区のサービス提供能力の向上を支援

する。 

 

（5）プロジェクト研修の内容 
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プロジェクトが実施する研修は計画策定、サービス手法・管理（健康教育、健康診査、

健康相談）等の運営管理面の内容を重点とし、個別具体的な臨床・診療技術については、

各省・市・県が必要に応じて中国国内の専門家等を活用し、独自に研修や指導の機会を設

ける。 

 

（6）感染症対策 

プロジェクトは、計画生育部門と衛生部門の資源の十分な活用をさらに重視し、サービ

ス活動を展開する。感染症対策について、地域において対応ニーズが高い場合は、各サイ

トの計画策定において関連の活動を取り入れる。また、活動実績についてはプロジェクト

日本側専門家チームに報告する。 

 

 

5-2. PDM の改訂 

プロジェクトの指標や外部条件のモニタリングを継続して実施することが望ましい。ま

た、プロジェクト目標の指標に関連する「ヘルスリテラシー（健康素養）」に関しては、既

存の情報・データ等を参照し、不足があれば、プロジェクト活動において、健康素養の把

握に資する取り組みを取り入れることを検討することとする。 

上記を勘案するとともに、プロジェクトの論理性、成果の達成状況がわかりやすく明示

されるよう、現行 PDM について、調査結果を踏まえて以下のとおり改訂することについて

評価報告書にて提言した。C/P 機関と協議の結果、改訂版については、本調査のミニッツで

合意せず、追って合同調整委員会（JCC）を実施し、承認することとなった。 

 

（1）上位目標、プロジェクト目標、成果、指標 

現行 PDM の表記 改訂 PDM（Version3） 理由 

上位目標 

 

プロジェクト省において、家庭保

健サービスを通じて、体系的な保

健予防活動が強化される。 

 

（改訂なし） 

 

- 

〔指標〕 

1. プロジェクト省において、家

庭保健サービスが展開された

県のカバー率（XX%以上） 

（指標 2と順番入れ替え） 

国家衛生計生委の政策文書で家庭

保健サービスに関する文言が明記

される。 

 

組織名称改称による。 

2. 国家人口計生委の政策文書で

家庭保健サービスに関する文

言が明記される。 

（指標 1と順番入れ替え） 

プロジェクト省において、家庭保

健サービスが開始された県数の割

合（40%以上） 

 

目標値を明示。 

3. プロジェクト省において家庭

保健優先課題の解決に影響す

るリスクファクター（不健康

な行動等）が減少する。 

 

プロジェクト省において家庭保健

優先課題の解決に影響するヘルス

リテラシー（健康素養）が向上し

た住民の割合が増える。 

リスクファクターにはプロジ

ェクトが直接コントロールで

きない外的要因（周辺環境な

ど）も含まれるため、住民の

知識、行動変容などを中心と
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現行 PDM の表記 改訂 PDM（Version3） 理由 

する「ヘルスリテラシー」に

修正。 

 

プロジェクト目標 

 

パイロット地区において、地域の

ニーズに即した家庭保健サービス

モデルが確立される。 

 

（追記）モデルとは： 

地域診断に基づく家庭保健サービ

スを 3×3の枠組みに沿い、関係機

関の協力を得つつ、計画・実施・

評価（PDCA サイクル）する普及性

のある仕組みが確立すること。 

 

「モデル」が示す意味を明示。

〔指標〕 

1. プロジェクト対象全省で家庭

保健サービスの普及に関する

行政令が発出される。 

 

（改訂なし） 

 

 

 

 

- 

 

 

 2. 家庭保健サービスに対する住

民満足度が向上する。 

3. パイロット地区において家庭

保健優先課題の解決に影響す

るリスクファクター（不健康

な行動等）が減少する。 

パイロット地区において家庭保健

優先課題の解決に影響するヘルス

リテラシー（健康素養）が向上し

た住民の割合が増える。 

 

リスクファクターにはプロジ

ェクトが直接コントロールで

きない外的要因（周辺環境な

ど）も含まれるため、住民の

知識、行動変容などを中心と

する「ヘルスリテラシー」に

修正。 

 

 

 

アウトプット 

1. 家庭保健サービスの規範（理

念・概念・内容・基準等）が整

備される。 

 

（改訂なし） 

 

 

- 

〔指標〕 

1-1. 家庭保健サービス規範

及びサービス実用ハンドブッ

ク（指南）が国家人口計生委

の認可を受ける。（国際合作司

の文書） 

 

ガイドライン、マニュアルが国家

衛生計生委の認可を受ける 

 

用語の整理。 

1-2. 家庭保健サービス制度

の執行・応用に関する提言（施

設・人材の質量認定等）の発

出有無。 

応用研究を踏まえた家庭保健サー

ビス制度の執行・応用に関する提

言（施設・人材の質量認定等）の

発出有無。 

応用研究という手段の明示。

 

 

1-3. 拡大交流セミナー回数

（8回以上） 

 

拡大交流セミナー回数（毎年 1回）

 

必要回数を勘案した結果、実

態に合わせて目標値を修正。

2. パイロット地区において地域

家庭保健計画策定能力が強化

される。 

パイロット地区において地域家庭

保健計画の運営管理が強化され

る。 

計画策定能力のみならず、実

施、評価、フィードバックの

一連の運営管理を PDCA サイ

クルに沿って強化していくこ

とが肝要であるため。 

〔指標〕 

2-1. 指導者グループ及びプ

ロジェクトオフィス設置に関

 

（改訂なし） 

 

- 
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現行 PDM の表記 改訂 PDM（Version3） 理由 

する行政文書が全パイロット

地区で発出される。 

2-2. 全パイロット地区で調

査・分析結果に基づく地域家

庭保健計画が策定される。 

2-3. 全パイロット地区で調

査・分析結果に基づく年次実

施計画が策定される。 

 

2-4. （移動） パイロット地区から質の高い年次

実施報告書（分析的、明瞭解析）

の割合が増加する。 

 

PDCAのCに該当するプロセス

であるため、成果 2 の指標に

移動することが妥当。 

2-5. （新設） モニタリングにより合格点（サー

ビス提供に関する項目）に達した

パイロット地区の割合（80％以上）

 

地域家庭保健計画の運営管理

が強化されることによる、サ

ービス提供能力の向上を測る

ため。 

3. 家庭保健サービスに従事する

人材の実施能力（管理・技術

面）が向上する。 

 

（改訂なし） 

 

- 

〔指標〕 

3-1. 一定の研修効果（知識・

スキル・伝達能力）を満たし

た従事者の割合（80％以上） 

 

一定の研修効果（知識）を満たし

た従事者の割合（80％以上） 

 

スキル、伝達能力の向上は新

指標 3-2、3-3 で対応すること

が妥当であるため。 

3-2. パイロット地区から質

の高いモニタリング報告書

（分析的、明瞭解析）の割合

が増加する。 

（2-4 へ移動）  

3-3. 健康教育・健康検査・健

康相談において基準を満たす

サービス従事者の割合が増加

する。 

（採番：3-2.）パイロット地区で

再研修前後の評価を行った研修の

割合（80%以上） 

サービス従事者の基準設定は

困難であることから、代替指

標を設置。 

 （採番：3-3.）モニタリングによ

り合格点（再研修に関する項目）

に達したパイロット地区の割合

（80％以上） 

 

同上 

4. 家庭保健サービスに対する住

民の参加意識および健康意識

が向上する。 

 

（改訂なし） 

 

 

 

- 

 

 〔指標〕 

4-1. 政府及び関係機関の家

庭保健サービスへの参加度が

増加する。 

4-2. 参加意識・健康意識が向

上した住民の割合が増加す

る。 

パイロット地区のサービス対象地

域において、参加意識・健康意識

が向上した住民の割合が増加す

る。 

 

パイロット地区にはサービス

がカバーされていない地域も

含まれるため、サービス対象

地域に絞ることが望ましい。
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（2）活動 

現行 PDM の表記 改訂 PDM（Versione3） 理由 

アウトプット 1：  

1-1. 既存のサービス実用ハンド

ブック（指南）等の分析を行う。 

 

（改訂なし） 

 

- 

1-2. 家庭保健サービスの理念を

確定し、関連概念を整備する。 

1-3. 家庭保健サービスに関する

各級サービス施設のサービス内容

および技術基準を制定する。 

1-4. 各級サービス施設の人的資

源、機材、施設に関する標準を規

定する。 

1-5. 家庭保健サービスの運営管

理制度を整備する。 

1-6. 上記を踏まえ、家庭保健ガイ

ドライン、リプロダクティブヘル

ス家庭保健サービスマニュアルを

作成・改訂する。 

1-7. 上記ガイドライン及びマニ

ュアルを用いて、家庭保健サービ

スの規範を普及する。 

1-8 .家庭保健ファイル（電子版）

のあり方について提言を行う。 

（削除） 健康ファイル（電子版）は衛

生部門で普及されており、統

合により、新たに家庭保健フ

ァイルを策定する必要性が薄

まったため。 

1-9. 家庭保健サービス規範、ガイ

ドライン及びマニュアルの普及状

況に対するモニタリングを行う。 

（採番 1-8.） 

 

 

1-10 パイロット地区において、リ

プロダクティブヘルスカウンセラ

ーの資格制度の実施状況に対する

分析を行う。 

（採番 1-9.） 

1-11 パイロット地区において、家

庭保健サービスの制度の執行・応

用に関する提言（機構・人材の資

格認定等）を行う。 

（採番 1-10.） 

1-12 全国規模の拡大交流セミナ

ーを実施し、経験・教訓を共有す

る。 

 

（採番 1-11.） 

アウトプット 2：  

2-1. パイロット地区を選定する。 

 

 

 

（改訂なし） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

- 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-2. パイロット地区の属する各

級政府の統括的な指導のもと、関

係機関（衛生、教育、民政、婦女

連合会等）から構成される指導者

グループを設置する。 

2-3. 指導者グループの下にプロ

ジェクトオフィスを設置する。 
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現行 PDM の表記 改訂 PDM（Versione3） 理由 

2-4. パイロット地区及びコント

ロール地区の計画生育サービス施

設の基礎情報を収集・分析する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-5. パイロット地区及びコント

ロール地区の社会経済情報（所得、

産業等）、保健医療情報（疾病・死

亡統計）を関連分野の統計年鑑に

より収集・分析する。 

2-6. 住民ニーズ（家庭の衛生環

境、生活習慣、健康知識、受診行

動等に関するアセスメント）のサ

ンプル調査を行う。 

2-7. 上記 2-4～2-6 の結果を踏ま

えパイロット地区の家庭保健優先

課題を特定する。 

2-8. 指導者グループが地域家庭

保健計画を策定する。 

2-9. プロジェクトオフィスが家

庭保健サービスの年次実施計画を

策定する。 

2-10.（移動） 上記 2-9 の年次実施計画に沿い、

家庭保健サービス（健康教育、健

康検査、健康相談）を提供し、年

次実施計画を実施する。 

これら活動は PDCA サイクル

の一環であり、運営管理強化

を目指す成果 2 に移動するこ

とが妥当であるため。 

2-11.（移動） サービス活動及び従事者に対する

M&S（モニタリング・スーパービジ

ョン）を定期的に行う。 

2-12.（移動） 上記 2-11に対するモニタリング監

視を行う。 

2-10. 定期的にサービスの質・イ

ンパクトを（日本の関連調査を参

考にして）評価する。 

（採番：2-13.）  

2-11. 上記 2-4～2-6に対するエン

ドライン調査を行う。 

 

（採番：2-14.） 

アウトプット 3：  

3-1. 家庭保健サービスの規範に

沿い、県級サービス従事者に対す

る研修ニーズのアセスメントを行

う。 

 

（改訂なし） 

 

 

 

- 

3-2. 運営管理方法および技術研

修の計画を策定し、研修教材を作

成する。 

3-3. 行政官および県級サービス

施設長に対し、運営管理方法の研

修を行う。 

3-4. 県級サービス従事者に対し、

技術研修（トレーナー研修）を行

う。 

3-5. 県級サービス従事者が郷鎮

以下のサービス従事者に対して伝

達講習を行う。 
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現行 PDM の表記 改訂 PDM（Versione3） 理由 

3-6. 国家・省級専門家に対し、疫

学調査・研究能力向上のための研

修を行う。 

3-7. 上記 3-3～3-6 の各研修に関

する研修効果を測定する（自己評

価、受講者による講師・内容評価

等）。 

3-8. 上記 2-9の年次実施計画に沿

い、家庭保健サービス（健康教育、

健康検査、健康相談）を提供し、

年次計画を実施する。 

（2-10.へ移動）  

3-9. サービス活動及び従事者に

対する M&S（モニタリング・スーパ

ービジョン）を定期的に行う。 

（2-11.へ移動） 

3-10. 上記 3-9 に対するモニタリ

ング監視を行う。 

 

（2-12.へ移動） 

アウトプット 4：  

4-1. 各級政府及び関連部門に対

するアドボカシー活動を行う。 

（改訂なし） - 

4-2. 家庭保健サービスに関する

多様な広報・宣伝活動（コンテス

ト、健康まつり、家庭訪問、キャ

ンペーン等）を行う。 

4-3. 住民向け家庭保健冊子、教

材、及び、関連ツールを作成する。 
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第6章 調査総括 

 

6-1. 団長総括（魚屋次長） 

（1）中間時点におけるプロジェクトの進捗とその貢献要因 

本評価調査では既述のとおり、関係者の多大な努力により、一連のプロジェクト活動が

円滑かつ効果的に進められ、中間時点として十分満足ゆく進捗に達していると判断する。

本プロジェクトでモデル化する家庭保健サービスがこれまでの日中協力をとおして新たに

概念化されたものであり、また、パイロット地区にとっては初めての実践・導入となるサ

ービス方式であったことを勘案すると、このように芳しい進捗を遂げていることは特筆に

値する。その貢献要因としては、以下の点が挙げられる。 

①前身プロジェクトからの蓄積はあったものの、協力期間開始直後から 12 か所におよぶパ

イロット地区の選定とともに、早期に国家レベルおよび省・市・県レベルの実施体制を

確立し、2 か月後には各パイロット地区の（副）県長（日本の地方自治体の知事に相当）

を招へいしつつ、プロジェクトの起動式を開催するなど、中国側実施機関（国家人口・

計画生育委員会）のプロジェクトに対する主体性と瞬発性、組織統制力、またプロジェ

クト管理能力の高さは目を見張るものがある。 

②日中双方併せて 15 名程になるプロジェクト専門家のチームワーク及び一連の活動に対す

る継続的かつ建設的な助言・指導、および関わりがプロジェクトの原動力となっている。

日本側長期専門家チームはプロジェクト全体の運営管理にも責務を負っているが、カウ

ンターパート及び中国側専門家チームと定期的な連絡会や専門家会議等を通し、公式・

非公式な場で頻繁に意思疎通を図っている。これにより、各活動のきめ細かな運営管理

（PDCA サイクル）、データ分析やわが国の地域保健経験等に精通する日本側と中国の行

政管理、公衆衛生事情、現場環境等に精通する中国側の歯車をうまく噛み合わせ、プロ

ジェクト全体として質の高い事業展開を見せている。 

③パイロット地区においては、各地の特色にあわせて多彩なサービス活動が展開されてお

り、そのプロセスでは他部門との有機的な連携により、地域の資源（衛生、教育、民政、

婦女連合会等）を効果的に動員しつつ、試行錯誤を積み重ねている。サービスの受け手

となる住民側からもすでに好反応が示されており、（副）県長による支持を得つつ、段階

的に政策・財政的保障を担保しつつある。 

 

（2）プロジェクト後半の方向性策定に向けた今次調査プロセス 

今後、プロジェクト後半においては、これらパイロット地区における PDCA サイクルを

積み重ね、サービスの質・量を向上しつつ、サービス効果や住民のヘルスリテラシー（知

識、行動変容等）の度合いを分析し、その有効性を検証・発信していくことが家庭保健サ

ービスの政策化および普及には欠かせない。プロジェクト後半となる今後 2 年半は、一連

の日中協力の集大成として最も重要な期間であり、このプロセスの成否がプロジェクト、
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ひいては家庭保健サービスの持続性を左右すると言えよう。 

すでに、プロジェクトでは高い問題意識のもと、専門家応用研究（政策研究）の実施を

通して、中国保健行政における家庭保健サービスの位置づけ・定義の明示、資格制度の検

証、基礎調査データの再分析等を行い、政策化に必要な客観的情報の整備（根拠づくり）

に着手している。しかしながら、2013 年 3 月の国務院機構改革方案に基づき、カウンター

パート機関が衛生部と統合したことから、組織再編の方向性や家庭保健サービスを取り巻

く周辺環境の変化を良く見極めた上で、政策化と普及に向けた取り組みを進めることが特

に肝要となる状況である。 

今次調査では、このような認識を踏まえて情報収集に着手し、調査開始当初に行った国

家衛生・計画生育委員会国際合作司との協議では、「家庭保健サービスの持続性を狙い、国

家レベルのプロジェクト実施体制として、統合後の新体制下の業務部局から、プロジェク

トを担当する部局を選定していきたい」とする中国側の意向を確認した（現行体制では国

際合作司がプロジェクトの運営管理を所掌）。これを踏まえ、調査中盤には業務部局を招へ

いしたセミナーを国際合作司とともに開催し、プロジェクトに対する理解の促進と各部局

の業務所掌内容の確認、プロジェクト参画への意向等の聞き取りを行った。 

調査団としては、セミナーその他の情報に基づき、計画生育家庭のサポートや家庭発展、

中高年保健、青少年保健を所掌する「計画生育・家庭発展司」が今後のプロジェクトの運

営管理と家庭保健サービスの政策化において最も適切な部署であるとの認識に至り、同部

署を核とする部局横断的な実施体制と政策化に向けたメカニズムの構築を提案するミニッ

ツ案を策定し、国際合作司との協議に挑んだ。 

しかしながら、結果として特定の業務部局を取り上げることはなく、これまで通り、国

際合作司がプロジェクトの実施に責任を持ちつつ、政策化に向け、業務部局の参画を促す

取り組みを行うとのレベルで合意に至った。上述の調査開始当初の協議、調査中盤のセミ

ナーと中国側の意向を確認しつつ、ステップを積み重ねて合意内容を固め、統合を機に、

政策化の道筋をつけることを期待していた調査団としては、その意向がそのままミニッツ

に反映されなかったことは遺憾なことである。他方、今次調査が統合後間もない時期に実

施され、国際合作司の内部体制が流動的であったこと、また、未だ各部署の所掌や方向性

が曖昧な点も見受けられたため、決定的な方向付けを中国側が避ける結果となったことは、

総じて致し方ない状況であったと勘案する。 

 

（3）今後に向けて 

これまで通り、国際合作司が本プロジェクトの所管部署となる場合も、家庭保健サービ

スと密接に関わる「健康教育、基本公衆衛生サービス、母子保健サービス、家庭発展、慢

性病コントロール」等のサービスを所掌する業務部局とのコミュニケーションおよび調整

が、家庭保健サービスの政策化において欠かせないプロセスであることに変わりはない。

国際合作司とはこの点で一定の共通認識を有しており、今後、ミニッツで設置することを
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合意した「プロジェクト調整員体制」を積極的に有効活用しつつ、計画生育・家庭発展司

をはじめとする業務部局のプロジェクト活動への参画機会を意識的に設け、政策化への道

筋を検証していくことが重要となる。 

決して組織再編の負の影響ばかりを懸念する必要はない。調査中盤に実施したセミナー

では、元衛生部出身者の多い業務部局（宣伝司、基層衛生司、母子保健サービス司等）か

らも、総じて家庭保健サービスに対する肯定的な意見が聞かれ、その意義やポテンシャル

に大きな期待がかけられていることを実感した。特に宣伝司は健康教育の推進において家

庭保健サービスの理念やアプローチに整合する発言が目立ったほか、計画生育・家庭発展

司については、「家庭発展」という自らの所掌業務を確立していくうえで、本プロジェクト

の取り組み内容が所掌業務の多くをカバーすることになるとの認識を有している。計画生

育部門と衛生部門の一体化は、プロジェクトにとっても大きなチャンスとなると認識する

ことができる。プロジェクト後半は、パイロット地区での成果発現を通して足元をしっか

り固めつつ、組織再編の動向に注視し、このような国レベルでの業務部局の巻き込みに注

力していくことが望まれよう。 

 

 

6-2. 保健行政の観点から（林団員） 

今回の訪中目的はプロジェクトの中間レビュー調査であり、折り返し時点であることか

ら従来の活動内容を評価したうえで今後の方針を検討するのが通常であるが、本年の前半

部にカウンターパートである国家人口・計画生育委員会が衛生部と電撃的に合併したこと

を踏まえてプロジェクトの方向性を定めるためにも新しい官庁（国家衛生・計画生育員会：

以下衛計委と略す）の所掌業務について詳細に考察する必要性が生じた。本目的のために

プロジェクトの内容と関連すると思われる衛計委の各部署の代表に集まって頂き、プロジ

ェクト活動報告を聞いてもらったうえで、各部署の所掌業務との関連について意見を頂い

た。それ以前に日中双方の専門家とも意見を交わし、さらに官庁との交流で得た知見を踏

まえ、北京大学医学部の保健医療行政の専門家複数名とかなり突っ込んだ意見交換を行っ

た。 

新しい組織体制はおおまかに言えば、中央レベルでは部局の名称こそ換えているものの

機能は基本的にほぼ温存されているといってよい。一方、省以下の地方レベルでは組織合

併は現段階ではなされておらず従来通りに運営されている。本プロジェクトの活動拠点は

もともと地方に置いているので、ある意味では今後とも実質的な活動に影響はないものと

思われる。逆に中央の合併によりプロジェクトの地方活動に利点が生じた側面もあろうか

と思われる。そもそも家庭保健の内容については本来衛生部が担うべきであるが村レベル

ではサービスステーションがないために計生委が背負って立ってきた。しかしながら、地

域によっては所掌範囲にこだわり両者の協力に支障を来していたことがしばしば見受けら

れた。中央レベルの合併によりこうした矛盾は解消されると思われる。したがって、問題
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はむしろ中央レベルで今後生じてくる恐れがある。 

内容的にプロジェクトに関連する中央の部署はまず基礎衛生司（PHC）が挙げられる。本

部署は地区割りの概念からすれば都市を含めた地域保健および農村衛生を所管しており、

家庭保健はいわば地域・農村保健の一部とみなすことができる。プロジェクトの 3×3 マト

リックスのサービス提供方法 3 つのうち、健康教育が 1 つの柱になっているが宣伝司の所

掌業務になっている。サービス提供対象のうち、母子保健の管轄は母子健康サービス司に

入る。複雑なことに旧計生委の地方サービスステーションは今後、母子健康サービス司の

管轄下になるということである。また、家庭発展司は児童・青少年・老年の行政対象にな

るが、本部署は必ずしも保健・医療の問題に焦点を絞っているように見えず、むしろ福祉

的な側面が強調している印象がある。 

以上のことから理解できるようにプロジェクトの 3×3 マトリックスのサービス対象およ

びサービス手段の所掌が幾つかの部署に分散しており、中央レベルの運営上かなり工夫を

こらさないと大きな困難が生じることが予想される。滞在中に JICA 事務所に対し、国家衛

生・計生委の国際合作関連各部署が集まるマネージメント委員会の設置を提案した。こう

したメカニズムを構築することがプロジェクトの後半部の運営にきわめて重要であると考

えている。 

 

 

6-3. 地域保健計画の観点から（兵井団員） 

今回の中間レビュー調査は、直接各パイロット地区の地域保健計画分野（サービス管理、

人材育成、住民啓発等）について検討するものではなかったが、従来の地域保健計画のマ

ネイジメントや各パイロット地区 5カ年計画（PDM）との整合性、さらには、今回の国家人

口計生委と衛生部統合について、地域保健計画の観点から、以下、若干の所見を述べたい

と思う。 

プロジェクト目標である「パイロット地区において、地域のニーズに即した家庭保健サ

ービスモデルが確立される」を達成させるために設定された 4つの成果の 2番目が、「パイ

ロット地区において地域家庭保健計画策定能力が強化される」である。この成果 2 につい

ては、今回の中間レビュー調査を通じて、若干の文言の訂正が求められるとの判断に至っ

た。パイロット地区において地域家庭保健計画の「策定能力が強化される」に代わり、「運

営管理策定能力」が強化されるに変更した方が、より本プロジェクトの実状に即した成果

の表現ではないかとの結論に至った。 

その理由は、本プロジェクトが取り組んでいる地域家庭保健計画に関する活動が策定能

力の強化という限定的な枠を越え、策定された計画を実施し、モニタリング・評価し、さ

らに改善するためにフィードバックするといういわゆる PDCA サイクルの向上を目指してい

るからである。単に計画策定ではなく地域家庭保健計画の PDCA サイクルの全体的な運営管

理策定能力の向上を目指しているからである。 
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 このような地域家庭保健計画の運営管理策定能力の強化について、2013 年次活動計画の

内容と 2013 年 3 月の国家人口計生委と衛生部との統合という新たな局面での地域家庭保健

計画の課題について、中間レビュー調査では、以下のように総括した。 

 

（1）2013 年次活動計画へのコメント 

＜強化された点＞ 

 2012 年および 2013 年次活動計画は、すべてのパイロット地区から提出されている。年

次活動計画では、従来、対象者となりにくかった年齢区分ごとの目標設定、対象者、

活動内容などが簡潔に良く整理されている。 

 年次活動計画には、児童、思春期、中高年などの年齢層が活動の対象者として含みこ

まれている点は高く評価できる。 

 ベースラインデータや応用研究の結果を年次計画に十分に反映するだけの時間的な流

れを組むことができなかったことは否めない。しかし、ベースラインデータや応用研

究の結果がなくても、各パイロット地区において、基本的な年次計画を策定できるだ

けの能力が備わってきたことが認められる。 

 人材育成やマネージメント能力の向上を強く意識したこれら年次活動計画は、従来の

上意下達式計画立案とは異なり、現場のニーズにより近いものとなっている。この点

は、高く評価できる。 

 地域家庭保健計画に関する活動が策定能力の強化という限定的な枠を越え、策定され

た計画を実施し、モニタリング・評価し、さらに改善するためにフィードバックする

といういわゆる PDCA サイクルの向上を目指している。単に計画策定ではなく地域家庭

保健計画の PDCA サイクルの全体的な運営管理策定能力の向上を目指していることが計

画案からも読み取れる。 

 このような地域保健年次活動計画がすでに 2012 年、2013 年と実施されており、現在、

1.5 回のサイクルの途中にある。終了時まで、年次活動計画 4回サイクルが回転すると

いうことになる。今回の、中間レビューやベースライン調査、特定研究の知見を盛り

込んだ年次計画が策定され、実施されれば家庭保健がさらに深化するものと考えられ

るが、今回の組織「統合」をいかにプラスに方向付けるか、中間レビューの結果を基

にした議論が望まれる。 

 このような地域家庭保健計画の運営管理策定能力の強化の一環として、201１年に策定

された 5カ年地域保健計画を 2013 年中に見直し、2014 年次活動計画の内容に反映され

るよう作業が進行中である。この作業に、新たな関係組織・部局を組み込むことで、

統合後の局面をプラスに方向付けることができるのではないかと考える。 

 これらパイロット地区からの特定活動提案に対し、2012 年次活動計画では、一律 5 万

元、2013 年次活動計画ではその内容に応じ計画段階で評価判定を下し、異なった助成

（10 万元、7万元、3万元：評価基準を提示、現在審査中）を行っているとのことであ
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る。この特定活動は、その報告に対し、評価をフィードバックし、年次活動計画の質

の向上にも寄与するものとされるので、できるだけ、そのプロセスと結果を共有でき

るよう望みたい。 

 

＜改善点＞ 

 成果の実現可能性や活動内容が現地の家庭保健上の優先度、逼迫性をどの程度反映し

ているのか検証が必要である。 

 各年次活動計画が 2011 年に策定された 5カ年家庭保健計画において、どの部分を占め

ているのかを明らかにするとともに、各年次活動計画とプロジェクト終了までの全体

的な工程表を「持続性」を考慮しつつ確認することが必要と思われる。また、年度内

の効率的・効果的な活動展開のための時系列的な活動順序を検討することも望まれる。 

 各年次活動計画は人材育成やマネイジメント能力の向上を強く意識したものであるが、

やはり、サービス提供者側の視点がほとんどで、サービス利用者側の視点が計画では

不十分である。 

 2013 年度年次活動計画（12 例）のほとんどがサービスの対象者、項目や内容、地域の

拡大を計画しており、質の向上を強調したのは重慶市の計画のみである。やはり、対

象者、項目や内容、地域の拡大の拡大とともに、サービスの質の向上についても深く

検討する必要がある。この点も、統合後の動きにより影響を受けると考えられる。 

 サービスの質を向上させつつ、「拡大」する、その基盤となる「持続性」について考慮

しつつ計画を策定する点でやや不十分である。 

 指標設定については、定性的な内容が主で、定量的な指標、データの分析検討のあり

方に改善の余地があり、定量的な指標も参加人数や活動の開催回数のみの提示だけで

なく、比率や達成度など比較できる形で処理できるような設定が望まれる。また、う

まくいった、うまくいかなかった、その原因の分析も必要である。 

 

（2）本プロジェクトにおける「地域保健計画」の課題 

中国健康教育センター(8月12日午前訪問）、中間レビュー調査セミナー（8月13日開催）、

陳 育德、張拓紅[北京大学公衆衛生管理学院教授]( 8 月 14 日午後）などの会議、面談を

通じて得られた情報をもとに明らかとなった本プロジェクトにおける「地域保健計画」の

課題は以下の通りである。 

＜強化される点＞ 

 統合後、本プロジェクトを活用して、関係部署がより緊密な連携協力を築く良い機会

となりうる。そのためにも、具体的な地域家庭保健計画の策定・実施・評価とフィー

ドバックなど一連の事業運営管理における関係部署の連携協力の体制を早く構築する

ことが求められる。国家級ではすでに関連部局が本プロジェクトへの参加に強い関心

を示しており、具体的なプロジェクト実施体制の調整段階に入っているといえる。 
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 プロジェクト対象地域である 5省 12 県・市は、人口が多く、また、農村人口が多いた

め、農村人口における提供者側からの家庭保健サービスの提供、住民側からの家庭保

健への参画という点で、従来より幅広い選択肢が考えられる。つまり、[予防/健診・

治療]＋[計生/衛生]という新たな協力体制が今回の統合で可能となったからである。

しかし、プロジェクト期限と投入の限られた中で、プロジェクト終了後の持続性を考

えると、衛生系統との統合による新体制の中で「健診」部分をプロジェクトでいかに

活用するかが重要な鍵と考えられる。 

 

＜懸念される点＞ 

 年次活動計画上の新組織の位置づけと役割の確認が早急に望まれる。 

 特に、県、郷鎮レベルでの活動地点で従来の衛生系と生育系の機関の施設の機能・役

割を明確にし、本プロジェクトで育成された人材、配備された機材が持続的に効率・

効果的に活用されるよう地域保健計画の策定段階からどのような形で統合されるのか

機能面、施設面で注視する必要がある。県級病院、郷鎮衛生院、社区衛生サービスセ

ンターからなる従来の農村の三級医療衛生サービスネットワークと生育系の機関との

以下の関係がどのように統合されるか注視する必要がある。  

 

地区級(市)   母子保健所・院 ――― 計画生育サービスステーション／家庭保健センター 

県級       母子保健所 病院 ――― 計画生育サービスステーション／家庭保健センター

郷鎮       郷鎮衛生院     ――― 計画生育サービス所 

（都市部）    社区衛生サービスセンター ――― 計画生育サービス所 

（農村部）    村衛生室 ――― 計画生育サービス室 

 

 一般化、政策化に向けた年次活動計画策定を通じ、従来の 3×3の家庭保健を堅持しつ

つ、必要とあれば従来の「家庭保健」の枠を越える可能性も常に考えておくことも望

まれる 

 基本公衆衛生サービス 

従来プロジェクトに関わってきた国際合作司に加え、あらたに計画生育・家庭保健発展

司が重要な役割を担うものと考えられる。しかしながら、基層衛生司は、郷鎮衛生院や衛

生室を中心に末端の基本公衆衛生サービスを所掌している。2009 年より、全国統一的な住

民健康記録書を順次構築している。65 歳以上の老人には健康診断を、3 歳以下の乳幼児に

は成長発育検査を、妊産婦には産前健診・産後訪問観察を、高血圧・糖尿病・精神疾病・

エイズ・結核等のグループには予防治療指導サービスを定期的に実施する。健康知識を普

及し、健康知識宣伝教育を強化する。 

＜基本公衆衛生サービスの提供＞ 

1. 農村住民の健康ファイル管理とサービスの徹底 

2. 保健医療に関する一般的知識の普及、ターゲットグループおよび地域向けの健康教育の実施、住

民の健康維持と増進に資するライフスタイのを提唱、「愛国衛生運動（環境整備）」の展開指導 

3. 予防接種サービスの規範化および実行 
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4. 所管区内の感染症症例および疑い症例のタイムリーな発見・登録・報告、現場処理 

5. 新生児へのフォローアップ及び小児保健分野の管理（成長・発育のモニタリング・評価および健

康指導） 

6. 妊産婦管理（産後フォローアップ、身体検査、妊娠期の栄養・心理面の健康指導等の実施） 

7. 65 歳以上の高齢者管理（登録管理・健康リスクファクター調査・身体検査・健康指導等の実施）

8. 高血圧・糖尿病等慢性病のハイリスクグループ向けの指導の実施、および確定診断後の症例の登

録管理・定期的なフォローアップ・健康指導等の実施 

9. 重症な精神病患者の登録管理・治療・フォローアップ・リハビリ指導等の実施 

10. 公衆衛生に関する緊急事態への対応 

11. 県衛生部門の委託のもと、所管区内における感染症の予防治療・学校衛生・飲料水安全・労働衛

生及び村の予防保健業務に関する指導・トレーニング・査定・監督等の実施 

12. 県またはそれ以上の衛生部門に定められるその他公衆衛生サービスの実施 

 

これらサービス項目が、本プロジェクトの 3×3の項目と重複する部分もあり、今後、年

次活動計画を立案する際には、各活動の実施主体に慎重な検討が求められる。例えば、基

本公衆衛生サービス、項目 2 の保健医療に関する一般的知識の普及、ターゲットグループ

および地域向けの健康教育の実施、項目 6の妊産婦管理（産後フォローアップ、身体検査、

妊娠期の栄養・心理面の健康指導等の実施）、項目 7 の 65 歳以上の高齢者管理（登録管理・

健康リスクファクター調査・身体検査・健康指導等の実施）などが重複することになる。

公衆衛生サービスの経費基準を高め、2009 年一人当たりの基本公衆衛生サービス経費基準

を最低 15 元、2011 年には最低 20 元、2013 年には 30 元とされる財政支援についても、今

後、確認する必要があろう。 
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付属資料２：評価グリッド

2
3 主設問 副設問
4

6
9

10

20

21
29

37
40

51
52
55
56
60
61
62
63
68
68
69
70

78
80

82
82
83

83
86 成果1

１． 家庭保健サービスの規範（理念・概念・内容・基
準等）が整備される。

論理の再確
認

87

成果3
家庭保健サービスに従事する人材の実施能力（管理
・技術面）が向上する。

論理の再確
認

88

その他 論理の再確
89 国家衛生・計画生育委員会の創設は、プロジェクト目

標達成にどのような影響を与えたか？
92 関連する政策は変更されたか？(変更された場合そ

の影響は？）

97

99
100
101

103

103

103

105

105

105

105

105 アウトプット4-2の指標は（どの程度）達成されてる 計画と実績 住民ニーズ調査およびエン
107
108

行政文書の
記載内容

関連通知
行政文書

選定基準
パイロット地区の特性
パイロット地区の実施体制
パイロット地区の実施能力

他ドナーの活動、成果

計画と実績
の比較

パイロット地区関連文書

行政文書の
記載内容

研修効果測定結果

PDMとアウトプットの実績、
外部条件

健康指標
疫学データ

計画生育系統による「家庭保健サービスの促進」は、
評価時点でも「農村部・末端での保健医療サービス
システムの健全化」において、優先順位が高いか？

基礎調査およびエンドライ
ン調査結果

「家庭保健サービスの促進」に必要な、カウンターパ
ート機関や関係機関が、参画しているか？

現状の実施体制
理想的な実施体制

選定基準
パイロット地区の特性
パイロット地区の実施体制
パイロット地区の実施能力

サービスの内容・質
住民の要望

サービスと
健康指標上
のターゲット
の合致

指標3
パイロット地区において家庭保健優先課題の解決に
影響するリスクファクター（不健康な行動等）が減少
する

省人口計生委関連文書

リスク/外部条件

計画と実績
の比較

計画と実績
の比較

求められる
パイロット地
区の要件と
現状の比較

計画と実績
の比較

指標1
プロジェクト対象全省で家庭保健サービスの普及に
関する行政令が発出される。

アウトプット1-１の指標は（どの程度）達成されてる
か？

基礎調査およびエンドライ
ン調査結果

国際合作司関連文書

論理の再確
認

成果2
パイロット地区において地域家庭保健計画策定能力
が強化される。

他ドナーと比較し、日本が協力する意義、優位性
はあるか？

アウトプット1-2の指標は（どの程度）達成されてる
か？

論理の確認

計画と実績
の比較

アウトプット2-１の指標は（どの程度）達成されてる
か？

アウトプット2-2の指標は（どの程度）達成されてる
か？

アウトプットの達成への促進・阻害要因はあったか？
(例：研修を受けた人材の流出によるプロジェクトへ負

影響は 発生 たか ）

有効性

現状の実施体制
理想的な実施体制

他ドナーの活動、成果

計画生育系統による「家庭保健サービスの促進」は、
評価時点でも「基本的な公衆衛生サービスの均等化
の段階的促進」において、優先順位が高いか？

日本が「家庭保健サービスの確立」を支援する技術
的優位性はあるか？

JICA国別事業実施計画

成果４
家庭保健サービスに対する住民の参加意識および
健康意識が向上する。

論理の再確
認

プロジェクト目標を達成するために満たされるべき
外部条件（プロジェクトの外側のリスク）は何かあ
るか？

指標2
家庭保健サービスに対する住民満足度が向上する。

効率性

関連通知
行政文書

プロジェクトは中国の「医薬衛生体制改革に関す
る当面の重点実施法案（2009～2011 年）の通知」
にある改革と整合性があるか？(もしくは最新の関
連通知との整合性があるか？）

理想的な実
施体制と現
状との比較

アウトプット3-1の指標は（どの程度）達成されてる
か？

評価項目

パイロット地区の選定基準は適切であったか？（人口
規模、経済・社会・地理的特性における地域性などの
バランス）

アウトプットは中間レビュー時の目標値を達成して
いるか？

妥当性

プロジェクト実施体制は、「家庭保健サービスモデ
ル」を確立するために適切か（過不足ないか）？

選択されたパイロット地区は、汎用性のある「家庭
保健システム」のモデル確立に適切か？

プロジェクト目標の各指標は中間レビュー時に求
められる値を達成しているか？

評価設問 判断基準 必要なデータ

日本の政策
との整合性

評価時点でも「感染症対策」は、重点分野として優先
順位が高いか？

プロジェクトの方向性は日本政府の対中ODA重点
分野と合致しているか？

国家衛生・計画生育委員会の創設により、「家庭保健
サービスの促進」の必要性、優先順位は変更された
か？

住民のニー
ズとサービ
スの合致

プロジェクトは家庭保健サービスの裨益者のニー
ズと合致しているか？

住民は、市・県家庭保健サービスセンター（計画生育
サービスセンター）や、郷・鎮計画生育サービス所、
村計画生育サービス室などからどのようなサービス
を望んでいるか？

住民が抱えている健康上の課題は何か？

アウトプット3-2の指標は（どの程度）達成されてる
か？

計画と実績
の比較

計画と実績
の比較

計画と実績
の比較

インタビュー調査

パイロット地区の地域家庭
保健計画

アウトプット2-3の指標は（どの程度）達成されてる
か？

計画と実績
の比較

プロジェクト報告書

計画と実績
の比較

モニタリング報告書および
モニタリング監視結果

アウトプット4-1の指標は（どの程度）達成されてる
か？

アウトプット1-3の指標は（どの程度）達成されてる
か？

アウトプット3-3の指標は（どの程度）達成されてる
か？

計画と実績
の比較

モニタリング報告書（模擬ク
ライアント調査）

計画と実績
の比較

プロジェクト報告書

パイロット地区の年次実施
計画

プロジェクトは中国の中共中央国務院「全面的な
人口計画生育事業の強化とマクロ的人口問題解
決に関する決定」（2006年）と整合性があるか？

「基礎サービス体系の構築」と「計画生育・リプロ・家
庭保健等サービスの展開」に基づきプロジェクトに関
連する通達が発出されているか？

行政文書の
記載内容

関連通知
行政文書

各アウトプットはプロジェクト目標の達成に寄与し
ているか？（プロジェクト目標達成の手段として適
切か？）

他ドナーと比較して、当該分野における日本の支援
の優位性は高いか？

他ドナーの
活動との整
合性

パイロット地区は、評価時点でも、汎用性のあるモデ
ルの確立するために重要な役割を担っているか？
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2/2

2
3 主設問 副設問

評価項目 評価設問 判断基準 必要なデータ

111 ガイドラインやマニュアルは、利用者の意見を反映さ
れているか？

反映の有無 ガイドライン
アニュアル
利用者の声

117
119

123

収取された情報は、地域保健計画策定に、十分活用
されているか？

情報の反映
状況

収取情報
地域保健計画

年次実施計画策定に必要な情報が、十分収集されて 根拠に基づ 収集資料

ニーズアセスメントの結果が研修に、十分反映されて
いるか？

研修内容の
整合性

ニーズアセスメント
研修内容

131
133
136 無駄な投入・コストはないか？ 計画と投入実績
140 投入の時期は適切か？ 計画と投入実績

各モデルサイトは地域の特徴に合わせた工夫を事業 状況

152

154

161
172
174
178

負のインパクト
192

194
195

196

プロジェクト終了後も活動予算を確保することができ
るか？

197

198

政策
実施体制
協力体制

政策
実施体制
協力体制

状況

計画書
活動報告

特定活動（プロポーザル事業）は、パイロット地区関
係者の事業立案能力を向上しているか？

家庭保健サービスを省内に円滑に普及していくための、
国家人口計生委による政策的バックアップと安定した実施体制の維持は、継続しているか？

投入はアウトプット達成に十分か？(機材、本邦研
修、専門家（長期・短期)、現地経費、中国側負担
など）

モニタリング結果は、家庭保健サービス活動の向上
のために、十分、活用されているか？

投入はアウトプット達成に十分であったか？

家庭保健サービスの普及は、女性の健康水準の向上、生活の質改善にどのように貢献するか？

国家人口計生委から表明されたローカルコストへの
部分的負担の移行、省・市・県政府からの財政負担
などにより、投入が十分確保されているか？

自立発展性

上位目標の
達成に必要
な条件の確
保

インパクト

拡大交流セミナーは家庭保健サービス制度の普及に
、十分に効果を上げているか？

家庭保健ファイル(電子版)へ提言は、電子版に、十
分活用されているか？

各活動はアウトプットの達成に十分か？

事業計画、
活動内容の
効果

家庭保健サービスの普及は、突発公衆衛生事件の対応を強化にどのように貢献するか？

活用状況

確保の状況

各メンバー
の分担と活
動内容の比

活用状況

活用状況

正のインパクト

計画と投入実績

分析結果
制度執行状況

各メンバーの役割
各メンバーの活動

指導者グループの各メンバーは、地域計画の策定に
おいて、求められている役割を十分、担っているか？

活用の有無 電子版
提言

セミナー参加者の声セミナーの
効果

リプロ・カウンセラー資格制度の分析は、家庭保健サ
ービス制度の執行に、十分に活用されているか？

研修効果測定の結果は、次回の研修等に、適切に活
用されているか？

活用状況

モニタリング監視
監視後のモニタリング活動

モニタリング監視の結果は、モニタリング活動向上の
ために、十分活用されているか？

計生系統のネットワークならびに衛生系統のネットワ
ークを十分に、活用しているか？

活用状況

研修結果
次回の研修計画

モニタリング結果
モニタリング後の家庭保健

ビ 活動

関連ツール
活用記録
住民の声

家庭を単位とした生涯に渡る包括的な地域保健サービス供給体制の確立は可能か？
(そのための仕組み作りを現段階から準備しているか？）

衛生系統との連携を目指し、計生系統の意図、役割を明確に示すことが、どのように本プロジェクトの効
果の自立発展性に貢献するか？

仕組み作り
の準備状況

論理性の確
認

プロジェクト終了後も、省内における家庭保健サー
ビスの更なる拡大ができるか？
(そのための仕組み作りを現段階から準備している
か？）

関連性の確
認

家庭保健サービス普及に
関する行政令により、省内の普及を担保することは
可能か？

プロジェクト終了後も人材育成が定期的に実施可能
か？

プロジェクト終了後も地域計画や年次計画を策定、改
定することは可能か？

国レベルにおいて家族保健サービスの普及は可能か？
(そのための仕組み作りを現段階から準備しているか？）

中国側専門家と日本人専門家のコミュニケーションは
円滑か？

住民向け家庭保健関連ツールは、住民の健康意識
向上に、十分、活用されているか？

「中西部地域リプロダクティブヘルス・家庭保健サー
ビス提供能力強
化プロジェクト（2006～2009 年）」の、人的リソース、
教材・アニュアル等成果物、
研修制度、方法論等の成果を十分、活かしている
か？

プロジェクトで確立する家庭保健サービスモデルを衛生系統による保健医療サービスと有機的にリンク、
両系統の協調・連携の維持は、構築されているか？

正負のインパクト（社会、文化、環境、技術的など
の視点で)が発生したか？

青年海外協力隊との連携は、成果4の達成に貢献し
たか？

計生系統の強い組織力、意思決定伝達システムを用
い、プロジェクトを効果的に運営しているか？

その他の正負のインパクト
家庭保健サービスの普及は、貧困、ジェンダー面にどのように貢献することが可能か？
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付
属

資
料

３
：
質

問
票

回
答

集
計

結
果

お
よ

び
収

集
資

料
一

覧

質
問

票
回

答
集

計
結

果
（
省

・
市

レ
ベ

ル
）

質
問

河
南

省
湖

北
省

河
北

省
安

徽
省

重
慶

市
河

南
省

鄭
州

市
河

南
省

濮
陽

市
河

南
省

安
陽

市
湖

北
省

孝
感

市
湖

北
省

随
州

市
湖

北
省

荊
門

市
河

北
省

邢
台

市
河

北
省

唐
山

市
安

徽
省

蕪
湖

市
省

級
市

級

1
-
2
. 
上

記
課

題
に

対
し

て
、

住
民

は
、

市
・
県

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

（
計

画
生

育
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
）
や

、
郷

・
鎮

計
画

生
育

サ
ー

ビ
ス

所
、

村
計

画
生

育
サ

ー
ビ

ス
室

な
ど

か
ら

、
支

援
を

受
け

る
こ

と
を

望
ん

で
い

ま
す

か
？

は
い

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

に
て

、
予

防
と

治
療

の
両

方

は
い

。
し

か
し

、
計

生
部

門
の

機
能

は
限

ら
れ

て
い

る

は
い

関
連

知
識

の
相

談
未

回
答

は
い

健
康

知
識

の
普

及
と

検
診

は
い

健
康

知
識

、
無

料
相

談

は
い

。
健

康
教

育
と

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ

育
齢

期
女

性
が

増
え

て
い

る
婦

人
科

疾
患

、
乳

腺
病

が
多

い

育
齢

期
と

中
高

年
は

高
い

慢
性

病
、

婦
人

科
疾

患
の

予
防

と
治

療
。

思
春

期
は

、
少

な
い

は
い

健
康

教
育

、
定

期
的

な
無

料
検

診
。

は
い

健
康

知
識

は
い

定
期

健
診

と
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

は
い

相
談

指
導

は
い

専
門

的
で

包
括

的
な

サ
ー

ビ
ス

は
い

健
康

知
識

の
要

望
が

高
い

は
い

健
診

、
健

康
知

識
の

要
望

が
高

い

1
-
3
. 
「
家

庭
保

健
サ

ー
ビ

ス
の

促
進

」
に

必
要

な
、

関
係

機
関

が
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

参
画

し
て

い
ま

す
か

？
も

し
、

足
り

な
い

と
し

た
ら

ど
の

よ
う

な
機

関
の

ど
の

よ
う

な
役

割
が

必
要

で
し

ょ
う

か
？

は
い

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

サ
イ

ト
で

は
全

関
係

機
関

参
加

衛
生

の
関

与
低

い

省
レ

ベ
ル

で
は

主
に

、
衛

生
部

門
が

参
加

い
い

え
い

い
え

他
部

門
が

お
互

い
に

協
力

す
べ

き

計
生

委
が

十
分

に
役

割
を

発
揮

し
な

い
と

、
他

の
機

関
も

役
割

を
果

た
せ

な
い

は
い

衛
生

、
教

育
、

体
育

、
民

政
、

財
政

な
ど

で
も

ま
だ

能
動

的
で

は
な

い

は
い

県
レ

ベ
ル

は
、

衛
生

、
ラ

ジ
オ

T
V

、
教

育
、

民
政

、
発

展
改

革
な

ど
が

参
加 し

か
し

、
政

府
が

主
導

で
は

な
い

の
で

も
っ

と
強

化
す

べ
き

衛
生

部
門

は
技

ほ
と

ん
ど

参
加

高
い

機
関

：
衛

生
局

、
母

子
機

関
、

C
D

C
、

婦
女

連
合

会
、

教
育

局
な

ど
低

い
機

関
：
財

政
局

、
民

生
局

、
中

高
年

委
員

会
な

ど

財
政

局
、

衛
生

局
、

教
育

局
は

参
加

財
政

局
は

投
入

を
増

や
す

べ
き

。
衛

生
と

教
育

は
、

長
期

的
な

活
動

体
制

を
形

成
す

べ
き

関
係

部
門

の
資

源
は

、
ま

だ
友

好
的

に
統

合
さ

れ
て

い
な

い
。

計
生

、
衛

生
部

門
は

協
力

を
強

化
し

、
資

源
を

共
有

す
べ

き
で

す
。

は
い

。
は

い
、

そ
れ

ぞ
れ

機
能

を
果

た
す

参
加

し
た

が
不

十
分 例

え
ば

教
育

部
門

は
学

齢
期

の
子

供
と

青
少

年
の

心
身

の
健

康
に

つ
い

て
関

係
部

門
と

の
協

力
が

足
り

な
い

は
い

:1
い

い
え

：
3

省
レ

ベ
ル

の
で

連
携

は
少

な
い

は
い

：
6

不
十

分
：
3

関
連

部
署

が
参

加
し

て
い

る
が

、
市

政
府

主
導

で
は

な
い

の
で

、
不

十
分

1
-
4
. 
国

家
衛

生
・
計

画
生

育
委

員
会

の
創

設
に

よ
り

、
「
家

庭
保

健
サ

ー
ビ

ス
の

促
進

」
の

必
要

性
、

優
先

順
位

は
、

低
く
な

り
ま

し
た

か
？

一
概

に
は

言
え

い
な 地

元
政

府
の

指
導

者
の

認
識

次
第

今
後

の
統

合
後

の
部

門
の

健
康

管
理

計
画

次
第

い
い

え
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

発
展

に
,よ

り
優

位
な

は
ず

統
合

の
強

み
を

十
分

に
活

用
し

、
保

健
サ

ー
ビ

ス
を

許
可

す
べ

き

い
い

え
、

、
必

要
性

と
優

先
度

は
強

く
な

る
。

統
合

後
は

、
資

源
が

共
有

さ
れ

、
活

動
の

展
開

に
よ

り
有

利
に

い
い

え

強
く
な

っ
て

い
る

国
レ

ベ
ル

の
統

合
に

よ
り

、
省

、
市

、
県

レ
ベ

ル
も

統
合

、
現

在
、

両
部

門
で

コ
ン

セ
ン

サ
ス

に
達

し
た

。
資

源
が

共
有

さ
れ

、
家

庭
保

健
も

発
展

低
く
な

ら
な

い
新

公
衆

衛
生

サ
ー

ビ
ス

シ
ス

テ
ム

で
、

計
生

部
門

は
や

る
こ

と
が

お
お

い

あ
り

ま
せ

ん
。

こ
れ

か
ら

の
こ

と
は

よ
く
わ

か
ら

な
い

。
現

在
、

市
、

県
レ

ベ
ル

の
機

構
改

革
は

終
わ

っ
て

い
な

い
。

い
い

え
低

く
な

っ
て

は
い

け
ま

せ
ん

強
化

さ
れ

る
は

ず

低
下

し
な

い
：
3

条
件

次
第

：
2

統
合

後
の

体
制

次
第

だ
が

、
統

合
は

優
位

に
働

く
可

能
性

が
高

い

低
下

し
な

い
：
8

わ
か

ら
な

い
：
1

統
合

後
の

体
制

、
指

導
者

次
第

だ
が

、
統

合
は

優
位

に
働

く
可

能
性

が
高

い

1
-
5
. 
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

は
、

適
切

な
選

定
基

準
の

も
と

、
選

定
さ

れ
ま

し
た

で
し

ょ
う

か
？

（
人

口
規

模
、

経
済

・
社

会
・
地

理
的

特
性

に
お

け
る

地
域

性
な

ど
の

バ
ラ

ン
ス

な
ど

）

は
い

。

は
い

、
サ

ー
ビ

ス
プ

ロ
バ

イ
ダ

の
能

力
も

考
慮

は
い

あ
る

少
な

く
と

も
、

今
回

の
選

定
の

中
で

十
分

で
は

な
か

っ
た

。

当
初

、
活

動
の

積
極

性
を

一
番

に
考

え
推

薦
し

た
。

は
い

サ
イ

ト
選

定
は

一
定

の
代

表
性

が
必

要
内

黄
県

は
中

部
を

代
表

で
き

る

未
回

答

さ
れ

る
べ

き
人

口
が

多
く
、

経
済

が
発

展
し

て
い

る
地

域
と

し
、

高
原

や
山

地
を

避
け

る
べ

き

は
い

京
山

県
は

P
R

J
専

門
家

の
評

価
を

経
て

選
定

。

は
い

は
い

合
理

的
な

選
定

基
準

は
あ

り
ま

せ
ん

は
い

:：
4

い
い

え
：
1

ほ
ぼ

、
適

切
で

あ
っ

た

は
い

：
7

い
い

え
：
1

未
回

答
：
１

ほ
ぼ

、
適

切
で

あ
っ

た

1
-
6
. 
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

は
、

汎
用

性
の

あ
る

モ
デ

ル
の

確
立

す
る

た
め

の
役

割
を

十
分

に
担

っ
て

い
ま

す
か

？
も

し
不

十
分

で
あ

る
な

ら
ば

、
ど

の
よ

う
な

役
割

を
担

う
必

要
が

あ
り

ま
す

で
し

ょ
う

か
？

未
達

で
も

果
た

せ
る

一
定

の
家

庭
保

健
経

験
を

取
得

し
か

し
、

検
証

が
必

要

未
達

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

域
は

普
及

で
き

る
モ

デ
ル

に
な

る
は

ず

は
い

ま
だ

不
十

分
よ

り
多

く
の

指
導

と
支

援
が

必
要

担
っ
て
い
な
い

は
い

内
黄

県
は

、
安

陽
市

、
河

南
省

の
モ

デ
ル

的
効

果
あ

り
し

か
し

、
制

度
化

、
規

範
化

、
保

健
サ

ー
ビ

ス
の

詳
細

は
要

強
化

未
回

答
は

い
し

か
し

、
個

性
も

考
え

る
べ

き
で

す

は
い

特
に

育
齢

期
の

サ
ー

ビ
ス

モ
デ

ル
と

理
念

、

は
い

は
い

も
し

不
足

な
ら

継
続

す
べ

き
足

り
な

い

は
い

：
１

不
十

分
：
４

ま
だ

不
十

分
だ

が
、

普
及

モ
デ

ル
と

な
る

は
い

：
6

い
い

え
：
2

未
回

答
：
1

ま
だ

不
十

分
だ

が
、

普
及

モ
デ

ル
と

な
る

2
-
1
. 
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
や

マ
ニ

ュ
ア

ル
は

、
利

用
者

の
意

見
を

反
映

さ
れ

て
、

策
定

さ
れ

て
い

ま
す

か
？

は
い

。
基

本
的

に
は

ユ
ー

ザ
ー

の
意

見
を

反
映

は
い

は
い

基
本

的
に

反
映

は
い

は
い

反
映

し
た

意
見

は
ほ

と
ん

ど
反

映
さ

れ
、

実
用

性
は

高
い

。

は
い

実
践

的
で

指
導

実
用

性
が

高
い

は
い

し
か

し
、

ニ
ー
ズ

は
多
様

は
い

は
い

未
回

答
反

映
さ

れ
て

い
る

は
い

：
８

未
回

答
：
１

反
映

さ
れ

て
い

る

2
-
2
. 
家

庭
保

健
フ

ァ
イ

ル
(電

子
版

)へ
提

言
は

、
電

子
版

の
改

定
に

、
十

分
活

用
さ

れ
て

い
ま

す
か

？
は

い
。

未
回

答
は

い
は

い
よ

い
利

用
が

で
き

た
は

い
未

回
答

内
こ

う
県

は
有

効
に

活
用

し
た

。
さ

れ
た

各
地

は
、

規
範

化
さ

れ
た

電
子

フ
ァ

イ
ル

は
な

い
。

未
回

答
は

い
は

い
ま

だ

は
い

：
4

未
回

答
：
1

フ
ァ

イ
ル

は
活

用
さ

れ
て

い
る

は
い

：
6

ま
だ

：
１

未
回

答
：
2

一
部

、
適

用
さ

れ
て

い
な

い
地

域
も

あ
る

2
-
3
. 
リ

プ
ロ

・
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
資

格
制

度
の

分
析

は
、

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

制
度

の
執

行
に

、
十

分
に

活
用

さ
れ

て
い

ま
す

か
？

ま
だ

な
い

は
い

特
に

育
齢

期
の

保
健

わ
か

ら
な

い
は

い
よ

い
利

用
が

で
き

た

は
い

試
験

に
も

参
加

資
格

保
持

者
は

そ
れ

な
り

に
待

遇

未
回

答

効
果

的
に

利
用

ス
タ

ッ
フ

の
総

合
的

な
質

が
向

上
（
と

く
に

健
康

相
談

）

う
ま

く
活

用
末

端
の

相
談

師
の

育
成

不
十

分
は

い
は

い
は

い
ま

だ

は
い

：
３

ま
だ

、
わ

か
ら

な
い

：
2

省
に

よ
り

対
応

が
ま

ち
ま

ち

は
い

：
6

ま
だ

、
不

十
分

：
2

未
回

答
：
1

市
に

よ
り

対
応

が
ま

ち
ま

ち

2
-
4
. 
拡

大
交

流
セ

ミ
ナ

ー
は

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

制
度

の
普

及
に

、
十

分
に

効
果

を
上

げ
て

い
ま

す
か

？
は

い

は
い

経
験

を
交

流
し

、
お

互
い

に
視

野
を

広
げ

る
。

は
い

し
か

し
不

十
分

は
い

比
較

的
に

良
い

相
互

に
勉

強
し

合
い

、
P
R

J
が

発
展

は
い

優
れ

た
経

験
を

共
有

は
い

効
果

あ
り

１
）
知

識
が

増
え

、
視

野
も

拡
大

２
）

相
互

交
流

の
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
を

形
成

、
３

）
理

念
も

更
新 検

討
会

の
回

数
と

人
数

を
お

増
加

し

は
い

末
端

の
ス

タ
ッ

フ
の

能
力

は
、

明
ら

か
に

向
上

は
い

で
も

普
及

は
ま

だ
足

り
な

い

は
い

家
庭

保
健

の
先

進
性

と
利

点
を

理
解

は
い

は
い

一
定

の
効

果
は

あ
る

が
不

明
瞭

効
果

を
上

げ
て

い
る

更
な

る
交

流
を

望
ん

で
い

る

2
-
5
. 
指

導
者

グ
ル

ー
プ

の
各

メ
ン

バ
ー

は
、

地
域

計
画

の
策

定
に

お
い

て
、

求
め

ら
れ

て
い

る
役

割
を

十
分

、
担

っ
て

い
ま

す
か

？

基
本

的
に

計
生

部
門

の
一

人
芝

居
で

す

特
に

重
要

な
役

割
を

果
た

す
果

た
し

た
は

ず
は

い
よ

い
役

割
を

果
た

し
た

は
い

は
い

は
い

合
同

調
整

会
議

に
て

、
毎

回
、

指
導

し
、

県
に

即
し

た
計

画
と

な
っ

た

役
割

分
担

を
明

確
に

し
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
計

画
づ

く
り

に
参

加

は
い

指
導

を
通

じ
て

、
大

幅
に

増
加

し
た

サ
ー

ビ
ス

能
力

。

は
い

計
画

は
、

指
導

チ
ー

ム
、

専
門

家
の

指
導

の
下

、
策

定

は
い

は
い

役
割

は
大

き
く
な

い

は
い

：
4

い
い

え
：
1

役
割

を
果

た
し

て
い

る
が

、
計

生
の

役
割

が
大

き
い

？

は
い

：
8

い
い

え
：
1

多
く
の

市
で

担
っ

て
い

る

2
-
6
. 
収

集
さ

れ
た

情
報

は
、

地
域

保
健

計
画

策
定

の
際

、
十

分
に

活
用

さ
れ

て
い

ま
す

か
？

は
い

。
は

い
は

い
は

い
は

い
よ

く
利

用

は
い

し
か

し
、

デ
ー

タ
分

析
能

力
が

低
く

効
果

的
な

利
用

は
ま

だ
な

い

は
い

効
果

的
に

利
用

は
い

ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

調
査

結
果

と
収

集
し

た
情

報
の

他
の

統
計

に
基

づ
い

て
定

式
化

は
い

は
い

実
施

中
の

計
画

に
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

次
の

段
階

の
計

画
に

も
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

は
い

は
い

一
定

の
役

割
を

果
た

し
た

十
分

に
活

用
活

用
さ

れ
て

い
る

が
、

分
析

に
課

題
？
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質
問

河
南

省
湖

北
省

河
北

省
安

徽
省

重
慶

市
河

南
省

鄭
州

市
河

南
省

濮
陽

市
河

南
省

安
陽

市
湖

北
省

孝
感

市
湖

北
省

随
州

市
湖

北
省

荊
門

市
河

北
省

邢
台

市
河

北
省

唐
山

市
安

徽
省

蕪
湖

市
省

級
市

級

2
-
7
. 
年

次
実

施
計

画
策

定
に

必
要

な
情

報
が

、
十

分
に

収
集

さ
れ

て
い

ま
す

か
？

は
い

。
は

い
は

い
は

い
比

較
的

十
分

し
か

し
も

っ
と

情
報

収
集

す
べ

き

は
い

し
か

し
不

十
分

は
い

は
い

は
い

し
か

し
不

十
分

は
い

は
い

は
い

は
い

全
面

的
で

は
な

い
ほ

ぼ
収

集
さ

れ
て

い
る

は
い

：
6

不
十

分
：
3

収
集

さ
れ

て
い

る
が

さ
ら

に
必

要

2
-
8
. 
ニ

ー
ズ

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
結

果
は

、
研

修
の

計
画

立
案

に
、

十
分

に
反

映
さ

れ
て

い
ま

す
か

？
は

い
は

い
は

い
は

い

比
較

的
反

映
し

か
し

も
っ

と
実

情
に

合
わ

せ
る

必
要

あ
り

は
い

し
か

し
、

様
々

な
要

因
に

よ
り

、
範

囲
超

過
が

あ
る

は
い

十
分

に
反

映
内

こ
う

県
の

計
画

は
ニ

ー
ズ

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
結

果
で

策
定

ニ
ー

ズ
調

査
の

結
果

を
参

照
し

か
し

、
不

十
分

。

は
い

は
い

は
い

は
い

あ
る

程
度

反
映

ほ
ぼ

反
映

さ
れ

て
い

る
反

映
さ

れ
て

い
る

が
さ

ら
に

必
要

2
-
9
. 
研

修
効

果
測

定
の

結
果

は
、

次
回

の
研

修
等

に
、

適
切

に
活

用
さ

れ
て

い
ま

す
か

？
は

い
は

い
は

い
は

い
比

較
的

利
用

は
い

は
い

は
い

は
い

し
か

し
、

規
範

化
で

き
て

い
な

い
。

は
い

は
い

は
い

は
い

あ
る

程
度

利
用

活
用

さ
れ

て
い

る
活

用
さ

れ
て

い
る

2
-
1
0
. 
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
結

果
は

、
家

庭
保

健
サ

ー
ビ

ス
活

動
の

向
上

の
た

め
に

、
十

分
に

活
用

さ
れ

て
い

ま
す

か
？

は
い

は
い

わ
か

ら
な

い
は

い
一

定
は

利
用

未
回

答
未

回
答

十
分

に
利

用
使

用
し

て
い

る
し

か
し

、
不

十
分

は
い

は
い

は
い

は
い

一
部

利
用

は
い

：
3

一
部

：
１

わ
か

ら
な

い
：
1

活
用

さ
れ

て
い

る

は
い

：
７

未
回

答
：
2

活
用

し
て

い
る

が
さ

ら
に

必
要

2
-
1
1
. 
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
監

視
の

結
果

は
、

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

活
動

向
上

の
た

め
に

、
十

分
に

活
用

さ
れ

て
い

ま
す

か
？

は
い

は
い

わ
か

ら
な

い
は

い
あ

る
程

度
利

用
未

回
答

未
回

答
利

用
使

用
し

か
し

、
不

十
分

は
い

、
十

分
に

活
用

は
い

は
い

は
い

一
部

利
用

は
い

：
3

一
部

：
１

わ
か

ら
な

い
：
1

活
用

さ
れ

て
い

る

は
い

：
７

未
回

答
：
2

活
用

し
て

い
る

が
さ

ら
に

必
要

2
-
1
2
. 
住

民
向

け
家

庭
保

健
関

連
ツ

ー
ル

は
、

住
民

の
健

康
意

識
向

上
に

、
十

分
に

活
用

さ
れ

て
い

ま
す

か
？

は
い

活
用

で
き

た
さ

ら
に

強
化

す
る

必
要

あ
り

は
い

は
い

比
較

的
利

用
は

い
住

民
は

歓
迎

は
い

十
分

に
活

用
わ

か
り

や
す

い

は
い

し
か

し
、

効
果

は
ま

だ
未

検
証

は
い

健
康

相
談

に
活

用
は

い
は

い
は

い
あ

る
程

度
利

用
活

用
さ

れ
て

い
る

活
用

さ
れ

て
い

る
が

、
効

果
は

未
検

証

2
-
1
3
. 
計

生
系

統
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

な
ら

び
に

衛
生

系
統

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
は

、
十

分
に

活
用

さ
れ

て
い

ま
す

か
？

は
い

主
に

計
生

に
、

衛
生

が
参

加

計
生

部
門

は
十

分
活

用
衛

生
は

不
明

は
い

計
生

は
比

較
的

十
分

衛
生

は
ま

だ
ま

だ

は
い

健
康

教
育

は
計

生
の

市
、

郷
鎮

、
村

の
三

級
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
で

拡
大

は
い

利
用

毎
年

、
関

連
部

門
の

合
同

調
整

会
議

を
開

催
し

、
衛

生
部

門
が

参
加

衛
生

部
門

か
ら

人
材

、
物

的
支

援
衛

生
部

門
の

健
康

診
断

の
際

に
サ

ー
ビ

ス
対

象
に

宣
伝

物
を

配
布

し
、

健
康

教
育

を
実

計
生

部
門

は
高

い 衛
生

部
門

は
一

部
の

郷
鎮

の
み

調
整

で
き

た
。

計
生

部
門

は
十

分
に

活
用

衛
生

部
門

の
活

用
は

要
強

化

ま
だ

不
十

分

い
い

え
計

生
部

門
と

衛
生

部
門

の
資

源
共

有
は

は
ま

だ
不

十
分

は
い

十
分

な
利

用
は

で
き

て
い

な
い

は
い

:3
衛

生
は

ま
だ

：
2

計
生

部
門

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
は

活
用

さ
れ

て
い

る
が

、
衛

生
は

不
明

は
い

：
6

い
い

え
：
3

計
生

部
門

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
は

活
用

さ
れ

て
い

る
が

、
衛

生
は

強
化

が
必

要

2
-
1
4
. 
計

生
系

統
の

強
い

組
織

力
、

意
思

決
定

伝
達

シ
ス

テ
ム

を
用

い
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
効

果
的

に
運

営
さ

れ
て

い
ま

す
か

？
は

い
有

効
な

手
段

は
い

は
い

計
生

部
門

は
最

大
の

機
能

を
果

た
し

た

は
い

、
今

は
主

に
、

行
政

管
理

・
指

導
に

利
用

は
い

計
生

部
門

の
有

力
、

強
力

な
組

織
力

が
あ

る
か

ら
こ

そ
、

P
R

J
が

効
果

的
に

推
進

あ
る

は
い

計
生

部
門

の
組

織
力

と
意

思
決

定
が

な
け

れ
ば

難
し

い

自
然

体
で

、
京

山
県

の
先

進
的

な
概

念
と

モ
デ

ル
を

普
及

し
た

は
い

は
い

推
進

し
ま

し
た

計
生

の
シ

ス
テ

ム
を

活
用

し
効

果
的

に
運

営

計
生

の
シ

ス
テ

ム
を

活
用

し
効

果
的

に
運

営

2
-
1
5
. 
国

家
人

口
計

生
委

か
ら

表
明

さ
れ

た
ロ

ー
カ

ル
コ

ス
ト

へ
の

部
分

的
負

担
の

移
行

、
省

・
市

・
県

政
府

か
ら

の
財

政
負

担
な

ど
に

よ
り

、
投

入
が

十
分

確
保

さ
れ

て
い

ま
す

か
？

は
い

は
い

省
は

年
間

助
成

金
3
0
万

元
を

提
供

。

は
い

は
い

省
の

投
入

は
、

多
い で

き
れ

ば
国

に
も

投
入

し
て

ほ
し

い

は
い

市
レ

ベ
ル

は
毎

年
1
0
万

元
拠

出
未

回
答

省
、

市
人

計
生

委
は

毎
年

1
0
万

元
、

内
こ

う
県

は
も

っ
と

支
出

、
人

口
計

生
事

業
費

の
一

部
を

P
R

J
の

実
施

に
活

用
県

の
セ

ン
タ

ー
は

、
さ

ま
ざ

ま
な

サ
ー

ビ
ス

を
実

施
し

て
い

る
の

で
黒

字

十
分

な
投

入
が

あ
る

し
か

し
、

不
十

分

国
家

投
入

は
不

十
分

未
回

答
は

い
は

い
市

レ
ベ

ル
に

予
算

が
あ

り
、

保
障

さ
れ

て
い

る

は
い

：
5

省
は

投
入

し
て

い
る

が
、

国
か

ら
の

拠
出

も
希

望

は
い

：
5

不
十

分
：
2

未
回

答
：
2

市
も

投
入

し
て

い
る

が
、

十
分

に
確

保
は

さ
れ

て
い

な
い

2
-
1
6
. 
各

モ
デ

ル
サ

イ
ト

は
地

域
の

特
徴

に
合

わ
せ

た
工

夫
を

事
業

に
加

え
て

い
ま

す
か

？
は

い
は

い
は

い
は

い
P
R

J
活

動
と

現
状

の
活

動
を

両
立

し
て

ほ
し

い

は
い

地
元

の
現

状
を

考
慮

し
て

策
定

は
い

考
え

ま
し

た
わ

が
県

は
平

原
地

域
、

農
業

県
な

の
で

、
秋

の
収

穫
時

期
に

集
中

的
に

活
動

を
実

施

は
い

例
え

ば
、

演
劇

や
漫

画
読

本
や

漫
画

遊
歩

道
な

ど
の

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

を
実

施

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

地
元

の
実

情
と

結
び

付
け

て
実

施

は
い

は
い

2
-
1
7
. 
中

国
側

専
門

家
と

日
本

人
専

門
家

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

は
、

円
滑

で
し

ょ
う

か
？

は
い

は
い

は
い

は
い

比
較

的
順

調

は
い

専
門

家
か

ら
助

言
が

得
ら

れ
、

円
満

に
解

決
で

き
る

は
い

非
常

に
良

い
日

本
人

専
門

家
は

、
中

国
語

、
中

国
人

の
習

慣
を

よ
く
理

解
し

て
い

る

比
較

的
順

調
順

調
の

は
ず

未
回

答
は

い
は

い
実

感
し

て
い

ま
せ

ん
円

滑

は
い

：
7

い
い

え
：
1

未
回

答
：
1

円
滑

3
-
1
. 
家

庭
保

健
サ

ー
ビ

ス
を

省
内

に
円

滑
に

普
及

し
て

い
く
た

め
の

、
国

家
人

口
計

生
委

に
よ

る
政

策
的

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

と
、

安
定

し
た

実
施

体
制

の
維

持
は

、
確

立
し

、
継

続
さ

れ
て

い
ま

す
か

？

ま
だ

関
係

に
文

書
を

見
て

い
な

い
不

十
分

は
い

は
い

国
の

政
策

支
援

の
よ

う
な

情
報

は
、

ま
だ

見
て

い
な

い

未
回

答
未

回
答

中
国

共
産

党
中

央
国

務
院

に
よ

る
農

村
衛

生
活

動
強

化
に

関
す

る
決

定
（
2
0
0
2
年

）
新

型
農

村
合

作
医

療
パ

イ
ロ

ッ
ト

に
関

す
る

指
導

意
見

（
2
0
0
3
年

）

未
回

答
は

い
で

も
実

施
体

制
は

要
強

化
未

回
答

わ
か

ら
な

い
は

い
わ

か
ら

な
い

は
い

：
2

見
て

な
い

：
2

不
十

分
：
1

国
家

文
書

は
ま

だ
見

て
い

な
い

は
い

：
3

わ
か

な
ら

い
：
2

未
回

答
：
4

（
わ

か
ら

な
い

）
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質
問

河
南

省
湖

北
省

河
北

省
安

徽
省

重
慶

市
河

南
省

鄭
州

市
河

南
省

濮
陽

市
河

南
省

安
陽

市
湖

北
省

孝
感

市
湖

北
省

随
州

市
湖

北
省

荊
門

市
河

北
省

邢
台

市
河

北
省

唐
山

市
安

徽
省

蕪
湖

市
省

級
市

級

3
-
2
. 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

確
立

す
る

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

モ
デ

ル
を

衛
生

系
統

に
よ

る
保

健
医

療
サ

ー
ビ

ス
と

有
機

的
に

リ
ン

ク
、

両
系

統
の

協
調

・
連

携
は

、
構

築
さ

れ
、

維
持

さ
れ

て
い

ま
す

か
？

徐
々

に
連

携
体

制
を

築
き

つ
つ

あ
る

は
い

わ
か

ら
な

い
は

い
比

較
的

良
い

し
か

し
、

一
体

化
は

ま
だ

未
回

答
未

回
答

協
力

し
た

衛
生

部
門

と
補

完
関

係
、

両
部

門
の

調
整

と
連

携
体

制
を

確
立

未
回

答

は
い

衛
生

部
門

の
保

健
医

療
サ

ー
ビ

ス
と

協
力

し
か

し
、

要
強

化

は
い

適
切

な
協

調
と

協
力

メ
カ

ニ
ズ

ム
を

確
立

は
い

両
部

門
は

す
で

に
調

整
と

連
携

体
制

を
構

築
統

合
後

、
よ

り
緊

密
に

は
い

非
効

果
的

調
整

と
協

力
体

制
は

円
滑

で
な

い

は
い

：
2

徐
々

に
：
2

わ
か

ら
な

い
：
１

構
築

さ
れ

つ
つ

あ
る

は
い

：
5

い
い

え
：
1

未
回

答
：
3
市

に
よ

り
対

応
が

ま
ち

ま
ち

3
-
3
. 
家

庭
保

健
サ

ー
ビ

ス
の

普
及

は
、

突
発

公
衆

衛
生

事
件

の
対

応
を

強
化

に
貢

献
し

ま
す

か
？

ま
た

、
ど

の
よ

う
に

貢
献

し
ま

す
か

？

は
い

健
康

教
育

で
住

民
は

、
パ

ニ
ッ

ク
に

な
ら

な
く
な

る
。

一
定

の
役

割
主

に
住

民
の

健
康

リ
テ

ラ
シ

ー
わ

か
ら

な
い

未
回

答
ま

だ
見

え
ま

せ
ん

は
い

健
康

教
育

や
健

康
知

識
に

よ
り

、
効

果
的

に
突

発
事

件
の

ま
ん

延
を

防
げ

る

未
回

答

貢
献

し
ま

す
１

）
指

導
者

が
重

要
視

、
２

）
財

政
予

算
増

加
、

３
）

各
関

連
部

門
の

連
携

を
強

化
、

４
）

国
際

交
流

強
化

突
発

事
件

へ
対

応
力

が
上

が
る

１
．

 家
庭

保
健

に
よ

り
、

住
民

の
健

康
が

向
上

２
．

 住
民

の
健

康
フ

ァ
イ

ル
の

管
理

が
規

範
化

さ
れ

、
末

端
の

ス
タ

ッ
フ

が
住

民
の

健
康

状
態

を
把

握
３

．
 家

庭
保

健
に

よ
り

、
ス

タ
ッ

フ
の

能
力

が
向

上

健
康

教
育

と
相

談
に

と
っ

て
役

に
立

つ

は
い

健
康

教
育

が
、

国
民

の
自

己
保

護
意

識
を

向
上

し
、

突
発

事
件

の
ま

ん
延

を
事

前
に

予
防

し
、

処
理

能
力

が
向

上

は
い

１
）
健

全
な

県
、

郷
、

村
、

3
級

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ム

が
事

件
対

処
の

保
障

に
な

る
、

２
）
健

康
宣

伝
に

よ
り

、
人

々
が

科
学

的
な

態
度

で
対

処

は
い

、
家

庭
保

健
サ

ー
ビ

ス
の

普
及

に
よ

り
3
つ

の
タ

ー
ゲ

ッ
ト

の
健

康
保

健
意

識
が

向
上

し
、

効
果

的
に

対
応

で
き

る

感
じ

て
い

な
い

。
あ

る
い

は
明

ら
か

で
は

な
い

健
康

教
育

が
、

住
民

の
自

己
保

健
意

識
を

高
め

、
貢

献
す

る

住
民

の
自

己
保

健
意

識
と

と
も

に
、

ス
タ

ッ
フ

の
対

処
能

力
が

向
上

す
る

3
-
4
. 
家

庭
保

健
サ

ー
ビ

ス
の

普
及

は
、

女
性

の
健

康
水

準
の

向
上

、
生

活
の

質
改

善
に

貢
献

し
ま

す
か

？
ま

た
、

ど
の

よ
う

に
貢

献
し

ま
す

か
？

は
い

妊
娠

、
婦

人
科

病
の

低
減

、
家

族
に

幸
せ

に
つ

な
が

る

役
立

つ
育

歴
期

の
人

々
の

リ
プ

ロ
宣

伝
、

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ

は
い

自
分

の
健

康
レ

ベ
ル

の
向

上
と

家
族

全
員

の
向

上

未
回

答

は
い

健
康

意
識

と
健

康
レ

ベ
ル

の
向

上
が

良
好

な
生

活
習

慣
と

衛
生

習
慣

に
つ

な
が

る

は
い

女
性

の
健

康
状

態
を

向
上

、
家

庭
生

活
の

全
体

を
改

善
し

、
未

成
年

の
生

活
の

質
も

向
上

は
い

貢
献

し
た

女
性

の
体

と
心

の
健

康
に

つ
な

が
る

は
い

従
来

は
、

女
性

の
生

殖
器

の
病

や
問

題
の

み
だ

っ
た

。

は
い

健
康

意
識

が
向

上
し

、
婦

人
科

疾
患

の
発

生
低

減
に

つ
な

が
る

 は
い

女
性

の
セ

ル
フ

ケ
ア

の
意

識
、

健
康

的
な

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
を

向
上

は
い

1
）
健

康
教

育
に

よ
る

認
識

の
向

上
、

２
）
健

康
診

断
、

特
に

３
つ

の
が

ん
の

検
査

、
３

）
専

門
的

な
健

康
相

談
、

ニ
ー

ズ
を

満

は
い

自
分

の
体

の
状

態
を

把
握

し
、

健
康

レ
ベ

ル
を

向
上

一
定

の
貢

献
が

あ
る

女
性

が
自

己
の

健
康

を
注

目
す

れ
ば

、
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

が
変

わ
る

健
康

意
識

の
向

上
が

生
活

の
質

向
上

に
つ

な
が

る

健
康

意
識

の
向

上
が

生
活

の
質

向
上

に
つ

な
が

る

3
-
5
. 
家

庭
保

健
サ

ー
ビ

ス
の

普
及

は
、

貧
困

、
ジ

ェ
ン

ダ
ー

面
の

向
上

に
、

ど
の

よ
う

に
貢

献
す

る
こ

と
が

可
能

で
し

ょ
う

か
？

病
気

に
よ

る
貧

困
を

予
防

一
定

の
役

割
が

あ
っ

た
わ

か
ら

な
い

未
回

答
未

回
答

未
回

答
未

回
答

女
性

の
健

康
意

識
向

上
に

よ
り

、
経

済
が

成
長

し
、

貧
困

が
解

消
し

、
女

性
が

利
益

を
得

る
。

特
に

農
村

の
女

性
に

対
す

る
マ

イ
ナ

ス
の

影
響

を
解

消
す

る
。

全
住

民
対

象
の

活
動

で
あ

り
、

男
女

の
性

的
格

差
の

解
消

に
役

立
つ

。

人
々

に
は

健
康

の
権

利
が

あ
る

、
生

命
の

質
の

向
上

を
図

る
べ

き

家
族

の
自

己
保

健
意

識
の

向
上

に
つ

な
が

る

病
気

予
防

は
、

子
供

を
育

て
て

老
後

を
過

ご
す

と
い

う
古

い
考

え
を

解
消

し
、

人
々

の
経

済
負

担
を

軽
減

し
、

生
活

の
質

も
向

上
し

、
老

後
も

楽
し

く
過

ご
せ

る
。

そ
れ

に
よ

り
自

然
に

貧
困

と
男

女
差

別
を

家
庭

保
健

は
、

男
女

平
等

で
す

。
貧

困
地

域
も

重
要

視
し

て
い

ま
す

。

感
じ

て
い

な
い

（
不

明
瞭

）

病
気

に
よ

る
貧

困
の

軽
減

、
サ

ー
ビ

ス
の

性
差

が
な

い
こ

と
な

ど
が

貢
献

4
-
1
-
1
. 
家

庭
保

健
サ

ー
ビ

ス
普

及
に

関
す

る
行

政
令

を
発

行
し

、
省

内
の

普
及

を
担

保
す

る
こ

と
は

可
能

で
し

ょ
う

か
？

で
き

る
と

思
う

は
い

「
健

康
湖

北
全

国
民

行
動

計
画

2
0
1
1
-
2
0
1
5
」

「
湖

北
省

人
口

発
展

1
2
次

５
か

年
計

画
に

関
す

る
印

刷
・
配

布
に

関
す

る
通

知
」

「
健

康
湖

北
家

庭
保

健
P
R

J
実

施
法

案
」

わ
か

ら
な

い
未

回
答

は
い

重
慶

市
計

生
委

は
、

関
係

の
公

文
書

を
発

表
家

庭
保

健
を

重
慶

市
サ

ー
ビ

ス
シ

ス
テ

ム
公

衆
衛

生
機

能
構

築
の

4
つ

の
重

要
な

内
容

の
一

つ
と

し
た

。

未
回

答
未

回
答

で
き

ま
す

2
0
1
2
年

は
市

政
府

の
名

義
で

、
内

こ
う

県
で

家
庭

保
健

現
場

会
議

を
開

催
し

、
自

然
体

で
普

及
す

る
公

文
書

を
出

し
た

。

未
回

答

作
り

ま
し

た
。

各
レ

ベ
ル

の
政

府
計

画
に

入
っ

て
い

ま
す

。

未
回

答
わ

か
ら

な
い

は
い

い
い

え
、

ま
だ

始
ま

っ
て

い
な

い

は
い

：
3

わ
か

ら
な

い
：
1

未
回

答
：
1

省
ご

と
に

対
応

が
異

な
る

は
い

；
3

い
い

え
、

わ
か

ら
な

い
：
2

未
回

答
：
4

市
毎

に
対

応
が

異
な

る

4
-
1
-
2
. 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

も
、

定
期

的
に

人
材

を
育

成
す

る
こ

と
は

可
能

で
し

ょ
う

か
？

で
き

る
と

思
う

は
い

は
い

は
い

既
に

日
常

的
な

活
動

に
採

用
未

回
答

は
い

す
で

に
定

期
的

に
人

材
を

育
成

今
の

と
こ

ろ
、

定
期

的
な

人
材

育
成

を
し

て
い

る
。

は
い

人
材

育
成

は
、

長
期

化
、

制
度

化
さ

れ
た

は
い

は
い

は
い

い
い

え
、

ま
だ

始
ま

っ
て

い
な

い
既

に
日

常
化

さ
れ

て
い

る
省

も
あ

る

は
い

：
7

い
い

え
：
1

未
回

答
：
1

既
に

日
常

化
さ

れ
て

い
る

市
も

多
い

4
-
1
-
3
. 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

も
、

地
域

計
画

や
年

次
計

画
を

策
定

、
改

定
す

る
こ

と
は

可
能

で
し

ょ
う

か
？

で
き

る
と

思
う

統
合

に
よ

り
、

合
理

的
に

家
庭

保
健

計
画

を
作

成
は

い
は

い
活

動
計

画
と

一
緒

に
検

討
す

る
未

回
答

は
い

で
き

る
ニ

ー
ズ

、
予

算
や

一
定

の
収

益
が

必
要

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い

え
、

ま
だ

始
ま

っ
て

い
な

い

は
い

：
3

条
件

次
第

：
2

可
能

と
思

わ
れ

る

は
い

：
6

い
い

え
：
1

条
件

次
第

：
1

未
回

答
：
1

可
能

と
思

わ
れ

る
が

ニ
ー

ズ
や

予
算

な
ど

が
必

要

4
-
1
-
4
. 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

も
活

動
予

算
を

確
保

す
る

こ
と

が
で

き
る

で
し

ょ
う

か
？

で
き

る
と

思
う

今
後

の
健

康
管

理
計

画
に

よ
っ

て
、

健
康

予
算

を
確

保

わ
か

ら
な

い
未

回
答

公
衆

サ
ー

ビ
ス

拡
大

が
、

予
算

を
拡

大
す

る
は

ず
未

回
答

は
い

で
き

ま
す

。
確

保
で

き
ま

せ
ん

は
い

十
分

な
予

算
が

必
要

未
回

答
は

い
は

い
い

い
え

、
ま

だ
始

ま
っ

て
い

な
い

で
き

る
：
２

条
件

次
第

：
１

わ
か

ら
な

い
：
１

未
回

答
：
１

今
後

の
サ

ー
ビ

ス
内

容
に

左
右

さ
れ

る
可

能
性

が
あ

る

は
い

：
5

い
い

え
：
2

未
回

答
：
2

不
確

定
な

市
が

多
い
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質
問

河
南

省
湖

北
省

河
北

省
安

徽
省

重
慶

市
河

南
省

鄭
州

市
河

南
省

濮
陽

市
河

南
省

安
陽

市
湖

北
省

孝
感

市
湖

北
省

随
州

市
湖

北
省

荊
門

市
河

北
省

邢
台

市
河

北
省

唐
山

市
安

徽
省

蕪
湖

市
省

級
市

級

4
-
1
-
5
. 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

、
国

レ
ベ

ル
に

お
い

て
家

族
保

健
サ

ー
ビ

ス
を

普
及

さ
せ

る
こ

と
は

可
能

で
し

ょ
う

か
？

で
き

る
と

思
う

未
回

答
わ

か
ら

な
い

は
い

国
レ

ベ
ル

の
普

及
に

、
参

考
と

な
る

方
法

と
提

言
を

提
供

し
た

い

未
回

答
未

回
答

未
回

答
未

回
答

は
い

国
レ

ベ
ル

か
ら

の
普

及
は

、
早

い
ほ

ど
よ

い
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

後
、

国
家

レ
ベ

ル
か

ら
、

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

の
普

及
を

希
望

わ
か

ら
な

い
は

い

元
衛

生
部

門
は

類
似

の
家

庭
保

健
サ

ー
ビ

ス
を

実
施

は
い

：
3

わ
か

ら
な

い
：
1

未
回

答
：
1

（
国

レ
ベ

ル
の

普
及

に
は

回
答

は
難

し
い

）

は
い

：
2

い
い

え
：
1

未
回

答
：
4

そ
の

他
：
2

（
国

レ
ベ

ル
の

普
及

に
は

回
答

は
難

し
い

）

4
-
1
-
6
. 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

、
家

庭
を

単
位

と
し

た
生

涯
に

渡
る

包
括

的
な

地
域

保
健

サ
ー

ビ
ス

供
給

体
制

の
確

立
は

可
能

で
し

ょ
う

か
？

で
き

る
と

思
う

今
後

、
全

体
的

な
部

門
の

機
能

に
合

わ
せ

て
決

定
希

望
し

ま
す

は
い

す
で

に
公

衆
サ

ー
ビ

ス
の

中
に

採
用

今
後

、
活

動
と

経
済

発
展

と
と

も
に

家
庭

保
健

は
絶

え
ず

発
展

未
回

答
未

回
答

体
制

は
、

も
う

策
定

さ
れ

た
こ

れ
か

ら
改

善
し

調
整

統
合

後
、

機
能

が
明

確
に

な
っ

た
ら

関
連

の
体

制
を

構
築

は
い

家
庭

を
単

位
と

し
た

包
括

的
、

生
涯

に
わ

た
っ

て
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

国
に

提
供

を
依

頼
は

い
は

い
衛

生
、

計
生

の
統

合
は

、
家

庭
保

健
サ

ー
ビ

ス
を

推
進

は
い

：
3

条
件

次
第

：
1

そ
の

他
:1

省
に

よ
り

ば
ら

つ
き

が
あ

る

は
い

：
5

そ
の

た
：
1

条
件

次
第

：
1

未
回

答
：
2

統
合

後
の

組
織

や
機

能
次

第

4
-
2
. 
衛

生
系

統
と

の
連

携
を

目
指

し
、

計
生

系
統

の
意

図
、

役
割

を
明

確
に

示
す

こ
と

が
、

ど
の

よ
う

に
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
効

果
の

自
立

発
展

性
に

貢
献

す
る

で
し

ょ
う

か
？

は
い

は
い

役
に

立
つ

は
ず

、
貢

献
す

る
は

ず
は

い

必
ず

し
も

そ
う

と
は

限
ら

な
い

国
家

衛
生

計
生

委
次

第

未
回

答
は

い

あ
る

少
な

く
と

も
技

術
、

サ
ー

ビ
ス

は
よ

り
成

熟

機
能

が
明

確
に

な
っ

た
ら

可
能

は
い

も
し

医
療

部
門

が
協

力
す

れ
ば

は
い

計
生

と
衛

生
の

統
合

、
資

源
の

共
有

、
技

術
ス

タ
ッ

フ
と

予
算

の
確

保
に

よ
り

は
い

は
い

は
い

は
い

：
4

条
件

次
第

：
1

衛
生

計
生

委
の

方
針

次
第

だ
が

、
優

位
に

貢
献

す
る

と
思

わ
れ

る

は
い

：
7

条
件

次
第

：
1

未
回

答
：
1

継
続

に
は

、
予

算
と

資
源

が
必

要
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質
問

票
回

答
集

計
結

果
（
省

・
市

レ
ベ

ル
）

質
問

河
南

省
南

楽
県

河
南

省
内

黄
県

河
南

省
鄭

州
市
荥

陽
市

湖
北

省
　

荊
門

市
京

山
県

湖
北

省
孝

感
市

安
陸

市
湖

北
省

随
州

市
　

曹
都

区
河

北
省

邢
台

市
清

川
県

河
北

省
唐

山
市

遷
西

県
安

徽
省

六
安

市
霍

山
県

安
徽

省
蕪

湖
市

無
為

県
重

慶
市

北
碚

区
重

慶
市

栄
昌

県
県

級

1
-
2
. 
上

記
課

題
に

対
し

て
、

住
民

は
、

市
・
県

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

（
計

画
生

育
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
）
や

、
郷

・
鎮

計
画

生
育

サ
ー

ビ
ス

所
、

村
計

画
生

育
サ

ー
ビ

ス
室

な
ど

か
ら

、
支

援
を

受
け

る
こ

と
を

望
ん

で
い

ま
す

か
？

は
い

無
料

の
サ

ー
ビ

ス
、

バ
ラ

エ
テ

ィ
に

富
ん

だ
、

地
元

の
特

色
に

あ
っ

た
基

本
保

健
サ

ー
ビ

ス
、

は
い

無
料

で
常

時
提

供
さ

れ
る

、
健

康
教

育
と

健
康

診
断

は
い

母
子

保
健

、
老

齢
保

健
、

乳
幼

児
の

早
期

教
育

と
健

康
診

断

は
い

健
康

知
識

の
指

導
特

に
正

確
で

優
れ

た
指

導

は
い

と
く
に

育
齢

期
と

中
高

年
は

慢
性

病
、

婦
人

科
疾

患
の

予
防

と
治

療
思

春
期

は
少

な
い

は
い

無
料

の
検

診
と

そ
の

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ

は
い

健
康

知
識

の
宣

伝
、

各
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
健

康
診

断
、

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
を

提
供

は
い

健
康

知
識

の
普

及
と

具
体

的
な

健
康

行
動

は
い

科
学

的
で

合
理

的
な

提
案

、
健

康
診

断

は
い

無
料

検
診

を
す

る
と

同
時

に
、

無
料

治
療

は
い

毎
年

健
康

診
断

、
宣

伝
、

相
談

、
サ

ー
ビ

ス
提

供

は
い

健
康

保
健

知
識

の
教

育
と

宣
伝

、
健

康
診

断
、

健
康

相
談

育
齢

期
、

中
高

年
の

健
康

教
育

と
無

料
の

健
康

診
断

の
需

要
が

高
い

1
-
3
. 
「
家

庭
保

健
サ

ー
ビ

ス
の

促
進

」
に

必
要

な
、

関
係

機
関

が
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

参
画

し
て

い
ま

す
か

？
も

し
、

足
り

な
い

と
し

た
ら

ど
の

よ
う

な
機

関
の

ど
の

よ
う

な
役

割
が

必
要

で
し

ょ
う

か
？

は
い

財
政

局
、

衛
生

、
民

生
、

人
社

部
、

共
産

党
青

年
団

、
婦

女
連

合
会

は
い

衛
生

局
、

ラ
ジ

オ
テ

レ
ビ

局
、

民
政

局
、

教
育

局
し

か
し

、
不

十
分

。
衛

生
局

は
も

っ
と

技
術

支
援

を
、

ラ
ジ

オ
T
V

局
は

宣
伝

教
育

を
強

化
す

べ
き

は
い

衛
生

、
教

育
、

体
育

、
民

政
、

財
政

は
大

き
く
支

援
で

も
ま

だ
能

動
的

で
は

な
い

ま
だ

関
係

部
門

の
資

源
は

未
統

合
計

生
、

衛
生

の
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

の
診

療
機

関
の

協
力

を
強

化
す

べ
き

ほ
と

ん
ど

参
加

、
程

度
は

そ
れ

ぞ
れ

異
な

る
高

い
機

関
：
衛

生
局

、
母

子
機

関
、

C
D

C
、

婦
女

連
合

会
、

教
育

局
低

い
機

関
：
財

政
局

、
民

生
局

、
中

高
年

委
員

会
民

政
局

と
、

中
高

年
委

員
会

は
、

中
高

年
の

健
康

へ
の

関
与

は
足

り
な

い

は
い

（
家

族
計

画
局

、
保

健
局

、
財

政
局

、
教

育
局

、
婦

女
連

合
会

、
民

政
、

）
財

政
局

は
資

金
の

保
障

、
計

生
局

は
主

導
、

衛
生

局
は

政
策

支
援

、
教

育
局

は
学

生
を

集
め

る
。

民
政

局
は

経
費

の
保

障
と

タ
ー

ゲ
ッ

ト
の

組
織

化
、

定
員

委
員

会
は

定
員

の
枠

を
く
れ

る
。

他
部

門
は

積
極

的
に

応
援

す
る

。

い
い

え

は
い

政
府

が
調

整
す

る
衛

生
、

教
育

、
民

政
、

婦
女

連
合

な
ど

は
、

健
康

教
育

健
康

診
査

に
お

い
て

協
力

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

衛
生

、
民

政
、

教
育

、
婦

女
連

合
な

ど
は

参
加

は
い

中
高

年
、

特
に

家
庭

、
特

別
対

象
、

民
政

な
ど

に
関

連
の

物
質

を
保

障
し

て
ほ

し
い

は
い

し
か

し
要

強
化

衛
生

局
と

医
療

機
関

が
参

加
し

て
い

ま
す

が
不

十
分

検
診

は
衛

生
が

担
う

べ
き

多
く
の

機
関

と
連

携
し

て
い

る
が

、
県

に
よ

り
ば

ら
つ

き
が

あ
る

1
-
4
. 
国

家
衛

生
・
計

画
生

育
委

員
会

の
創

設
に

よ
り

、
「
家

庭
保

健
サ

ー
ビ

ス
の

促
進

」
の

必
要

性
、

優
先

順
位

は
、

低
く
な

り
ま

し
た

か
？

低
下

は
な

い
国

家
衛

生
・
計

生
の

三
定

法
案

は
、

衛
生

と
計

生
の

相
互

補
完

関
係

が
特

徴
。

国
民

の
健

康
状

態
を

向
上

さ
せ

る
た

め
に

は
、

ま
ず

は
家

庭
保

健
か

ら
ス

タ
ー

ト
し

な
け

れ
ば

な

強
く
な

っ
て

い
る

気
が

し
ま

す

低
く
な

ら
な

い
家

庭
保

健
サ

ー
ビ

ス
は

家
族

に
向

け
た

予
防

と
保

健
サ

ー
ビ

ス
で

、
衛

生
、

計
生

、
他

部
門

と
関

係
。

統
合

後
は

、
資

源
が

共
有

さ
れ

、
活

動
の

展
開

が
よ

り
有

利
に

な
る

。

わ
か

ら
な

い
統

合
が

終
了

し
て

い
な

い
の

で

低
く
な

ら
な

い
新

国
家

衛
生

・
計

生
委

設
立

後
、

新
公

衆
衛

生
サ

ー
ビ

ス
シ

ス
テ

ム
で

、
や

る
こ

と
が

た
く
さ

ん
あ

る

た
ぶ

ん
変

化
す

る
で

し
ょ

い
い

え
低

く
な

ら
な

い
も

っ
と

全
国

民
を

注
目

す
る

低
く
な

っ
て

い
な

い
い

い
え

、
低

く
な

ら
な

い
か

え
っ

て
も

っ
と

必
要

に
な

る

い
い

え
、

低
く
な

ら
な

い
衛

生
計

生
委

の
設

立
は

P
R

J
の

大
き

な
促

進
と

な
る

は
ず

低
く
な

っ
て

い
な

い
。

P
R

J
の

重
要

性
と

緊
急

性
は

明
白

に
な

っ
た

。

低
く
な

ら
な

い
。

統
合

も
家

庭
保

健
の

促
進

に
有

利
に

働
く

2
-
1
. 
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
や

マ
ニ

ュ
ア

ル
は

、
利

用
者

の
意

見
を

反
映

さ
れ

て
、

策
定

さ
れ

て
い

ま
す

か
？

大
部

分
は

、
反

映
反

映
し

た
。

一
方

で
追

加
を

希
望

は
い

一
部

の
利

用
者

の
意

見
が

反
映

は
い

意
見

は
ほ

と
ん

ど
反

映
さ

れ
、

実
用

性
は

高
い

。

は
い

大
部

分
は

利
用

者
の

意
見

を
反

映
は

い
。

は
い

。
反

映
し

ま
し

た
は

い
不

十
分

基
本

的
に

利
用

者
の

意
見

を
反

映

は
い

：
7

部
分

的
：
4

不
十

分
：
1

基
本

的
に

反
映

さ
れ

て
い

る

2
-
2
. 
家

庭
保

健
フ

ァ
イ

ル
(電

子
版

)へ
提

言
は

、
電

子
版

の
改

定
に

、
十

分
活

用
さ

れ
て

い
ま

す
か

？
修

正
を

し
な

が
ら

活
用

す
る

効
果

的
に

利
用

た
だ

し
、

実
際

の
状

況
と

能
力

に
基

づ
き

適
切

に

は
い

健
康

フ
ァ

イ
ル

形
式

の
要

件
に

準
拠

は
い

さ
れ

た
各

地
の

実
際

に
合

わ
せ

て
お

り
、

今
の

と
こ

ろ
、

電
子

フ
ァ

イ
ル

は
な

い
。

は
い

。
は

い
。

あ
る

程
度

利
用

し
ま

し
た

。
い

い
え

一
部

の
内

容
は

今
後

、
衛

生
の

電
子

版
と

統
合

し
て

も
よ

い

利
用

で
き

ま
し

た
。

現
在

の
フ

ァ
イ

ル
は

、
国

が
規

定
し

た
電

子
版

地
域

に
よ

り
電

子
版

の
導

入
に

際
が

あ
る

た
め

、
提

言
は

さ
れ

て
い

な
い

？
2
-
3
. 
リ

プ
ロ

・
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
資

格
制

度
の

分
析

は
、

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

制
度

の
執

行
に

、
十

分
に

活
用

さ
れ

て
い

ま
す

か
？

活
用

し
ま

し
た

。
6
名

が
資

格
を

取
り

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

参
加

効
果

的
に

利
用

ス
タ

ッ
フ

の
総

合
的

な
質

が
向

上
（
と

く
に

健
康

相

は
い

資
格

保
持

者
に

は
そ

れ
な

り
に

待
遇

す
る

は
い

う
ま

く
活

用
さ

れ
た

と
り

あ
え

ず
利

用
し

て
い

な
い

は
い

。
ま

だ
、

十
分

な
役

割
を

果
た

し
て

い
な

い
一

定
の

利
用

は
で

き
ま

し
た

い
い

え
一

定
の

利
用

を
し

た
利

用
し

ま
し

た
し

か
し

そ
れ

ほ
ど

効
果

的
で

は
な

い
。

（
分

析
の

活
用

に
対

す
る

回
答

と
な

っ
て

い
な

い
）

2
-
4
. 
拡

大
交

流
セ

ミ
ナ

ー
は

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

制
度

の
普

及
に

、
十

分
に

効
果

を
上

げ
て

い
ま

す
か

？
果

た
す

べ
き

効
果

が
得

ら
れ

た
。

果
た

す
べ

き
効

果
を

果
た

し
た

。
検

討
会

の
回

数
と

人
数

を
増

加
し

て
ほ

し
い

。

は
い

は
い

は
い

一
定

の
効

果
は

あ
る

が
、

普
及

は
し

て
い

な
い

は
い

。
は

い
一

定
の

効
果

は
あ

り
ま

し
た

は
い

は
い

役
割

を
果

た
し

ま
し

た
。

交
流

に
よ

っ
て

進
ん

だ
経

験
、

そ
し

て
貴

重
な

ア
ド

バ
イ

ス
を

い
た

だ
き

、
仕

事
の

改
善

に
有

利
と

な
り

ま
し

た
。

役
割

を
果

た
し

て
い

る

2
-
5
. 
指

導
者

グ
ル

ー
プ

の
各

メ
ン

バ
ー

は
、

地
域

計
画

の
策

定
に

お
い

て
、

求
め

ら
れ

て
い

る
役

割
を

十
分

、
担

っ
て

い
ま

す
か

？
果

た
し

た

果
た

し
ま

し
た

。
合

同
調

整
会

議
に

、
意

見
を

だ
し

、
県

に
即

し
た

計
画

と
な

っ
た

。

は
い

、
市

全
体

の
5か

年
計

画
と

年
次

計
画

を
作

成
す

る
際

、
何

度
も

会
議

を
し

て
決

定

は
い

は
い

各
メ

ン
バ

ー
は

、
役

割
分

担
を

明
確

に
し

計
画

づ
く
り

に
参

加

は
い

計
画

づ
く
り

の
規

範
性

、
科

学
性

、
シ

ス
テ

ム
性

が
高

く
な

っ
た

。

は
い

。
は

い
一

定
の

役
割

を
果

た
し

ま
し

た
い

い
え

い
い

役
割

を
果

た
し

た

は
い

計
画

づ
く
り

と
実

施
に

お
い

て
重

要
な

役
割

を
果

た
し

た
。

P
R

J
の

活
動

も
ど

ん
ど

ん

は
い

:1
1

い
い

え
:1

地
域

計
画

や
年

計
画

策
定

に
指

導
的

な
役

割
を

果
た

し
て

い
る

2
-
6
. 
収

集
さ

れ
た

情
報

は
、

地
域

保
健

計
画

策
定

の
際

、
十

分
に

活
用

さ
れ

て
い

ま
す

か
？

は
い

効
果

的
に

利
用

情
報

収
集

に
よ

っ
て

、
わ

が
県

の
住

民
の

ニ
ー

ズ
と

健
康

情
報

が
詳

細
に

利
用

で
き

た

は
い

し
か

し
、

デ
ー

タ
分

析
能

力
が

低
い

は
い

は
い

保
健

医
療

計
画

は
、

ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

調
査

結
果

と
収

集
し

た
情

報
の

他
の

統
計

に
基

づ
い

て
定

式
化

は
い

は
い

。
は

い
効

果
的

に
利

用
は

い
は

い
は

い
し

か
し

、
活

用
し

き
れ

て
い

な
い

活
用

さ
れ

て
い

る
が

、
さ

ら
に

活
用

す
る

こ
と

が
可

能

2
-
7
. 
年

次
実

施
計

画
策

定
に

必
要

な
情

報
が

、
十

分
に

収
集

さ
れ

て
い

ま
す

か
？

は
い

基
本

的
な

主
デ

ー
タ

は
収

集

は
い

基
礎

情
報

調
査

と
と

も
に

、
活

動
結

果
を

分
析

し
、

年
度

計
画

に
フ

ィ
ー

ド
バ

は
い

し
か

し
、

ま
だ

不
十

分
は

い
大

部
分

は
収

集
し

た
が

、
デ

ー
タ

の
利

用
は

ま
だ

不
十

分

は
い

基
本

的
に

収
取

で
き

る
は

い
。

は
い

は
い

は
い

は
い

最
大

限
に

必
要

な
情

報
を

収
集

タ
ー

ゲ
ッ

ト
の

特
徴

、
対

象
の

絞
っ

た
活

動
を

実
施

最
大

限
収

集
さ

れ
て

い
る

が
更

な
る

収
集

も
検

討
で

き
る

2
-
8
. 
ニ

ー
ズ

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
結

果
は

、
研

修
の

計
画

立
案

に
、

十
分

に
反

映
さ

れ
て

い
ま

す
か

？
反

映
し

た
反

映
し

た

は
い

し
か

し
、

様
々

な
要

因
に

よ
り

、
そ

れ
を

超
え

た
範

囲
と

な
る

こ
と

が
あ

る
。

は
い

不
十

分
。

た
く
さ

ん
反

映
は

い
。

は
い

一
部

反
映

は
い

は
い

十
分

に
反

映
そ

の
ほ

う
が

研
修

生
の

積
極

性
と

主
導

性
が

保
障

さ
れ

ま
す

。

は
い

：
1
0

一
部

：
1

い
い

え
：
1

反
映

さ
れ

て
い

る

2
-
9
. 
研

修
効

果
測

定
の

結
果

は
、

次
回

の
研

修
等

に
、

適
切

に
活

用
さ

れ
て

い
ま

す
か

？
必

須
で

す
合

理
的

に
利

用
は

い
は

い
は

い
し

か
し

、
規

範
化

で
き

て
い

な
い

。
は

い
は

い
。

は
い

一
定

の
利

用
を

し
ま

し
た

は
い

は
い

基
本

的
に

活
用

活
用

さ
れ

て
い

る

2
-
1
0
. 
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
結

果
は

、
家

庭
保

健
サ

ー
ビ

ス
活

動
の

向
上

の
た

め
に

、
十

分
に

活
用

さ
れ

て
い

ま
す

か
？

一
定

の
応

用
は

で
き

ま
し

た
十

分
に

利
用

未
回

答
は

い
使

用
し

て
い

る
が

、
不

十
分

は
い

は
い

。
は

い
は

い
は

い
は

い
利

用
し

た
が

、
不

十
分

利
用

さ
れ

て
い

る
が

さ
ら

に
活

用
が

可
能

2
-
1
1
. 
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
監

視
の

結
果

は
、

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

活
動

向
上

の
た

め
に

、
十

分
に

活
用

さ
れ

て
い

ま
す

か
？

未
回

答
利

用
し

た
未

回
答

は
い

使
用

し
て

い
る

が
、

不
十

分
は

い
は

い
。

は
い

は
い

は
い

は
い

不
十

分
結

果
に

基
づ

き
、

分
析

、
点

検
し

た
が

、
効

果
は

い
ま

い

活
用

さ
れ

て
い

る
が

、
そ

の
効

果
を

再
検

証
す

る
必

要
が

あ
る

2
-
1
2
. 
住

民
向

け
家

庭
保

健
関

連
ツ

ー
ル

は
、

住
民

の
健

康
意

識
向

上
に

、
十

分
に

活
用

さ
れ

て
い

ま
す

か
？

未
回

答
十

分
に

利
用

家
庭

保
健

の
道

具
は

、
わ

か
り

や
い

は
い

住
民

に
歓

迎
さ

れ
て

い
る

は
い

は
い

で
も

、
そ

の
効

果
は

、
未

検
証

は
い

は
い

。
は

い
は

い
い

い
え

は
い

は
い

家
庭

保
健

の
宣

伝
資

料
が

、
住

民
の

健
康

意
識

に
向

上

は
い

:1
0

い
い

え
:1

未
回

答
:1

多
く
が

有
効

に
活

用
さ

れ
て

い
る

2
-
1
3
. 
計

生
系

統
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

な
ら

び
に

衛
生

系
統

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
は

、
十

分
に

活
用

さ
れ

て
い

ま
す

か
？

十
分

に
利

用

利
用

し
た

毎
年

、
合

同
調

整
会

議
に

、
衛

生
部

門
が

参
加

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

実
施

に
、

衛
生

部
門

か
ら

人
材

、
物

的
支

援
を

受
け

た
。 衛

生
部

門
の

健
康

診
断

の
際

に
サ

ー
ビ

ス
対

象
に

宣
伝

物
を

配
布

し
、

健

は
い

健
康

教
育

は
計

生
の

市
、

郷
鎮

、
村

の
三

級
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

衛
生

部
門

は
技

術
と

設
備

で
優

位
性

が
あ

る
の

で
、

統
合

す
れ

ば
、

家
庭

保
健

P
R

J
の

実
施

に
と

て
も

有
利

今
の

と
こ

ろ
不

十
分

計
生

部
門

は
高

い
。

衛
生

部
門

は
一

部
の

郷
鎮

と
の

み
調

整
で

き
た

。

計
生

部
門

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
は

、
十

分
、

衛
生

部
門

は
不

十
分

い
い

え
計

生
部

門
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

資
源

は
十

分
活

用
し

た
が

衛
生

は
不

明

は
い

十
分

な
利

用
を

し
ま

し
た

い
い

え
は

い
、

一
番

良
い

の
は

衛
生

と
計

生
の

統
合

で
す

十
分

に
活

用
さ

れ
た

、
衛

生
は

当
初

は
十

分
に

活
用

さ
れ

な
か

っ
た

。

は
い

：
1
0

い
い

え
：
2
計

生
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

は
活

用
さ

れ
て

い
る

が
衛

生
部

門
は

、
県

に
よ

り
差

が
あ

る
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質
問

河
南

省
南

楽
県

河
南

省
内

黄
県

河
南

省
鄭

州
市
荥

陽
市

湖
北

省
　

荊
門

市
京

山
県

湖
北

省
孝

感
市

安
陸

市
湖

北
省

随
州

市
　

曹
都

区
河

北
省

邢
台

市
清

川
県

河
北

省
唐

山
市

遷
西

県
安

徽
省

六
安

市
霍

山
県

安
徽

省
蕪

湖
市

無
為

県
重

慶
市

北
碚

区
重

慶
市

栄
昌

県
県

級

2
-
1
4
. 
計

生
系

統
の

強
い

組
織

力
、

意
思

決
定

伝
達

シ
ス

テ
ム

を
用

い
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
効

果
的

に
運

営
さ

れ
て

い
ま

す
か

？

は
い

地
元

の
人

口
計

生
目

標
の

評
価

シ
ス

テ
ム

内
に

導
入

は
い

計
生

部
門

の
有

力
、

強
力

な
組

織
力

が
あ

る
か

ら
こ

そ
P
R

J
が

効
果

的
に

推
進

さ
れ

た
。

は
い

毎
回

、
活

動
の

際
に

、
市

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

弁
公

室
が

、
公

文
書

を
発

行
し

、
各

郷
鎮

が
宣

伝
、

動
員

し
ま

す
。

市
の

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

が
具

体
的

に
実

施

は
い

あ
る

は
い

、
計

生
部

門
の

強
い

組
織

力
と

意
思

決
定

が
な

け
れ

ば
難

し
い

は
い

は
い

は
い

う
ま

く
実

施
で

き
ま

し
た

。
効

果
も

高
い

は
い

は
い

色
々

な
マ

ス
メ

デ
ィ

ア
を

活
用

し
て

、
伝

達
し

た
、

政
策

や
法

規
の

面
で

も
推

進
し

た
。

演
劇

な
ど

を
通

じ
て

促
進

し
た

。

計
生

の
組

織
力

を
有

効
に

活
用

し
、

P
R

J
活

動
を

実
施

し
て

い
る

2
-
1
5
. 
国

家
人

口
計

生
委

か
ら

表
明

さ
れ

た
ロ

ー
カ

ル
コ

ス
ト

へ
の

部
分

的
負

担
の

移
行

、
省

・
市

・
県

政
府

か
ら

の
財

政
負

担
な

ど
に

よ
り

、
投

入
が

十
分

確
保

さ
れ

て
い

ま
す

か
？

は
い

し
か

し
、

ま
だ

不
十

分

不
十

分
毎

年
県

財
政

は
あ

る
が

、
P
R

J
促

進
に

は
、

も
っ

と
資

金
援

助
が

必
要

は
い

省
、

市
、

県
、

は
毎

年
、

1
0

万
、

1
0
万

、
2
0
万

と
い

う
予

算
で

、
国

の
要

求
4
0
万

元
以

上
、

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
予

算
を

確
保

は
い

十
分

な
投

入
が

あ
る

が
、

不
十

分

国
と

市
レ

ベ
ル

で
は

投
入

は
な

い
、

省
と

県
レ

ベ
ル

で
は

あ
る

。
投

入
資

金
で

は
、

ニ
ー

ズ
を

満
た

せ
な

い
。

は
い

ま
だ

な
い

一
部

の
資

金
は

県
政

府
が

負
担

し
て

い
る

。

基
本

的
支

出
し

た
が

足
り

な
い

は
い

は
い

は
い

十
分

な
資

金
投

入
を

確
保

は
い

：
９

不
十

分
：
３

資
金

が
投

入
さ

れ
て

い
る

が
、

十
分

で
な

い
サ

イ
ト

も
多

い

2
-
1
6
. 
各

モ
デ

ル
サ

イ
ト

は
地

域
の

特
徴

に
合

わ
せ

た
工

夫
を

事
業

に
加

え
て

い
ま

す
か

？

は
い

基
本

的
に

実
情

に
合

っ
て

い
る

は
い

わ
が

県
は

平
原

地
域

で
、

農
業

県
で

す
。

秋
の

収
穫

時
期

に
集

中
的

に
活

動
を

実
施

す
る

。

は
い

地
元

の
現

状
を

考
慮

し
て

策
定

は
い

地
元

の
特

徴
を

生
か

し
た

演
劇

や
漫

画
読

本
や

漫
画

遊
歩

道
な

ど

は
い

子
供

と
育

齢
期

の
人

は
受

け
入

れ
や

す
い

、
集

め
や

す
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

絶
え

ず
改

善
し

、
基

本
的

に
地

元
の

特
徴

に
合

致

地
域

の
特

徴
に

合
わ

せ
て

事
業

を
実

施

2
-
1
7
. 
中

国
側

専
門

家
と

日
本

人
専

門
家

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

は
、

円
滑

で
し

ょ
う

か
？

未
回

答

順
調

で
す

。
中

側
日

本
側

と
も

に
優

し
く
て

、
責

任
感

が
あ

り
ま

す
。

質
問

し
た

ら
答

え
て

く
れ

ま
す

。
感

動
し

ま
す

は
い

仕
事

上
の

課
題

は
専

門
家

か
ら

助
言

が
得

ら
れ

、
円

満
に

解
決

で
き

る

も
っ

と
強

化
す

べ
き

比
較

的
順

調
知

り
ま

せ
ん

。
は

い
は

い
順

調
で

す
は

い
順

調

順
調

で
す

。
い

つ
も

研
修

会
、

交
流

会
を

行
っ

て
い

ま
す

。
同

時
に

現
場

指
導

も
行

っ
て

い
ま

す
。

よ
い

提
言

を
た

く
さ

ん
い

た
だ

き
ま

し

現
場

と
も

円
滑

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

―
心

を
図

っ
て

い
る

3
-
3
. 
家

庭
保

健
サ

ー
ビ

ス
の

普
及

は
、

突
発

公
衆

衛
生

事
件

の
対

応
を

強
化

に
貢

献
し

ま
す

か
？

ま
た

、
ど

の
よ

う
に

貢
献

し
ま

す
か

？

は
い

自
己

保
健

能
力

が
向

上

は
い

１
）
指

導
者

が
重

要
視

、
２

）
財

政
予

算
増

加
、

３
）

各
関

連
部

門
の

連
携

が
、

対
処

を
円

滑
化

、
４

）
国

際
交

流
を

強
化

は
い

健
康

教
育

や
健

康
知

識
の

宣
伝

に
よ

っ
て

、
対

応
力

が
上

が
り

、
効

果
的

に
突

発
事

件
の

ま
ん

延
を

防
げ

る

は
い

人
々

の
理

解
と

保
健

へ
の

参
加

が
各

種
、

突
発

衛
生

事
件

に
対

応
す

る
。

役
に

立
つ

。
突

発
事

象
へ

の
対

応
力

が
上

が
る

１
．

 住
民

の
健

康
が

向
上

２
．

 住
民

の
健

康
フ

ァ
イ

ル
の

管
理

が
規

範
化

さ
れ

、
末

端
の

ス
タ

ッ
フ

が
住

民
の

健
康

状
態

を
把

握
３

．
 家

庭
保

健
サ

ー
ビ

ス
の

普
及

に
よ

っ
て

、
ス

タ
ッ

フ
の

能
力

が
向

上

は
い

家
庭

保
健

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

利
用

し
、

情
報

発
信

し
、

ス
タ

ッ
フ

が
参

加
し

、
ス

タ
ッ

フ
の

関
係

部
門

が
共

同
で

行
動

し
ま

す
。

は
い

、
１

）
健

全
な

県
、

郷
、

村
、

3
級

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

、
２

）
有

力
で

実
力

の
あ

る
健

康
保

健
知

識
宣

伝
チ

ー
ム

を
つ

く
り

、
３

）
や

や
成

熟
し

た
心

理
指

導
を

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

は
い

児
童

の
よ

く
み

ら
れ

る
病

気
の

知
識

の
普

及
に

よ
っ

て
、

例
え

ば
手

足
口

病
に

た
い

し
て

パ
ニ

ッ
ク

に
は

な
ら

な
か

っ
た

。

は
い

例
え

ば
感

染
病

の
予

防
と

治
療

、
個

人
の

保
健

は
い

健
康

診
断

参
加

率
の

向
上

と
、

関
係

す
る

病
気

の
自

己
保

健
意

識
の

向
上

は
い

人
々

の
意

識
が

向
上

、
今

は
協

力
す

る
か

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

と
し

て
参

加

は
い

住
民

の
健

康
意

識
が

増
え

、
住

民
の

自
己

保
護

と
突

発
公

衆
衛

生
事

件
の

対
応

に
つ

な
が

る
。

住
民

の
自

己
保

健
意

識
の

向
上

が
貢

献
す

る

3
-
4
. 
家

庭
保

健
サ

ー
ビ

ス
の

普
及

は
、

女
性

の
健

康
水

準
の

向
上

、
生

活
の

質
改

善
に

貢
献

し
ま

す
か

？
ま

た
、

ど
の

よ
う

に
貢

献
し

ま
す

か
？

は
い

衛
生

意
識

が
向

上
し

た
。

衛
生

生
活

習
慣

が
向

上
し

た
。

リ
プ

ロ
の

保
健

水
準

が
向

上
し

た

は
い

女
性

の
リ

プ
ロ

・
ヘ

ル
ス

知
識

が
上

が
り

、
関

連
疾

患
の

罹
患

率
を

減
ら

し
、

女
性

の
体

と
心

の
健

康
に

つ
な

が
る

と
同

時
に

、
よ

り
よ

い
科

学
的

、
合

理
的

な
飲

食
習

慣
が

形
成

さ
れ

る

は
い

科
学

的
な

概
念

の
普

及
で

、
女

性
の

健
康

状
態

を
向

上
で

き
る

。
家

庭
生

活
の

全
体

を
改

善
し

、
未

成
年

の
生

活
の

質
も

向
上

で
き

る
、

は
い

女
性

の
自

己
保

健
意

識
の

向
上

に
つ

な
が

り
、

自
ら

進
ん

で
健

康
保

健
に

参
加

し
、

向
上

は
い

従
来

は
、

女
性

の
生

殖
器

の
病

や
問

題
の

み
を

注
視

は
い

自
己

保
護

意
識

が
向

上
し

、
健

康
相

談
意

識
が

向
上

し
、

健
康

知
識

の
増

加
や

よ
い

生
活

習
慣

作
り

に
つ

な
が

り
、

婦
人

科
疾

患
の

発
生

と
悪

化
を

防
ぐ

。
総

合
健

康
レ

ベ
ル

の
向

上
に

つ
な

が
る

は
い

1
）
健

康
教

育
に

よ
っ

て
女

性
の

傾
向

へ
の

重
要

視
と

認
識

が
向

上
、

２
）
健

康
診

断
に

よ
っ

て
特

に
3
つ

の
が

ん
の

検
査

に
よ

っ
て

指
導

が
女

性
の

健
康

向
上

に
つ

な
が

る
、

３
）
専

門
的

な
健

康
相

談
の

提
供

が
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
合

っ
た

相
談

を
提

供
し

、
ニ

ー
ズ

を
満

た
し

、
向

上
に

つ
な

が
る

は
い

多
く
の

女
性

は
、

自
分

の
健

康
状

況
を

重
視

す
る

よ
う

に
な

っ
た

。
病

気
が

な
く

て
も

予
防

し
、

定
期

的
に

検
診

す
る

。
女

性
の

生
活

習
慣

病
の

発
病

率
が

低
減

し
、

女
性

の
健

康
レ

ベ
ル

の
向

上
と

質
の

向
上

に
つ

な
が

っ
た

。

は
い

例
え

ば
婦

人
科

疾
患

の
予

防
と

治
療

、
慢

性
疾

患
の

予
防

と
治

療

は
い

、
1
）
参

加
意

識
の

向
上

２
）
生

殖
器

疾
患

の
知

識
宣

伝
を

強
化

３
）
家

庭
保

健
意

識
の

強
化

１
）
リ

プ
ロ

の
健

康
病

気
の

低
減

２
）
夫

婦
関

係
が

よ
く

な
る

３
）
家

庭
の

健
康

に
つ

な
が

る

は
い

女
性

の
健

康
レ

ベ
ル

、
生

活
品

質
の

改
善

に
つ

な
が

っ
た

健
康

教
育

や
相

談
、

診
断

を
通

じ
て

女
性

の
予

防
や

健
康

意
識

が
向

上
し

、
健

康
水

準
、

生
活

向
上

に
貢

献
す

る

3
-
5
. 
家

庭
保

健
サ

ー
ビ

ス
の

普
及

は
、

貧
困

、
ジ

ェ
ン

ダ
ー

面
の

向
上

に
、

ど
の

よ
う

に
貢

献
す

る
こ

と
が

可
能

で
し

ょ
う

か
？

は
い

保
健

レ
ベ

ル
の

向
上

に
よ

っ
て

、
国

民
は

病
気

に
な

ら
な

い
。

あ
る

い
は

病
気

の
早

期
発

見
、

早
期

治
療

が
で

き
る

。
大

量
の

医
療

コ
ス

ト
を

節
約

で
き

る
。

そ
れ

に
よ

っ
て

貧
困

な
る

こ
と

が
防

げ
る

。

は
い

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

の
展

開
に

よ
っ

て
、

女
性

の
健

康
意

識
と

考
え

方
が

大
い

に
向

上
し

、
経

済
成

長
、

貧
困

解
消

で
女

性
が

利
益

を
得

ら
れ

る
。

特
に

農
村

の
女

性
に

対
す

る
マ

イ
ナ

ス
の

影
響

を
解

消

は
い

人
々

の
健

康
知

識
向

上
が

、
健

康
に

つ
な

が
る

。
健

康
な

体
が

あ
れ

ば
、

社
会

生
産

が
向

上
し

、
貧

困
を

削
減

で
き

る
。

一
方

で
男

女
の

平
等

を
強

調
し

、
女

性
の

役
割

が
明

ら
か

に
な

る
。

女
性

は
自

分
自

身
の

価
値

、
参

加
能

力
の

向
上

に
よ

っ
て

、
男

女
平

等
が

促
進

さ
れ

、
共

同
・

持
続

発
展

が
促

進
さ

れ
る

。
よ

い
教

育
を

受
け

た
母

親
は

、
社

会
に

よ
り

多
く

は
い

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

の
普

及
に

よ
っ

て
、

家
族

の
健

康
意

識
と

保
健

知
識

の
強

化
に

つ
な

が
り

、
社

会
全

体
の

健
康

の
促

進
に

つ
な

が
る

は
い

家
庭

保
健

は
、

少
な

い
コ

ス
ト

で
、

住
民

の
健

康
を

向
上

し
、

病
気

を
防

ぐ
。

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

が
注

目
し

て
い

る
の

は
、

す
べ

て
の

住
民

で
あ

り
、

体
の

健
康

以
外

に
、

心
理

的
な

問
題

、
適

応
の

問
題

な
ど

、
男

女
の

性
的

格
差

の
解

消
に

役
立

つ
。

は
い

現
在

の
、

社
会

の
役

割
分

担
と

男
女

の
特

徴
を

踏
ま

え
、

女
性

が
家

庭
保

健
に

お
け

る
主

導
的

な
役

割
を

示
し

、
女

性
の

特
徴

を
生

か
し

て
、

家
族

へ
の

世
話

を
し

、
予

防
が

メ
イ

ン
で

、
病

気
で

貧
し

く
な

る
こ

と
を

防
ぐ

。

わ
か

ら
な

い
未

回
答

は
い

家
族

の
健

康
を

保
証

で
き

る
。

よ
り

多
く
の

価
値

を
創

造
し

て
生

活
の

質
の

向
上

に
つ

な
が

る

未
回

答
は

い
い

い
公

衆
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

は
い

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

に
よ

っ
て

健
康

診
断

を
実

施
し

、
医

療
の

救
援

を
提

供
し

、
負

担
を

減
ら

し
た

。

健
康

教
育

が
健

康
意

識
を

変
え

、
病

気
に

よ
る

貧
困

を
軽

減
し

、
生

産
性

の
向

上
に

よ
り

男
女

差
別

も
軽

減
す

る

4
-
1
-
2
. 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

も
、

定
期

的
に

人
材

を
育

成
す

る
こ

と
は

可
能

で
し

ょ
う

か
？

で
き

る
す

で
に

定
期

的
に

人
材

を
育

成
は

い
は

い

今
後

、
家

庭
保

健
サ

ー
ビ

ス
が

引
き

続
き

実
施

さ
れ

れ
ば

、
人

材
育

成
の

体
制

を
作

る

こ
の

業
務

の
将

来
に

合
わ

せ
て

上
層

機
関

が
実

施
す

べ
き

あ
る

い
は

、
家

庭
保

健
の

成
功

経
験

を
持

つ
団

体
が

実
施

す
べ

き

は
い

は
い

で
き

ま
す

は
い

人
材

育
成

関
係

の
仕

事
は

継
続

す
る

基
本

的
に

は
可

能
、

毎
年

研
修

が
あ

る
。

可
能

と
い

う
意

見
が

多
い

が
、

サ
イ

ト
レ

ベ
ル

で
は

な
く
、

上
部

機
関

が
検

討
す

べ
き

と
の

意
見

も
あ

る

4
-
1
-
3
. 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

も
、

地
域

計
画

や
年

次
計

画
を

策
定

、
改

定
す

る
こ

と
は

可
能

で
し

ょ
う

か
？

で
き

る
。

す
で

に
社

会
発

展
計

画
に

採
用

で
き

る
そ

の
時

は
、

も
っ

と
経

験
が

豊
富

に
な

り
、

計
画

策
定

も
も

っ
と

科
学

的
で

合
理

的
な

も
の

に
な

る

は
い

終
了

後
も

３
X
３

の
モ

デ
ル

を
用

い
て

活
動

は
い

ニ
ー

ズ
、

予
算

、
一

定
の

収
益

次
第

終
了

後
も

計
画

は
作

れ
る

は
い

は
い

む
つ

か
し

い
は

い
は

い
地

元
の

実
情

と
合

わ
せ

て

で
き

ま
す

専
門

家
の

ア
ド

バ
イ

ス
や

自
分

た
ち

の
探

索
で

修
正

可
能

は
い

：
1
0

条
件

次
第

：
1

難
し

い
：
1

で
き

る
と

い
う

意
見

が
多

い
が

、
具

体
的

な
説

明
は

少
な

い

4
-
1
-
4
. 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

も
活

動
予

算
を

確
保

す
る

こ
と

が
で

き
る

で
し

ょ
う

か
？

国
家

、
省

、
市

の
政

策
的

支
援

が
必

要
で

き
ま

す
。

は
い

市
全

体
の

１
３

次
５

カ
年

計
画

（
２

０
１

６
-
２

０
２

０
）

策
定

時
に

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

を
取

り
入

れ
る

予
定

は
い

確
保

で
き

ま
せ

ん
知

り
ま

せ
ん

。
わ

か
ら

な
い

は
い

む
つ

か
し

い
わ

か
ら

な
い

経
費

は
保

証
で

き
る

基
本

的
に

確
保

で
き

ま
す

。
ま

だ
わ

が
県

で
統

合
は

終
了

し
て

い
な

い
が

、
最

大
限

努
力

す
る

一
部

の
資

金
は

県
の

予
算

か
ら

出
て

い
る

。

で
き

る
：
6

わ
か

ら
な

い
、

難
し

い
：
5

支
援

が
必

要
：
1

4
-
1
-
6
. 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

、
家

庭
を

単
位

と
し

た
生

涯
に

渡
る

包
括

的
な

地
域

保
健

サ
ー

ビ
ス

供
給

体
制

の
確

立
は

可
能

で
し

ょ
う

か
？

そ
れ

は
政

府
に

持
続

的
な

予
算

次
第

は
い

体
制

は
、

も
う

策
定

さ
れ

た
。

こ
れ

か
ら

改
善

し
調

整
し

ま
す

は
い

積
極

的
に

政
府

の
支

援
を

求
め

シ
ス

テ
ム

を
作

る
。

は
い

も
し

、
統

合
後

、
機

能
が

明
確

に
な

っ
た

ら
関

連
の

体
制

を
作

り
ま

す
。

現
段

階
、

サ
ー

ビ
ス

対
象

者
の

健
康

意
識

、
資

金
用

途
、

サ
ー

ビ
ス

提
供

者
の

選
択

な
ど

、
色

々
な

影
響

が
あ

る
の

で
、

家
庭

保
健

の
将

来
は

、
任

重
く
、

長
い

道
の

り
、

ま
だ

第
1
歩

。

わ
か

ら
な

い

は
い

計
生

技
術

サ
ー

ビ
ス

機
関

は
家

庭
中

心
の

全
面

的
な

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

を
担

当
す

る

む
つ

か
し

い
で

き
る

は
ず

地
元

の
特

徴
に

合
わ

せ
て

、
家

庭
保

健
、

生
涯

健
康

の
理

念
を

日
常

の
業

務
活

動
に

溶
け

込
む

一
部

の
活

動
は

家
庭

単
位

で
、

一
生

涯
の

活
動

で
あ

る
。

は
い

：
6

い
い

え
、

わ
か

ら
な

い
：
2

条
件

次
第

：
4

不
透

明
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質
問

河
南

省
南

楽
県

河
南

省
内

黄
県

河
南

省
鄭

州
市
荥

陽
市

湖
北

省
　

荊
門

市
京

山
県

湖
北

省
孝

感
市

安
陸

市
湖

北
省

随
州

市
　

曹
都

区
河

北
省

邢
台

市
清

川
県

河
北

省
唐

山
市

遷
西

県
安

徽
省

六
安

市
霍

山
県

安
徽

省
蕪

湖
市

無
為

県
重

慶
市

北
碚

区
重

慶
市

栄
昌

県
県

級

4
-
2
. 
衛

生
系

統
と

の
連

携
を

目
指

し
、

計
生

系
統

の
意

図
、

役
割

を
明

確
に

示
す

こ
と

が
、

ど
の

よ
う

に
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
効

果
の

自
立

発
展

性
に

貢
献

す
る

で
し

ょ
う

か
？

影
響

し
な

い
。

は
い

少
な

く
と

も
技

術
、

サ
ー

ビ
ス

は
よ

り
成

熟
す

る

は
い

衛
生

、
計

生
を

統
合

し
、

資
源

を
共

有
し

た
ら

、
持

続
的

発
展

す
る

は
い

機
能

が
明

確
に

な
っ

た
ら

、
本

P
R

J
の

独
立

発
展

能
力

に
つ

な
が

る
は

い
。

は
い

貢
献

す
る

は
ず

は
い

で
き

る
か

も
し

れ
な

い

は
い

サ
ー

ビ
ス

チ
ー

ム
が

強
く

な
っ

た
。

人
、

金
が

多
く
な

っ
た

は
い

資
源

の
共

有
に

よ
っ

て
、

仕
事

が
よ

り
よ

く
実

施
で

き
る

は
い

統
合

後
、

技
術

設
備

、
人

員
に

お
い

て
更

な
る

保
証

が
で

き
る

。

は
い

：
1
0

い
い

え
：
1

条
件

次
第

：
1

統
合

は
自

立
発

展
性

を
高

め
る

可
能

性
が

高
い
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質
問

票
回

答
集

計
結

果
（
ま

と
め

）

質
問

省
級

ま
と

め
市

級
ま

と
め

県
級

ま
と

め
河

南
省

ま
と

め
湖

北
省

ま
と

め
河

北
省

ま
と

め
安

徽
省

ま
と

め
重

慶
市

ま
と

め
1
-
2
. 
上

記
課

題
に

対
し

て
、

住
民

は
、

市
・
県

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

（
計

画
生

育
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
）
や

、
郷

・
鎮

計
画

生
育

サ
ー

ビ
ス

所
、

村
計

画
生

育
サ

ー
ビ

ス
室

な
ど

か
ら

、
支

援
を

受
け

る
こ

と
を

望
ん

で
い

ま
す

か
？

は
い

健
康

知
識

の
要

望
が

高
い

は
い

健
診

、
健

康
知

識
の

要
望

が
高

い
育

齢
期

、
中

高
年

の
健

康
教

育
と

無
料

の
健

康
診

断
の

需
要

が
高

い

は
い

無
料

サ
ー

ビ
ス

へ
の

需
要

が
高

い
は

い
は

い
健

康
知

識
は

い
：
3

未
回

答
：
1

は
い

：
3

1
-
3
. 
「
家

庭
保

健
サ

ー
ビ

ス
の

促
進

」
に

必
要

な
、

関
係

機
関

が
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

参
画

し
て

い
ま

す
か

？
も

し
、

足
り

な
い

と
し

た
ら

ど
の

よ
う

な
機

関
の

ど
の

よ
う

な
役

割
が

必
要

で
し

ょ
う

か
？

は
い

:1
い

い
え

：
3

省
レ

ベ
ル

の
で

連
携

は
少

な
い

は
い

：
6

不
十

分
：
3

関
連

部
署

が
参

加
し

て
い

る
が

、
市

政
府

主
導

で
は

な
い

の
で

、
不

多
く
の

機
関

と
連

携
し

て
い

る
が

、
県

に
よ

り
ば

ら
つ

き
が

あ
る

は
い

多
く
の

関
係

部
署

が
参

加 し
か

し
さ

ら
に

強
化

の
可

ほ
と

ん
ど

参
加

し
た

が
、

不
十

分
は

い
：
3

い
い

え
：
2

は
い

：
2

い
い

え
：
1

不
十

分
：
1

不
十

分
：
2

そ
の

他
:1

1
-
4
. 
国

家
衛

生
・
計

画
生

育
委

員
会

の
創

設
に

よ
り

、
「
家

庭
保

健
サ

ー
ビ

ス
の

促
進

」
の

必
要

性
、

優
先

順
位

は
、

低
く
な

り
ま

し
た

か
？

低
下

し
な

い
：
3

条
件

次
第

：
2

統
合

後
の

体
制

次
第

だ
が

、
統

合
は

優
位

に
働

く
可

能
性

が
高

い

低
下

し
な

い
：
8

わ
か

ら
な

い
：
1

統
合

後
の

体
制

、
指

導
者

次
第

だ
が

、
統

合
は

優
位

に
働

く
可

能
性

が
高

い

低
く
な

ら
な

い
。

統
合

も
家

庭
保

健
の

促
進

に
有

利
に

働
く

低
下

せ
ず

強
化

さ
れ

る
傾

向
が

あ
る

低
下

し
な

い
：
3

条
件

次
第

：
1

わ
か

ら
な

い
：
2

変
化

す
る

:1

低
く
な

ら
な

い
低

く
な

ら
な

い
：
2

強
化

さ
れ

る
：
2

低
く
な

ら
な

い
:3

1
-
5
. 
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

は
、

適
切

な
選

定
基

準
の

も
と

、
選

定
さ

れ
ま

し
た

で
し

ょ
う

か
？

（
人

口
規

模
、

経
済

・
社

会
・
地

理
的

特
性

に
お

け
る

地
域

性
な

ど
の

バ
ラ

ン
ス

な
ど

）

は
い

:：
4

い
い

え
：
1

ほ
ぼ

、
適

切
で

あ
っ

た

は
い

：
7

い
い

え
：
1

未
回

答
：
１

ほ
ぼ

、
適

切
で

あ
っ

た

は
い

：
4

は
い

：
3

未
回

答
：
1

は
い

は
い

:1
い

い
え

：
1

少
な

く
と

も
、

今
回

の
選

定
の

中
で

十
分

で
は

な
か

っ
た

。

1
-
6
. 
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

は
、

汎
用

性
の

あ
る

モ
デ

ル
の

確
立

す
る

た
め

の
役

割
を

十
分

に
担

っ
て

い
ま

す
か

？
も

し
不

十
分

で
あ

る
な

ら
ば

、
ど

の
よ

う
な

役
割

を
担

う
必

要
が

あ
り

ま
す

で
し

ょ
う

か
？

は
い

：
１

不
十

分
：
４

ま
だ

不
十

分
だ

が
、

普
及

モ
デ

ル
と

な
る

は
い

：
6

い
い

え
：
2

未
回

答
：
1

ま
だ

不
十

分
だ

が
、

普
及

モ
デ

ル
と

な
る

は
い

：
2

い
い

え
：
1

未
達

：
1

は
い

：
2

あ
る

程
度

：
1

未
回

答
：
1

は
い

:2
未

達
:1

は
い

：
1

い
い

え
：
1

ま
だ

不
十

分
よ

り
多

く
の

指
導

と
支

援
が

必
要

2
-
1
. 
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
や

マ
ニ

ュ
ア

ル
は

、
利

用
者

の
意

見
を

反
映

さ
れ

て
、

策
定

さ
れ

て
い

ま
す

か
？

反
映

さ
れ

て
い

る

は
い

：
８

未
回

答
：
１

反
映

さ
れ

て
い

る

は
い

：
7

部
分

的
：
4

不
十

分
：
1

基
本

的
に

反
映

さ
れ

て
い

る

は
い

基
本

的
に

反
映

は
い

は
い

：
3

未
回

答
：
1

は
い

：
2

不
十

分
：
1

2
-
2
. 
家

庭
保

健
フ

ァ
イ

ル
(電

子
版

)へ
提

言
は

、
電

子
版

の
改

定
に

、
十

分
活

用
さ

れ
て

い
ま

す
か

？

は
い

：
4

未
回

答
：
1

フ
ァ

イ
ル

は
活

用
さ

れ
て

い
る

は
い

：
6

ま
だ

：
１

未
回

答
：
2

一
部

、
適

用
さ

れ
て

い
な

い
地

域
も

あ
る

地
域

に
よ

り
電

子
版

の
導

入
に

際
が

あ
る

た
め

、
提

言
は

さ
れ

て
い

な
い

？
は

い
は

い
：
3

い
い

え
：
2

未
回

答
：
2

は
い

は
い

:1
あ

る
程

度
：
1

ま
だ

：
1

い
い

え
：
1

は
い

：
2

そ
の

他
：
1

2
-
3
. 
リ

プ
ロ

・
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
資

格
制

度
の

分
析

は
、

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

制
度

の
執

行
に

、
十

分
に

活
用

さ
れ

て
い

ま
す

か
？

は
い

：
３

ま
だ

、
わ

か
ら

な
い

：
2

省
に

よ
り

対
応

が
ま

ち
ま

ち

は
い

：
6

ま
だ

、
不

十
分

：
2

未
回

答
：
1

市
に

よ
り

対
応

が
ま

ち
ま

ち

（
分

析
の

活
用

に
対

す
る

回
答

と
な

っ
て

い
な

い
）

は
い

は
い

:5
い

い
え

：
2

は
い

：
3

不
十

分
：
１

わ
か

ら
な

い
：
１

は
い

:1
あ

る
程

度
：
1

ま
だ

：
1

い
い

え
：
1

は
い

2
-
4
. 
拡

大
交

流
セ

ミ
ナ

ー
は

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

制
度

の
普

及
に

、
十

分
に

効
果

を
上

げ
て

い
ま

す
か

？
効

果
を

上
げ

て
い

る
更

な
る

交
流

を
望

ん
で

い
る

役
割

を
果

た
し

て
い

る
は

い
は

い
し

か
し

普
及

は
不

十
分

は
い

：
4

不
十

分
：
1

は
い

：
2

あ
る

程
度

：
2

は
い

2
-
5
. 
指

導
者

グ
ル

ー
プ

の
各

メ
ン

バ
ー

は
、

地
域

計
画

の
策

定
に

お
い

て
、

求
め

ら
れ

て
い

る
役

割
を

十
分

、
担

っ
て

い
ま

す
か

？

は
い

：
4

い
い

え
：
1

役
割

を
果

た
し

て
い

る
が

、
計

生
の

役
割

が
大

き
い

？

は
い

：
8

い
い

え
：
1

多
く
の

市
で

担
っ

て
い

る

は
い

:1
1

い
い

え
:1

地
域

計
画

や
年

計
画

策
定

に
指

導
的

な
役

割
を

果
た

し
て

い
る

は
い

は
い

は
い

は
い

:1
あ

る
程

度
：
1

い
い

え
：
2

は
い

2
-
6
. 
収

集
さ

れ
た

情
報

は
、

地
域

保
健

計
画

策
定

の
際

、
十

分
に

活
用

さ
れ

て
い

ま
す

か
？

十
分

に
活

用
活

用
さ

れ
て

い
る

が
、

分
析

に
課

題
？

活
用

さ
れ

て
い

る
が

、
さ

ら
に

活
用

す
る

こ
と

が
可

能
は

い
は

い
は

い
は

い
：
3

あ
る

程
度

：
1

は
い

:2
不

十
分

：
1

2
-
7
. 
年

次
実

施
計

画
策

定
に

必
要

な
情

報
が

、
十

分
に

収
集

さ
れ

て
い

ま
す

か
？

ほ
ぼ

収
集

さ
れ

て
い

る
は

い
：
6

不
十

分
：
3

収
集

さ
れ

て
い

る
が

さ
ら

に
必

要

最
大

限
収

集
さ

れ
て

い
る

が
更

な
る

収
集

も
検

討
で

き
る

は
い

：
5

不
十

分
：
2

は
い

:5
不

十
分

：
2

は
い

は
い

：
3

い
い

え
：
1

は
い

も
っ

と
収

集
す

べ
き

2
-
8
. 
ニ

ー
ズ

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
結

果
は

、
研

修
の

計
画

立
案

に
、

十
分

に
反

映
さ

れ
て

い
ま

す
か

？
ほ

ぼ
反

映
さ

れ
て

い
る

反
映

さ
れ

て
い

る
が

さ
ら

に
必

要

は
い

：
1
0

一
部

：
1

い
い

え
：
1

反
映

さ
れ

て
い

る

は
い

は
い

:5
不

十
分

：
2

は
い

は
い

：
2

あ
る

程
度

：
2

は
い

も
っ

と
反

映
す

べ
き

2
-
9
. 
研

修
効

果
測

定
の

結
果

は
、

次
回

の
研

修
等

に
、

適
切

に
活

用
さ

れ
て

い
ま

す
か

？
活

用
さ

れ
て

い
る

活
用

さ
れ

て
い

る
活

用
さ

れ
て

い
る

は
い

は
い

:5
不

十
分

：
2

は
い

は
い

：
2

あ
る

程
度

：
2

は
い

2
-
1
0
. 
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
結

果
は

、
家

庭
保

健
サ

ー
ビ

ス
活

動
の

向
上

の
た

め
に

、
十

分
に

活
用

さ
れ

て
い

ま
す

か
？

は
い

：
3

一
部

：
１

わ
か

ら
な

い
：
1

活
用

さ
れ

て
い

る

は
い

：
７

未
回

答
：
2

活
用

し
て

い
る

が
さ

ら
に

必
要

利
用

さ
れ

て
い

る
が

さ
ら

に
活

用
が

可
能

は
い

：
4

未
回

答
：
3

は
い

:5
不

十
分

：
2

は
い

：
4

わ
か

ら
な

い
：
1

は
い

：
3

あ
る

程
度

：
1

は
い

：
1

一
部

：
1

不
十

分
：
1
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質
問

省
級

ま
と

め
市

級
ま

と
め

県
級

ま
と

め
河

南
省

ま
と

め
湖

北
省

ま
と

め
河

北
省

ま
と

め
安

徽
省

ま
と

め
重

慶
市

ま
と

め

2
-
1
1
. 
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
監

視
の

結
果

は
、

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

活
動

向
上

の
た

め
に

、
十

分
に

活
用

さ
れ

て
い

ま
す

か
？

は
い

：
3

一
部

：
１

わ
か

ら
な

い
：
1

活
用

さ
れ

て
い

る

は
い

：
７

未
回

答
：
2

活
用

し
て

い
る

が
さ

ら
に

必
要

活
用

さ
れ

て
い

る
が

、
そ

の
効

果
を

再
検

証
す

る
必

要
が

あ
る

は
い

：
3

未
回

答
：
4

は
い

:5
不

十
分

：
2

は
い

：
4

わ
か

ら
な

い
：
1

は
い

：
3

あ
る

程
度

：
1

は
い

：
1

一
部

：
1

不
十

分
：
1

2
-
1
2
. 
住

民
向

け
家

庭
保

健
関

連
ツ

ー
ル

は
、

住
民

の
健

康
意

識
向

上
に

、
十

分
に

活
用

さ
れ

て
い

ま
す

か
？

活
用

さ
れ

て
い

る
活

用
さ

れ
て

い
る

が
、

効
果

は
未

検
証

は
い

:1
0

い
い

え
:1

未
回

答
:1

多
く
が

有
効

に
活

用
さ

れ
て

い
る

は
い

：
6

未
回

答
：
1

は
い

:4
ま

だ
ま

だ
：
3

は
い

は
い

：
2

あ
る

程
度

：
1

い
い

え
：
1

は
い

2
-
1
3
. 
計

生
系

統
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

な
ら

び
に

衛
生

系
統

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
は

、
十

分
に

活
用

さ
れ

て
い

ま
す

か
？

は
い

:3
衛

生
は

ま
だ

：
2

計
生

部
門

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
は

活
用

さ
れ

て
い

る
が

、
衛

生
は

不
明

は
い

：
6

い
い

え
：
3

計
生

部
門

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
は

活
用

さ
れ

て
い

る
が

、
衛

生
は

強
化

が

は
い

：
1
0

い
い

え
：
2
計

生
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

は
活

用
さ

れ
て

い
る

が
衛

生
部

門
は

、
県

に
よ

り
差

が
あ

る

は
い

計
生

は
十

分
：
5

不
十

分
:2

は
い

：
2

計
生

は
十

分
：
3

は
い

：
2

い
い

え
：
2

は
い

：
2

計
生

は
十

分
：
1

2
-
1
4
. 
計

生
系

統
の

強
い

組
織

力
、

意
思

決
定

伝
達

シ
ス

テ
ム

を
用

い
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
効

果
的

に
運

営
さ

れ
て

い
ま

す
か

？

計
生

の
シ

ス
テ

ム
を

活
用

し
効

果
的

に
運

営
計

生
の

シ
ス

テ
ム

を
活

用
し

効
果

的
に

運
営

計
生

の
組

織
力

を
有

効
に

活
用

し
、

P
R

J
活

動
を

実
施

し
て

い
る

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

2
-
1
5
. 
国

家
人

口
計

生
委

か
ら

表
明

さ
れ

た
ロ

ー
カ

ル
コ

ス
ト

へ
の

部
分

的
負

担
の

移
行

、
省

・
市

・
県

政
府

か
ら

の
財

政
負

担
な

ど
に

よ
り

、
投

入
が

十
分

確
保

さ
れ

て
い

ま
す

か
？

は
い

：
5

省
は

投
入

し
て

い
る

が
、

国
か

ら
の

拠
出

も
希

望

は
い

：
5

不
十

分
：
2

未
回

答
：
2

市
も

投
入

し
て

い
る

が
、

十
分

に
確

保
は

さ
れ

て
い

な
い

は
い

：
９

不
十

分
：
３

資
金

が
投

入
さ

れ
て

い
る

が
、

十
分

で
な

い
サ

イ
ト

も
多

い

は
い

：
4

不
十

分
：
2

未
回

答
：
1

は
い

：
2

不
十

分
：
4

未
回

答
:1

は
い

：
4

ま
だ

な
い

：
1

は
い

：
3

足
り

な
い

：
1

は
い

2
-
1
6
. 
各

モ
デ

ル
サ

イ
ト

は
地

域
の

特
徴

に
合

わ
せ

た
工

夫
を

事
業

に
加

え
て

い
ま

す
か

？
は

い
は

い
地

域
の

特
徴

に
合

わ
せ

て
事

業
を

実
施

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

：
2

そ
の

た
：
1

2
-
1
7
. 
中

国
側

専
門

家
と

日
本

人
専

門
家

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

は
、

円
滑

で
し

ょ
う

か
？

円
滑

は
い

：
7

い
い

え
：
1

未
回

答
：
1

円
滑

現
場

と
も

円
滑

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

―
心

を
図

っ
て

い
る

は
い

：
6

未
回

答
：
1

は
い

：
4

不
十

分
：
1

不
明

：
1

未
回

答
:1

は
い

は
い

：
3

い
い

え
：
1

順
調

3
-
1
. 
家

庭
保

健
サ

ー
ビ

ス
を

省
内

に
円

滑
に

普
及

し
て

い
く
た

め
の

、
国

家
人

口
計

生
委

に
よ

る
政

策
的

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

と
、

安
定

し
た

実
施

体
制

の
維

持
は

、
確

立
し

、
継

続
さ

れ
て

い
ま

す
か

？

は
い

：
2

見
て

な
い

：
2

不
十

分
：
1

国
家

文
書

は
ま

だ
見

て
い

な
い

は
い

：
3

わ
か

な
ら

い
：
2

未
回

答
：
4

（
わ

か
ら

な
い

）

は
い

：
1

い
い

え
：
1

未
回

答
：
2

は
い

：
1

不
十

分
：
1

未
回

答
：
2

は
い

：
2

わ
か

ら
な

い
：
1

は
い

：
1

わ
か

ら
な

い
：
1

国
の

政
策

支
援

の
よ

う
な

情
報

は
、

ま
だ

見
て

い
な

い

3
-
2
. 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

確
立

す
る

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

モ
デ

ル
を

衛
生

系
統

に
よ

る
保

健
医

療
サ

ー
ビ

ス
と

有
機

的
に

リ
ン

ク
、

両
系

統
の

協
調

・
連

携
は

、
構

築
さ

れ
、

維
持

さ
れ

て
い

ま
す

か
？

は
い

：
2

徐
々

に
：
2

わ
か

ら
な

い
：
１

構
築

さ
れ

つ
つ

あ
る

は
い

：
5

い
い

え
：
1

未
回

答
：
3
市

に
よ

り
対

応
が

ま
ち

ま
ち

は
い

：
1

徐
々

に
：
1

未
回

答
:2

は
い

：
３

未
回

答
：
1

は
い

：
2

わ
か

ら
な

い
：
1

は
い

：
1

非
効

率
：
1

比
較

的
良

い
し

か
し

、
一

体
化

は
ま

だ

3
-
3
. 
家

庭
保

健
サ

ー
ビ

ス
の

普
及

は
、

突
発

公
衆

衛
生

事
件

の
対

応
を

強
化

に
貢

献
し

ま
す

か
？

ま
た

、
ど

の
よ

う
に

貢
献

し
ま

す
か

？

健
康

教
育

が
、

住
民

の
自

己
保

健
意

識
を

高
め

、
貢

献
す

る
住

民
の

自
己

保
健

意
識

と
と

も
に

、
ス

タ
ッ

フ
の

対
処

能
力

が
向

上
す

る
住

民
の

自
己

保
健

意
識

の
向

上
が

貢
献

す
る

は
い

：
6

未
回

答
：
1

健
康

教
育

は
い

健
康

教
育

、
住

民
の

認
識

の
向

上

は
い

：
4

わ
か

ら
な

い
：
1

健
康

意
識

の
向

上

は
い

：
2

い
い

え
：
1

未
回

答
：
１

は
い

:2
ま

だ
見

え
な

い
：
1

健
康

意
識

の
向

上

3
-
4
. 
家

庭
保

健
サ

ー
ビ

ス
の

普
及

は
、

女
性

の
健

康
水

準
の

向
上

、
生

活
の

質
改

善
に

貢
献

し
ま

す
か

？
ま

た
、

ど
の

よ
う

に
貢

献
し

ま
す

か
？

健
康

意
識

の
向

上
が

生
活

の
質

向
上

に
つ

な
が

る
健

康
意

識
の

向
上

が
生

活
の

質
向

上
に

つ
な

が
る

健
康

教
育

や
相

談
、

診
断

を
通

じ
て

女
性

の
予

防
や

健
康

意
識

が
向

上
し

、
健

康
水

準
、

生
活

向
上

に
貢

献
す

る

は
い

女
性

の
健

康
知

識
向

上
は

い
自

己
健

康
k式

の
向

上
は

い
健

康
意

識

は
い

：
2

一
部

：
1

未
回

答
：
１

は
い

3
-
5
. 
家

庭
保

健
サ

ー
ビ

ス
の

普
及

は
、

貧
困

、
ジ

ェ
ン

ダ
ー

面
の

向
上

に
、

ど
の

よ
う

に
貢

献
す

る
こ

と
が

可
能

で
し

ょ
う

か
？

（
不

明
瞭

）
病

気
に

よ
る

貧
困

の
軽

減
、

サ
ー

ビ
ス

の
性

差
が

な
い

こ
と

な
ど

が
貢

献

健
康

教
育

が
健

康
意

識
を

変
え

、
病

気
に

よ
る

貧
困

を
軽

減
し

、
生

産
性

の
向

上
に

よ
り

男
女

差
別

も
軽

減
す

る

は
い

：
5

未
回

答
：
2

健
康

な
体

、
病

気
に

よ
る

貧
困

を
予

防

は
い

家
族

の
自

己
保

健
意

識
の

向
上

が
、

家
族

の
病

気
予

防
に

寄
与

は
い

：
2

わ
か

ら
な

い
：
2

未
回

答
：
1

は
い

：
1

い
い

え
：
1

未
回

答
；
2

は
い

：
2

未
回

答
：
1

4
-
1
-
1
. 
家

庭
保

健
サ

ー
ビ

ス
普

及
に

関
す

る
行

政
令

を
発

行
し

、
省

内
の

普
及

を
担

保
す

る
こ

と
は

可
能

で
し

ょ
う

か
？

は
い

：
3

わ
か

ら
な

い
：
1

未
回

答
：
1

省
ご

と
に

対
応

が
異

な
る

は
い

；
3

い
い

え
、

わ
か

ら
な

い
：
2

未
回

答
：
4

市
毎

に
対

応
が

異
な

る

は
い

：
2

未
回

答
：
2

は
い

:2
未

回
答

：
2

は
い

:1
わ

か
ら

な
い

:2
い

い
え

：
1
1

未
回

答
:1

は
い

重
慶

市
計

生
委

は
、

関
係

の
公

文
書

を
発

表
家

庭
保

健
を

重
慶

市
サ

ー
ビ

ス
シ

ス
テ

ム
公

衆
衛

生
機

能
構

築
の

4
つ

の
重

要
な

内
容

の
一

つ
と

し
た

。

4
-
1
-
2
. 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

も
、

定
期

的
に

人
材

を
育

成
す

る
こ

と
は

可
能

で
し

ょ
う

か
？

既
に

日
常

化
さ

れ
て

い
る

省
も

あ
る

は
い

：
7

い
い

え
：
1

未
回

答
：
1

既
に

日
常

化
さ

れ
て

い
る

市
も

多

可
能

と
い

う
意

見
が

多
い

が
、

サ
イ

ト
レ

ベ
ル

で
は

な
く
、

上
部

機
関

が
検

討
す

べ
き

と
の

意
見

も
あ

る

は
い

：
6

未
回

答
：
1

は
い

：
5

今
後

：
１

そ
の

他
:1

は
い

は
い

：
3

い
い

え
：
1

は
い
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質
問

省
級

ま
と

め
市

級
ま

と
め

県
級

ま
と

め
河

南
省

ま
と

め
湖

北
省

ま
と

め
河

北
省

ま
と

め
安

徽
省

ま
と

め
重

慶
市

ま
と

め

4
-
1
-
3
. 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

も
、

地
域

計
画

や
年

次
計

画
を

策
定

、
改

定
す

る
こ

と
は

可
能

で
し

ょ
う

か
？

は
い

：
3

条
件

次
第

：
2

可
能

と
思

わ
れ

る

は
い

：
6

い
い

え
：
1

条
件

次
第

：
1

未
回

答
：
1

可
能

と
思

わ
れ

る
が

ニ
ー

ズ
や

予
算

な
ど

が
必

要

は
い

：
1
0

条
件

次
第

：
1

難
し

い
：
1

で
き

る
と

い
う

意
見

が
多

い
が

、
具

体
的

な
説

明
は

少
な

い

は
い

：
6

未
回

答
：
1

は
い

：
4

条
件

次
第

：
3

は
い

は
い

:2
い

い
え

：
2

は
い

4
-
1
-
4
. 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

も
活

動
予

算
を

確
保

す
る

こ
と

が
で

き
る

で
し

ょ
う

か
？

で
き

る
：
２

条
件

次
第

：
１

わ
か

ら
な

い
：
１

未
回

答
：
１

今
後

の
サ

ー
ビ

ス
内

容
に

左
右

さ
れ

る
可

能
性

が
あ

る

は
い

：
5

い
い

え
：
2

未
回

答
：
2

不
確

定
な

市
が

多
い

で
き

る
：
6

わ
か

ら
な

い
、

難
し

い
：
5

支
援

が
必

要
：
1

は
い

：
6

未
回

答
：
1

は
い

：
2

条
件

次
第

：
1

い
い

え
：
2

わ
か

ら
な

い
：
1

未
回

答
：
1

は
い

:3
わ

か
ら

な
い

：
2

い
い

え
：
2

わ
か

ら
な

い
：
1

未
回

答
:1

可
能

4
-
1
-
5
. 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

、
国

レ
ベ

ル
に

お
い

て
家

族
保

健
サ

ー
ビ

ス
を

普
及

さ
せ

る
こ

と
は

可
能

で
し

ょ
う

か
？

は
い

：
3

わ
か

ら
な

い
：
1

未
回

答
：
1

（
国

レ
ベ

ル
の

普
及

に
は

回
答

は
難

し
い

）

は
い

：
2

い
い

え
：
1

未
回

答
：
4

そ
の

他
：
2

（
国

レ
ベ

ル
の

普
及

に
は

回
答

は
難

し
い

）

は
い

:1
未

回
答

：
3

は
い

：
1

未
回

答
：
2

そ
の

他
：
1

は
い

:1
わ

か
ら

な
い

:2
は

い
：
1

そ
の

他
：
1

国
レ

ベ
ル

の
普

及
に

、
参

考
と

な
る

方
法

と
提

言
を

提
供

し
た

い

4
-
1
-
6
. 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

、
家

庭
を

単
位

と
し

た
生

涯
に

渡
る

包
括

的
な

地
域

保
健

サ
ー

ビ
ス

供
給

体
制

の
確

立
は

可
能

で
し

ょ
う

か
？

は
い

：
3

条
件

次
第

：
1

そ
の

他
:1

省
に

よ
り

ば
ら

つ
き

が
あ

る

は
い

：
5

そ
の

た
：
1

条
件

次
第

：
1

未
回

答
：
2

統
合

後
の

組
織

や
機

能
次

第

は
い

：
6

い
い

え
、

わ
か

ら
な

い
：
2

条
件

次
第

：
4

不
透

明

は
い

：
4

条
件

次
第

：
1

未
回

答
：
2

は
い

：
2

条
件

次
第

：
3

そ
の

他
：
2

は
い

：
3

わ
か

ら
な

い
：
1

希
望

：
1

は
い

:2
で

き
る

は
ず

：
1

難
し

い
：
1

既
に

採
用

：
1

可
能

：
１

そ
の

他
：
1

4
-
2
. 
衛

生
系

統
と

の
連

携
を

目
指

し
、

計
生

系
統

の
意

図
、

役
割

を
明

確
に

示
す

こ
と

が
、

ど
の

よ
う

に
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
効

果
の

自
立

発
展

性
に

貢
献

す
る

で
し

ょ
う

か
？

は
い

：
4

条
件

次
第

：
1

衛
生

計
生

委
の

方
針

次
第

だ
が

、
優

位
に

貢
献

す
る

と
思

わ
れ

る

は
い

：
7

条
件

次
第

：
1

未
回

答
：
1

継
続

に
は

、
予

算
と

資
源

が
必

要

は
い

：
1
0

い
い

え
：
1

条
件

次
第

：
1

統
合

は
自

立
発

展
性

を
高

め
る

可
能

性
が

高
い

は
い

：
5

影
響

し
な

い
：
1

未
回

答
：
1

は
い

：
5

条
件

次
第

：
2

は
い

は
い

：
３

で
き

る
か

も
：
1

は
い

：
2

条
件

次
第

：
1
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No. 発出元 発出日 タイトル 内容
政策と
の整合

性

プロジェ
クト目
標の指

標1

成果2
の指標

実施プロセス

1 国務院 2011年11月23日

国家人口発展一二五規
則
（人口発展第12次5カ年
計画）

P7
家庭中心とする人口計生公共サービスシステム作りを模索し、結婚、育児指導、家庭初級
保健、児童早期発展、家庭教育指導を実施し、計画生育家庭、独居家庭、流動家庭、留守
家庭を注視し、サービスを実施する

◎

2
国家人口計生委国
際合作司

2011年1月5日
中日技術協力新規プロジ
ェクトサイト選定法案に関
する通知

配布文書
１．サイト選定活動方案
（１）準備段階、（２）現場視察段階
２．プロジェクト候補省申請報告及び普及計画(参考フォーマット）
３．候補県(市、区）推薦条件
４．プロジェクト候補県（市、区）申請報告書（参考フォーマット）
（１）基本状況、（２）申請理由（３）実施可能性（４）実施仮計画（５）実施機関（５）必要な外部
援助
５．プロジェクト候補県（市、区）調査表
地域基本情報調査表、スタッフの状況、県（市、区）既存設備機器、サービス活動実施年度
報告（2010）、業務活動実施状況（2010）、年度サービス統計（2010）、サービス期間収支（単
位;万元）、、候補県（市、区）級人口計生委指導メンバーおよびサービス期間責任者名簿

◎プロジェク
トサイトの選
定方法

3
国家人口計生委国
際合作司

2011年2月11日
国際合作司のPRJもモデ
ルサイトの確定に関する
通知

（12か所が選定された通知） ○

4
国家人口計生委国
際合作司

2011年4月8日
中日技術協力「家庭保健
」プロジェクト強化に関す
る実施意見の通知

1対1の割合で、省、市人口計生委と県人民政府は、毎年パイロット県（市、区）に予算、40万
元を拠出する

◎ローカルコ
スト負担の根
拠

5 河南省人口計生委 2011年12月14日
家庭保健サービス中日技
術協力協力プロジェクト
強化に関する実施意見

1．中日技術協力家庭保健プロジェクト実施の意義を十分に認識する
２．プロジェクトの主な内容を明確にする
宣伝提唱、ニーズ調査、計画制定、能力構築、M&E、総括普及、日常業務との結合、優秀事
例の育成と総括、応用研究と制度構築
３．保障措置を着実の強化する
組織保障体制の構築・健全化、経費保障体制の構築・健全化、実施のための良好な環境づ
くり

◎プロジェク
トの浸透と体
制整備

6 河南省人口計生委 2011年12月14日

家庭保健サービス中日技
術協力協力プロジェクト
指導者チーム設立に関す
る通知

指導チーム、指揮チームの設立 ◎

7 河南省人口計生委 2012年6月20日
河南省人口計生事業発
展１２次５カ年計画通知

P8　財政投入をメインとする人口計生投入体制を作り、２０１５年に各レベルの財政投入は
一人当たり、９０元以上に達する、国民は基本的に優れた計画育成、優生優育、リプロ・ヘル
スと家庭保健サービスを受ける。
P17-18 着実に家庭サービス能力を上げる。人口計生サービスシステムが、すべての人に向
け、ライフサイクルを巡り、計生生育、優生優育、リプロ・ヘルスと家庭保健など全面的サー
ビス提供への転換を加速化させる。家庭中心とする人口計生公共サービスシステム作りを
模索し、健康教育、健康検査と健康相談を利用し、家庭保健を促進する。結婚、育児指導、
母子保健、児童早期発展、思春期教育と中高年保健サービスを提供し、計画育成家庭、独
居家庭、流動家庭、留守家庭への注目のサービスを行う。計画育成リプロ・ヘルス促進自供
を実施し、全面的に家庭初級レベル保健活動を強化し、適齢期の人々へのリプロ・ヘルスサ
ービス促進という目標を実現する。国民人口情報システムにおいて、家庭情報収集と管理を
強化し、家庭発展政策の制定と実施のために根拠を提供する。

◎

8
河南省濮陽市人口
計生委

2011年12月26日
中日協力家庭保健プロジ
ェクト技術指導チーム設
立に関する通知

◎

9
河南省濮陽市人口
計生委

2011年12月26日
中日協力家庭保健プロジ
ェクト強化に関する実施
意見

○プロジェク
トの浸透と体
制整備

10
河南省南楽県計生
指導チーム

2011年11月15日
南楽県人口計生事業発
展12次5カ年計画の印刷
、配布に関する通知

○

11
河南省南楽県計生
指導チーム

2012年7月17日
中日協力家庭保健プロジ
ェクト活動指導委員会弁
公室調整に関する通知

○

12
河南省南楽県計生
委、衛生局、民政
局

2012年9月28日
【老人ホームに愛心を届
ける】活動実施方案印刷
、配布に関する通知

◎他部門との
連携

13
河南省南楽県人民
政府弁公室

2013年5月28日

南楽県人民政府弁公室
による中日協力家庭保健
プロジェクト活動指導委
員会調整に関する通知

◎

14
河南省南楽県人民
政府弁公室

2013年6月2日

南楽県人民政府弁公室
による中日協力家庭保健
プロジェクト実施方案印
刷、配布に関する通知

○プロジェク
トの浸透と体
制整備

15 湖北省政府 2011年1月31日
省政府の「健康湖北」全
民行動計規(２０１１-２０１
５)の配布に関する通知

7．拡大健康サービス
（３）健康河北・家庭保健サービスを実施する。育齢期女性（家庭主婦）をアプローチとして、
家庭を中心に、すべての人、ライフサイクル（児童、青少年、育齢き、中高年）に対し、健康教
育、健康診断、健康相談の保健サービス（計生部門）を実施する。
10．○○健康サービス
（３）29の貧困県の50万人の農村適齢期女性を対象に無料で「両癌（乳腺ガン、子宮がん）」
検査（省婦人連合会を行う。2012年に16万人の農村夫婦を対象に無料妊娠前優生健康診
断を実施し、国家級パイロット地区カバー率は、」80％以上、検査合格率80％以上、妊娠後、
産後フォローアップ率は80％以上（計生部門）に達する

◎

16 湖北省政府 2012年3月19日
人口発展第１２次５カ年
計画の通知

○

17
湖北省計生協会
人口計生委
衛生庁

2012年5月21日

生育に関心を寄せる幸福
な家庭づくり、寄生虫予
防、健康促進行動の展開
、に関する通知

◎他部門との
連携

18 湖北省人口計生委 2012年2月8日
健康湖北ー家庭保健サ
ービスプロジェクトの実施
方策の配布に関する通知

○

19 湖北省人口計生委 2012年2月10日

健康湖北ー家庭保健サ
ービスプロジェクトの実施
方策の配布に関する通知
プロジェクト業務指導者チ
ームの発足に関する通知

◎

20 湖北省人口計生委 2012年8月17日
健康湖北ー家庭保健サ
ービスプロジェクトの業務
制度確立に関する通知

国家級パイロット地区
孝感市安陸市、随州市曹都区、荊門市京山県
省級パイロット地区
宣昌市当陽市、恩施州宣恩県

◎

21 湖北省人口計生委 2012年8月25日
健康湖北ー家庭保健サ
ービスプロジェクトの専門
家チームの発足に関する

◎

各種通達（収集資料）
プロジェクトとの関連
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No. 発出元 発出日 タイトル 内容
政策と
の整合

性

プロジェ
クト目
標の指

標1

成果2
の指標

実施プロセス

プロジェクトとの関連

22 湖北省人口計生委 2013年1月21日

「健康湖北」の全民行動２
０１２年度重点業務の細
分化人する規範の配布に
関する通知2011-2020年
中国婦女、児童発展要綱
と湖北省扶助の児童発展
計画実施方案」の配布の
徹底に関する通知

○

23
湖北省「健康湖北」
プロジェクト事務局

2012年2月17日
省人口計生委の「健康湖
北ー家庭保健プロジェクト
の実施」

(省人口計生、供稿） ○

24
湖北省「健康湖北」
プロジェクト事務局

2012年3月5日

「健康湖北」の全民行動２
０１２年度重点業務の細
分化人する規範の配布に
関する通知

健康河北・家庭保健サービスプロジェクトの実施(計生部門） ○

25 湖北省荊門市 不明
荊門市第１２次５カ年、人
口計生事業発展計画

四．一二五　人口計生滋養発展規則
（三）主要プロジェクト
３．「家庭を注視し、優しいサービス」というブランドづくりを強化する。人の全面的発展を促進
するため調和健康幸福家庭計画を深く実施し、「人間本位」というサービス内容絶えず充実
させ、異なるターゲットの特徴に合わせ、宣伝教育、避妊、優生指導、リプロ保健、フォロー
アップサービス、政策相談、奨励扶助、家庭リスク回避等、個性化サービスを実施する。5年
かけて「家庭を注視し、優しいサービス」というブランドを荊門市の名刺にする

◎

26
湖北省荊門市京山
県委弁公室

2011年4月25日
京山県プロジェクト業務
指導者チーム発足に関す
る通知

◎

27
湖北省荊門市京山
県機関人事定員委
員会

2011年5月2日
家庭保健サービスセンタ
ーの設立に関する通知

計生サービスセンターは、家庭保健サービスセンターを兼任する
○プロジェク
トの実施体制

28
湖北省荊門市京山
県機関人事定員委
員会

2011年5月6日
県計生サービスステーシ
ョンの定員増化に関する
通知

○プロジェク
トの実施体制

実施事務所：県人口計生局
支援機関：県宣伝部、県発展改革局（家庭保健サービスを公衆衛生体系企画の中にとりい
れた、また医薬衛生改革の中に取り入れた）、県財政局（省が定めた政策に基づき、経費の
投入を徹底化、PRJ経費の徹底化）、県衛生局（母子保健センターに現サービスに母子保健
、中高年保健、思春期保健を追加）、県CDC（家庭保健センター対象に感染症知識に関する
研修を実施し、センターの感染症予防の宣伝業務に協力する）、県母子保健院（改訂保健セ
ンターと情報、資源を共有）、県教育局（学生の健康教育計画を制定し、学校ごとに保健教
師を配置する、学期ごとに保健教師を集め、県家庭保健センターとともに、思春期講座を実
施、毎年、小中学生対象に生殖検査の一般検査を実施、健康栄養食膳を家庭保健センター
と実施）、県人社局（就職前研修、就職研修の実施と、健康教育の取り込み、家庭保健セン
ターの技術職の給与とインセンティブの徹底、センターでの入院費用を医療保険の給付範囲
に取り入れる）、県民政局（老年保健計画の策定と老人ホームに健康検査を実施、無料で婚
前検査の指導を徹底、妊娠前の優生検査と新婚知識に関する研修を実施、2012年まで農
村部の結婚適齢青年を対象とする無料検診率を100％に）
県定員弁公室（県、郷、村の3ステップの家庭保健サービスネットワークの構築を許可する、
県計生センターをもとに家庭保健ステーションを作る。郷鎮、村でも計生施設をもとに家庭保
健施設を作る、県鎮2ステップの計生センターと京山県家庭保健サービスセンターの公益性
および公益事業体のことを明確にした、国、省、計生委も要求に基づきえ全額、財政予算で
賄われる、PRJ実施のニーズに基づき必要な定員を配置する）、県婦連（家庭保健事業の宣
伝、指導、婦人・児童衛生企画などを査定範囲に含める）、青年団（家庭保健事業の宣伝、
指導、定期的に青年団員向けの健康教育、知識の普及を実施）

30
湖北省荊門市京山
県人計生委指導者
グループ

2013年1月10日

京山県家庭保健プロジェ
クト指導者グループのメン
バーの役割の明確化に
関する通知

（上記との差）
衛生局（家庭保健事業を「健康京山5年計画」と年次計画に取り入れ、PRJの活動を支援）、
県母子保健院（県家庭保健サービスセンターと協力して、小児、青少年、中高年を対象とす
る健康健診活動を実施する）、県文化体育新局（家庭保健事業を全県民健康な体作り計画
に取り入れる、県法保絵kンセンターと資源と情報を共有）

○プロジェク
トの実施体制

31
湖北省荊門市京山
県人計生委指導者
グループ

2013年2月28日

家庭保健サービス活動の
実施、計画生育の質の高
いサービス促進に関する
通知

PRJの重要性を認識し、民政事業と位置づけ、計生の質向上にも活用する。
サービス活動主体：京山県計生ステーション
国際合作司：技術者の研修、骨密度検査装置、マンﾓグラフ、心電図、口腔模型などの先進
機材を供与
３ｘ３の枠組みに則って実施、対象者、県の全農業人口、行政と事業体、個人経営者、無職
者、流動人口など
指標
活動への女性の参加率100％、男性と退職者の幹部の参加率30％、農村、無職者、育齢期
の参加率98％、流動人口の参加率95％
県計生局はそれぞれのサービス実施状況を年末査定の重要な根拠と位置づけし、褒賞とリ
ンクする。達成できなかった施設は、年末の評定対象にならない。

○
○プロジェク
トの実施体制

32
湖北省荊門市京山
県中日合作プロジ
ェクト事務局

２０１１年
プロジェクト業務指導者チ
ームメンバーの役割の更
なる明確化に関する通知

○

33
湖北省荊門市京山
県中日合作プロジ
ェクト事務局

2011年11月8日
家庭保健プロジェクトのモ
デル活動の展開に関する
通知

(健康診断項目と各鎮における健康診断実施日時の提示）
◎プロジェク
トの実施内容

34
湖北省荊門市京山
県中日合作プロジ
ェクト事務局

2012年3月6日
プロジェクト活動の展開と
計画生育の質の高いサ
ービスの促進に関する通

○プロジェク
トの浸透と体
制整備

35
湖北省荊門市京山
県中日合作プロジ
ェクト事務局

2012年10月26日
家庭保健プロジェクトのモ
デル活動の展開に関する
通知

(健康診断項目と各鎮における健康診断実施日時の提示）
◎プロジェク
トの実施内容

36
湖北省荊門市京山
県中日合作プロジ
ェクト事務局

2012年10月28日

高校新入生向けの思春
期の性と生殖、健康きょ
いくと健康相談かつど実
施に関する通知

対象：第一高等学校の新入生
時期：２０１２年１１月１日～２０１３年２月２８日

◎他部門との
連携

37
湖北省荊門市京山
県中日合作プロジ
ェクト事務局

2013年1月10日
プロジェクト事務室のスタ
ッフの調整に関する通知

◎

38
湖北省荊門市京山
県中日合作プロジ
ェクト事務局

2013年3月15日
三進事業の実施方策の
配布に関する通知

三進（家、学校、老人ホーム）に対する健康保健支援
◎プロジェク
トの実施対象

39
湖北省荊門市京山
県中日合作プロジ
ェクト事務局

２０１３年
プロジェクト活動の展開と
計画生育の質の高いサ
ービスの促進に関する通

○プロジェク
トの浸透と体
制整備

40
湖北省孝感市人口
計生委

2012年3月9日

２０１２年度、無料妊娠前
優生健康検査、優生優育
の促進の深化に関する実
施方策　の配布に関する
通知

○プロジェク
トの方針

41
湖北省孝感市安陸
市

2011年1月25日
安陸市国民経済社会発
展第１２次５カ年計画要

（家庭保健に関する記述は特になし） △

42
湖北省孝感市安陸
市機関人事定員委
員会

2012年2月10日
安徽市生殖健康家庭保
健サービスセンターの設
立の関する承認

○プロジェク
トの浸透と体
制整備

43
湖北省孝感市安陸
市人口計生委

2012年2月22日
育齢期女性生殖健康の
一般検査実施方策の配
布に関する通知

◎

44
湖北省孝感市安陸
市人口計生委

2012年3月20日
家庭保健プロジェクト実
施方策の配布に関する通

◎プロジェク
トの実施内容

29
湖北省荊門市京山
県人口計生委指導

者グループ
2011年4月26日

京山県家庭保健プロジェ
クト指導者グループのメン
バーの役割の明確化に

関する通知

◎
○プロジェク
トの実施体制
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No. 発出元 発出日 タイトル 内容
政策と
の整合

性

プロジェ
クト目
標の指

標1

成果2
の指標

実施プロセス

プロジェクトとの関連

45
湖北省孝感市安陸
市人口計生委

2012年4月18日
プロジェクト指導者チーム
メンバーの調整に関する

◎

46
湖北省孝感市安陸
市人口計生委

2012年5月9日
プロジェクト指導者チーム
の発足に関する通知

◎

47
湖北省孝感市安陸
市人口計生委

2013年3月26日
２０１３年度プロジェクト実
施方案に関する通知

◎プロジェク
トの実施内容

48
湖北省随州市曾都
区人口計生委指導
者グループ

2011年3月18日
プロジェクト指導者委員
会の発足に関する通知

グループ長：副区長
メンバーの選任：区政府弁公室副主任、計生、民政、衛生、財政、教育 ◎

実施事務所：県人口計生局
支援機関：県宣伝部、県発展改革局（家庭保健サービスを公衆衛生体系企画の中にとりい
れた、また医薬衛生改革の中に取り入れた）、県財政局（省が定めた政策に基づき、経費の
投入を徹底化、PRJ経費の徹底化）、県衛生局（母子保健センターに現サービスに母子保健
、中高年保健、思春期保健を追加）、県CDC（家庭保健センター対象に感染症知識に関する
研修を実施し、センターの感染症予防の宣伝業務に協力する）、県母子保健院（改訂保健セ
ンターと情報、資源を共有）、県教育局（学生の健康教育計画を制定し、学校ごとに保健教
師を配置する、学期ごとに保健教師を集め、県家庭保健センターとともに、思春期講座を実
施、毎年、小中学生対象に生殖検査の一般検査を実施、健康栄養食膳を家庭保健センター
と実施）、県人社局（就職前研修、就職研修の実施と、健康教育の取り込み、家庭保健セン
ターの技術職の給与とインセンティブの徹底、センターでの入院費用を医療保険の給付範囲
に取り入れる）、県民政局（老年保健計画の策定と老人ホームに健康検査を実施、無料で婚
前検査の指導を徹底、妊娠前の優生検査と新婚知識に関する研修を実施、2012年まで農
村部の結婚適齢青年を対象とする無料検診率を100％に）
県定員弁公室（県、郷、村の3ステップの家庭保健サービスネットワークの構築を許可する、
県計生センターをもとに家庭保健ステーションを作る。郷鎮、村でも計生施設をもとに家庭保
健施設を作る、県鎮2ステップの計生センターと京山県家庭保健サービスセンターの公益性
および公益事業体のことを明確にした、国、省、計生委も要求に基づきえ全額、財政予算で
賄われる、PRJ実施のニーズに基づき必要な定員を配置する）、県婦連（家庭保健事業の宣
伝、指導、婦人・児童衛生企画などを査定範囲に含める）、青年団（家庭保健事業の宣伝、
指導、定期的に青年団員向けの健康教育、知識の普及を実施）

50
湖北省随州市曾都
区人口計生委指導
者グループ

2011年6月16日
区計生サービスセンター
を「家庭保健サービスセ
ンター」にすることの承認

9名の事業体定員の給与負担を増加する（定員30名） ○

51
湖北省随州市曹都
区人口計生局

2011年6月20日
曹都区プロジェクト事務
室の設立に関する通知

（プロジェクト事務室の設置と構成員の通知）
計生局副局長がリーダーに選出

◎

52
湖北省随州市曾都
区人口計生委指導
者グループ

2012年3月15日

区計生委指導者グループ
の「健康曾都ー家庭保健
PRJ実施方案」の配布に
関する通知

実施方策
１．指導思想
２．活動目標
３．主要任務
４．実施方法
５．活動要求

◎プロジェク
トの浸透と体
制整備

53
湖北省随州市曾都
区人口計生局、教
育局

2012年3月21日

区計生局、区教育局の全
区の小中学校と幼稚園に
おける健康教育の学校入
り活動尾の展開に関する
通知

幼児：健康教育
小学生；事故防止、安全教育
活動計画
１．2012：4か所の幼稚園と11か所の小中学校（3000名の園児と保護者、および800名の保母
、10000名の小学生と保護者、1000名の教師）、健康教育、相談、検査（学生のみ）
２．2013-14：全区の60％の幼稚園と小中学校に実施
３．2015-全面展開、計生、養育、公安、交通警察や消防との連携を模索する。

◎他部門との
連携

54
曾都人口（ニュース
レター）

2012年4月16日
我が区における六大工程
の実施による計画生育の
レベルアップ

１．貧困家族計画実施中の盛大のための家づくりの支援プロジェクト
２．中日技術協力による家庭保健プロジェクト
３．農村部の一人っ子と女の子二人ののキム教育階段(寄宿中)における生活補助プロジェ
クト
４．育児計画手術による合併症に対する補助プロジェクト
５．優秀な村レベルの計画生育係のための年金補助制度づくり
６ 人口文化テーマパーク策定プロジェクト

○ ○

55
湖北省随州市曾都
区人口計生委指導
者グループ

2012年4月18日
プロジェクト専門家チーム
の調整に関する通知

(プロジェクト専門家チームの構成員の通知）
計生局局長がリーダーに、副リーダーは副局長、衛生局副局長

○

◎プロジェク
トの実施内容

49
湖北省随州市曾都
区人口計生委指導

者グループ
2011年5月12日

曾都区家庭保健プロジェ
クト指導者グループのメン
バーの役割の明確化に

関する通知

◎
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月

）
张

春
华

教
育

局
中

学
校

中
学

生
、

高
校

生
お

よ
び

保
護

者

学
生

読
本

2
,
0
0
0
冊

保
護

者
読

本
1
,
0
0
0
冊

“
彩

色
青

春
”

健
康

宣
伝

教
育

マ
ニ

ュ
ア

ル
（

学
生

用
・

保
護

者
用

）
5
,
1
0
月

講
座

6
,
1
1
月

保
護

者
会

张
春

华
教

育
局

中
学

校

中
学

生
、

高
校

生
3
,
8
4
0

“
我

了
解

了
自

己
”

学
内

新
聞

を
利

用
し

た
思

春
期

生
理

と
心

理
健

康
に

関
す

る
作

文
コ

ン
テ

ス
ト

活
動

7
月

张
春

华
教

育
局

中
学

校

宣
伝

講
師

6
サ

ー
ビ

ス
人

員
専

門
研

修
（

思
春

期
の

心
理

相
談

、
リ

プ
ロ

ダ
ク

テ
ィ

ブ
ヘ

ル
ス

）
3
,
6
月

（
3
日

間
/
回

）
马

金
英

サ
ー

ビ
ス

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

、
邢

台
心

理
相

談
協

会
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
会

議
室

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

人
員

四
半

期
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
3
,
6
,
9
,
1
2
月

上
旬

胡
立

双
-

-

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

人
員

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

結
果

に
よ

る
会

議
3
,
6
,
9
,
1
2
月

中
旬

胡
立

双
教

育
局

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

会
議

室

育
齢

人
群

1
0
,
0
0
0

“
关

爱
健

康
、

体
检

先
行

”
育

齢
人

群
健

診
活

動
2
-
1
2
月

滕
红

霞
サ

ー
ビ

ス
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
健

診
セ

ン
タ

ー

育
齢

人
群

1
0
,
0
0
0

目
標

人
群

健
診

前
の

健
康

教
育

お
よ

び
健

診
後

相
談

・
指

導
　

*
上

記
活

動
と

連
動

2
-
1
2
月

滕
红

霞
サ

ー
ビ

ス
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
健

診
セ

ン
タ

ー
休

憩
所

計
画

妊
娠

夫
婦

、
妊

婦
、

産
婦

、
新

生
児

“
幸

福
工

程
”

周
産

期
サ

ー
ビ

ス
（

健
康

診
査

、
健

康
指

導
、

ケ
ア

）
4
-
1
2
月

周
 
 
杰

サ
ー

ビ
ス

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

サ
ー

ビ
ス

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

計
画

妊
娠

夫
婦

周
産

期
・

産
後

保
健

知
識

宣
伝

テ
キ

ス
ト

配
布

4
-
1
2
月

孙
京

倩
サ

ー
ビ

ス
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
妊

娠
前

健
診

セ
ン

タ
ー

育
齢

人
群

よ
く

み
ら

れ
る

生
殖

器
疾

患
予

防
講

座
－

生
殖

道
感

染
と

S
T
I
、

そ
の

他
婦

人
科

疾
患

(
健

診
カ

ー
ド

配
布

）
、

健
診

、
相

談
3
,
5
,
8
,
1
0
月

（
合

計
2
0
会

場
）

许
英

华
各

弁
事

処
各

弁
事

処

計
画

妊
娠

夫
婦

“
帮

你
生

個
好

宝
宝

”
シ

リ
ー

ズ
講

座
－

妊
娠

前
・

妊
娠

期
保

健
知

識
指

導
、

健
診

、
相

談
3
,
5
,
8
,
1
0
月

（
合

計
2
0
会

場
）

许
英

华
各

弁
事

処
県

孕
妇

学
校

、
各

弁
事

処

育
齢

人
群

慢
性

疾
患

(
高

血
圧

、
高

コ
レ

ス
テ

ロ
ー

ル
、

糖
尿

病
)
予

防
シ

リ
ー

ズ
講

座
(
宣

伝
チ

ラ
シ

、
食

塩
計

量
ス

プ
ー

ン
、

食
用

油
計

量
カ

ッ
プ

の
配

布
)
、

健
診

、
相

談
3
,
5
,
8
,
1
0
月

（
合

計
2
0
会

場
）

许
英

华
各

弁
事

処
各

弁
事

処

育
齢

人
群

の
べ

1
,
0
0
0
人

“
健

康
知

识
进

企
業

”
シ

リ
ー

ズ
講

座
－

企
業

に
お

け
る

リ
プ

ロ
ダ

ク
テ

ィ
ブ

ヘ
ル

ス
知

識
・

慢
性

疾
患

予
防

知
識

、
健

診
、

相
談

1
1
月

许
英

华
企

業
計

生
協

関
連

企
業

育
齢

人
群

（
中

高
年

人
群

）
の

べ
2
,
0
0
0
人

“
口

味
淡

一
点

、
寿

命
长

一
点

”
高

血
圧

予
防

－
無

料
診

査
活

動
(
宣

伝
チ

ラ
シ

、
食

塩
計

量
ス

プ
ー

ン
、

食
用

油
計

量
カ

ッ
プ

の
配

布
)

1
2
月

8
日

（
全

国
高

血
压

日
）

胡
立

双
衛

生
局

儒
林

広
場

宣
伝

講
師

3
0

サ
ー

ビ
ス

人
員

専
門

研
修

（
育

齢
人

群
保

健
サ

ー
ビ

ス
）

2
月

许
英

华
サ

ー
ビ

ス
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
会

議
室

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

人
員

6
0

栄
養

知
識

研
修

4
月

（
2
日

間
）

马
金

英
天

津
一

附
院

栄
養

セ
ン

タ
ー

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

会
議

室

宣
伝

講
師

1
0

リ
プ

ロ
ダ

ク
テ

ィ
ブ

ヘ
ル

ス
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
研

修
9
月

（
7
日

間
）

许
英

华
サ

ー
ビ

ス
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
会

議
室

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

人
員

四
半

期
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
3
,
6
,
9
,
1
2
月

上
旬

胡
立

双
-

-

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

人
員

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

結
果

に
よ

る
会

議
3
,
6
,
9
,
1
2
月

中
旬

胡
立

双
-

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

会
議

室

中
高

年
人

群
の

べ
1
0
,
0
0
0
人

“
健

康
夕

阳
红

”
中

高
年

人
群

健
康

診
査

2
-
1
2
月

滕
红

霞
各

弁
事

処
健

診
セ

ン
タ

ー

中
高

年
人

群
の

べ
1
0
,
0
0
0
人

目
標

人
群

健
診

前
の

健
康

教
育

お
よ

び
健

診
後

健
康

相
談

・
指

導
　

*
上

記
活

動
と

連
動

2
-
1
2
月

滕
红

霞
サ

ー
ビ

ス
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
健

診
セ

ン
タ

ー
休

息
区

中
高

年
人

群
“

关
爱

中
高

年
人

健
康

”
無

料
健

診
・

講
座

－
高

血
圧

、
冠

動
脈

疾
患

、
糖

尿
病

な
ど

よ
く

み
ら

れ
る

慢
性

疾
患

予
防

(
食

塩
計

量
ス

プ
ー

ン
、

食
用

油
計

量
カ

ッ
プ

の
配

布
)

3
,
6
,
9
,
1
1
月

（
2
0
会

場
/
回

）
许

英
华

サ
ー

ビ
ス

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

、
各

村
委

員
会

各
村

委
員

会

中
高

年
人

群
1
1
,
2
0
0
人

健
康

保
健

体
操

—
健

康
的

な
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

の
提

唱
3
-
1
2
月

许
英

华
各

弁
事

処
各

パ
イ

ロ
ッ

ト
村

一
般

住
民

生
活

小
標

識
－

禁
煙

標
識

2
月

王
福

群
城

管
局

各
デ

パ
ー

ト
、

病
院

、
ホ

テ
ル

、
駅

等
公

共
場

所
お

よ
び

政
府

部
門

中
高

年
人

群
“

最
美

夕
阳

红
”

 
中

高
年

保
健

知
識

講
座

テ
レ

ビ
番

組
放

送
2
-
1
2
月

（
1
回

/
週

更
新

）
许

英
华

、
张

春
华

放
送

テ
レ

ビ
局

テ
レ

ビ
局

中
高

年
人

群
“

科
学

养
生

”
(
村

村
通

ラ
ジ

オ
)
—
よ

く
み

ら
れ

る
慢

性
疾

患
予

防
(
高

血
圧

、
冠

動
脈

疾
患

、
糖

尿
病

)
2
-
1
2
月

（
1
回

/
週

更
新

）
许

英
华

、
张

春
华

放
送

テ
レ

ビ
局

ラ
ジ

オ
局

中
高

年
人

群
1
,
0
0
0
人

“
健

康
知

識
社

区
に

入
る

”
シ

リ
ー

ズ
講

座
－

慢
性

疾
患

予
防

(
高

血
圧

、
冠

動
脈

疾
患

、
糖

尿
病

)
7
月

许
英

华
社

区
物

件
管

理
部

門
関

連
社

区

中
高

年
人

群
2
,
0
0
0
人

“
健

康
知

识
进

広
場

”
シ

リ
ー

ズ
講

座
－

中
高

年
主

要
疾

患
予

防
、

科
学

養
生

、
中

高
年

健
康

知
識

8
月

许
英

华
城

管
局

武
松

公
園

宣
伝

講
師

1
0

サ
ー

ビ
ス

人
員

専
業

研
修

（
中

高
年

保
健

サ
ー

ビ
ス

）
2
月

许
英

华
サ

ー
ビ

ス
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
会

議
室

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

人
員

6
0

栄
養

知
識

研
修

4
月

马
金

英
天

津
一

附
院

栄
養

セ
ン

タ
ー

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

会
議

室

中
医

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
専

攻
の

卒
業

生
中

医
院

サ
ー

ビ
ス

人
員

の
募

集
4
月

孙
丽

各
大

医
学

院
校

各
大

院
校

中
医

サ
ー

ビ
ス

人
員

中
医

院
サ

ー
ビ

ス
人

員
の

研
修

1
0
月

孙
丽

省
中

医
院

サ
ー

ビ
ス

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

研
修

セ
ン

タ
ー

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

人
員

四
半

期
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
3
,
6
,
9
,
1
2
月

上
旬

胡
立

双
-

-

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

人
員

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

結
果

に
よ

る
会

議
3
,
6
,
9
,
1
2
月

中
旬

胡
立

双
-

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

会
議

室

省
地 域

2
0
1
2
年

の
タ

ー
ゲ

ッ
ト

2
0
1
2
年

度
主

要
活

動

活
動

対
象

者

河 北 省

邢 台 市 清 河 県

青
少

年

2
6
,
1
2
4

(
1
3
-
1
9
歳

)

年
度

目
標

：
青

少
年

の
思

春
期

心
理

や
生

理
健

康
保

健
意

識
が

増
強

す
る

。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

1
.
思

春
期

の
健

康
教

育
サ

ー
ビ

ス
能

力
と

サ
ー

ビ
ス

レ
ベ

ル
が

向
上

す
る

。

2
.
思

春
期

心
理

、
生

理
健

康
知

識
が

普
及

す
る

。

3
パ

イ
ロ

ッ
ト

中
学

（
第

2
、

第
4
、

清
河

双
河

）
1
パ

イ
ロ

ッ
ト

高
校

（
清

河
中

学
）

合
計

3
,
8
4
0
人

*
全

県
6
郷

鎮

中
高

年

1
2
4
,
8
7
3

(
4
5
歳

以
上

)

年
度

目
標

：
中

高
年

の
健

康
保

健
意

識
が

増
強

す
る

。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

1
.
中

高
年

に
対

す
る

保
健

サ
ー

ビ
ス

能
力

が
向

上
す

る
。

2
.
中

高
年

の
慢

性
疾

患
、

更
年

期
総

合
症

等
の

健
康

知
識

の
宣

伝
教

育
を

強
化

し
、

中
高

年
人

群
の

健
康

知
識

を
普

及
範

囲
を

拡
大

す
る

。

3
.
中

高
年

人
群

の
健

康
診

査
サ

ー
ビ

ス
を

強
化

す
る

。

全
县

3
2
2
村

の
う

ち
1
1
2
村

健
康

診
査

に
関

し
て

は
1
0
,
0
0
0
人

が
タ

ー
ゲ

ッ
ト

。
4
5
-
6
4
歳

が
重

点
対

象

*
全

県
6
郷

鎮

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

活
動

研
修

・
考

察
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
等

の
活

動

育
齢

期

1
7
9
,
6
0
7

(
育

齢
人

群
)

年
度

目
標

：
育

齢
人

群
の

健
康

意
識

と
サ

ー
ビ

ス
ニ

ー
ズ

が
高

ま
る

。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

1
.
サ

ー
ビ

ス
能

力
と

レ
ベ

ル
が

向
上

す
る

。

2
.
家

庭
保

健
知

識
が

普
及

す
る

。

3
.
専

業
化

お
よ

び
人

間
性

の
あ

る
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

し
、

健
康

診
査

の
普

及
範

囲
を

拡
大

す
る

。

全
县

3
2
2
村

の
う

ち
1
1
2
村

健
康

診
査

に
関

し
て

は
1
0
,
0
0
0
人

が
タ

ー
ゲ

ッ
ト

*
全

県
6
郷

鎮

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

活
動

研
修

・
考

察
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
等

の
活

動

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

活
動

研
修

・
考

察
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
等

の
活

動

対
象

人
群

お
よ

び
全

人
口

(
人

)
*

年
度

目
標

／
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
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活
動

内
容

活
動

時
期

責
任

機
関

(
者

)
協

力
機

関
活

動
地

点
省

地 域
2
0
1
2
年

の
タ

ー
ゲ

ッ
ト

2
0
1
2
年

度
主

要
活

動

活
動

対
象

者

対
象

人
群

お
よ

び
全

人
口

(
人

)
*

年
度

目
標

／
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト

児
童

、
保

護
者

幼
稚

園
と

小
学

校
に

お
け

る
衛

生
ク

ラ
ス

の
開

設
、

県
病

院
の

招
聘

専
門

家
に

よ
る

口
腔

保
健

と
眼

科
衛

生
に

関
す

る
健

康
知

識
の

教
育

、
児

童
健

康
診

査
各

1
回

人
口

計
生

局
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
弁

公
室

教
育

局
、

県
医

院
幼

稚
園

小
学

児
童

人
群

、
保

護
者

幼
稚

園
の

家
庭

連
絡

掲
示

板
、

幼
稚

園
宣

伝
掲

示
板

、
健

康
教

育
ニ

ュ
ー

ス
レ

タ
ー

を
利

用
し

た
保

護
者

と
園

児
の

健
康

・
疾

病
予

防
意

識
向

上
を

目
的

と
し

た
に

対
す

る
衛

生
保

健
知

識
、

疾
病

予
防

知
識

の
宣

伝
通

年
人

口
計

生
局

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

弁
公

室
教

育
局

幼
稚

園

保
護

者
、

教
師

児
童

季
節

性
疾

患
流

行
時

の
郷

鎮
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
保

護
者

・
教

師
対

象
の

健
康

教
育

、
予

防
知

識
と

関
連

行
動

の
普

及
、

疫
病

予
防

・
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
の

推
進

（
防

疫
部

門
と

の
協

力
に

よ
る

）
季

節
性

疾
患

多
発

時
人

口
計

生
局

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

弁
公

室
教

育
局

郷
鎮

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

妊
婦

郷
鎮

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

に
お

け
る

母
親

教
室

の
開

設
（

乳
幼

児
日

常
ケ

ア
指

導
・

母
乳

の
哺

乳
指

導
・

飲
食

栄
養

指
導

講
座

、
新

生
児

主
要

疾
患

知
識

講
座

）
、

講
座

後
の

現
場

相
談

お
よ

び
指

導
1
回

/
四

半
期

人
口

計
生

局
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
弁

公
室

教
育

局
郷

鎮
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー

保
護

者
児

童
保

健
外

来
診

査
室

の
設

置
、

健
康

診
査

後
の

問
題

に
対

す
る

定
期

的
な

健
康

教
育

と
相

談
通

年
人

口
計

生
局

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

弁
公

室
県

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

衛
生

機
関

新
生

児
新

生
児

血
液

検
査

（
甲

状
腺

機
能

低
下

、
フ

ェ
ニ

ル
ケ

ト
ン

尿
症

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
）

に
よ

る
先

天
性

疾
患

の
早

期
発

見
・

早
期

治
療

通
年

人
口

計
生

局
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
弁

公
室

母
子

保
健

機
関

保
護

者
県

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

の
電

子
掲

示
板

設
置

に
よ

る
健

康
保

健
知

識
（

新
生

児
、

乳
幼

児
の

よ
く

み
ら

れ
る

疾
患

の
発

病
メ

カ
ニ

ズ
ム

と
予

防
知

識
）

の
ル

ー
プ

放
送

、
児

童
健

康
知

識
資

料
棚

の
設

置
、

健
康

相
談

通
年

人
口

計
生

局
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
弁

公
室

県
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
衛

生
機

関

児
童

人
群

幼
稚

園
新

入
生

対
象

の
健

康
診

査
、

健
康

フ
ァ

イ
ル

作
成

お
よ

び
衛

生
・

健
康

知
識

宣
伝

、
各

種
健

康
教

育
活

動
の

実
施

（
年

少
：

“
小

手
、

小
脚

”
、

年
中

：
“

我
身

体
（

私
の

か
ら

だ
）

”
、

年
長

：
“

保
护

视
力

（
視

力
の

保
護

）
”

、
疾

患
に

つ
な

が
る

悪
習

慣
の

幼
児

期
か

ら
の

予
防

、
良

好
の

生
活

衛
生

習
慣

の
形

成
）

1
回

/
月

人
口

計
生

局
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
弁

公
室

教
育

局
幼

稚
園

児
童

人
群

幼
稚

園
に

お
け

る
学

期
毎

の
身

長
・

体
重

・
視

力
測

定
、

健
康

状
況

の
評

価
・

分
析

、
母

子
保

健
院

と
の

連
携

に
よ

る
年

1
回

の
健

康
診

査
、

健
診

後
関

連
資

料
の

健
康

フ
ァ

イ
ル

へ
の

統
合

1
回

/
半

年
人

口
計

生
局

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

弁
公

室
母

子
保

健
院

、
教

育
局

幼
稚

園

児
童

人
群

街
道

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
村

へ
の

児
童

健
康

教
育

宣
伝

掲
示

板
の

設
置

通
年

人
口

計
生

局
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
弁

公
室

街
道

，
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
村

保
護

者
“

六
一

（
6
月

1
日

）
”

児
童

節
（

こ
ど

も
の

日
）

を
利

用
し

た
健

康
宣

伝
活

動
（

文
芸

演
出

、
宣

伝
資

料
配

布
）

お
よ

び
健

康
相

談
6
月

1
日

人
口

計
生

局
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
弁

公
室

教
育

局
広

場

保
護

者
県

テ
レ

ビ
局

に
よ

る
“

空
中

课
堂

（
空

中
教

室
）

”
に

お
け

る
家

庭
保

健
知

識
の

定
時

放
送

1
回

/
週

人
口

計
生

局
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
弁

公
室

ラ
ジ

オ
局

テ
レ

ビ
局

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

関
連

人
員

県
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
チ

ー
ム

に
よ

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
関

連
人

員
へ

の
不

定
期

聞
き

取
り

調
査

お
よ

び
研

修
1
回

/
四

半
期

人
口

計
生

局
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
弁

公
室

衛
生

局
県

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

衛
生

機
関

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

関
連

人
員

郷
鎮

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

サ
ー

ビ
ス

人
員

対
象

の
乳

幼
児

ケ
ア

指
導

、
哺

乳
と

栄
養

指
導

、
よ

く
み

ら
れ

る
疾

患
予

防
知

識
定

期
研

修
1
回

/
四

半
期

人
口

計
生

局
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
弁

公
室

衛
生

局
県

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

衛
生

機
関

幼
稚

園
教

师
幼

稚
園

教
師

対
象

の
《

幼
稚

園
衛

生
保

健
常

例
》

、
《

伝
染

病
防

治
法

》
、

《
食

品
安

全
法

》
な

ど
法

律
法

規
の

学
習

、
幼

稚
園

の
衛

生
、

健
康

教
育

の
規

範
化

1
回

/
四

半
期

人
口

計
生

局
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
弁

公
室

教
育

局
幼

稚
園

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

関
連

人
員

品
質

管
理

シ
ス

テ
ム

の
構

築
、

業
務

進
捗

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

段
階

的
な

効
果

評
価

、
人

員
能

力
強

化
、

介
入

活
動

の
質

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
指

導
1
回

/
月

人
口

計
生

局
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
弁

公
室

県
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
衛

生
機

関

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

関
連

人
員

自
己

管
理

グ
ル

ー
プ

長
、

村
計

生
担

当
、

村
宣

伝
員

を
対

象
と

し
た

末
端

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

組
織

作
用

の
発

揮
、

宣
伝

効
果

の
向

上
を

目
的

と
し

た
健

康
教

育
研

修
1
回

/
四

半
期

人
口

計
生

局
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
弁

公
室

県
郷

鎮
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー

青
少

年
思

春
期

生
理

知
識

講
座

1
回

/
半

年
人

口
計

生
局

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

弁
公

室
教

育
局

学
校

青
少

年
思

春
期

衛
生

知
識

指
導

1
回

/
半

年
人

口
計

生
局

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

弁
公

室
教

育
局

学
校

青
少

年
健

康
行

動
知

識
の

講
座

1
回

/
半

年
人

口
計

生
局

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

弁
公

室
教

育
局

学
校

青
少

年
思

春
期

栄
養

知
識

指
導

講
座

1
回

/
半

年
人

口
計

生
局

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

弁
公

室
教

育
局

学
校

青
少

年
衛

生
専

用
掲

示
板

に
お

け
る

宣
伝

教
育

、
文

明
ク

ラ
ス

の
評

価
項

目
に

衛
生

教
育

活
動

を
含

め
る

こ
と

に
よ

る
教

師
・

生
徒

の
積

極
性

、
責

任
感

向
上

お
よ

び
健

康
教

育
実

施
の

自
主

性
の

向
上

、
“

栄
養

ミ
ニ

ニ
ュ

ー
ス

”
新

聞
掲

載
に

よ
る

教
育

範
囲

の
拡

大
（

4
部

/
ク

ラ
ス

、
1
0
0
部

/
学

校
）

通
年

人
口

計
生

局
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
弁

公
室

教
育

局
学

校

青
少

年
多

様
な

形
式

（
黒

板
、

宣
伝

掲
示

板
、

ラ
ジ

オ
、

テ
レ

ビ
、

講
座

な
ど

）
を

利
用

し
た

保
護

者
・

学
生

に
対

す
る

衛
生

健
康

知
識

の
宣

伝
通

年
人

口
計

生
局

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

弁
公

室
教

育
局

、
ラ

ジ
オ

局
学

校

青
少

年

5
月

2
0
日

学
生

栄
養

日
5
月

3
1
日

禁
煙

デ
ー

6
月

6
日

全
国

愛
眼

デ
ー

9
月

2
0
日

全
国

愛
歯

デ
ー

”
“

1
2
月

1
日

世
界

エ
イ

ズ
デ

ー
”

な
ど

宣
伝

日
に

お
け

る
教

室
・

黒
板

・
ラ

ジ
オ

・
班

(
共

青
団

)
活

動
・

社
会

体
験

活
動

な
ど

多
様

の
方

式
を

利
用

し
た

よ
く

み
ら

れ
る

疾
患

、
多

発
疾

患
の

宣
伝

教
育

活
動

宣
伝

日
人

口
計

生
局

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

弁
公

室
教

育
局

学
校

青
少

年
“

防
近

(
近

視
予

防
)
”

活
動

、
定

期
眼

科
健

診
、

眼
科

保
健

体
操

の
実

施
・

評
価

、
学

校
の

衛
生

条
件

・
設

備
の

改
善

、
教

室
の

明
度

・
照

明
の

改
善

、
近

視
予

防
知

識
教

育
1
回

/
四

半
期

人
口

計
生

局
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
弁

公
室

教
育

局
郷

鎮
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー

青
少

年
自

習
時

間
を

利
用

し
た

健
康

行
動

に
関

す
る

ピ
ア

討
論

活
動

1
回

/
四

半
期

人
口

計
生

局
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
弁

公
室

教
育

局
学

校

青
少

年
担

当
教

師
に

よ
る

授
業

中
に

お
け

る
健

康
行

為
促

進
（

健
康

な
読

み
書

き
姿

勢
、

目
の

ケ
ア

、
科

学
な

脳
の

使
用

知
識

な
ど

）
通

年
人

口
計

生
局

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

弁
公

室
教

育
局

学
校

青
少

年
青

少
年

の
健

康
ピ

ア
エ

デ
ュ

ケ
ー

シ
ョ

ン
起

動
式

、
ク

ラ
ス

幹
部

座
談

会
1
0
月

人
口

計
生

局
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
弁

公
室

教
育

局
学

校
保

護
者

保
護

者
向

け
青

少
年

健
康

テ
キ

ス
ト

の
配

布
保

護
者

座
談

会
人

口
計

生
局

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

弁
公

室
教

育
局

学
校

青
少

年
1
0
0
人

青
少

年
健

康
ピ

ア
エ

デ
ュ

ケ
ー

シ
ョ

ン
リ

ー
ダ

ー
研

修
1
1
月

人
口

計
生

局
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
弁

公
室

教
育

局
学

校

教
師

教
師

対
象

健
康

行
動

知
識

研
修

1
回

/
半

年
人

口
計

生
局

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

弁
公

室
教

育
局

学
校

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

関
連

人
員

郷
鎮

技
術

サ
ー

ビ
ス

人
員

、
村

計
生

担
当

、
宣

伝
員

な
ど

計
画

生
育

サ
ー

ビ
ス

人
員

対
象

定
期

研
修

1
回

/
半

年
人

口
計

生
局

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

弁
公

室
県

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

衛
生

機
関

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

関
連

人
員

品
質

管
理

シ
ス

テ
ム

の
構

築
、

業
務

進
捗

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

段
階

的
な

効
果

評
価

、
人

員
能

力
強

化
、

介
入

活
動

の
質

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
指

導
通

年
人

口
計

生
局

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

弁
公

室
県

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

衛
生

機
関

唐 山 市 迁 西 県

児
童

期

6
1
,
6
4
3

(
0
-
1
2
歳

)

年
度

目
標

：
1
.
1
歳

未
満

の
乳

幼
児

の
日

常
ケ

ア
指

導
知

識
が

普
及

す
る

。

2
.
児

童
の

食
事

・
栄

養
指

導
知

識
が

普
及

す
る

。

3
.
児

童
に

よ
く

見
ら

れ
る

疾
病

の
発

病
率

が
下

が
り

、
健

康
指

導
チ

ラ
シ

（
処

方
）

を
配

布
さ

れ
る

。

4
.
保

護
者

と
教

師
に

対
し

て
全

面
に

児
童

健
康

教
育

宣
伝

冊
子

を
配

布
す

る
。

各
郷

鎮
の

3
-
5
パ

イ
ロ

ッ
ト

村
お

よ
び

そ
の

管
轄

の
幼

稚
園

*
全

県
1
7
郷

鎮
（

4
1
7
行

政
村

）

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

活
動

研
修

・
考

察
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
等

の
活

動

思
春

期

2
5
,
5
4
7

(
1
3
-
1
9
歳

)

年
度

目
標

：
1
.
思

春
期

生
理

知
識

が
普

及
す

る
。

2
.
思

春
期

栄
養

指
導

が
普

及
す

る
。

3
.
思

春
期

衛
生

知
識

指
導

が
普

及
す

る
。 4
.
健

康
行

為
知

識
が

普
及

す
る

。

5
.
ピ

ア
エ

デ
ュ

ケ
ー

タ
ー

研
修

に
合

格
す

る
青

少
年

が
増

加
す

る
。

1
7
郷

鎮
の

全
中

学
校

・
高

等
学

校

*
全

県
1
7
郷

鎮

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

活
動

研
修

・
考

察
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
等

の
活

動
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活
動

内
容

活
動

時
期

責
任

機
関

(
者

)
協

力
機

関
活

動
地

点
省

地 域
2
0
1
2
年

の
タ

ー
ゲ

ッ
ト

2
0
1
2
年

度
主

要
活

動

活
動

対
象

者

対
象

人
群

お
よ

び
全

人
口

(
人

)
*

年
度

目
標

／
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト

育
齢

人
群

生
殖

器
感

染
、

S
T
I
、

H
I
V
の

基
礎

知
識

、
性

行
為

感
染

ル
ー

ト
の

遮
断

に
関

す
る

講
座

お
よ

び
現

場
相

談
1
回

/
四

半
期

人
口

計
生

局
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
弁

公
室

郷
鎮

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

育
齢

人
群

イ
ン

フ
ォ

ー
ム

ド
チ

ョ
イ

ス
避

妊
薬

・
避

妊
器

具
の

使
用

方
法

と
注

意
事

項
、

望
ま

な
い

妊
娠

の
診

断
、

処
置

、
中

絶
後

の
注

意
事

項
に

関
す

る
講

座
お

よ
び

現
場

相
談

1
回

/
四

半
期

人
口

計
生

局
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
弁

公
室

郷
鎮

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

育
齢

人
群

“
拥

有
健

康
宝

贝
，

拥
有

健
康

家
（

元
気

な
赤

ち
ゃ

ん
、

健
康

な
家

庭
）

”
活

動
：

計
画

妊
娠

人
群

妊
娠

前
優

生
優

育
知

識
講

座
、

現
場

相
談

1
回

/
四

半
期

人
口

計
生

局
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
弁

公
室

郷
鎮

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

育
齢

人
群

“
我

健
康

，
来

自
妈

妈
呵

护
（

私
の

健
康

は
母

親
が

守
る

）
”

活
動

：
妊

娠
期

栄
養

保
健

、
産

後
回

復
ケ

ア
指

導
お

よ
び

産
前

健
診

知
識

、
産

褥
期

保
健

知
識

講
座

お
よ

び
現

場
指

導
1
回

/
四

半
期

人
口

計
生

局
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
弁

公
室

郷
鎮

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

育
齢

人
群

“
健

康
迁

西
，

幸
福

人
民

”
活

動
：

高
血

圧
、

糖
尿

病
な

ど
慢

性
疾

患
予

防
知

識
講

座
、

一
般

健
康

診
査

1
回

/
四

半
期

人
口

計
生

局
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
弁

公
室

郷
鎮

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

育
齢

人
群

郷
鎮

計
生

担
当

に
よ

る
郷

鎮
計

生
サ

ー
ビ

ス
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
に

お
け

る
健

診
後

の
健

康
教

育
お

よ
び

健
康

相
談

1
回

/
四

半
期

人
口

計
生

局
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
弁

公
室

郷
鎮

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

育
齢

人
群

村
の

ラ
ジ

オ
放

送
を

利
用

し
た

リ
プ

ロ
ダ

ク
テ

ィ
ブ

ヘ
ル

ス
と

慢
性

疾
患

予
防

知
識

の
健

康
教

育
、

住
民

集
会

時
の

宣
伝

資
料

の
配

布
1
回

/
四

半
期

人
口

計
生

局
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
弁

公
室

村
サ

ー
ビ

ス
室

育
齢

人
群

郷
鎮

政
府

所
在

地
へ

の
宣

伝
掲

示
板

、
黒

板
に

よ
る

健
康

教
育

（
少

な
く

と
も

3
ヶ

所
）

お
よ

び
定

期
的

な
内

容
更

新
、

村
へ

の
黒

板
、

宣
伝

掲
示

板
の

設
置

に
よ

る
健

康
教

育
（

少
な

く
と

も
1
ヶ

所
）

、
村

の
目

立
つ

場
所

で
の

宣
伝

ス
ロ

ー
ガ

ン
、

標
識

、
ポ

ス
タ

ー
に

よ
る

健
康

教
育

環
境

の
整

備
通

年
人

口
計

生
局

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

弁
公

室
郷

鎮
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー

育
齢

人
群

郷
鎮

に
よ

る
婚

育
学

校
教

室
の

開
催

、
よ

く
あ

る
婦

人
科

疾
患

お
よ

び
そ

の
予

防
・

衛
生

習
慣

に
関

す
る

講
義

、
V
C
D
に

よ
る

健
康

宣
伝

教
育

、
《

夫
の

巻
》

《
妻

の
巻

》
読

本
に

よ
る

リ
プ

ロ
ダ

ク
テ

ィ
ブ

ヘ
ル

ス
教

育
1
回

/
四

半
期

人
口

計
生

局
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
弁

公
室

郷
鎮

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

育
齢

人
群

上
級

技
術

人
員

に
よ

る
慢

性
疾

患
相

談
問

診
の

窓
口

開
設

通
年

人
口

計
生

局
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
弁

公
室

県
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
衛

生
機

関

育
齢

人
群

“
世

界
女

性
デ

ー
”

“
世

界
禁

煙
デ

ー
”

“
世

界
糖

尿
病

デ
ー

”
“

世
界

エ
イ

ズ
デ

ー
”

な
ど

の
宣

伝
日

を
利

用
し

た
広

場
無

料
相

談
、

高
血

圧
・

糖
尿

病
等

慢
性

疾
患

の
予

防
知

識
相

談
お

よ
び

一
般

健
康

診
査

重
大

祝
祭

日
人

口
計

生
局

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

弁
公

室
広

場

育
齢

人
群

・
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
の

ロ
ビ

ー
へ

の
健

康
窓

口
設

置
、

電
子

表
示

板
、

健
康

保
健

知
識

の
ル

ー
プ

放
送

、
資

料
棚

の
設

置
に

よ
る

家
庭

保
健

教
育

の
宣

伝
教

育
・

セ
ン

タ
ー

来
所

妊
婦

を
対

象
と

し
た

母
乳

栄
養

、
新

生
児

保
健

、
幼

児
早

期
教

育
、

父
親

ロ
ー

ル
プ

レ
イ

、
産

褥
期

保
健

等
の

知
識

宣
伝

資
料

の
配

布
・

入
退

院
後

の
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

、
健

康
教

育
、

相
談

通
年

人
口

計
生

局
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
弁

公
室

県
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
衛

生
機

関

育
齢

人
群

県
テ

レ
ビ

局
に

よ
る

“
空

中
课

堂
（

空
中

教
室

）
”

に
お

け
る

家
庭

保
健

知
識

の
定

時
放

送
1
回

/
週

人
口

計
生

局
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
弁

公
室

テ
レ

ビ
局

育
齢

人
群

県
全

域
育

齢
人

群
を

対
象

と
し

た
県

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

に
よ

る
健

康
教

育
、

健
康

相
談

（
医

療
関

係
者

の
技

術
資

質
、

知
識

技
能

、
各

担
当

を
統

合
し

て
実

施
）

通
年

人
口

計
生

局
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
弁

公
室

県
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
衛

生
機

関

育
齢

人
群

重
点

人
群

へ
の

教
育

の
重

視
：

公
共

の
娯

楽
場

所
に

お
け

る
麻

薬
・

H
I
V
・

S
T
I
予

防
宣

伝
マ

ニ
ュ

ア
ル

、
コ

ン
ド

ー
ム

の
配

布
1
回

/
半

年
人

口
計

生
局

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

弁
公

室
娯

楽
場

所

育
齢

人
群

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

各
診

察
室

医
師

に
よ

る
健

康
フ

ァ
イ

ル
作

成
、

健
診

機
会

や
家

庭
訪

問
を

利
用

し
た

健
康

相
談

、
電

話
で

の
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

、
双

方
向

性
の

リ
フ

ァ
ー

体
制

の
確

立
な

ど
活

動
を

通
し

た
健

康
診

査
と

健
康

教
育

の
有

機
的

結
合

活
動

通
年

人
口

計
生

局
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
弁

公
室

県
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
衛

生
機

関

育
齢

人
群

計
画

妊
娠

育
齢

人
群

男
女

対
象

の
妊

娠
前

、
妊

娠
期

健
康

診
査

通
年

人
口

計
生

局
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
弁

公
室

県
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
衛

生
機

関

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

関
連

人
員

県
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
チ

ー
ム

に
よ

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
関

連
人

員
へ

の
不

定
期

聞
き

取
り

調
査

お
よ

び
研

修
1
回

/
四

半
期

人
口

計
生

局
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
弁

公
室

衛
生

局
県

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

衛
生

機
関

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

関
連

人
員

自
己

管
理

グ
ル

ー
プ

長
、

村
計

生
担

当
、

村
宣

伝
員

を
対

象
と

し
た

末
端

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

組
織

作
用

の
発

揮
、

宣
伝

効
果

の
向

上
を

目
的

と
し

た
健

康
教

育
研

修
1
回

/
四

半
期

人
口

計
生

局
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
弁

公
室

県
郷

鎮
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

関
連

人
員

県
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
弁

公
室

の
学

術
交

流
、

専
門

テ
ー

マ
講

座
、

派
遣

人
員

研
修

、
外

部
視

察
を

通
し

て
の

研
修

の
強

化
1
回

/
四

半
期

人
口

計
生

局
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
弁

公
室

衛
生

局
県

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

関
連

人
員

品
質

管
理

シ
ス

テ
ム

の
構

築
、

業
務

進
捗

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

段
階

的
な

効
果

評
価

、
人

員
能

力
強

化
、

介
入

活
動

の
質

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
指

導
通

年
人

口
計

生
局

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

弁
公

室
県

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

衛
生

機
関

中
高

年
人

群
中

高
年

の
高

血
圧

・
糖

尿
病

な
ど

慢
性

疾
患

予
防

知
識

講
座

、
相

談
、

健
康

教
育

小
処

方
と

宣
伝

資
料

の
配

布
1
回

/
四

半
期

人
口

計
生

局
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
弁

公
室

衛
生

局
郷

鎮
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー

中
高

年
人

群
栄

養
指

導
知

識
講

座
、

健
康

相
談

1
回

/
四

半
期

人
口

計
生

局
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
弁

公
室

衛
生

局
郷

鎮
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー

中
高

年
人

群
“

维
护

口
腔

健
康

，
提

高
生

命
质

量
”

活
動

、
口

腔
衛

生
、

予
防

知
識

宣
伝

、
宣

伝
資

料
と

図
録

の
配

布
、

一
般

口
腔

検
査

1
回

/
半

年
人

口
計

生
局

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

弁
公

室
衛

生
局

郷
鎮

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

中
高

年
人

群
“

健
康

在
你

手
中

”
健

康
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

理
念

の
提

唱
宣

伝
活

動
、

社
区

住
民

に
対

す
る

積
極

的
な

心
身

健
康

活
動

へ
の

先
導

、
“

疾
病

に
金

を
使

う
”

受
身

体
制

か
ら

“
健

康
に

投
資

す
る

”
主

体
的

な
行

動
へ

の
先

導
、

宣
伝

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

配
布

1
回

/
半

年
人

口
計

生
局

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

弁
公

室
文

化
体

育
局

広
場

中
高

年
人

群

“
健

康
迁

西
、

幸
福

人
民

”
中

高
年

の
健

康
診

査
活

動
：

受
診

者
へ

の
結

果
通

知
、

健
康

フ
ァ

イ
ル

作
成

、
確

定
診

断
後

の
高

血
圧

と
2
型

糖
尿

病
患

者
の

慢
性

疾
患

治
療

管
理

、
リ

ス
ク

人
群

に
対

す
る

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
訪

問
、

中
高

年
全

員
を

対
象

と
し

た
慢

性
疾

患
リ

ス
ク

要
因

、
高

血
圧

、
糖

尿
病

に
関

す
る

健
康

教
育

通
年

人
口

計
生

局
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
弁

公
室

衛
生

局
県

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

、
衛

生
機

関

中
高

年
人

群
世

界
衛

生
デ

ー
、

糖
尿

病
デ

ー
な

ど
の

特
定

宣
伝

日
を

利
用

し
た

中
高

年
対

象
の

街
頭

無
料

健
診

（
健

康
状

況
評

価
、

身
体

検
査

、
補

助
検

査
、

慢
性

疾
患

に
関

連
し

た
喫

煙
・

飲
酒

な
ど

の
健

康
行

動
、

現
病

歴
聞

き
取

り
な

ど
）

宣
伝

日
人

口
計

生
局

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

弁
公

室
文

化
体

育
局

広
場

中
高

年
人

群
郷

鎮
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
と

村
の

宣
伝

室
に

黒
板

、
シ

ョ
ー

・
ウ

イ
ン

ド
を

利
用

す
る

健
康

教
育

、
月

一
回

変
更

す
る

分
か

り
易

く
、

実
用

性
の

あ
る

保
健

知
識

の
刊

行
通

年
人

口
計

生
局

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

弁
公

室
郷

鎮
・

村
レ

ベ
ル

宣
伝

室

中
高

年
人

群
活

動
室

な
ど

を
利

用
し

た
定

期
高

齢
者

フ
ィ

ッ
ト

ネ
ス

、
ボ

ー
ド

ゲ
ー

ム
大

会
・

ヤ
ン

コ
ー

（
秧

歌
：

中
国

の
民

間
舞

踊
）

を
通

し
て

の
早

朝
フ

ィ
ッ

ト
ネ

ス
活

動
1
回

/
月

人
口

計
生

局
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
弁

公
室

文
化

体
育

局
健

身
広

場

中
高

年
人

群
県

の
テ

レ
ビ

局
に

よ
る

“
空

中
课

堂
（

空
中

教
室

）
”

に
お

け
る

家
庭

保
健

知
識

の
定

時
放

送
1
回

/
月

人
口

計
生

局
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
弁

公
室

ラ
ジ

オ
局

テ
レ

ビ
局

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

関
連

人
員

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

郷
鎮

技
術

サ
ー

ビ
ス

人
員

、
村

計
生

担
当

、
宣

伝
員

、
関

係
協

力
部

門
サ

ー
ビ

ス
人

員
対

象
研

修
1
回

/
四

半
期

人
口

計
生

局
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
弁

公
室

衛
生

局
県

郷
鎮

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

衛
生

機
関

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

関
連

人
員

県
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
弁

公
室

の
学

術
交

流
、

専
門

テ
ー

マ
講

座
、

派
遣

人
員

研
修

、
外

部
視

察
を

通
し

て
の

研
修

の
強

化
、

月
1
回

の
業

務
学

習
、

年
1
回

の
業

務
評

価
1
回

/
四

半
期

人
口

計
生

局
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
弁

公
室

衛
生

局
県

郷
鎮

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

関
連

人
員

自
己

管
理

グ
ル

ー
プ

長
、

村
計

生
担

当
、

村
宣

伝
員

を
対

象
と

し
た

末
端

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

組
織

作
用

の
発

揮
、

宣
伝

効
果

の
向

上
を

目
的

と
し

た
健

康
教

育
研

修
1
回

/
四

半
期

人
口

計
生

局
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
弁

公
室

衛
生

局
県

郷
鎮

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

関
連

人
員

品
質

管
理

シ
ス

テ
ム

の
構

築
、

業
務

進
捗

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

段
階

的
な

効
果

評
価

、
人

員
能

力
強

化
、

介
入

活
動

の
質

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
指

導
1
回

/
月

人
口

計
生

局
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
弁

公
室

県
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
衛

生
機

関

育
齢

期

1
3
9
,
9
4
9

(
2
0
-
4
4
歳

)

年
度

目
標

：
1
.
生

殖
系

統
関

連
疾

患
の

科
学

予
防

知
識

を
普

及
す

る

2
.
育

齢
人

群
が

計
画

妊
娠

、
妊

娠
生

理
知

識
、

妊
娠

前
、

産
前

の
科

学
優

生
優

育
知

識
を

普
及

し
、

男
性

育
齢

人
群

の
健

康
教

育
カ

バ
ー

面
を

大
き

く
し

、
科

学
規

範
に

沿
っ

た
葉

酸
の

補
充

を
強

化
す

る
。

3
.
計

画
妊

娠
育

齢
人

群
の

妊
娠

前
、

産
前

健
診

の
カ

バ
ー

率
が

上
昇

す
る

。

4
.
厳

格
-
規

範
的

な
生

殖
健

診
と

フ
ァ

イ
ル

作
成

（
を

実
施

す
る

。
）

5
.
男

性
と

女
性

の
生

殖
生

理
衛

生
知

識
、

避
妊

薬
・

器
具

、
避

妊
知

識
を

普
及

す
る

。

6
.
産

褥
期

保
健

知
識

を
普

及
す

る
。

7
.
育

齢
人

群
の

慢
性

疾
患

予
防

保
健

知
識

を
普

及
し

、
慢

性
疾

患
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

検
査

を
実

施
す

る
。

8
.
育

齢
人

群
に

対
し

て
健

康
教

育
小

処
方

（
健

康
教

育
指

導
チ

ラ
シ

）
を

配
布

す
る

。

9
.
育

齢
人

群
に

対
し

て
宣

伝
冊

子
を

配
布

す
る

。

各
郷

鎮
の

3
-
5
パ

イ
ロ

ッ
ト

村 *
全

県
1
7
郷

鎮
(
4
1
7
行

政
村

）

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

活
動

研
修

・
考

察
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
等

の
活

動

中
高

年

1
3
9
,
7
4
2

(
4
5
歳

以
上

)

年
度

目
標

：
1
.
中

高
年

の
よ

く
あ

る
慢

性
疾

患
の

予
防

保
健

知
識

を
普

及
し

、
疾

患
予

防
の

意
識

を
高

め
、

慢
性

疾
患

の
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

と
フ

ァ
イ

ル
作

成
を

全
面

に
展

開
す

る
。

2
.
健

康
な

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
、

行
為

習
慣

（
倡

导
）

の
カ

バ
ー

面
を

増
大

す
る

。 3
.
中

高
年

の
食

事
・

栄
養

指
導

知
識

を
普

及
す

る
。

4
.
慢

性
疾

患
の

食
事

・
栄

養
指

導
知

識
を

普
及

す
る

。

5
.
中

高
年

に
対

し
て

健
康

教
育

小
処

方
を

配
布

す
る

。

6
．

健
康

教
育

宣
伝

冊
子

を
配

布
す

る
。

各
郷

鎮
の

3
-
5
パ

イ
ロ

ッ
ト

村 *
全

県
1
8
郷

鎮
(
4
1
7
行

政
村

）

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

活
動

研
修

・
考

察
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
等

の
活

動
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活
動

内
容

活
動

時
期

責
任

機
関

(
者

)
協

力
機

関
活

動
地

点
省

地 域
2
0
1
2
年

の
タ

ー
ゲ

ッ
ト

2
0
1
2
年

度
主

要
活

動

活
動

対
象

者

対
象

人
群

お
よ

び
全

人
口

(
人

)
*

年
度

目
標

／
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト

育
齢

人
群

テ
レ

ビ
専

門
テ

ー
マ

番
組

の
開

設
通

年
姚

为
好

テ
レ

ビ
局

 
テ

レ
ビ

局
 

育
齢

人
群

2
0
,
0
0
0
份

配
布

宣
伝

資
料

の
配

布
4
月

李
刚

婦
人

連
合

、
郷

所
 

郷
村

 

育
齢

人
群

6
0
0
人

専
門

テ
ー

マ
講

座
の

開
催

5
,
6
,
7
月

许
义

珍
県

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

、
郷

所
、

県
医

院
等

衛
生

機
関

、
婦

人
連

合
村

室

育
齢

人
群

宣
伝

掲
示

板
の

設
置

5
月

倪
振

林
郷

鎮
計

生
弁

公
室

県
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
郷

所
村

室

育
齢

人
群

相
談

外
来

の
設

置
通

年
许

义
珍

県
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
、

郷
所

育
齢

人
群

相
談

ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン

の
開

設
通

年
県

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

、
郷

所

育
齢

人
群

健
康

教
育

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

の
開

設
通

年
毕

茂
林

県
計

生
委

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

入
院

中
の

産
婦

1
,
0
0
0
人

入
院

分
娩

期
間

に
お

け
る

通
常

宣
伝

教
育

通
年

许
义

诊
県

計
生

委
県

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

育
齢

女
性

村
の

家
庭

訪
問

に
よ

る
フ

ォ
ー

ロ
ア

ッ
プ

通
年

郷
サ

ー
ビ

ス
所

所
長

郷
、

村
／

計
生

弁
家

庭

育
齢

男
性

男
性

リ
プ

ロ
ダ

ク
テ

ィ
ブ

ヘ
ル

ス
デ

ー
に

お
け

る
宣

伝
、

無
料

健
診

通
年

（
原

文
マ

マ
）

姚
为

好
県

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

、
郷

所
広

場

育
齢

人
群

1
,
0
0
0
人

福
渡

鎮
育

齢
人

群
健

康
診

査
6
月

许
义

珍
医

療
衛

生
機

関
、

婦
人

連
合

、
郷

所
村

室

育
齢

人
群

1
,
0
0
0
人

赫
店

鎮
育

齢
人

群
健

康
診

査
7
月

许
义

诊
医

療
衛

生
機

関
、

婦
人

連
合

、
郷

所
村

室

育
齢

人
群

1
,
0
0
0
人

十
里

墩
郷

育
齢

人
群

健
康

診
査

8
月

许
义

诊
医

療
衛

生
機

関
、

婦
人

連
合

、
郷

所
村

室

県
、

郷
の

技
術

人
員

1
7
6
人

県
・

郷
鎮

レ
ベ

ル
で

の
健

康
教

育
講

師
養

成
研

修
5
月

李
刚

県
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー

郷
鎮

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

事
務

所
3
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
5
月

伍
栋

材
パ

イ
ロ

ッ
ト

郷
鎮

育
齢

人
群

健
康

教
育

効
果

評
価

7
月

伍
栋

材
郷

所
、

統
計

局
パ

イ
ロ

ッ
ト

郷
鎮

（
記

載
な

し
）

健
康

診
査

効
果

評
価

9
月

伍
栋

材
郷

所
、

統
計

局
県

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

中
高

年
人

群
テ

レ
ビ

専
門

テ
ー

マ
番

組
の

開
設

通
年

姚
为

好
 

テ
レ

ビ
局

 
テ

レ
ビ

局
 

中
高

年
人

群
1
5
,
0
0
0
份

配
布

宣
伝

資
料

の
配

布
4
月

李
 
刚

郷
所

 
村

室
、

敬
老

院
 

中
高

年
人

群
8
0
0
人

専
門

テ
ー

マ
講

座
の

開
催

7
,
8
,
9
月

许
义

珍
県

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

、
郷

所
、

県
医

院
等

衛
生

機
関

、
民

政
局

村
室

、
敬

老
院

 

中
高

年
人

群
宣

伝
掲

示
板

の
設

置
5
月

倪
振

林
 

郷
鎮

計
生

弁
公

室
 

県
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
、

郷
所

、
村

室

中
高

年
人

群
相

談
外

来
の

設
置

通
年

许
义

珍
県

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

、
郷

所

中
高

年
人

群
相

談
ホ

ッ
ト

ラ
イ

ン
の

開
設

通
年

県
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
、

郷
所

中
高

年
人

群
健

康
教

育
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
の

開
設

通
年

毕
茂

林
 

県
計

生
委

県
計

生
委

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

中
高

年
人

群
“

重
阳

节
”

（
敬

老
の

日
）

の
宣

伝
教

育
、

無
料

健
診

9
月

9
日

姚
为

好
県

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

、
郷

所
広

場

中
高

年
1
,
1
0
0
人

福
渡

鎮
中

高
年

人
群

健
康

診
査

8
月

许
义

珍
県

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

、
郷

所
、

衛
生

機
関

、
民

政
局

村
室

、
敬

老
院

中
高

年
1
,
1
0
0
人

赫
店

鎮
中

高
年

人
群

健
康

診
査

9
月

许
义

珍
県

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

、
郷

所
、

衛
生

機
関

、
民

政
局

村
室

、
敬

老
院

 

中
高

年
1
,
1
0
0
人

十
里

墩
郷

中
高

年
人

群
健

康
診

査
1
0
月

许
义

珍
県

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

、
郷

所
、

衛
生

機
関

、
民

政
局

村
室

、
敬

老
院

 

中
高

年
健

康
教

育
効

果
評

価
1
2
月

伍
栋

材
郷

所
、

統
計

局
郷

村
、

敬
老

院

（
記

載
な

し
）

健
康

診
査

効
果

評
価

1
2
月

伍
栋

材
郷

所
、

統
計

局
県

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

1
6
郷

鎮
、

開
発

区
の

児
童

の
保

護
者

1
0
,
0
0
0
人

児
童

に
よ

く
み

ら
れ

る
疾

患
予

防
知

識
テ

レ
ビ

講
座

各
村

1
回

/
半

年
郷

所
所

長
郷

所
村

居
人

口
学

校

1
6
郷

鎮
、

開
発

区
の

児
童

、
保

護
者

1
0
,
0
0
0
人

3
才

以
上

児
童

対
象

健
康

生
活

習
慣

養
成

宣
伝

掲
示

板
各

学
校

1
回

/
半

年
张

慧
県

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

、
郷

所
郷

村
小

学
校

1
6
郷

鎮
、

開
発

区
の

乳
児

の
保

護
者

1
,
5
0
0
人

1
才

未
満

乳
児

の
日

常
ケ

ア
、

栄
養

知
識

健
康

教
育

（
家

庭
訪

問
）

通
年

郷
所

所
長

郷
所

家
庭

1
6
郷

鎮
、

開
発

区
の

児
童

、
保

護
者

1
,
8
0
0
人

児
童

う
歯

・
貧

血
予

防
の

広
場

宣
伝

1
回

/
年

杨
运

琪
県

人
口

計
生

委
郷

鎮
人

口
集

中
地

区

1
6
郷

鎮
、

開
発

区
の

0
-
6
才

児
童

1
0
,
0
0
0
人

0
-
6
才

児
童

の
身

体
診

査
不

定
期

沈
言

喜
県

衛
生

局
県

郷
村

衛
生

院
1
6
郷

鎮
、

開
発

区
の

児
童

、
保

護
者

1
,
0
0
0
人

保
健

知
識

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

6
回

/
年

更
新

张
慧

県
人

口
委

県
人

口
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
1
6
郷

鎮
、

開
発

区
の

児
童

の
保

護
者

2
0
,
0
0
0
人

シ
ョ

ー
ト

メ
ッ

セ
ー

ジ
の

送
信

通
年

村
居

計
生

担
当

村
居

村
室

1
6
郷

鎮
、

開
発

区
の

児
童

、
保

護
者

の
べ

1
,
0
0
0
人

相
談

ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン

の
設

置
通

年
朱

小
梦

県
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
、

郷
所

県
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
、

郷
所

県
・

郷
鎮

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

人
員

6
0
人

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

研
修

4
月

余
银

中
県

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

県
ス

テ
ー

シ
ョ

ン

郷
鎮

・
所

人
員

2
0
人

サ
ー

ビ
ス

人
員

交
代

研
修

2
ヶ

月
/
人

张
霞

県
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
県

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

郷
鎮

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

1
回

/
半

年
张

霞
県

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

郷
鎮

関
連

部
門

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

協
調

会
議

1
-
2
回

/
年

程
玉

平
県

人
口

委
県

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

弁
公

室

郷
鎮

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

評
価

1
回

/
年

程
玉

平
県

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

弁
公

室
郷

鎮

1
6
郷

鎮
、

開
発

区
の

既
婚

育
齢

女
性

2
0
,
0
0
0
人

婦
人

科
疾

患
予

防
知

識
講

座
各

村
1
回

/
半

年
郷

所
所

長
郷

所
村

居
人

口
学

校

1
6
郷

鎮
、

開
発

区
の

育
齢

人
群

2
0
,
0
0
0
人

慢
性

疾
患

予
防

知
識

講
座

各
村

1
回

/
半

年
杨

运
琪

 
県

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

、
郷

所
村

居
人

口
学

校

1
6
郷

鎮
、

開
発

区
の

育
齢

人
群

2
,
0
0
0
人

保
健

知
識

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

　
1
回

/
2
ヶ

月
更

新
张

慧
県

人
口

委
県

人
口

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

1
6
郷

鎮
、

開
発

区
の

育
齢

人
群

2
0
,
0
0
0
人

メ
ッ

セ
ー

ジ
の

送
信

不
定

期
村

居
計

生
担

当
 

村
居

村
室

1
6
郷

鎮
、

開
発

区
の

関
連

人
群

5
,
0
0
0
人

個
別

相
談

通
年

朱
小

梦
県

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

、
郷

所
県

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

、
郷

所
、

家
庭

1
6
郷

鎮
、

開
発

区
の

既
婚

育
齢

女
性

2
0
,
0
0
0
人

婦
人

科
疾

患
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

通
年

张
霞

県
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
、

郷
所

県
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
、

郷
所

、
村

室

1
6
郷

鎮
、

開
発

区
の

3
5
歳

以
上

育
齢

男
性

5
,
0
0
0
人

高
血

圧
症

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
通

年
郷

所
所

長
郷

所
郷

所
、

村
室

、
家

庭
訪

問

県
・

郷
鎮

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

人
員

6
0
人

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

研
修

4
月

余
银

中
県

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

県
ス

テ
ー

シ
ョ

ン

郷
鎮

・
所

人
員

2
0
人

サ
ー

ビ
ス

人
員

交
代

研
修

2
ヶ

月
/
人

张
霞

県
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
県

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

郷
鎮

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

1
回

/
半

年
张

霞
県

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

郷
鎮

関
係

部
門

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

協
調

会
議

1
-
2
回

/
年

程
玉

平
県

人
口

委
県

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

弁
公

室

郷
鎮

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

評
価

1
回

/
年

程
玉

平
県

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

弁
公

室
郷

鎮

安 徽 省

蕪 湖 市 無 為 県

育
齢

期

5
2
7
,
0
0
0

(
2
0
-
4
4
歳

)

年
度

目
標

：
福

渡
、

赫
店

、
十

里
墩

の
3
パ

イ
ロ

ッ
ト

郷
鎮

の
介

入
人

群
の

保
健

サ
ー

ビ
ス

状
況

を
改

善
す

る
。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

1
.
介

入
群

の
生

活
習

慣
病

予
防

能
力

が
向

上
す

る
。

2
.
介

入
群

の
生

殖
系

統
関

連
疾

患
予

防
能

力
が

向
上

す
る

。

3
.
介

入
群

の
健

康
診

査
受

診
割

合
が

高
く

な
る

。

福
渡

镇
、

赫
店

镇
、

十
里

墩
乡

の
3
パ

イ
ロ

ッ
ト

郷
鎮

*
全

県
2
3
郷

鎮

六 安 市 霍 山 県

児
童

期

3
6
,
7
4
2

（
0
-
1
2
歳

）

1
7
,
7
4
2

（
0
-
6
歳

）

年
度

目
標

：
児

童
の

健
康

教
育

知
識

が
普

及
す

る
。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

1
.
児

童
の

健
康

保
健

知
識

が
普

及
す

る
。 2
.
児

童
の

健
康

サ
ー

ビ
ス

レ
ベ

ル
と

サ
ー

ビ
ス

能
力

が
向

上
す

る
。

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

活
動

研
修

・
考

察
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
等

の
活

動

中
高

年

4
1
4
,
0
0
0

(
4
5
歳

以
上

)

年
度

目
標

：
福

渡
、

赫
店

、
十

里
墩

の
3
パ

イ
ロ

ッ
ト

郷
鎮

の
介

入
人

群
の

保
健

サ
ー

ビ
ス

状
況

を
改

善
す

る
。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

1
.
介

入
群

の
高

血
圧

、
糖

尿
病

、
癌

な
ど

の
疾

病
の

予
防

能
力

が
高

ま
る

。

2
.
介

入
群

の
栄

養
と

健
康

食
生

活
知

識
が

高
ま

る
。

3
.
介

入
群

の
健

康
診

査
健

診
率

が
高

ま
る

福
渡

镇
、

赫
店

镇
、

十
里

墩
乡

の
3
パ

イ
ロ

ッ
ト

郷
鎮

*
全

県
2
3
郷

鎮

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

活
動

研
修

・
考

察
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
等

の
活

動

（
特

に
記

載
な

し
）

*
全

県
1
6
郷

鎮

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

活
動

研
修

・
考

察
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
等

の
活

動

育
齢

期

1
5
4
,
1
2
6

（
2
0
-
4
4
歳

）

年
度

目
標

：
育

齢
人

群
の

健
康

保
健

意
識

が
増

強
す

る
。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

1
.
育

齢
人

群
の

健
康

サ
ー

ビ
ス

レ
ベ

ル
と

サ
ー

ビ
ス

能
力

が
向

上
す

る
。

2
.
育

齢
人

群
の

慢
性

疾
患

等
保

健
知

識
が

普
及

す
る

。

（
特

に
記

載
な

し
）

*
全

県
1
6
郷

鎮

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

活
動

研
修

・
考

察
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
等

の
活

動
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活
動

内
容

活
動

時
期

責
任

機
関

(
者

)
協

力
機

関
活

動
地

点
省

地 域
2
0
1
2
年

の
タ

ー
ゲ

ッ
ト

2
0
1
2
年

度
主

要
活

動

活
動

対
象

者

対
象

人
群

お
よ

び
全

人
口

(
人

)
*

年
度

目
標

／
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト

育
齢

人
群

全
員

相
談

の
べ

4
0
人

配
布

6
,
0
0
0
部

健
診

6
0
人

“
双

节
”

(
二

つ
の

祭
日

)
宣

伝
活

動
月

を
利

用
し

た
健

康
相

談
、

宣
伝

品
の

配
布

、
健

康
教

育
と

健
康

相
談

の
実

施
1
月

管
陆

洋
各

郷
鎮

、
県

人
口

計
生

委
宣

伝
科

、
県

テ
レ

ビ
局

、
県

文
連

各
郷

鎮
、

県
城

主
要

街
道

育
齢

人
群

の
べ

1
0
,
0
0
0
人

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

“
爱

心
服

务
团

（
愛

心
サ

ー
ビ

ス
団

）
”

に
よ

る
健

康
教

育
、

健
康

相
談

、
基

本
的

健
診

3
月

以
降

、
1
回

/
週

任
运

霞
各

郷
鎮

、
衛

生
部

門
郷

村

育
齢

人
群

県
の

人
口

計
生

委
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
に

お
け

る
健

康
知

識
コ

ラ
ム

の
設

置
1
回

/
月

以
上

更
新

李
红

霞
県

人
口

計
生

委
、

情
報

セ
ン

タ
ー

県
人

口
計

生
委

育
齢

人
群

全
員

1
5
0
ヶ

県
、

郷
、

村
の

宣
伝

掲
示

板
の

設
置

1
回

/
四

半
期

更
新

管
陆

洋
県

人
口

計
生

委
、

各
郷

鎮
県

城
、

郷
村

育
齢

女
性

の
べ

2
0
,
0
0
0
人

“
生

殖
健

康
进

家
庭

”
健

康
教

育
、

健
康

相
談

、
健

康
診

査
3
,
9
月

杨
军

英
各

郷
鎮

、
県

人
口

計
生

委
、

技
術

科
県

計
生

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

、
郷

村

育
齢

人
群

の
べ

1
0
,
0
0
0
人

“
国

家
免

费
孕

前
优

生
健

康
检

查
项

目
（

国
家

無
料

妊
娠

前
優

生
健

康
診

査
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
）

”
を

利
用

し
た

新
婚

夫
婦

と
計

画
妊

娠
夫

婦
対

象
の

健
康

教
育

、
健

康
相

談
、

健
康

診
査

通
年

邵
志

敏
県

計
生

サ
ー

ビ
ス

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

、
各

郷
鎮

県
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー

育
齢

女
性

の
べ

1
,
6
0
0
人

よ
く

み
ら

れ
る

婦
人

科
疾

患
(
子

宮
頸

が
ん

)
お

よ
び

男
性

大
腸

が
ん

の
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

、
健

康
指

導
3
-
1
2
月

杨
军

英
衛

生
部

門
、

県
健

診
セ

ン
タ

ー
県

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

育
齢

人
群

の
べ

1
,
0
0
0
人

育
齢

期
保

健
知

識
シ

リ
ー

ズ
講

座
1
回

/
月

管
陆

洋
婦

人
連

合
県

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

育
齢

人
群

ラ
ジ

オ
、

テ
レ

ビ
番

組
に

お
け

る
育

齢
人

群
健

康
知

識
普

及
番

組
の

開
設

1
回

/
週

、
1
回

/
月

更
新

李
晓

光
県

テ
レ

ビ
局

県
テ

レ
ビ

局

育
齢

人
群

相
談

の
べ

3
0
0

人 配
布

5
0
0
0
部

“
世

界
衛

生
デ

ー
”

“
5
月

2
9
日

協
会

记
念

日
”

“
高

血
圧

デ
ー

”
を

利
用

し
た

健
康

教
育

、
健

康
相

談
4
,
5
,
1
0
月

管
陆

洋
県

衛
生

部
門

、
県

計
生

協
会

、
各

郷
鎮

郷
村

、
県

城
主

要
街

道

育
齢

人
群

の
べ

5
0
0
人

不
妊

不
育

症
の

治
療

通
年

邵
志

敏
各

郷
鎮

、
衛

生
部

門
県

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

育
齢

人
群

カ
バ

ー
率

8
0
％

以
高

血
圧

、
糖

尿
病

の
初

級
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

、
健

康
指

導
、

分
類

処
理

2
0
1
2
年

管
陆

洋
県

人
口

計
生

委
、

衛
生

部
門

郷
衛

生
院

、
村

衛
生

室

育
齢

人
群

8
0
0
人

乳
が

ん
の

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
、

健
康

指
導

8
-
1
1
月

杨
军

英
衛

生
部

門
、

県
健

診
セ

ン
タ

ー
県

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

育
齢

人
群

フ
ォ

ロ
ー

率
9
0
％
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

の
結

果
の

分
類

処
理

、
フ

ォ
ー

ロ
ア

ッ
プ

訪
問

サ
ー

ビ
ス

　
*
上

記
活

動
に

連
動

9
-
1
2
月

杨
军

英
衛

生
部

門
県

健
診

セ
ン

タ
ー

県
・

郷
鎮

の
技

術
人

員
技

術
人

員
研

修
1
回

/
四

半
期

任
运

霞
招

聘
専

門
家

県
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
県

・
郷

鎮
の

技
術

人
員

技
術

人
員

の
職

場
で

の
競

技
活

動
6
月

王
素

芹
県

人
口

計
生

委
技

術
科

県
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
県

・
郷

鎮
の

技
術

人
員

技
術

人
員

の
他

地
域

の
研

修
通

年
杨

军
英

省
、

市
衛

生
部

門
県

・
郷

鎮
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
人

員
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
業

務
会

議
1
回

/
四

半
期

管
陆

洋
県

人
口

計
生

委
県

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

社
会

人
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
サ

ー
ビ

ス
チ

ー
ム

の
結

成
6
月

以
前

李
自

强
県

直
各

部
門

、
各

郷
鎮

大
型

広
場

衛
生

、
婦

人
連

合
な

ど
の

部
門

間
協

調
会

議
1
回

/
半

年
李

自
强

衛
生

部
門

、
婦

人
連

合
等

未
定

郷
鎮

・
村

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

1
回

/
四

半
期

李
自

强
県

人
口

計
生

委
、

各
郷

鎮
各

郷
鎮

県
・

郷
鎮

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

評
価

1
回

/
半

年
李

自
强

県
人

口
計

生
委

、
各

郷
鎮

県
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
、

各
郷

鎮

タ
ー

ゲ
ッ

ト
グ

ル
ー

プ
全

員
相

談
3
0
人

配
布

6
,
0
0
0
部

健
診

1
0
0
人

“
双

节
”

(
二

つ
の

祭
日

)
宣

伝
活

動
月

を
利

用
し

た
相

談
所

の
設

置
、

宣
伝

品
の

配
布

、
健

康
教

育
と

健
康

相
談

の
実

施
1
月

管
陆

洋
各

郷
鎮

、
県

人
口

計
生

委
、

宣
伝

科
、

テ
レ

ビ
局

各
郷

鎮
、

県
城

主
要

街
道

留
守

の
高

齢
者

、
“

奨
扶

・
特

扶
”

タ
ー

ゲ
ッ

ト
、

計
画

生
育

の
家

庭
健

診
1
,
0
0
0
人

配
布

2
,
0
0
0
部

留
守

高
齢

者
、

“
奨

扶
・

特
扶

タ
ー

ゲ
ッ

ト
”

、
計

生
家

庭
の

健
康

教
育

、
健

康
診

査
1
月

杨
军

英
県

家
庭

保
健

健
診

セ
ン

タ
ー

県
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー

中
高

年
人

員
グ

ル
ー

プ
1
回

/
週

、
の

べ
2
,
0
0
0
人

/
年

家
保

セ
ン

タ
ー

の
“

爱
心

”
サ

ー
ビ

ス
チ

ー
ム

、
中

高
年

人
員

グ
ル

ー
プ

タ
ー

ゲ
ッ

ト
に

対
す

る
健

康
教

育
、

健
康

相
談

サ
ー

ビ
ス

（
重

点
活

動
）

お
よ

び
健

康
診

査
（

補
助

活
動

）
の

実
施

1
回

/
週

、
3
月

-
任

运
霞

各
郷

鎮
衛

生
部

門
郷

村
、

郷
衛

生
院

6
5
歳

以
上

高
齢

者
グ

ル
ー

プ
、

6
0
歳

以
上

独
居

高
齢

者
の

べ
3
0
,
0
0
0
人

衛
生

部
門

と
連

携
し

た
“

夕
阳

红
的

春
天

”
保

健
サ

ー
ビ

ス
活

動
の

実
施

1
回

/
四

半
期

管
陆

洋
衛

生
部

門
、

民
政

部
門

、
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
県

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

、
郷

衛
生

院
、

敬
老

院

中
高

年
人

員
グ

ル
ー

プ
テ

レ
ビ

放
送

の
中

高
年

主
題

コ
ラ

ム
の

設
置

1
回

/
週

、
1
回

/
月

更
新

李
晓

光
県

テ
レ

ビ
局

放
送

テ
レ

ビ
局

4
5
-
6
5
歳

中
高

年
の

べ
5
0
0
人

シ
リ

ー
ズ

知
識

講
座

の
実

施
（

更
年

期
、

慢
性

病
と

健
康

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
お

よ
び

栄
養

指
導

）
1
回

/
四

半
期

杨
军

英
衛

生
部

門
、

県
計

生
サ

ー
ビ

ス
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
県

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

定
年

人
員

(
退

休
、

離
休

)
の

べ
2
0
0
人

“
九

九
重

阳
节

”
（

敬
老

の
日

）
を

利
用

し
た

“
情

注
中

高
年

，
金

秋
送

健
康

”
活

動
（

健
康

相
談

、
健

康
診

査
）

の
実

施
9
月

任
运

霞
県

家
庭

保
健

健
診

セ
ン

タ
ー

、
衛

生
部

門
県

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

中
高

年
人

4
社

区
、

8
0
行

政
“

我
运

动
，

我
健

康
，

我
快

乐
”

ス
ポ

ー
ツ

運
動

の
提

唱
、

中
高

年
の

文
芸

出
演

、
健

診
体

操
活

動
の

主
春

季
、

夏
季

管
陆

洋
広

場
、

郷
村

中
高

年
人

員
グ

ル
ー

プ
最

低
1
回

/
月

更
新
計

生
オ

フ
ィ

シ
ャ

ル
サ

イ
ト

の
中

高
年

保
健

知
識

コ
ラ

ム
の

開
設

1
回

/
月

更
新

李
红

霞
県

人
口

計
生

委
、

情
報

セ
ン

タ
ー

人
口

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

中
高

年
人

員
グ

ル
ー

プ
配

布
5
,
0
0
0
部

“
世

界
衛

生
デ

ー
”

“
5
.
2
9
協

会
記

念
日

”
“

高
血

圧
デ

ー
”

を
利

用
し

た
健

康
教

育
、

健
康

相
談

4
,
5
,
1
0
月

管
陆

洋
県

計
生

協
会

、
各

郷
鎮

郷
村

、
県

城
、

主
要

街
道

中
高

年
人

員
グ

ル
ー

プ
の

べ
6
,
0
0
0
人

家
庭

保
健

外
来

診
察

室
に

お
け

る
よ

く
あ

る
婦

人
科

疾
患

、
高

コ
レ

ス
テ

ロ
ー

ル
お

よ
び

骨
密

度
の

測
定

通
年

杨
军

英
県

計
生

サ
ー

ビ
ス

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

、
家

庭
保

健
健

診
セ

ン
タ

ー
県

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

中
高

年
人

員
グ

ル
ー

プ
フ

ォ
ロ

ー
率

8
0
％
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

結
果

に
よ

る
グ

ル
ー

プ
別

指
導

、
フ

ォ
ー

ロ
ア

ッ
プ

訪
問

サ
ー

ビ
ス

1
1
-
1
2
月

杨
军

英
県

計
生

サ
ー

ビ
ス

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

県
家

庭
保

健
健

診
セ

ン
タ

ー

県
・

郷
鎮

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

技
術

サ
ー

ビ
ス

ス
タ

ッ
フ
技

術
サ

ー
ビ

ス
ス

タ
ッ

フ
能

力
研

修
通

年
杨

军
英

C
T
C
研

修
セ

ン
タ

ー
、

招
聘

専
門

家
、

衛
生

部
門

県
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー

県
・

郷
鎮

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

サ
ー

ビ
ス

ス
タ

ッ
フ

技
術

ス
タ

ッ
フ

の
職

場
の

技
能

競
技

活
動

6
月

王
素

芹
県

人
口

計
生

委
技

術
科

県
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー

県
・

郷
鎮

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

ス
タ

ッ
フ

と
関

係
部

門
担
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
作

業
会

議
1
回

/
四

半
期

管
陆

洋
県

人
口

計
生

委
、

関
連

部
門

県
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー

各
関

係
部

門
ス

タ
ッ

フ
四

半
期

一
回

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
1
回

/
四

半
期

管
陆

洋
県

郷
鎮

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

、
衛

生
系

統
、

民
政

、
婦

人
連

合
各

関
連

部
門

部
門

協
調

会
議

1
回

/
半

年
李

自
强

衛
生

、
婦

人
連

合
、

民
政

等
部

門
未

定

県
・

郷
鎮

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

評
価

1
回

/
半

年
李

自
强

県
人

口
計

生
委

、
各

郷
鎮

県
計

生
サ

ー
ビ

ス
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
、

各
郷

鎮

社
会

人
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
サ

ー
ビ

ス
チ

ー
ム

の
結

成
6
月

前
李

自
强

県
直

各
部

門
、

各
郷

鎮
大

型
広

場

青
少

年
青

少
年

思
春

期
生

理
・

心
理

・
衛

生
指

導
用

宣
伝

物
、

講
義

テ
キ

ス
ト

編
集

、
教

育
媒

体
、

D
V
D
制

作
2
月

张
志

红
市

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

、
市

人
口

計
生

委
、

設
計

会
社

設
計

会
社

教
師

、
学

生
健

康
指

導
1
,
0
0
0
人

バ
ラ

カ
ー

ド

パ
イ

ロ
ッ

ト
学

校
学

生
に

対
す

る
思

春
期

生
理

・
心

理
、

思
春

期
衛

生
指

導
、

健
康

教
育

講
座

、
う

ち
二

年
生

女
子

へ
の

バ
ラ

カ
ー

ド
の

配
布

1
0
月

张
志

红
教

育
体

育
局

、
市

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

第
二

中
学

校

教
師

、
学

生
学

校
教

師
に

よ
る

“
班

班
通

”
（

校
内

イ
ン

ト
ラ

ネ
ッ

ト
）

を
利

用
し

た
思

春
期

生
理

・
心

理
、

思
春

期
衛

生
指

導
、

健
康

教
育

5
-
1
2
月

学
校

責
任

者
教

育
体

育
局

、
市

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

各
パ

イ
ロ

ッ
ト

学
校

保
護

者
（

第
四

中
学

校
2
年

組
の

第
2

ク
ラ

ス
）

、
教

師
保

護
者

1
0
0
人

市
第

四
中

学
校

に
二

年
生

の
保

護
者

を
対

象
と

し
た

思
春

期
心

理
教

育
知

識
講

座
1
1
月

张
志

红
教

育
体

育
局

、
市

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

市
第

四
中

学
校

学
生

（
中

学
校

、
高

校
）

1
,
0
0
0
人

1
0
0
0
名

（
学

校
未

定
）

の
中

学
校

生
と

高
校

生
の

身
体

検
査

、
視

力
、

血
液

一
般

診
査

1
0
-
1
1
月

张
志

红
教

育
体

育
局

、
市

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

パ
イ

ロ
ッ

ト
学

校

学
生

市
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
の

青
春

救
助

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
設

置
通

年
王

利
红

教
育

体
育

局
市

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

河 南 省

濮 陽 市 南 楽 県

育
齢

期

2
1
5
,
0
0
0

（
育

齢
人

群
）

年
度

目
標

1
.
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
の

避
妊

お
よ

び
の

ぞ
ま

な
い

妊
娠

処
理

、
生

殖
系

統
関

連
疾

患
の

予
防

、
妊

娠
前

お
よ

び
妊

娠
期

保
健

、
生

活
習

慣
病

予
防

等
の

保
健

サ
ー

ビ
ス

能
力

が
向

上
す

る
。

2
.
育

齢
人

群
自

身
の

保
健

能
力

が
向

上
す

る
。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

1
.
サ

ー
ビ

ス
施

設
は

育
齢

人
群

の
保

健
ニ

ー
ズ

を
満

足
さ

せ
る

。

2
.
技

術
人

員
の

サ
ー

ビ
ス

レ
ベ

ル
が

向
上

す
る

。

3
.
育

齢
人

群
に

保
健

知
識

が
普

及
す

る
。

（
特

に
記

載
な

し
）

*
全

県
1
2
郷

鎮

鄭 州 市 荥 阳 市

思
春

期

5
2
,
6
7
2

(
1
3
-
1
9
歳

)

年
度

目
標

：
パ

イ
ロ

ッ
ト

学
校

の
青

少
年

の
保

健
サ

ー
ビ

ス
の

ア
ベ

イ
ラ

ビ
リ

テ
ィ

（
利

用
機

会
）

が
高

く
な

る
。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

1
.
サ

ー
ビ

ス
機

関
が

整
備

さ
れ

る
。

2
.
サ

ー
ビ

ス
人

員
の

能
力

が
向

上
す

る
。 3
.
青

少
年

の
健

康
教

育
サ

ー
ビ

ス
が

増
加

す
る

。
4
．

青
少

年
の

健
康

相
談

サ
ー

ビ
ス

が
増

加
す

る
。

5
.
青

少
年

の
健

診
サ

ー
ビ

ス
が

増
加

す
る

。

（
特

に
記

載
な

し
）

*
全

市
1
5
郷

鎮

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

活
動

研
修

・
考

察
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
等

の
活

動

中
老

年

1
4
0
,
7
0
0

（
5
0
-
6
4
歳

）

4
1
,
0
0
0

（
6
5
歳

以
上

）

年
度

目
標

：
1
.
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
で

展
開

す
る

中
高

年
リ

プ
ロ

ダ
ク

テ
ィ

ブ
ヘ

ル
ス

、
よ

く
あ

る
疾

患
予

防
、

健
康

生
活

提
唱

な
ど

の
サ

ー
ビ

ス
能

力
が

向
上

す
る

。

2
.
中

高
年

自
身

の
保

健
能

力
が

向
上

す
る

。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

1
.
サ

ー
ビ

ス
施

設
は

中
高

年
の

保
健

ニ
ー

ズ
を

満
足

さ
せ

る
。

2
.
規

範
な

中
高

年
保

健
サ

ー
ビ

ス
を

展
開

す
る

。

3
.
中

高
年

の
保

健
知

識
が

普
及

す
る

。

4
郷

鎮
の

6
0
,
0
0
0
人

の
中

高
年 *
全

県
1
2
郷

鎮

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

活
動

研
修

・
考

察
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
等

の
活

動

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

活
動
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活
動

内
容

活
動

時
期

責
任

機
関

(
者

)
協

力
機

関
活

動
地

点
省

地 域
2
0
1
2
年

の
タ

ー
ゲ

ッ
ト

2
0
1
2
年

度
主

要
活

動

活
動

対
象

者

対
象

人
群

お
よ

び
全

人
口

(
人

)
*

年
度

目
標

／
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト

パ
イ

ロ
ッ

ト
郷

鎮
、

奨
励

扶
助

対
象

中
高

年
に

よ
く

み
ら

れ
る

疾
患

予
防

（
よ

く
み

ら
れ

る
婦

人
科

疾
患

）
、

健
康

生
活

の
提

唱
（

禁
煙

、
運

動
の

推
進

、
高

血
圧

症
予

防
）

宣
伝

物
印

刷
、

講
義

テ
キ

ス
ト

編
集

、
教

育
媒

体
、

D
V
D
制

作
2
月

张
志

红
市

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

、
市

人
口

計
生

委
、

設
計

会
社

設
計

会
社

パ
イ

ロ
ッ

ト
郷

鎮
、

奨
励

扶
助

対
象

5
0
0
戸

4
パ

イ
ロ

ッ
ト

郷
鎮

奨
励

扶
助

5
0
0
家

庭
対

象
よ

く
み

ら
れ

る
疾

患
予

防
（

よ
く

み
ら

れ
る

婦
人

科
疾

患
）

知
識

講
座

6
月

王
利

红
各

パ
イ

ロ
ッ

ト
郷

鎮
パ

イ
ロ

ッ
ト

郷
鎮

人
口

学
校

パ
イ

ロ
ッ

ト
郷

鎮
、

奨
励

扶
助

対
象

5
0
0
戸

4
パ

イ
ロ

ッ
ト

郷
鎮

奨
励

扶
助

5
0
0
家

庭
対

象
健

康
教

育
、

健
康

診
査

（
身

体
検

査
、

超
音

波
検

査
、

心
電

図
、

血
圧

、
骨

密
度

、
肺

活
量

測
定

、
膣

分
泌

物
）

お
よ

び
健

康
相

談
6
月

王
利

红
各

パ
イ

ロ
ッ

ト
郷

鎮
パ

イ
ロ

ッ
ト

郷
鎮

サ
ー

ビ
ス

所

パ
イ

ロ
ッ

ト
郷

鎮
、

奨
励

扶
助

対
象

5
0
0
戸

4
パ

イ
ロ

ッ
ト

郷
鎮

奨
励

扶
助

5
0
0
家

庭
対

象
健

康
生

活
提

唱
（

禁
煙

、
運

動
推

進
、

高
血

圧
症

予
防

）
知

識
講

座
、

宣
伝

品
（

エ
プ

ロ
ン

、
歯

磨
き

用
コ

ッ
プ

）
の

配
布

9
,
1
0
月

王
利

红
各

パ
イ

ロ
ッ

ト
郷

鎮
パ

イ
ロ

ッ
ト

郷
鎮

人
口

学
校

管
理

人
員

、
技

術
人

員
市

全
域

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

管
理

と
サ

ー
ビ

ス
人

員
研

修
4
月

张
志

红
市

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

計
生

委
員

会
議

室

各
パ

イ
ロ

ッ
ト

郷
鎮

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

管
理

人
員

パ
イ

ロ
ッ

ト
郷

鎮
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

1
回

/
四

半
期

张
志

红
各

郷
鎮

、
市

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

各
パ

イ
ロ

ッ
ト

郷
鎮

各
郷

鎮
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
管

理
人

員
パ

イ
ロ

ッ
ト

郷
鎮

の
評

価
、

評
価

報
告

書
類

の
提

出
1
回

/
半

年
张

志
红

各
郷

鎮
、

市
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
各

郷
鎮

育
齢

人
群

“
三

八
節

(
婦

人
節

)
”

（
国

際
女

性
デ

ー
）

に
お

け
る

“
美

丽
女

人
，

欢
乐

生
活

”
リ

プ
ロ

ダ
ク

テ
ィ

ブ
ヘ

ル
ス

宣
伝

活
動

3
月

県
、

郷
鎮

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

、
村

人
口

学
校

責
任

者
郷

鎮
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
、

村
人

口
学

校
県

、
郷

鎮
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
、

村
人

口
学

校

育
齢

人
群

育
齢

人
群

シ
リ

ー
ズ

講
座

（
妊

娠
前

と
妊

娠
期

保
健

、
婦

人
科

・
男

性
疾

患
予

防
、

避
妊

健
康

教
育

、
性

感
染

症
の

伝
染

と
予

防
)

3
,
9
月

県
、

郷
鎮

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

、
村

人
口

学
校

責
任

者
郷

鎮
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
、

村
人

口
学

校
県

、
郷

鎮
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
、

村
人

口
学

校

育
齢

人
群

育
齢

期
保

健
知

識
の

テ
レ

ビ
放

送
1
回

/
月

更
新

県
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
弁

公
室

責
任

者
県

広
電

局
(
県

ラ
ジ

オ
・

テ
レ

ビ
局

)
県

テ
レ

ビ
局

育
齢

人
群

県
・

郷
鎮

・
村

レ
ベ

ル
の

宣
伝

掲
示

板
の

設
置

1
回

/
月

更
新

県
、

郷
鎮

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

、
村

人
口

学
校

責
任

者
県

、
郷

レ
ベ

ル
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
、

村
県

、
郷

鎮
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
、

村
人

口
学

校

育
齢

人
群

育
齢

人
群

の
リ

プ
ロ

ダ
ク

テ
ィ

ブ
ヘ

ル
ス

知
識

宣
伝

活
動

重
大

祝
祭

日
県

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

弁
公

室
責

任
者

県
、

郷
レ

ベ
ル

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

県
、

郷
鎮

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

、
村

人
口

学
校

育
齢

人
群

計
生

家
庭

の
健

康
診

査
6
,
1
1
月

県
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
県

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

弁
公

室
責

任
者

県
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
、

県
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
弁

公
室

県
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
県

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

弁
公

室

育
齢

人
群

“
生

殖
健

康
进

家
庭

”
リ

プ
ロ

ダ
ク

テ
ィ

ブ
ヘ

ル
ス

巡
回

無
料

診
査

活
動

3
,
9
月

県
人

口
計

生
委

責
任

者
県

衛
生

局
県

、
郷

鎮
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー

技
術

人
員

育
齢

人
群

保
健

講
師

研
修

1
回

/
2
ヶ

月
県

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

弁
公

室
県

衛
生

局
県

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

県
・

郷
鎮

の
技

術
人

員
組

織
人

員
に

よ
る

県
、

郷
鎮

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

に
対

す
る

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
1
回

/
半

年
県

人
口

計
生

委
責

任
者

県
衛

生
局

県
、

郷
鎮

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

中
高

年
、

保
護

者
中

高
年

保
健

シ
リ

ー
ズ

講
座

1
回

/
2
ヶ

月
県

、
郷

鎮
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
、

村
人

口
学

校
責

任
者

郷
レ

ベ
ル

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

県
、

郷
鎮

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

、
村

中
高

年
、

保
護

者
您

了
解

您
血

压
吗

（
あ

な
た

の
血

圧
を

知
っ

て
い

ま
す

か
？

）
健

康
宣

伝
活

動
（

講
座

、
相

談
、

健
診

）
1
0
月

8
日

県
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
弁

公
室

県
衛

生
局

、
県

宣
伝

部
社

区
、

街
道

中
高

年
、

保
護

者
“

爱
护

我
们

牙
齿

（
歯

を
守

り
ま

し
ょ

う
）

”
活

動
（

講
座

、
相

談
、

健
診

）
9
月

2
0
日

県
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
弁

公
室

県
衛

生
局

、
民

政
局

県
広

場

中
高

年
、

保
護

者
中

高
年

の
塩

分
・

油
分

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

健
康

飲
食

活
動

（
宣

伝
、

用
品

配
布

）
重

陽
節

（
敬

老
の

日
）

県
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
弁

公
室

県
民

政
局

、
県

婦
人

連
合

、
県

郷
鎮

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

、
社

区
、

街
道

、
村

文
化

広
場

中
高

年
人

員
農

村
計

生
奨

扶
、

独
生

子
女

対
象

健
康

診
査

活
動

5
月

、
1
日

/
郷

鎮
県

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

弁
公

室
、

県
、

郷
鎮

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

責
任

者
県

、
郷

鎮
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
郷

鎮
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー

中
高

年
人

員
村

に
お

け
る

リ
プ

ロ
ダ

ク
テ

ィ
ブ

ヘ
ル

ス
健

康
無

料
診

査
活

動
3
,
9
月

県
人

口
計

生
委

責
任

者
県

衛
生

局
行

政
村

県
・

郷
鎮

技
術

サ
ー

ビ
ス

人
員

中
高

年
保

健
技

術
人

員
の

講
師

能
力

研
修

1
回

/
四

半
期

県
人

口
計

生
委

責
任

者
県

衛
生

局
県

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

県
・

郷
鎮

技
術

サ
ー

ビ
ス

人
員

、
介

入
人

群
県

・
郷

鎮
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
1
回

/
四

半
期

県
人

口
計

生
委

責
任

者
県

衛
生

局
県

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

青
少

年
性

の
保

健
知

識
モ

デ
ル

・
パ

ネ
ル

の
巡

回
展

示
3
-
6
月

黎
灿

教
育

局
講

堂
青

少
年

学
校

内
の

相
談

窓
口

の
設

置
3
-
1
2
月

刘
林

涛
教

育
局

学
校

青
少

年
“

青
苹

果
乐

园
”

活
動

の
実

施
9
-
1
0
月

黎
灿

教
育

局
学

校
運

動
場

青
少

年
学

校
教

室
に

お
け

る
思

春
期

生
理

知
識

教
育

2
回

刘
林

涛
教

育
局

学
校

青
少

年
関

係
部

門
連

携
に

よ
る

学
校

・
社

区
の

健
康

教
育

掲
示

板
の

設
置

1
月

黎
灿

各
鎮

計
生

弁
公

室
、

教
育

局
学

校
、

社
区

青
少

年
知

心
姐

姐
（

親
し

い
お

姉
さ

ん
）

ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン

相
談

活
動

1
-
1
2
月

黎
灿

教
育

局
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
弁

公
室

青
少

年
計

生
・

教
育

・
衛

生
部

門
共

催
に

よ
る

県
全

域
青

少
年

健
康

診
査

3
-
5
月

,
1
0
-
1
1
月

黎
灿

教
育

局
、

衛
生

局
学

校

教
師

思
春

期
保

健
業

務
の

研
修

3
月

刘
林

涛
教

育
局

計
生

局

学
生

の
保

護
者

保
護

者
の

心
理

・
生

理
知

識
研

修
5
,
1
0
月

刘
林

涛
教

育
局

学
校

教
師

教
師

の
フ

ォ
ー

ラ
ム

3
,
9
月

刘
林

涛
教

育
局

学
校

各
部

門
計

生
担

当
青

少
年

保
健

協
調

会
議

6
,
1
2
月

李
泽

贵
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
指

導
者

グ
ル

ー
プ

県
人

口
学

校

サ
ー

ビ
ス

機
関

青
少

年
保

健
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
6
,
1
2
月

李
泽

贵
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
指

導
者

グ
ル

ー
プ

各
サ

ー
ビ

ス
機

関

サ
ー

ビ
ス

機
関

青
少

年
保

健
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
評

価
1
2
月

李
泽

贵
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
指

導
者

グ
ル

ー
プ

各
サ

ー
ビ

ス
機

関

育
齢

期

3
5
3
,
0
0
0

（
育

齢
人

群
）

中
高

年

2
1
8
,
6
4
8

（
4
5
歳

以
上

）

年
度

目
標

：
パ

イ
ロ

ッ
ト

郷
鎮

の
中

高
年

保
健

サ
ー

ビ
ス

の
レ

ベ
ル

が
明

ら
か

に
向

上
す

る
。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

1
.
サ

ー
ビ

ス
機

関
の

サ
ー

ビ
ス

人
員

の
中

高
年

保
健

サ
ー

ビ
ス

能
力

が
向

上
す

る
。

2
.
中

高
年

の
健

康
教

育
が

促
進

さ
れ

る
。 3
.
中

高
年

に
対

し
て

健
康

相
談

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

4
.
中

高
年

に
対

す
る

規
範

な
健

診
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

・
4
パ

イ
ロ

ッ
ト

郷
鎮

の
4
5

歳
以

上
の

中
老

年
群

6
0
,
0
0
0
人

・
2
0
1
2
年

の
主

要
パ

イ
ロ

ッ
ト

郷
鎮

の
奨

励
扶

助
家

庭
（

5
0
歳

以
上

）
5
0
0
戸

*
全

市
1
5
郷

鎮

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

活
動

研
修

・
考

察
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
等

の
活

動

研
修

・
考

察
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
等

の
活

動

中
高

年

2
1
4
,
0
0
0

（
中

老
年

人
口

）

年
度

目
標

：
中

高
年

の
保

健
サ

ー
ビ

ス
の

利
用

機
会

が
高

く
な

る
。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

1
.
県

・
郷

鎮
中

高
年

の
保

健
サ

ー
ビ

ス
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
が

健
全

に
な

り
、

中
高

年
保

健
サ

ー
ビ

ス
技

術
人

員
の

サ
ー

ビ
ス

能
力

が
向

上
す

る
。

2
.
県

・
郷

鎮
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
の

健
康

教
育

、
健

康
相

談
業

務
が

展
開

さ
れ

る
。

3
.
中

高
年

に
対

し
規

範
的

な
健

康
診

査
が

提
供

さ
れ

る
。

・
サ

ー
ビ

ス
人

群
2
1
,
4
0
0

人 ・
無

料
健

診
1
0
,
7
0
0
人

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

活
動

研
修

・
考

察
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
等

の
活

動

湖 北 省

荊 門 市 京 山 県
思

春
期

5
0
,
0
0
0

（
青

少
年

）

年
度

目
標

：
青

少
年

の
心

身
の

健
康

レ
ベ

ル
（

青
少

年
心

理
指

導
、

青
少

年
生

理
指

導
）

が
向

上
す

る
。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

1
.
サ

ー
ビ

ス
機

関
の

サ
ー

ビ
ス

能
力

が
向

上
す

る
。

2
.
青

少
年

の
健

康
教

育
と

健
康

診
査

が
強

化
さ

れ
る

。

3
.
青

少
年

の
健

康
相

談
が

提
供

さ
れ

る
。

（
特

に
記

載
な

し
、

活
動

目
標

で
は

健
康

教
育

カ
バ

ー
率

が
9
5
%
と

な
っ

て
い

る
の

で
下

記
全

校
が

対
象

？
）

*
全

県
1
8
中

学
校

お
よ

び
6

高
校

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

活
動

安 陽 市 内 黄 県

研
修

・
考

察
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
等

の
活

動

年
度

目
標

：
育

齢
人

群
が

優
良

な
保

健
サ

ー
ビ

ス
を

受
け

ら
れ

る
。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

1
.
サ

ー
ビ

ス
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

健
全

に
し

、
技

術
人

員
の

サ
ー

ビ
ス

能
力

を
向

上
す

る
。

2
.
技

術
サ

ー
ビ

ス
人

員
の

レ
ベ

ル
が

強
化

さ
れ

る
。

3
.
育

齢
人

群
の

健
康

教
育

が
促

進
さ

れ
る 4
.
育

齢
人

群
の

健
康

相
談

サ
ー

ビ
ス

が
満

足
さ

れ
る

。
5
.
育

齢
人

群
に

経
常

的
に

規
範

的
な

健
康

診
査

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
。

・
宣

伝
教

育
カ

バ
ー

率
5
3
,
0
0
0
人

・
健

康
診

査
1
7
,
5
0
0
人

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

活
動
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活
動

内
容

活
動

時
期

責
任

機
関

(
者

)
協

力
機

関
活

動
地

点
省

地 域
2
0
1
2
年

の
タ

ー
ゲ

ッ
ト

2
0
1
2
年

度
主

要
活

動

活
動

対
象

者

対
象

人
群

お
よ

び
全

人
口

(
人

)
*

年
度

目
標

／
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト

育
齢

人
群

故
郷

に
戻

る
農

民
工

対
象

性
保

健
、

生
殖

器
疾

患
予

防
教

育
、

健
康

診
査

1
月

黎
灿

各
鎮

、
村

（
居

）
委

員
会

各
鎮

サ
ー

ビ
ス

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

育
齢

女
性

骨
粗

鬆
症

女
性

の
健

康
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

検
査

、
相

談
3
-
6
月

刘
林

涛
婦

人
連

合
県

計
画

生
育

サ
ー

ビ
ス

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

育
齢

男
性

男
性

避
妊

人
群

対
象

イ
ン

フ
ォ

ー
ム

ド
チ

ョ
イ

ス
（

に
よ

る
避

妊
）

知
識

講
座

1
-
1
2
月

刘
林

涛
各

鎮
、

村
（

居
）

委
員

会
県

、
鎮

計
画

生
育

サ
ー

ビ
ス

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

育
齢

人
群

不
妊

不
育

人
群

対
象

優
生

優
育

指
導

1
-
1
2
月

黎
灿

各
鎮

、
村

（
居

）
委

員
会

県
計

画
生

育
サ

ー
ビ

ス
ス

テ
ー

シ
ョ

ン

育
齢

人
群

特
殊

時
期

性
心

理
相

談
・

指
導

1
-
1
2
月

黎
灿

婦
人

連
合

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

弁
、

計
画

生
育

サ
ー

ビ
ス

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

育
齢

人
群

健
康

教
育

宣
伝

パ
ネ

ル
・

D
V
D
資

料
の

制
作

、
配

布
（

1
2
万

セ
ッ

ト
）

1
-
1
2
月

黎
灿

各
鎮

、
村

（
居

）
委

員
会

鎮
計

画
生

育
サ

ー
ビ

ス
ス

テ
ー

シ
ョ

ン

育
齢

人
群

計
生

・
衛

生
部

門
共

催
に

よ
る

県
全

域
育

齢
人

群
健

康
診

査
3
-
6
月

,
9
-
1
0
月

黎
灿

各
鎮

、
村

（
居

）
委

員
会

鎮
計

画
生

育
サ

ー
ビ

ス
ス

テ
ー

シ
ョ

ン

育
齢

人
群

関
係

部
門

連
携

に
よ

る
学

校
・

社
区

の
健

康
教

育
掲

示
板

の
設

置
1
月

黎
灿

各
鎮

、
村

（
居

）
委

員
会

街
道

、
社

区

育
齢

人
群

ラ
ジ

オ
・

テ
レ

ビ
放

送
の

健
康

教
育

コ
ラ

ム
の

開
設

1
-
1
2
月

黎
灿

テ
レ

ビ
局

育
齢

人
群

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

・
電

話
に

よ
る

ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン

を
通

じ
た

健
康

教
育

1
-
1
2
月

黎
灿

電
信

局
オ

フ
ィ

ス

育
齢

人
群

衛
生

部
門

と
共

同
し

た
育

齢
人

群
の

健
康

フ
ァ

イ
ル

の
作

成
1
-
1
2
月

刘
林

涛
衛

生
局

鎮
衛

生
院

計
生

系
統

人
員

、
計

生
担

当
人

員
性

保
健

講
師

養
成

の
研

修
2
月

刘
林

涛
衛

生
部

門
県

計
画

生
育

サ
ー

ビ
ス

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

計
生

系
統

サ
ー

ビ
ス

人
員

避
妊

と
望

ま
な

い
妊

娠
の

処
置

の
保

健
師

講
師

養
成

研
修

3
月

刘
林

涛
衛

生
部

門
県

計
画

生
育

サ
ー

ビ
ス

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

各
部

門
計

生
担

当
、

技
術

人
員

家
庭

保
健

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

業
務

会
議

2
月

李
泽

贵
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
指

導
者

グ
ル

ー
プ

メ
ン

バ
ー

部
門

県
人

口
学

校

サ
ー

ビ
ス

機
関

家
庭

保
健

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
1
2
月

李
泽

贵
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
指

導
者

グ
ル

ー
プ

メ
ン

バ
ー

部
門

各
サ

ー
ビ

ス
機

関

企
業

の
女

性
労

働
者

参
加

率
6
0
％

以
上

“
关

爱
女

工
”

 
企

業
に

お
け

る
リ

プ
ロ

ダ
ク

テ
ィ

ブ
ヘ

ル
ス

一
斉

健
康

診
査

1
月

5
-
6
日

胡
巧

艳
テ

レ
ビ

局
企

業
（

爱
仕

达
、

富
棣

田
纺

织
厂

）

パ
イ

ロ
ッ

ト
村

育
齢

人
群

“
健

康
之

路
”

リ
プ

ロ
ダ

ク
テ

ィ
ブ

ヘ
ル

ス
巡

回
講

座
3
-
1
2
月

李
红

梅
衛

生
局

郷
鎮

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

パ
イ

ロ
ッ

ト
村

育
齢

人
群

パ
イ

ロ
ッ

ト
村

村
(
社

区
)
に

お
け

る
“

健
康

広
場

”
の

設
置

、
運

動
場

所
の

提
供

4
-
7
月

沈
平

文
化

体
育

局
パ

イ
ロ

ッ
ト

村
、

社
区

パ
イ

ロ
ッ

ト
村

育
齢

人
群

パ
イ

ロ
ッ

ト
村

“
健

康
百

分
百

”
漫

画
の

廊
下

展
示

、
健

康
的

な
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

の
提

唱
7
-
9
月

叶
宝

峰
漫

画
協

会
パ

イ
ロ

ッ
ト

村
、

社
区

市
全

域
の

育
齢

人
群

“
計

生
之

窗
”

リ
プ

ロ
ダ

ク
テ

ィ
ブ

ヘ
ル

ス
保

健
テ

レ
ビ

専
用

番
組

の
放

送
1
回

/
週

（
金

曜
日

）
涂

晓
テ

レ
ビ

局
テ

レ
ビ

局

市
全

域
の

育
齢

人
群

全
市

既
婚

女
性

5
“

定
期

健
检

，
健

康
不

减
”

郷
鎮

巡
回

リ
プ

ロ
ダ

ク
テ

ィ
ブ

ヘ
ル

ス
一

斉
（

検
査

）
活

動
3
-
1
2
月

胡
巧

艳
衛

生
局

郷
鎮

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

パ
イ

ロ
ッ

ト
村

全
家

庭
パ

イ
ロ

ッ
ト

村
（

5
,
0
0
0

部
？

）
“

口
味

淡
一

点
，

寿
命

长
一

点
”

健
康

管
理

バ
ッ

グ
の

配
布

3
-
1
2
月

杨
翠

英
印

刷
工

場
、

日
用

品
生

産
工

場
郷

鎮
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー

市
全

域
の

農
村

の
計

画
妊

娠
夫

婦
全

市
妊

娠
準

備
中

の
農

村
夫

婦
妊

娠
前

優
生

健
康

診
査

1
-
1
2
月

杨
秋

衛
生

局

育
齢

人
群

の
べ

3
0
0
人

以
上

“
健

康
服

务
热

线
”

電
話

に
よ

る
健

康
サ

ー
ビ

ス
ホ

ッ
ト

ラ
イ

ン
の

開
設

3
-
1
2
月

李
红

梅
電

信
局

市
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー

市
・

郷
鎮

・
村

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

人
員

市
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
サ

ー
ビ

ス
動

員
大

会
3
月

2
1
日

沈
平

テ
レ

ビ
局

市
計

生
局

市
・

郷
鎮

・
村

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

人
員

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

人
員

研
修

2
月

2
5
日

陈
志

芳
テ

レ
ビ

局
市

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

郷
鎮

・
村

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

人
員

家
庭

保
健

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

進
捗

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

1
回

/
四

半
期

沈
平

郷
鎮

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

郷
鎮

・
村

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

人
員

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

半
年

次
評

価
4
月

刘
桂

荣
郷

鎮
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー

郷
鎮

・
村

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

人
員

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

年
次

評
価

1
0
月

刘
桂

荣
郷

鎮
レ

ベ
ル

保
セ

ン
タ

ー

パ
イ

ロ
ッ

ト
村

6
0
歳

以
上

高
齢

者
“

开
心

一
笑

”
影

絵
シ

ョ
ー

、
“

拥
有

健
康

，
享

受
生

活
”

文
芸

シ
ョ

ー
（

肥
満

、
飲

酒
の

害
、

中
高

年
心

理
健

康
に

関
す

る
内

容
）

4
-
1
2
月

胡
巧

艳
文

化
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
パ

イ
ロ

ッ
ト

村

パ
イ

ロ
ッ

ト
村

身
体

障
害

高
齢

者
“

一
句

叮
呤

话
，

健
康

生
活

化
”

独
居

高
齢

者
の

家
庭

訪
問

6
-
1
2
月

胡
巧

艳
テ

レ
ビ

局
独

居
老

人
家

庭

パ
イ

ロ
ッ

ト
村

4
5
歳

以
上

中
高

年
“

运
动

一
下

子
,
健

康
一

辈
子

“
広

場
ダ

ン
ス

活
動

5
-
1
2
月

村
計

生
担

当
文

化
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
パ

イ
ロ

ッ
ト

村

パ
イ

ロ
ッ

ト
村

育
齢

人
群

、
中

高
年

人
群

“
健

康
百

分
百

”
家

庭
保

健
漫

画
回

廊
7
-
9
月

叶
宝

峰
文

化
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
パ

イ
ロ

ッ
ト

村

市
全

域
育

齢
人

群
、

中
高

年
人

群
“

計
生

之
窗

”
中

高
年

保
健

テ
レ

ビ
専

用
番

組
の

放
送

1
回

/
週

（
金

曜
日

）
涂

晓
テ

レ
ビ

局
テ

レ
ビ

局

社
区

中
高

年
人

群
“

今
天

您
测

血
压

了
吗

”
高

血
圧

予
防

無
料

健
診

活
動

5
月

2
9
日

計
画

生
育

協
会

宣
伝

日
董

俊
华

衛
生

局
、

テ
レ

ビ
局

太
白

広
場

パ
イ

ロ
ッ

ト
村

中
高

年
人

群
“

善
待

生
命

，
关

爱
健

康
”

健
康

診
査

（
体

格
検

査
、

血
圧

、
血

糖
、

コ
レ

ス
テ

ロ
ー

ル
、

子
宮

頸
が

ん
・

乳
が

ん
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

）
3
-
1
2
月

胡
巧

艳
衛

生
局

郷
鎮

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

パ
イ

ロ
ッ

ト
村

す
べ

て
の

家
庭

“
口

味
淡

一
点

，
寿

命
长

一
点

”
健

康
管

理
バ

ッ
ク

の
配

布
3
-
1
2
月

杨
翠

英
印

刷
工

場
、

日
用

品
生

産
工

場
郷

鎮
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー

中
高

年
人

群
“

健
康

服
务

热
线

”
電

話
に

よ
る

健
康

サ
ー

ビ
ス

ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン

の
開

設
3
-
1
2
月

李
红

梅
電

信
局

市
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー

市
・

郷
鎮

・
村

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

人
員

市
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
サ

ー
ビ

ス
動

員
大

会
2
月

1
5
日

沈
平

テ
レ

ビ
局

市
計

生
局

市
・

郷
鎮

・
村

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

人
員

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

人
員

研
修

毎
月

3
日

陈
志

芳
テ

レ
ビ

局
市

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

郷
鎮

・
村

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

人
員

家
庭

保
健

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

進
捗

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

1
回

/
四

半
期

沈
平

郷
鎮

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

郷
鎮

・
村

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

人
員

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

半
年

次
評

価
4
月

刘
桂

荣
郷

鎮
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー

郷
鎮

・
村

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

人
員

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

年
次

評
価

1
0
月

刘
桂

荣
郷

鎮
レ

ベ
ル

保
セ

ン
タ

ー

孝 感 市 安 陆 市

育
齢

期

3
0
0
,
0
0
0

（
2
0
-
4
4
歳

）

年
度

目
標

：
育

齢
人

群
の

保
健

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
機

会
が

増
加

す
る

。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

1
.
市

・
郷

鎮
レ

ベ
ル

の
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
の

サ
ー

ビ
ス

能
力

が
強

化
さ

れ
る

。 2
.
育

齢
人

群
の

予
防

意
識

が
強

化
さ

れ
る

。

3
.
育

齢
人

群
の

保
健

サ
ー

ビ
ス

が
増

加
す

る
。

4
.
衛

生
と

婦
人

連
合

等
部

門
間

の
協

力
体

制
を

強
化

す
る

。

（
特

に
記

載
な

し
）

*
全

市
1
6
郷

鎮

育
齢

期

3
6
0
,
0
0
0

（
1
9
-
4
9
歳

）

年
度

目
標

：
育

齢
人

群
の

状
況

レ
ベ

ル
（

避
妊

お
よ

び
望

ま
な

い
妊

娠
の

処
理

、
性

保
健

）
が

向
上

す
る

。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

1
.
サ

ー
ビ

ス
機

関
の

施
設

と
方

式
が

改
善

す
る

。

2
.
技

術
人

員
の

サ
ー

ビ
ス

レ
ベ

ル
が

向
上

す
る

。

3
.
育

齢
人

群
の

家
庭

保
健

へ
の

参
加

意
思

と
健

康
意

識
が

向
上

す
る

。

（
特

に
記

載
な

し
）

*
全

県
1
4
郷

鎮

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

活
動

研
修

・
考

察
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
等

の
活

動

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

活
動

研
修

・
考

察
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
等

の
活

動

中
高

年

2
1
9
,
0
0
0

（
中

高
年

人
群

）

年
度

目
標

：
育

齢
人

群
の

保
健

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
機

会
が

増
加

す
る

。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

1
.
サ

ー
ビ

ス
機

関
が

中
高

年
保

健
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

し
、

増
加

す
る

。

2
.
中

高
年

人
群

の
保

健
意

識
が

増
強

す
る

。

全
市

1
6
郷

鎮
の

各
郷

鎮
か

ら
1
パ

イ
ロ

ッ
ト

村
を

選
択

*
全

市
1
6
郷

鎮
（

3
9
9
行

政
村

）

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

活
動

研
修

・
考

察
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
等

の
活

動
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活
動

内
容

活
動

時
期

責
任

機
関

(
者

)
協

力
機

関
活

動
地

点
省

地 域
2
0
1
2
年

の
タ

ー
ゲ

ッ
ト

2
0
1
2
年

度
主

要
活

動

活
動

対
象

者

対
象

人
群

お
よ

び
全

人
口

(
人

)
*

年
度

目
標

／
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト

園
児

、
保

護
者

、
教

師
“

幼
儿

健
康

生
活

习
惯

倡
导

”
幼

稚
園

に
お

け
る

幼
児

健
康

生
活

習
慣

提
唱

活
動

3
—
6
月

区
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
区

教
育

局
、

衛
生

局
、

婦
人

連
合

園
児

（
第

一
、

第
二

、
第

三
幼

稚
園

）
“

六
一

（
6
月

1
日

）
”

（
こ

ど
も

の
日

）
を

利
用

し
た

“
比

比
谁

最
棒

”
活

動
：

3
幼

稚
園

で
の

児
童

健
康

生
活

習
慣

コ
ン

テ
ス

ト
お

よ
び

絵
画

コ
ン

ク
ー

ル
5
月

2
1
-
2
5
日

区
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
パ

イ
ロ

ッ
ト

幼
稚

園

園
児

、
一

部
分

の
保

護
者

、
教

師
“

大
手

牵
小

手
 
 
安

全
你

我
他

”
小

学
校

児
童

の
不

慮
の

事
故

防
止

知
識

普
及

活
動

9
—
1
2
月

区
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
区

教
育

局
、

区
直

属
幼

稚
園

社
区

住
民

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
よ

る
社

区
・

家
庭

に
お

け
る

保
健

活
動

（
宣

伝
教

育
、

相
談

、
指

導
）

7
-
8
月

区
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
、

児
童

保
健

サ
ー

ビ
ス

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

区
教

育
局

、
衛

生
局

、
婦

人
連

合
、

気
象

局
、

警
察

、
パ

イ
ロ

ッ
ト

小
学

責
任

者

す
べ

て
電

話
に

よ
る

児
童

保
健

ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン

の
開

通
1
-
1
2
月

区
、

1
拡

大
鎮

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

区
総

労
働

組
合

、
社

区
、

住
民

社
区

物
件

管
理

部
門

教
育

局
、

婦
人

連
合

、
労

働
組

合
、

衛
生

局
、

気
象

局
、

交
通

警
察

部
門

“
幼

儿
健

康
生

活
习

惯
倡

导
进

校
园

”
、

“
児

童
意

外
伤

害
防

护
进

小
学

”
活

動
前

の
準

備
会

議
3
月

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

指
導

者
グ

ル
ー

プ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
弁

区
全

域
の

"
富

有
爱

心
"
の

教
育

・
医

療
・

児
童

関
係

職
業

の
若

者
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
募

集
活

動
1
-
2
月

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

指
導

者
グ

ル
ー

プ
区

衛
生

局
、

民
政

局
、

婦
人

連
合

、
团

区
委

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

研
修

2
-
3
月

区
、

拡
大

鎮
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
指

導
者

グ
ル

ー
プ

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

専
業

の
技

術
人

員
定

期
専

門
人

員
研

修
1
回

/
月

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

弁
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
指

導
者

グ
ル

ー
プ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

定
期

報
告

1
回

/
月

区
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
弁

公
室

区
、

1
拡

大
鎮

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

定
期

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
1
回

/
2
ヶ

月
指

導
者

グ
ル

ー
プ

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
弁

公
室

市
民

“
家

庭
保

健
进

万
家

”
大

型
広

場
活

動
（

宣
伝

教
育

、
相

談
）

3
月

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

指
導

者
グ

ル
ー

プ
宣

伝
部

、
政

府
弁

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
指

導
者

グ
ル

ー
プ

メ
ン

バ
ー

部
門

カ
バ

ー
率

3
0
％

の
社

区
の

育
齢

女
性

、
1
0
％

の
育

齢
男

性
“

健
康

、
关

爱
”

社
区

に
お

け
る

活
動

（
知

識
講

座
、

宣
伝

資
料

配
布

、
相

談
、

健
診

お
よ

び
検

診
カ

ー
ド

の
配

布
）

3
-
1
2
月

区
、

1
個

拡
大

鎮
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
労

働
組

合
、

婦
人

連
合

、
社

区
責

任
者

区
・

拡
大

鎮
企

業
の

育
龄

女
性

“
生

殖
健

康
关

爱
企

业
女

工
行

”
リ

プ
ロ

ダ
ク

テ
ィ

ブ
ヘ

ル
ス

一
斉

活
動

（
知

識
講

座
、

宣
伝

資
料

配
布

、
相

談
、

健
診

お
よ

び
検

診
カ

ー
ド

の
配

布
）

1
-
1
2
月

区
、

1
個

拡
大

鎮
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
労

働
組

合
、

婦
人

連
合

、
経

済
局

、
労

働
局

カ
バ

ー
率

3
0
％

の
農

村
地

域
の

育
齢

女
性

、
1
0
％

の
育

齢
男

性
農

村
育

齢
人

群
対

象
リ

プ
ロ

ダ
ク

テ
ィ

ブ
ヘ

ル
ス

健
康

教
育

、
健

康
診

査
5
-
9
月

区
、

1
個

拡
大

鎮
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
労

働
組

合
、

婦
人

連
合

、
衛

生
、

拡
大

鎮
の

鎮
政

府

区
直

属
組

織
・

部
門

の
育

齢
人

群
リ

プ
ロ

ダ
ク

テ
ィ

ブ
ヘ

ル
ス

知
識

シ
リ

ー
ズ

講
座

5
0
期

（
男

女
の

よ
く

み
ら

れ
る

生
殖

器
疾

患
予

防
、

避
妊

方
法

の
イ

ン
フ

ォ
ー

ム
ド

チ
ョ

イ
ス

、
優

生
優

育
、

2
つ

の
が

ん
（

乳
が

ん
・

子
宮

頸
が

ん
）

予
防

)
3
-
1
2
月

、
5
0
回

区
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
労

働
組

合
、

婦
人

連
合

、
区

直
部

門
責

任
者

区
直

属
部

門
・

企
業

・
事

業
部

門
・

社
区

と
女

性
農

民
労

働
者

の
管

理
主

任

“
两

癌
防

治
（

2
つ

の
が

ん
（

乳
が

ん
・

子
宮

頸
が

ん
）

予
防

）
”

大
型

知
識

講
座

、
専

門
家

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

4
月

区
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
、

武
汉

兰
丁

孙

晓
蓉

博
士

区
政

府
、

労
働

組
合

、
婦

人
連

合
、

経
済

局
、

労
働

局
、

衛
生

局

本
年

度
の

新
婚

夫
婦

と
計

画
妊

娠
の

育
齢

人
群

、
カ

バ
ー

率
7
0
％

“
健

康
宝

贝
（

元
気

な
赤

ち
ゃ

ん
）

”
シ

リ
ー

ズ
活

動
（

結
婚

診
査

、
妊

娠
前

優
生

検
査

、
優

生
教

室
）

3
-
1
2
月

、
1
回

/
2
ヶ

月
区

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

民
政

、
衛

生
、

鎮
（

弁
）

、
末

端
計

画
生

育
情

報
人

員

不
特

定
多

数
読

者
《

随
州

日
报

》
で

家
庭

保
健

教
育

コ
ラ

ム
（

4
0
回

以
上

）
3
-
1
2
月

区
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
报

社

労
働

組
合

、
婦

人
連

合
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

担
当

者
、

家
庭

保
健

人
員

、
技

術
人

員
、

社
区

組
織

者
“

健
康

、
关

爱
”

社
区

、
企

業
、

農
村

活
動

前
の

準
備

会
議

2
月

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

弁
公

室
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
指

導
者

グ
ル

ー
プ

区
・

1
拡

大
鎮

専
業

技
術

人
員

定
期

専
門

人
員

研
修

1
回

/
月

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

弁
公

室
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
指

導
者

グ
ル

ー
プ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

定
期

報
告

1
回

/
月

区
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
弁

公
室

区
・

1
拡

大
鎮

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

定
期

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
1
回

/
2
ヶ

月
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
弁

公
室

0
-
6
ヶ

月
乳

児
の

保
護

者
の

べ
5
0
人

/
回

“
妈

妈
奶

最
健

康
”

専
門

講
座

（
育

児
指

導
）

3
,
9
月

母
子

保
健

院
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
母

子
保

健
院

会
議

室

児
童

の
保

護
者

5
郷

鎮
の

6
0
％

Q
Q
グ

ル
ー

プ
と

相
談

ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン

を
利

用
し

た
健

康
教

育
・

指
導

通
年

蒋
坤

林
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
、

電
話

1
-
3
歳

の
幼

児
の

べ
1
0
0
人

/
回

幼
児

健
康

診
査

4
,
1
0
月

5
パ

イ
ロ

ッ
ト

鎮
街

郷
鎮

衛
生

院
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
パ

イ
ロ

ッ
ト

鎮
街

郷
鎮

衛
生

院

6
ヶ

月
-
3
歳

乳
幼

児
の

保
護

者
の

べ
5
0
人

/
回

“
合

理
膳

食
宝

宝
健

康
”

サ
ロ

ン
2
,
5
,
8
,
1
1
月

サ
ー

ビ
ス

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

长
教

育
委

員
会

パ
イ

ロ
ッ

ト
鎮

街
早

期
教

育
サ

イ
ト

児
童

、
保

護
者

の
べ

1
0
0
人

/
回

“
健

康
好

习
惯

·
饭

前
便

后
要

洗
手

（
良

い
健

康
習

慣
、

食
前

ト
イ

レ
後

の
手

洗
い

）
”

広
場

宣
伝

活
動

（
計

生
赶

场
）

4
,
1
0
月

周
雷

蕾
教

育
委

員
会

、
警

察
交

番
パ

イ
ロ

ッ
ト

鎮
街

政
府

広
場

5
鎮

街
の

児
童

、
保

護
者

の
べ

2
0
人

/
回

語
学

・
動

作
訓

練
親

子
教

室
3
-
1
2
月

（
1
0
回

/
年

）
蒋

坤
林

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

パ
イ

ロ
ッ

ト
鎮

街
早

期
教

育
サ

イ
ト

5
鎮

街
の

児
童

、
保

護
者

の
べ

2
0
人

/
回

特
色

遊
戯

（
視

聴
触

覚
訓

練
）

教
室

3
-
1
2
月

（
1
0
回

/
年

）
蒋

坤
林

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

パ
イ

ロ
ッ

ト
鎮

街
早

期
教

育
サ

イ
ト

鎮
街

サ
ー

ビ
ス

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

と
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
人

員
3
0
人

技
術

サ
ー

ビ
ス

人
員

研
修

会
2
月

贺
盛

红
衛

生
局

，
教

育
委

員
会

計
生

委
員

会
議

室

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

人
員

3
0
人

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

会
議

1
2
月

潘
世

君
パ

イ
ロ

ッ
ト

鎮
街

計
生

弁

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

人
員

3
0
人

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

評
価

協
調

会
1
2
月

潘
世

君
計

生
委

員
会

議
室

随 州 市 曾 都 区

児
童

期

7
0
,
0
0
0

（
0
-
1
2
歳

）

う
ち

5
0
,
0
0
0

（
3
-
1
2
歳

）

年
度

目
標

：
3
-
6
歳

の
幼

児
の

健
康

生
活

習
慣

、
7
-
1
2
歳

の
児

童
の

不
慮

の
事

故
の

防
止

能
力

の
ア

ベ
イ

ラ
ビ

リ
テ

ィ
が

高
ま

る
。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

1
.
幼

児
の

健
康

生
活

習
慣

、
児

童
の

不
慮

の
事

故
防

止
に

関
す

る
サ

ー
ビ

ス
能

力
が

向
上

す
る

。

2
.
3
-
6
歳

の
幼

児
の

健
康

生
活

習
慣

が
向

上
す

る
。

3
.
7
-
1
2
歳

の
児

童
の

不
慮

の
事

故
防

止
能

力
が

高
く

な
る

。

（
特

に
記

載
な

し
）

*
全

区
1
3
郷

鎮

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

活
動

研
修

・
考

察
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
等

の
活

動

育
齢

期

3
3
1
,
9
4
0

（
1
9
-
4
9
歳

）

男
性

1
6
6
,
9
2
0

女
性

1
6
5
,
0
2
0

年
度

目
標

：
育

齢
人

群
が

生
殖

系
統

関
連

疾
患

予
防

、
妊

娠
前

、
産

前
に

か
か

る
優

良
な

保
健

サ
ー

ビ
ス

を
受

け
ら

れ
る

よ
う

に
な

る
。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

1
.
育

齢
人

群
の

生
殖

系
統

関
連

疾
患

予
防

サ
ー

ビ
ス

が
強

化
さ

れ
る

。

2
.
妊

娠
前

、
産

前
保

健
サ

ー
ビ

ス
が

向
上

す
る

。

（
特

に
記

載
な

し
）

*
全

区
1
3
郷

鎮

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

活
動

研
修

・
考

察
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
等

の
活

動

重 慶 市

榮 昌 県

児
童

期

1
0
5
,
6
0
0

（
児

童
人

口
）

年
度

目
標

：
1
.
計

生
技

術
サ

ー
ビ

ス
系

統
の

児
童

健
康

保
健

の
サ

ー
ビ

ス
能

力
を

向
上

す
る

。 2
.
児

童
健

康
保

健
サ

ー
ビ

ス
の

ア
ク

セ
シ

ビ
リ

テ
ィ

ー
が

高
ま

る
。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

1
.
サ

ー
ビ

ス
能

力
が

向
上

し
、

児
童

人
群

の
健

康
診

査
と

健
康

相
談

サ
ー

ビ
ス

が
保

障
さ

れ
る

。

2
.
児

童
の

保
護

者
の

健
康

保
健

意
識

が
向

上
す

る
。

5
パ

イ
ロ

ッ
ト

郷
鎮

*
全

県
2
1
郷

鎮

研
修

・
考

察
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
等

の
活

動

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

活
動
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活
動

内
容

活
動

時
期

責
任

機
関

(
者

)
協

力
機

関
活

動
地

点
省

地 域
2
0
1
2
年

の
タ

ー
ゲ

ッ
ト

2
0
1
2
年

度
主

要
活

動

活
動

対
象

者

対
象

人
群

お
よ

び
全

人
口

(
人

)
*

年
度

目
標

／
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト

5
パ

イ
ロ

ッ
ト

鎮
・

街
既

婚
計

画
妊

娠
男
育

齢
男

性
8
0
0
-
1
,
0
0
0
人

優
生

と
優

育
　
男

性
先

行
動

（
妊

娠
前

健
康

診
査

と
健

康
相

談
活

動
）

通
年

杨
廷

富
衛

生
局

、
疾

病
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

ー
県

リ
プ

ロ
ダ

ク
テ

ィ
ブ

ヘ
ル

ス
セ

ン
タ

ー

全
県

育
齢

人
員

グ
ル

ー
プ

2
,
0
0
0
人

以
上

“
关

爱
女

性
，

科
学

避
孕

，
知

情
选

择
”

（
 
健

康
教

育
と

健
康

指
導

の
Q
Q
グ

ル
ー

プ
、

ブ
ロ

グ
と

相
談

ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン

の
開

通
）

通
年

贺
盛

红
衛

生
局

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

、
電

話

5
パ

イ
ロ

ッ
ト

鎮
・

街
既

婚
計

画
妊

娠
夫
の

べ
5
0
人

/
回

“
宝

宝
诞

生
记

”
（

受
胎

と
妊

娠
生

理
講

座
）

2
,
5
,
8
,
1
1
月

贺
盛

红
衛

生
局

パ
イ

ロ
ッ

ト
鎮

街
サ

ー
ビ

ス
ス

テ
ー

シ
ョ

ン

既
婚

計
画

妊
娠

夫
婦

全
県

カ
バ

ー
率

1
0
0
％

“
好

宝
宝

(
健

康
で

元
気

な
赤

ち
ゃ

ん
）

”
出

産
の

お
手

伝
い

、
家

庭
保

健
資

料
の

配
布

通
年

李
让

燕
衛

生
局

、
婦

人
連

合
県

リ
プ

ロ
ダ

ク
テ

ィ
ブ

ヘ
ル

ス
セ

ン
タ

ー

2
1
鎮

・
街

既
婚

の
育

齢
専

業
主

婦
既

婚
女

性
カ

バ
ー

率
8
5
％

幸
福

栄
昌

・
家

庭
保

健
無

料
リ

プ
ロ

ダ
ク

テ
ィ

ブ
ヘ

ル
ス

健
康

診
査

サ
ー

ビ
ス

活
動

3
,
9
月

潘
世

君
各

鎮
街

各
鎮

街
サ

ー
ビ

ス
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
、

村
（

社
区

）
委

員
会

5
パ

イ
ロ

ッ
ト

鎮
・

街
育

齢
人

員
グ

ル
ー
2
0
0
人

“
幸

福
荣

昌
，

关
爱

女
性

健
康

”
広

場
の

活
動

5
月

吴
辉

建
衛

生
局

、
婦

人
連

合
、

警
察

パ
イ

ロ
ッ

ト
鎮

街
政

府
広

場

5
パ

イ
ロ

ッ
ト

鎮
・

街
育

齢
人

員
グ

ル
ー

プ
-

“
科

学
栄

養
，

健
康

生
活

方
式

”
電

子
メ

デ
ィ

ア
健

康
知

識
宣

伝
通

年
吴

辉
建

衛
生

局
、

テ
レ

ビ
局

パ
イ

ロ
ッ

ト
鎮

街
サ

ー
ビ

ス
ス

テ
ー

シ
ョ

ン

介
入

人
群

の
う

ち
リ

ス
ク

グ
ル

ー
プ

ハ
イ

リ
ス

ク
群

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
率

1
0
0
％

“
咨

询
随

访
，

上
门

サ
ー

ビ
ス

”
(
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

訪
問

と
相

談
、

家
庭

訪
問

サ
ー

ビ
ス

)
活

動
通

年
张

荣
辉

村
（

社
区

）
居

委
員

会
サ

ー
ビ

ス
対

象
家

庭

鎮
・

街
サ

ー
ビ

ス
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
と

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

ス
タ

ッ
フ

3
0
人

技
術

サ
ー

ビ
ス

ス
タ

ッ
フ

研
修

会
2
,
8
月

贺
盛

红
衛

生
局

、
教

育
委

員
会

人
口

計
生

委
員

会
議

室

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

ス
タ

ッ
フ

3
0
人

鎮
街

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
1
2
月

雷
建

パ
イ

ロ
ッ

ト
鎮

街
計

生
弁

公
室

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

ス
タ

ッ
フ

2
0
人

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

評
価

会
議

1
2
月

末
雷

建
人

口
計

生
委

員
会

議
室

中
高

年
人

群
3
,
0
0
0
人

幸
福

栄
昌

・
家

庭
保

健
無

料
リ

プ
ロ

ダ
ク

テ
ィ

ブ
ヘ

ル
ス

健
康

診
査

3
,
9
月

潘
世

君
各

鎮
街

各
鎮

街
サ

ー
ビ

ス
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
、

村
（

社
区

）
委

員
会

介
入

人
群

の
う

ち
リ

ス
ク

グ
ル

ー
プ

ハ
イ

リ
ス

ク
群

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
率

1
0
0
％

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
訪

問
サ

ー
ビ

ス
（

家
庭

訪
問

を
通

じ
た

健
康

相
談

・
健

康
教

育
）

3
-
1
2
月

雷
建

村
（

社
区

）
居

委
員

会
リ

ス
ク

グ
ル

ー
プ

の
家

庭

中
高

年
人

群
3
,
0
0
0
人

よ
く

あ
る

疾
患

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
4
,
1
0
月

潘
世

君
衛

生
局

郷
鎮

計
生

サ
ー

ビ
ス

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

中
高

年
人

群
3
,
0
0
0
人

個
人

健
康

フ
ァ

イ
ル

の
作

成
通

年
周

雷
蕾

衛
生

局
県

家
庭

保
健

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

弁
公

室
フ

ァ
イ

ル
室

鎮
・

街
サ

ー
ビ

ス
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
と

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

人
員

3
0
人

技
術

サ
ー

ビ
ス

人
員

研
修

会
2
,
8
月

贺
盛

红
衛

生
局

、
教

育
委

員
会

計
生

委
員

会
議

室

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

人
員

3
0
人

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

会
議

3
,
9
月

現
場

指
導

1
2
月

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

雷
建

鎮
街

計
生

弁
公

室

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

人
員

2
0
人

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

評
価

協
調

会
1
2
月

雷
建

計
生

委
員

会
議

室

青
少

年
（

中
学

校
生

、
高

校
生

）
 

思
春

期
健

康
教

育
教

室
1
回

/
学

期
、

合
計

6
回

（
4
,
1
0
月

）
区

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

、
各

鎮
街

サ
ー

ビ
ス

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

 
衛

生
学

校

青
少

年
（

冬
・

夏
休

み
の

小
中

学
校

生
） 対

象
の

8
0
％

“
我

青
春

、
我

飞
扬

”
シ

リ
ー

ズ
活

動
（

講
座

、
健

康
教

育
資

料
配

布
、

健
康

相
談

、
趣

味
活

動
）

8
月

区
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
、

各
鎮

街
計

生
弁

社
区

、
教

育
委

員
会

区
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
、

各
社

区
サ

ー
ビ

ス
活

動
室

 

在
校

大
学

生
1
0
0
人

“
遏

制
艾

滋
，

履
行

承
诺

”
思

春
期

健
康

高
校

テ
ー

マ
活

動
（

H
I
V
予

防
健

康
知

識
宣

伝
、

署
名

、
文

芸
演

出
等

）
1
2
月

区
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
衛

生
、

高
校

西
南

大
学

在
校

大
学

生
“

青
春

健
康

，
同

伴
随

行
”

教
育

活
動

（
健

康
講

座
）

1
2
月

区
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
 

高
校

 
西

南
大

学

青
年

の
農

民
労

働
者

（
1
6
-
1
9
岁

）
農

民
労

働
者

対
象

思
春

期
健

康
教

育
活

動
 
1
0
月

区
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
、

各
鎮

街
サ

ー
ビ

ス
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
 

衛
生

、
経

委
企

業

青
少

年
対

象
の

5
0
％

青
り

ん
ご

Q
Q
グ

ル
ー

プ
の

開
設

2
月

-
1
2
月

区
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
 

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

サ
ー

ビ
ス

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

技
術

サ
ー

ビ
ス

人
員

と
村

(
居

)
計

生
担

当
技

術
サ

ー
ビ

ス
能

力
研

修
1
回

/
四

半
期

区
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
衛

生
区

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

サ
ー

ビ
ス

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

技
術

サ
ー

ビ
ス

人
員

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

検
査

1
回

/
四

半
期

区
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
各

鎮
街

サ
ー

ビ
ス

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

区
家

庭
保

健
指

導
者

小
グ

ル
ー

プ
メ

ン
バ

ー
全

員
自

己
評

価
会

議
2
回

/
年

家
庭

保
健

指
導

者
グ

ル
ー

プ
オ

フ
ィ

ス
主

任
指

導
者

グ
ル

ー
プ

メ
ン

バ
ー

部
門

区
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー

中
高

年
 

1
0
0
人

以
上

“
科

技
、

文
化

、
衛

生
三

下
郷

”
シ

リ
ー

ズ
活

動
（

健
康

教
育

、
健

康
相

談
、

血
糖

・
血

圧
測

定
）

 
元

旦
春

節
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
 

衛
生

、
鎮

街
社

事
弁

各
鎮

街
 

中
高

年
 

3
鎮

対
象

者
の

3
0
％

カ
バ

ー
中

高
年

健
康

診
査

（
内

科
、

外
科

、
生

殖
器

、
慢

性
疾

患
、

骨
密

度
測

定
）

1
回

/
年

区
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
 

衛
生

 
各

鎮
街

サ
ー

ビ
ス

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

、
衛

生
院

、
社

区
衛

生
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー

中
高

年
 

5
0
人

以
上

/
回

“
我

夕
阳

、
我

灿
烂

”
シ

リ
ー

ズ
活

動
（

宣
伝

資
料

配
布

、
健

康
相

談
、

文
芸

趣
味

活
動

な
ど

）
2
回

/
年

（
4
,
9
月

）
区

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

衛
生

 
、

社
区

、
物

管
区

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

、
各

鎮
街

サ
ー

ビ
ス

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

 

中
高

年
中

高
年

慢
性

疾
患

予
防

健
康

生
活

知
識

講
座

 
5
,
9
月

区
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
衛

生
、

民
政

区
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
、

各
鎮

街
サ

ー
ビ

ス
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
 

中
高

年
中

高
年

保
健

知
識

テ
レ

ビ
番

組
放

送
、

街
頭

シ
リ

ー
ズ

宣
伝

活
動

2
-
1
2
月

区
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
広

電
局

(
ラ

ジ
オ

と
テ

レ
ビ

局
)
、

市
政

サ
ー

ビ
ス

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

技
術

サ
ー

ビ
ス

人
員

と
村

(
居

) 技
術

サ
ー

ビ
ス

能
力

研
修

1
回

/
四

半
期

区
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
衛

生
区

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

サ
ー

ビ
ス

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

技
術

サ
ー

ビ
ス

人
員

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

検
査

1
回

/
四

半
期

区
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
各

鎮
街

サ
ー

ビ
ス

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

区
家

庭
保

健
指

導
者

小
グ

ル
ー

プ
メ

ン
バ

ー
全

員
自

己
評

価
会

議
2
回

/
年

区
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
指

導
者

グ
ル

ー
プ

指
導

者
グ

ル
ー

プ
メ

ン
バ

ー
部

門
区

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

*
各

対
象

群
の

標
記

に
関

し
て

：
各

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

サ
イ

ト
の

計
画

書
よ

り
抜

粋
し

て
い

る
た

め
、

サ
イ

ト
に

よ
っ

て
標

記
方

法
が

ま
ち

ま
ち

で
あ

る
。

本
表

で
は

各
サ

イ
ト

の
標

記
に

倣
っ

て
記

載
し

て
い

る
。

中
高

年

2
2
6
,
0
0
0

（
中

高
年

人
群

）

年
度

目
標

：
中

高
年

の
健

康
保

健
サ

ー
ビ

ス
の

ア
ク

セ
シ

ビ
リ

テ
ィ

ー
が

高
ま

る
。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

1
.
サ

ー
ビ

ス
能

力
が

向
上

し
、

中
高

年
人

群
の

健
康

診
査

と
健

康
相

談
が

保
障

さ
れ

る
。

2
.
中

高
年

人
群

の
健

康
診

査
、

教
育

と
相

談
が

促
進

さ
れ

る
。

全
県

2
1
郷

鎮
の

う
ち

3
,
0
0
0

人
の

中
高

年
人

北 碚 区

思
春

期

4
0
,
8
7
1

（
1
3
-
1
9
歳

）

中
高

年

1
8
5
,
1
5
9

（
4
5
-
6
4
歳

）

8
4
,
9
1
6

（
6
5
歳

以
上

）

年
度

目
標

：
北

碚
区

の
中

高
年

人
員

グ
ル

ー
プ

の
健

康
保

健
意

識
が

向
上

す
る

。 ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

1
.
北

碚
区

の
サ

ー
ビ

ス
機

構
の

中
高

年
保

健
サ

ー
ビ

ス
能

力
が

向
上

す
る

。

2
.
中

高
年

慢
性

疾
患

予
防

知
識

、
健

康
生

活
方

式
関

連
知

識
が

普
及

す
る

。

天
府

鎮
、

澄
江

鎮
、

施
家

梁
鎮

の
3
パ

イ
ロ

ッ
ト

鎮

*
全

区
1
7
郷

鎮

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

活
動

研
修

・
考

察
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
等

の
活

動

育
齢

期

3
2
3
,
8
0
0

（
育

齢
人

群
）

年
度

目
標

：
育

齢
人

群
の

健
康

保
健

サ
ー

ビ
ス

の
ア

ク
セ

シ
ビ

リ
テ

ィ
ー

利
用

機
会

が
高

ま
る

。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

1
.
サ

ー
ビ

ス
能

力
が

向
上

し
、

育
齢

人
群

の
健

康
診

査
と

健
康

相
談

サ
ー

ビ
ス

が
保

障
さ

れ
る

。

2
.
育

齢
人

群
の

健
康

保
健

宣
伝

教
育

が
促

進
さ

れ
る

。

3
.
衛

生
、

婦
人

連
合

等
の

部
門

間
協

力
が

強
化

さ
れ

る
。

5
パ

イ
ロ

ッ
ト

郷
鎮

*
全

県
2
1
郷

鎮

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

活
動

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

活
動

研
修

・
考

察
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
等

の
活

動

年
度

目
標

：
思

春
期

心
理

、
生

理
健

康
保

健
意

識
が

向
上

す
る

。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

1
.
北

碚
区

の
サ

ー
ビ

ス
機

関
の

青
少

年
保

健
サ

ー
ビ

ス
能

力
が

向
上

す
る

。

2
.
思

春
期

保
健

知
識

が
普

及
す

る
。

天
府

鎮
、

澄
江

鎮
、

施
家

梁
鎮

の
3
パ

イ
ロ

ッ
ト

鎮

*
全

区
1
7
郷

鎮

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

活
動

研
修

・
考

察
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
等

の
活

動

研
修

・
考

察
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
等

の
活

動
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付
属
資
料
４
．
全
パ

イ
ロ

ッ
ト

地
区

の
年

次
実

施
計

画
書

一
覧

（
20
13
年

）

活
動

内
容

活
動

時
期

責
任

機
関

（
者

）
協

力
機

関
活

動
地

点

児
童
お
よ
び
保
護
者
（

県
城

8
幼

稚
園

）
“

关
爱

児
童

、
关

注
未

来
”

児
童

健
康

保
健

知
識

（
良

好
習

慣
）

講
座

、
相

談
3
,
6
,
9
,
1
1
月

1
回
/
各
幼
稚
園

许
英
华

各
幼
稚
園
責
任
者

各
幼
稚
園

児
童
お
よ
び
保
護
者
（

2
0
郷

鎮
）

“
心

連
心

”
教

室
　

早
期

教
育

知
識

普
及

サ
ー

ビ
ス

　
講

座
、

相
談

2
,
8
月

许
英
华

計
生
局
弁
公
室

文
化
大
院

小
学
生

安
全

防
犯

（
不

慮
の

事
故

・
災

害
予

防
）

知
識

講
座

、
相

談
3
,
6
,
9
,
1
1
月

许
英
华

教
育
局

小
学

児
童

児
童

健
康

保
健

知
識

テ
レ

ビ
講

座
1
回
/
月
更
新

许
英
华
、
张
春
华

放
送
局

テ
レ
ビ
局

児
童

予
防

接
種

デ
ー

大
型

宣
伝

活
動

、
無

料
健

診
4
月
2
5
日

胡
立
双

衛
生
局

儒
林
市
場

児
童
（
県
城
8
幼
稚
園
）

全
国

愛
眼

デ
ー

　
健

診
、

宣
伝

教
育

、
相

談
、

無
料

検
診

6
月
6
日

张
春
华

各
幼
稚
園
責
任
者

各
幼
稚
園

児
童
（
県
城
8
幼
稚
園
）

全
国

愛
歯

デ
ー

　
口

腔
保

健
知

識
宣

伝
教

育
9
月
2
0
日

胡
立
双

教
育
局

児
童

児
童

《
清

河
報

》
《

清
河

人
口

》
児

童
健

康
保

健
知

識
宣

伝
6
回
/
年
、
偶
数
月

顾
美
华

新
聞
社

新
聞
社

児
童

“
村

村
通

"
テ

レ
ビ

番
組

に
お

け
る

児
童

保
健

知
識

教
育

3
,
6
,
9
,
1
1
月

顾
美
华

放
送
局

放
送
局

児
童
（
県
城
8
幼
稚
園
）

入
園

児
童

の
健

診
・

健
康

フ
ァ

イ
ル

作
成

9
月

王
素
霞

教
育
局
、
児
童
保
健
セ
ン
タ
ー

児
童
保
健
セ
ン
タ
ー

小
学
生
（
県
城
7
小
学
校
）

入
学

児
童

の
健

診
・

健
康

フ
ァ

イ
ル

作
成

1
0
月

王
素
霞

教
育
局
、
児
童
保
健
セ
ン
タ
ー

児
童
保
健
セ
ン
タ
ー

宣
伝
教
育
講
師

サ
ー

ビ
ス

人
員

専
門

研
修

3
,
5
,
7
,
1
0
月

马
金
英

サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー
会
議
室

家
庭
保
健
サ
ー
ビ
ス
人

員
四

半
期

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

3
,
6
,
9
,
1
2
月
上
旬

胡
立
双

家
庭
保
健
サ
ー
ビ
ス
人

員
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
結

果
に

よ
る

会
議

開
催

3
,
6
,
9
,
1
2
月
中
旬

胡
立
双

教
育
局

家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー
会
議
室

中
学
生
（
5
中
学
校
）

“
青

春
期

的
秘

密
”

学
校

で
の

思
春

期
衛

生
知

識
シ

リ
ー

ズ
讲

座
（

月
経

期
ケ

ア
、

外
生

殖
器

清
潔

ケ
ア

）
4
,
7
,
1
0
月

许
英
华

教
育
局

中
学

中
学
生
（
5
中
学
校
）

“
青

春
似

火
”

学
校

で
の

健
康

行
動

テ
レ

ビ
シ

リ
ー

ズ
講

座
（

喫
煙

、
飲

酒
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
依

存
）

3
,
6
,
9
月

许
英
华

教
育
局

中
学

中
学
生

“
青

春
期

健
康

知
识

进
校

园
”

壁
新

聞
を

利
用

し
た

思
春

期
健

康
知

識
宣

伝
教

育
3
,
6
,
9
,
1
1
月

张
春
华

教
育
局

中
学

中
学
教
師

学
校

教
師

対
象

“
和

孩
子

拉
近

距
离

”
シ

リ
ー

ズ
講

座
（

生
徒

の
学

習
、

生
活

、
行

動
）

3
,
6
,
9
,
1
1
月

张
春
华

教
育
局

中
学

学
生
保
護
者

学
校

保
護

者
会

を
利

用
し

た
“

如
何

与
孩

子
沟

通
”

講
座

活
動

（
思

春
期

健
康

知
識

、
行

動
）

2
,
5
,
1
0
,
1
2
月

张
春
华

中
学

中
学

中
学
生
（
8
中
学
校
参
加
）

連
合

教
育

局
に

よ
る

“
精

彩
花

季
”

五
四

青
年

节
（

5
月

4
日

青
年

の
日

）
健

康
知

識
コ

ン
テ

ス
ト

テ
レ
ビ

放
送

5
月

胡
立
双

教
育
局
、
放
送
テ
レ
ビ
局

中
学

中
学
生
（
5
中
学
校
）

連
合

教
育

局
主

導
5
中

学
校

か
ら

の
3
0
名

学
生

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
よ

る
思

春
期

行
動

教
育

テ
ー

マ
の
巡
演

3
,
5
,
7
,
9
,
1
1
月

许
英
华

教
育
局

各
学
校

中
学
生

“
彩

色
的

青
春

”
学

生
読

本
・

保
護

者
読

本
の

制
作

3
月

张
春
华

教
育
局

各
学
校

中
学
生

計
生

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

を
利

用
し

た
“

青
春

话
语

”
（

青
少

年
健

康
保

健
知

識
宣

伝
、

健
康

相
談

）
1
回
/
月
更
新

张
春
华

計
生
局

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

宣
伝
講
師

合
計

9
6
人

サ
ー

ビ
ス

人
員

専
門

研
修

（
宣

伝
講

座
講

師
対

象
、

心
理

相
談

・
生

殖
健

康
）

（
3
日

間
/
回

）
3
,
6
月

马
金
英

サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
邢
台
心
理

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
協
会

家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー
会
議
室

家
庭
保
健
サ
ー
ビ
ス
人

員
四

半
期

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

3
,
6
,
9
,
1
2
月
上
旬

胡
立
双

家
庭
保
健
サ
ー
ビ
ス
人

員
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
結

果
に

よ
る

会
議

開
催

3
,
6
,
9
,
1
2
月
中
旬

胡
立
双

教
育
局

家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー
会
議
室

育
齢
人
群

1
0
,
0
0
0
人

“
关

爱
健

康
、

健
診

先
行

”
育

齢
人

群
集

団
健

診
2
-
1
2
月

滕
红
霞

サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

健
診
セ
ン
タ
ー

育
齢
人
群

上
記

対
象

目
標

人
群

健
診

前
健

康
教

育
お

よ
び

健
診

後
健

康
相

談
・

指
導

　
*
上

記
活

動
と

連
動

2
-
1
2
月

滕
红
霞

サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

健
診
セ
ン
タ
ー
休
憩
所

育
齢
人
群

2
0
1
2
年

健
診

結
果

に
基

づ
く

ハ
イ

リ
ス

ク
住

民
対

象
健

康
教

育
、

再
検

査
2
-
1
2
月

各
事
務
所
主
任

サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

各
事
務
所

育
齢
人
群
（
1
0
0
村
）

健
康

保
健

体
操

　
健

康
的

な
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

の
段

階
的

促
進

3
-
1
2
月

许
英
华

各
事
務
所

各
モ
デ
ル
村

育
齢
人
群
（
5
会
場
）

生
活

習
慣

病
予

防
、

栄
養

食
事

講
座

、
相

談
3
,
5
,
8
,
1
0
月

许
英
华

各
事
務
所

各
事
務
所

育
齢
人
群

“
村

村
通

”
テ

レ
ビ

番
組

で
の

“
健

康
的

身
体

，
精

彩
的

人
生

”
育

齢
人

群
健

康
保

健
3
,
6
,
9
,
1
1
月

顾
美
华

放
送
テ
レ
ビ
局

放
送
局

計
画
妊
娠
夫
婦
（
2
会
場
）

“
帮

你
生

个
好

宝
宝

”
　

妊
娠

前
・

妊
娠

期
保

健
知

識
講

座
、

相
談

3
,
5
,
8
,
1
0
月

许
英
华

各
事
務
所

県
妊
婦
学
校
、
各
事
務
所

計
画
妊
娠
夫
婦

“
做

好
月

子
”

　
産

褥
期

保
健

知
識

講
座

、
相

談
3
,
6
,
9
,
1
1
月

许
英
华

各
事
務
所

各
事
務
所

育
齢
人
群

企
業

に
お

け
る

健
康

知
識

（
生

殖
健

康
/
生

活
習

慣
病

予
防

）
教

育
、

相
談

1
1
月

许
英
华

企
業
計
生
協
会

関
連
企
業

育
齢
人
群

《
清

河
報

》
《

清
河

人
口

》
新

聞
を

媒
体

と
し

た
育

齢
人

群
健

康
保

健
知

識
宣

伝
2
,
4
,
6
,
8
,
1
0
,
1
2
月

顾
美
华

新
聞
社

新
聞
社

育
齢
人
群
（
1
0
0
村
）

“
健

康
知

识
进

万
家

”
　

育
齢

人
群

健
康

保
健

知
識

宣
伝

パ
ネ

ル
の

製
作

、
展

示
7
月

张
春
华

広
告
会
社

各
事
務
所

育
齢
人
群

の
べ

2
,
0
0
0
人

“
健

康
从

护
心

开
始

”
世

界
ハ

ー
ト

デ
ー

（
9
月

2
9
日

）
　

宣
伝

教
育

、
無

料
検

診
9
月

胡
立
双

都
市
管
理
局
（
城
管
局
）

儒
林
市
場

育
齢
人
群

1
回

2
0
,
0
0
0
通

“
世

界
禁

煙
デ

ー
”

等
1
0
種

の
保

健
関

連
日

の
健

康
知

識
シ

ョ
ー

ト
メ

ッ
セ

ー
ジ

の
送

信
（

合
計

1
0
テ
ー

マ
）

1
-
1
2
月

许
英
华

各
通
信
会
社

宣
伝
講
師

3
0
人

サ
ー

ビ
ス

人
員

（
宣

伝
講

座
講

師
）

専
門

研
修

2
月

许
英
华

サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー
会
議
室

家
庭
保
健
サ
ー
ビ
ス
人

員
4
0
人

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

ス
タ

ッ
フ

に
対

す
る

栄
養

知
識

研
修

（
2
日

間
）

4
月

马
金
英

天
津
一
附
院
栄
養
セ
ン
タ
ー

家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー
会
議
室

宣
伝
講
師

1
0
人

生
殖

健
康

相
談

師
研

修
（

7
日

間
）

9
月

许
英
华

サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー
会
議
室

家
庭
保
健
サ
ー
ビ
ス
人

員
四

半
期

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

3
,
6
,
9
,
1
2
月
上
旬

胡
立
双

家
庭
保
健
サ
ー
ビ
ス
人

員
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
結

果
に

よ
る

会
議

開
催

3
,
6
,
9
,
1
2
月
中
旬

胡
立
双

家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー
会
議
室

中
老
年
人
群

1
0
,
0
0
0
人

“
健

康
夕

阳
红

”
　

中
高

年
人

群
健

康
診

査
2
-
1
2
月

滕
红
霞

各
事
務
所

健
診
セ
ン
タ
ー

中
老
年
人
群

上
記

対
象

目
標

人
群

健
診

前
健

康
教

育
お

よ
び

健
診

後
健

康
相

談
・

指
導

　
*
上

記
活

動
と

連
動

2
-
1
2
月

滕
红
霞

サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

健
診
セ
ン
タ
ー
休
憩
所

中
老
年
人
群

2
0
1
2
年

健
診

結
果

に
基

づ
く

ハ
イ

リ
ス

ク
住

民
へ

健
康

教
育

/
再

検
査

2
-
1
2
月

各
事
務
所
主
任

サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

各
事
務
所

中
老
年
人
群
（
1
0
0
村
）

健
康

保
健

操
　

健
康

的
な

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
の

段
階

的
促

進
3
-
1
2
月

许
英
华

各
事
務
所

各
モ
デ
ル
村

中
老
年
人
群

“
最

美
夕

阳
红

”
中

高
年

群
疾

患
（

骨
粗

鬆
症

・
脳

血
管

疾
患

・
白

内
障

な
ど

）
予

防
テ

レ
ビ

宣
伝

教
育

2
-
1
2
月

1
回
/
週
更
新

许
英
华
、
张
春
华

放
送
テ
レ
ビ
局

テ
レ
ビ
局

中
老
年
人
群

“
科

学
养

生
”

村
村

通
テ

レ
ビ

番
組

に
お

け
る

慢
性

疾
患

予
防

放
送

（
骨

粗
鬆

症
・

脳
血

管
疾

患
・

白
内

障
）

2
-
1
2
月

1
回
/
四
半
期
更
新

顾
美
华

放
送
テ
レ
ビ
局

放
送
台

中
老
年
人
群

2
,
0
0
0
人

“
健

康
知

识
进

社
区

、
进

・
郷

村
"
健

康
生

活
習

慣
・

慢
性

疾
患

予
防

健
康

講
座

/
相

談
7
月

许
英
华

各
社
区
物
件
管
理
事
務
所

各
関
連
社
区
事
務
所

中
老
年
人
群

《
清

河
报

》
、

《
清

河
人

口
》

新
聞

を
媒

体
と

し
た

中
高

年
人

群
健

康
保

健
知

識
宣

伝
6
回
/
年
、
偶
数
月

顾
美
华

新
聞
社

新
聞
社

中
老
年
人
群
（
新
1
0
0
村

）
“

健
康

知
识

进
万

家
"
　

中
高

年
人

群
健

康
保

健
知

識
の

宣
伝

パ
ネ

ル
の

制
作

、
展

示
3
月

张
春
华

広
告
会
社

各
事
務
所

中
老
年
人
群

世
界

骨
粗

鬆
症

デ
ー

（
1
0
月

2
0
日

）
に

お
け

る
宣

伝
教

育
/
無

料
健

診
/
相

談
1
0
月

胡
立
双

都
市
管
理
局
（
城
管
局
）

儒
林
市
場

宣
伝
講
師

2
0
人

サ
ー

ビ
ス

人
員

（
宣

伝
講

座
講

師
）

専
門

研
修

2
,
6
月

许
英
华

サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー
会
議
室

家
庭
保
健
サ
ー
ビ
ス
人

員
5
0
人

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

ス
タ

ッ
フ

に
対

す
る

栄
養

師
研

修
（

2
日

間
）

4
月

马
金
英

天
津
一
附
院

家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

家
庭
保
健
サ
ー
ビ
ス
人

員
四

半
期

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

3
,
6
,
9
,
1
2
月
上
旬

胡
立
双

栄
養
セ
ン
タ
ー

会
議
室

家
庭
保
健
サ
ー
ビ
ス
人

員
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
結

果
に

よ
る

会
議

開
催

3
,
6
,
9
,
1
2
月
中
旬

胡
立
双

家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー
会
議
室

河 北 省

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

活
動

研
修

・
考

察
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
等

の
活

動

省
地 域

2
0
1
3
年

度
主

要
活

動

活
動

対
象

者

対
象

人
群

お
よ

び
人

口
(
人

)
*

年
度

目
標

／
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
2
0
1
3
年

の
タ

ー
ゲ

ッ
ト

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

活
動

研
修

・
考

察
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
等

の
活

動

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

活
動

研
修

・
考

察
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
等

の
活

動

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

活
動

研
修

・
考

察
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
等

の
活

動

邢 台 市 清 河 県

児
童

期

2
7
,
2
3
7

（
0
-
3
歳

）

2
2
,
5
0
3

（
4
-
6
歳

）

2
7
,
5
0
0

（
7
-
1
2
歳

）

年
度

目
標

：
児

童
と

保
護

者
の

児
童

保
健

意
識

が
向

上
す

る
。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

1
.
児

童
健

康
保

健
の

サ
ー

ビ
ス

能
力

が
向

上
す

る
。

2
.
児

童
健

康
保

健
知

識
が

普
及

し
、

児
童

保
護

者
の

宣
伝

教
育

の
強

度
が

高
ま

る
。

3
.
児

童
健

康
診

査
サ

ー
ビ

ス
が

強
化

さ
れ

る
。

（
特

に
記

載
な

し
）

*
全

県
7
郷

鎮

思
春

期

2
5
,
6
6
5

（
1
3
-
1
9
歳

）

年
度

目
標

：
青

少
年

の
思

春
期

衛
生

、
健

康
行

動
保

健
知

識
が

増
強

す
る

。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

1
.
思

春
期

健
康

教
育

サ
ー

ビ
ス

と
サ

ー
ビ

ス
レ

ベ
ル

が
更

に
強

化
さ

れ
る

。

2
.
思

春
期

衛
生

、
健

康
行

動
知

識
が

普
及

す
る

。

3
.
青

少
年

の
健

康
相

談
サ

ー
ビ

ス
が

強
化

さ
れ

る
。

（
特

に
記

載
な

し
）

*
全

県
7
郷

鎮

育
齢

期

1
7
6
,
1
9
9

（
育

齢
人

群
）

年
度

目
標

：
育

齢
人

群
の

健
康

保
健

意
識

が
増

強
す

る
。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

1
.
サ

ー
ビ

ス
能

力
と

レ
ベ

ル
が

継
続

し
て

向
上

す
る

。

2
.
家

庭
保

健
知

識
が

更
に

普
及

す
る

。

3
.
更

に
専

門
的

、
個

別
性

の
あ

る
、

面
的

広
が

り
の

あ
る

健
康

診
査

サ
ー

ビ
ス

が
提

供
さ

れ
る

。

4
.
多

元
化

し
た

健
康

相
談

サ
ー

ビ
ス

が
展

開
さ

れ
る

。

（
特

に
記

載
な

し
）

*
全

県
7
郷

鎮

（
特

に
記

載
な

し
）

*
全

県
7
郷

鎮

年
度

目
標

：
中

高
年

人
群

の
健

康
保

健
意

識
が

更
に

増
強

す
る

。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

1
.
中

高
年

人
群

の
保

健
サ

ー
ビ

ス
能

力
、

特
に

継
続

的
な

健
康

管
理

能
力

が
向

上
す

る
。

2
.
中

高
年

の
骨

粗
鬆

症
、

脳
血

管
疾

患
、

白
内

障
の

発
病

率
が

比
較

的
高

い
現

状
を

踏
ま

え
、

予
防

宣
伝

業
務

、
健

康
生

活
行

動
の

宣
伝

教
育

と
指

導
、

中
高

年
人

群
の

健
康

知
識

の
普

及
を

強
化

す
る

。

3
.
中

高
年

人
群

の
健

康
診

査
サ

ー
ビ

ス
と

合
理

的
に

設
計

さ
れ

た
健

康
教

育
と

健
康

相
談

サ
ー

ビ
ス

が
強

化
さ

れ
る

。

中
老

年

9
6
,
6
9
4

（
4
5
歳

以
上

）
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活
動

内
容

活
動

時
期

責
任

機
関

（
者

）
協

力
機

関
活

動
地

点
省

地 域

2
0
1
3
年

度
主

要
活

動

活
動

対
象

者

対
象

人
群

お
よ

び
人

口
(
人

)
*

年
度

目
標

／
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
2
0
1
3
年

の
タ

ー
ゲ

ッ
ト

幼
稚
園
、
小
学
校
児
童

“
安

全
在

你
我

身
边

”
安

全
防

護
知

識
研

修
3
,
9
月

教
育
局

計
生
局
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
所

幼
稚
園
、
小
学
校

幼
稚
園
児
童
、
保
護
者

“
小

手
拉

大
手

”
幼

稚
園

掲
示

板
設

置
に

よ
る

保
護

者
・

幼
児

へ
の

健
康

宣
伝

教
育

1
回
/
月
更
新

教
育
局

計
生
局
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
所

幼
稚
園

保
護
者
、
教
師

“
疫

病
被

我
吓

跑
了

”
児

童
の

季
節

性
感

染
症

を
含

む
疾

病
予

防
知

識
講

座
、

行
動

介
入

3
,
9
月

計
生
局
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
弁
公
室

教
育
局

郷
鎮
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

母
親
準
備
女
性

母
親

教
室

（
乳

幼
児

を
対

照
と

し
た

日
常

ケ
ア

指
導

、
母

乳
・

栄
養

指
導

、
よ

く
見

ら
れ

る
疾

患
知

識
）

、
講

座
/
相

談
3
,
1
1
月

計
生
局
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
弁
公
室

教
育
局

郷
鎮
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

母
親
準
備
女
性
お
よ
び

看
護

人
村

宣
伝

室
に

お
け

る
栄

養
指

導
D
V
D
の

定
時

放
送

“
健

康
宝

宝
（

元
気

な
赤

ち
ゃ

ん
）

”
宣

伝
教

育
1
回
/
月

計
生
局
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
弁
公
室

郷
鎮
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

村
宣
伝
室

保
護
者
、
教
師

児
童

保
健

問
診

通
年

計
生
局
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
弁
公
室

県
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー
衛
生
機
構

新
生
児

新
生

児
健

康
血

液
検

査
（

甲
状

腺
機

能
低

下
、

フ
ェ

ニ
ル

ケ
ト

ン
尿

症
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

）
通
年

計
生
局
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
弁
公
室

母
子
保
健
機
構

保
護
者

県
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
へ

の
健

康
窓

口
設

置
（

電
子

表
示

板
、

健
康

保
健

知
識

の
ル

ー
プ

放
送

、
資

料
棚

の
設

置
）

通
年

計
生
局
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
弁
公
室

県
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー
衛
生
機
構

児
童

入
園

児
健

康
診

査
、

健
康

フ
ァ

イ
ル

作
成

お
よ

び
健

康
教

育
（

良
好

生
活

衛
生

習
慣

活
動

）
1
回
/
月

計
生
局
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
弁
公
室

教
育
局

幼
稚
園

児
童

街
道

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
村

へ
の

児
童

健
康

教
育

掲
示

板
の

設
置

通
年

計
生
局
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
弁
公
室

街
道
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
村

保
護
者

“
六

一
（

6
月

1
日

）
児

童
節

（
こ

ど
も

の
日

）
”

を
利

用
し

た
健

康
宣

伝
活

動
（

文
芸

活
動

、
資

料
配

布
）

お
よ

び
相

談
6
月
1
日

教
育
局

計
生
局
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
所

広
場

保
護
者

県
テ

レ
ビ

局
に

よ
る

“
空

中
教

室
”

（
児

童
家

庭
保

健
知

識
番

組
）

定
時

放
送

・
村

で
の

V
C
D
放

送
1
回
/
月

計
生
局
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
弁
公
室

放
送
局

テ
レ
ビ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
連
人

員
県

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

弁
公

室
に

よ
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

関
連

人
員

へ
の

不
定

期
聞

き
取

り
調

査
お

よ
び

集
中
指

導
通
年

人
口
計
生
局
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
弁
公
室

衛
生
局

県
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー
衛
生
機
関

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
連
人

員
郷

鎮
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
人

員
対

象
乳

幼
児

ケ
ア

指
導

、
栄

養
指

導
、

よ
く

あ
る

疾
患

予
防

知
識

研
修

3
,
6
月

人
口
計
生
局
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
弁
公
室

衛
生
局

県
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー
衛
生
機
関

幼
稚
園
教
師

幼
稚

園
教

師
対

象
幼

稚
園

衛
生

、
健

康
教

育
業

務
定

期
研

修
9
月

教
育
局

人
口
計
生
局
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
弁
公
室

幼
稚
園

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
連
人

員
品

質
管

理
シ

ス
テ

ム
の

構
築

、
業

務
進

捗
・

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
段

階
的

な
効

果
評

価
、

人
員

能
力

強
化
、

関
連

活
動

の
質

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
2
回
/
年

人
口
計
生
局
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
弁
公
室

県
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー
衛
生
機
関

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
連
人

員
自

己
管

理
グ

ル
ー

プ
長

、
村

計
生

担
当

、
村

宣
伝

員
健

康
教

育
研

修
2
,
5
,
8
,
1
1
月

人
口
計
生
局
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
弁
公
室

県
・
郷
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

青
少
年

健
康

教
育

①
：

思
春

期
生

理
知

識
講

座
4
時
間

教
育
局

計
生
局
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
所

学
校

青
少
年

健
康

教
育

②
：

思
春

期
衛

生
知

識
指

導
4
時
間

教
育
局

計
生
局
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
所

学
校

青
少
年

健
康

教
育

③
：

健
康

行
動

知
識

講
座

4
時
間

教
育
局

計
生
局
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
所

学
校

青
少
年

健
康

教
育

④
：

思
春

期
心

理
知

識
講

座
4
時
間

教
育
局

計
生
局
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
所

学
校

青
少
年

「
健

康
栄

養
促

進
」

校
内

宣
伝

掲
示

板
設

置
お

よ
び

“
热

爱
生

民
，

拥
抱

青
春

”
健

康
タ

ブ
ロ

イ
ド

通
年

教
育
局

計
生
局
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
所

学
校

青
少
年

“
撑

起
一

把
青

春
伞

”
保

護
者

と
学

生
に

対
す

る
衛

生
健

康
知

識
宣

伝
通
年

計
生
局
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
所

教
育
局
、
放
送
局

学
校

青
少
年

愛
眼

デ
ー

、
禁

煙
デ

ー
、

虫
歯

予
防

デ
ー

、
労

働
節

、
植

樹
節

等
祭

日
を

利
用

し
た

健
康

教
室

、
健

康
宣

伝
活

動
（

学
生

に
よ

く
み

ら
れ

る
/
多

発
す

る
疾

患
）

、
社

会
実

践
活

動
5
月
1
日
、
2
0
日
、
3
1

日
、
6
月
6
日

計
生
局
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
所

教
育
局

学
校

青
少
年

“
珍

爱
青

春
，

呵
护

青
春

”
健

康
行

動
に

関
す

る
ピ

ア
エ

デ
ュ

ケ
ー

シ
ョ

ン
活

動
5
,
1
1
月

教
育
局

計
生
局
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
所

学
校

青
少
年

教
師

に
よ

る
眼

科
衛

生
お

よ
び

科
学

用
知

識
教

育
強

化
通
年

教
育
局

計
生
局
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
所

学
校

保
護
者

青
少

年
健

康
保

護
者

読
本

配
布

、
健

康
講

座
計
生
局
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
所

教
育
局

学
校
（
保
護
者
座
談
会
）

青
少
年
人
群
、
保
護
者

県
テ

レ
ビ

局
に

よ
る

“
空

中
教

室
”

（
健

康
青

春
）

放
送

1
回
/
月

計
生
局
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
所

放
送
局

テ
レ
ビ

青
少
年

学
生

対
象

共
産

党
青

年
団

ピ
ア

エ
デ

ュ
ケ

ー
シ

ョ
ン

リ
ー

ダ
ー

研
修

2
月

教
育
局
、
共
青
団
県
委
員
会

計
生
局
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
所

学
校

教
師

教
師

対
象

健
康

行
動

知
識

研
修

2
月

計
生
局
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
所

教
育
局

学
校

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
連
人

員
品

質
管

理
シ

ス
テ

ム
の

構
築

、
業

務
進

捗
・

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
段

階
的

な
効

果
評

価
、

人
員

能
力

強
化
、

関
連

活
動

の
質

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
2
回
/
年

計
生
局
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
所

県
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー
衛
生
機
構

村
計
生
担
当
、
保
護
者

村
専

任
幹

部
お

よ
び

保
護

者
対

象
“

健
康

火
种

計
画

”
健

康
相

談
計
生
局
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
所

郷
鎮
村
サ
ー
ビ
ス
室

育
齢
人
群

生
殖

へ
の

関
心

行
動

①
：

生
殖

器
感

染
、

S
T
I
、

H
I
V
の

基
礎

知
識

、
性

行
為

感
染

ル
ー

ト
の

遮
断

に
関
す

る
講

座
お

よ
び

現
場

相
談

3
,
1
1
月

計
生
局
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
所

衛
生
局

郷
鎮
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

育
齢
人
群

生
殖

へ
の

関
心

行
動

②
：

イ
ン

フ
ォ

ー
ム

ド
チ

ョ
イ

ス
避

妊
薬

・
避

妊
器

具
の

使
用

方
法

と
注

意
事

項
、

望
ま

な
い

妊
娠

の
診

断
、

処
置

、
中

絶
後

の
注

意
事

項
に

関
す

る
講

座
お

よ
び

現
場

相
談

3
,
1
1
月

計
生
局
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
所

衛
生
局

郷
鎮
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

育
齢
人
群

生
殖

へ
の

関
心

行
動

③
：

計
画

妊
娠

女
性

対
象

の
妊

娠
前

優
生

優
育

知
識

講
座

お
よ

び
現

場
相

談
7
,
1
2
月

計
生
局
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
所

衛
生
局

郷
鎮
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

育
齢
人
群

“
我

的
健

康
，

来
自

妈
妈

的
呵

护
（

私
の

健
康

は
母

親
が

守
る

）
”

活
動

：
妊

娠
期

栄
養

保
健

、
産

後
回

復
ケ

ア
指

導
お

よ
び

産
前

健
診

知
識

、
産

褥
期

保
健

知
識

講
座

お
よ

び
現

場
指

導
7
,
1
2
月

計
生
局
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
所

衛
生
局

郷
鎮
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

育
齢
人
群

郷
鎮

レ
ベ

ル
計

生
担

当
に

よ
る

郷
鎮

計
生

サ
ー

ビ
ス

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

に
お

け
る

健
診

後
の

健
康

教
育

お
よ

び
健

康
相

談
郷
鎮
季
サ
ー
ビ
ス
時

間
計
生
局
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
所

郷
鎮
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

郷
鎮
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

育
齢
人
群

村
ラ

ジ
オ

放
送

（
村

村
通

放
送

）
を

利
用

し
た

健
康

知
識

宣
伝

、
住

民
集

会
を

利
用

し
た

保
健

関
連

宣
伝

資
料

の
配

布
3
,
6
,
9
,
1
2
月

計
生
局
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
所

村
サ
ー
ビ
ス
室

村
サ
ー
ビ
ス
室

育
齢
人
群

“
健

康
知

识
进

万
家

，
生

育
关

怀
伴

您
行

（
健

康
知

識
を

各
家

庭
へ

）
”

郷
鎮

政
府

所
在

地
、

村
固

定
位

置
へ

の
宣

伝
掲

示
板

、
黒

板
、

ス
ロ

ー
ガ

ン
標

識
、

ポ
ス

タ
ー

設
置

に
よ

る
健

康
教

育
通
年

計
生
局
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
所

郷
鎮
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

郷
鎮
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

育
齢
人
群

郷
鎮

に
よ

る
婚

育
学

校
教

室
の

開
催

、
《

夫
の

巻
》

《
妻

の
巻

》
読

本
制

作
3
,
6
,
9
,
1
2
月

計
生
局
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
所

郷
鎮
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

県
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー
衛
生
機
関

育
齢
人
群

上
級

技
術

人
員

に
よ

る
慢

性
疾

患
相

談
問

診
の

窓
口

開
設

通
年

計
生
局
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
所

広
場

育
齢
人
群

宣
伝

日
を

利
用

し
た

広
場

無
料

相
談

、
高

血
圧

・
糖

尿
病

等
慢

性
疾

患
の

予
防

知
識

相
談

お
よ

び
一

般
健

康
診

査
宣
伝
日

計
生
局
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
所

衛
生
局

育
齢
人
群

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

の
ロ

ビ
ー

へ
の

健
康

窓
口

設
置

、
電

子
表

示
板

、
健

康
保

健
知

識
の

ル
ー

プ
放

送
、

資
料

棚
の

設
置

に
よ

る
家

庭
保

健
教

育
の

宣
伝

教
育

通
年

計
生
局
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
所

県
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー
衛
生
機
関

育
齢
人
群

県
テ

レ
ビ

局
に

よ
る

“
空

中
教

室
”

に
お

け
る

家
庭

保
健

知
識

の
定

時
放

送
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

村
に

お
け

る
V
C
D
放

送
1
回
/
月

計
生
局
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
所

放
送
局

テ
レ
ビ
局

育
齢
人
群

県
全

域
育

齢
人

群
を

対
象

と
し

た
県

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

に
よ

る
健

康
教

育
、

健
康

相
談

（
医

療
関

係
者

の
技

術
資

質
、

知
識

技
能

、
各

担
当

を
統

合
し

て
実

施
）

通
年

計
生
局
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
所

県
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー
衛
生
機
関

育
齢
人
群

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

各
診

察
室

医
師

に
よ

る
健

康
フ

ァ
イ

ル
作

成
、

健
診

機
会

や
家

庭
訪

問
を

利
用

し
た

健
康

相
談

、
電

話
で

の
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

、
双

方
向

性
の

リ
フ

ァ
ー

体
制

の
確

立
な

ど
活

動
を

通
し

た
健

康
診

査
と

健
康

教
育

の
有

機
的

結
合

活
動

通
年

計
生
局
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
所

県
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー
衛
生
機
関

育
齢
人
群

計
画

妊
娠

育
齢

人
群

男
女

対
象

の
妊

娠
前

、
妊

娠
期

健
康

診
査

通
年

計
生
局
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
所

県
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー
衛
生
機
関

育
齢
人
群

郷
鎮

巡
回

サ
ー

ビ
ス

活
動

（
健

康
診

査
、

健
康

相
談

）
通
年

県
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
連
人

員
県

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

チ
ー

ム
に

よ
る

関
連

人
員

に
対

す
る

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
意

見
の

不
定

期
聞

き
取

り
調
査

お
よ

び
集

中
指

導
通
年

計
生
局
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
所

衛
生
局

県
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
連
人

員
“

健
康

火
种

計
画

”
の

実
施

：
自

己
管

理
小

グ
ル

ー
プ

長
、

村
計

生
担

当
、

村
宣

伝
員

対
象

リ
プ

ロ
ダ
ク

テ
ィ

ブ
ヘ

ル
ス

健
康

教
育

研
修

2
,
5
,
8
,
1
1
月

計
生
局
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
所

県
・
郷
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
連
人

員
県

レ
ベ

ル
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
弁

公
室

に
よ

る
学

術
交

流
、

専
門

テ
ー

マ
講

義
、

選
択

人
員

研
修

、
外

部
視
察

を
通

し
た

強
化

研
修

不
定
期

計
生
局
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
所

衛
生
局

県
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
連
人

員
品

質
管

理
シ

ス
テ

ム
の

構
築

、
業

務
進

捗
・

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
段

階
的

な
効

果
評

価
、

人
員

能
力

強
化
、

関
連

活
動

の
質

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
6
,
1
2
月

計
生
局
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
所

県
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー
衛
生
機
関

唐 山 市 迁 西 県

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

活
動

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

活
動

研
修

・
考

察
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
等

の
活

動

研
修

・
考

察
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
等

の
活

動

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

活
動

研
修

・
考

察
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
等

の
活

動

児
童

期

6
1
,
6
4
3

（
0
-
1
2
歳

）

年
度

目
標

：
1
.
児

童
健

康
サ

ー
ビ

ス
へ

の
ア

ク
セ

シ
ビ

リ
テ

ィ
（

利
用

機
会

）
が

向
上

す
る

。

2
.
1
歳

未
満

乳
児

の
日

常
ケ

ア
指

導
、

哺
乳

と
栄

養
指

導
、

児
童

に
よ

く
み

ら
れ

る
疾

患
の

3
分

野
の

知
識

が
普

及
す

る
。

3
.
児

童
安

全
防

護
知

識
、

児
童

健
康

行
動

習
慣

全
県

1
7
郷

鎮
小

学
校

と
幼

稚
園

*
全

県
1
7
郷

鎮
（

4
1
7
行

政
村

）

思
春

期

2
5
,
5
4
7

（
1
3
-
1
9
歳

）

年
度

目
標

：
1
.
サ

ー
ビ

ス
人

員
の

サ
ー

ビ
ス

能
力

が
向

上
す

る
。

2
.
青

少
年

の
思

春
期

保
健

知
識

教
育

が
普

及
す

る
。

3
.
青

少
年

の
思

春
期

栄
養

指
導

、
思

春
期

心
理

健
康

知
識

指
導

、
衛

生
指

導
保

健
知

識
が

普
及

す
る

。

4
.
青

少
年

特
定

サ
ー

ビ
ス

活
動

が
そ

の
利

点
を

十
分

に
発

揮
す

る
。

全
県

5
ヶ

所
中

学
校

・
高

等
学

校

*
全

県
1
7
郷

鎮
（

4
1
7
行

政
村

）

育
齢

期

1
3
9
,
9
4
9

（
2
0
-
4
4
歳

）

年
度

目
標

：
1
.
育

齢
人

群
が

優
れ

た
保

健
サ

ー
ビ

ス
を

受
け

ら
れ

る
。

 2
.
サ

ー
ビ

ス
機

関
の

設
備

が
改

善
し

、
サ

ー
ビ

ス
機

関
と

人
員

の
サ

ー
ビ

ス
能

力
が

向
上

す
る

。

3
.
育

齢
人

群
の

避
妊

、
望

ま
な

い
妊

娠
の

処
置

、
生

殖
器

感
染

と
S
T
I
の

予
防

、
妊

娠
前

・
妊

娠
期

保
健

、
慢

性
疾

患
予

防
、

産
褥

期
保

健
知

識
が

増
加

す
る

。

4
.
“

健
康

火
种
計

画
”

効
果

的
に

実
施

さ
れ

る
。

全
県

1
7
郷

鎮
1
2
0
村

*
全

県
1
7
郷

鎮
（

4
1
7
行

政
村

）
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活
動

内
容

活
動

時
期

責
任

機
関

（
者

）
協

力
機

関
活

動
地

点
省

地 域

2
0
1
3
年

度
主

要
活

動

活
動

対
象

者

対
象

人
群

お
よ

び
人

口
(
人

)
*

年
度

目
標

／
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
2
0
1
3
年

の
タ

ー
ゲ

ッ
ト

中
老
年
人
群

“
解

码
“

高
血

压
，

糖
尿

病
”

”
中

高
年

の
慢

性
疾

患
予

防
知

識
講

座
お

よ
び

現
場

相
談

3
,
9
月

計
生
局
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
所

衛
生
局

郷
鎮
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

中
老
年
人
群

“
科

学
饮

食
保

健
康

”
健

康
的

な
飲

食
な

ど
栄

養
指

導
知

識
講

座
お

よ
び

現
場

相
談

3
,
9
月

計
生
局
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
所

衛
生
局

郷
鎮
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

中
老
年
人
群

“
老

友
所

学
。

余
热

生
辉

”
 
健

康
生

活
提

唱
指

導
知

識
講

座
お

よ
び

現
場

相
談

5
,
1
2
月

計
生
局
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
所

衛
生
局

郷
鎮
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

中
老
年
人
群

更
年

期
保

健
知

識
講

座
5
,
1
2
月

計
生
局
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
所

衛
生
局

郷
鎮
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

中
老
年
人
群

“
健

康
在

你
手

中
”

健
康

生
活

ス
タ

イ
ル

理
念

の
提

唱
宣

伝
活

動
9
月

計
生
局
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
所

民
政
局

各
村
レ
ベ
ル
サ
ー
ビ
ス
室

中
老
年
人
群

郷
鎮

巡
回

サ
ー

ビ
ス

活
動

通
年

計
生
局
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
所

人
口
計
生
局
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
弁
公
室

県
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー
、
衛
生
機
関

中
老
年
人
群

特
定

宣
伝

日
を

利
用

し
た

中
高

年
該

当
無

料
健

診
（

健
康

状
況

評
価

、
体

格
検

査
、

補
助

検
査

）
宣
伝
日

計
生
局
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
所

文
化
体
育
局

広
場

中
老
年
人
群

郷
鎮

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

・
村

レ
ベ

ル
宣

伝
室

の
黒

板
、

掲
示

板
を

利
用

し
た

“
幸

福
生

活
一

辈
子

”
健

康
コ

ラ
ム

通
年

計
生
局
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
所

郷
鎮
・
村
レ
ベ
ル
宣
伝
室

中
老
年
人
群

活
動

室
な

ど
を

利
用

し
た

定
期

高
齢

者
フ

ィ
ッ

ト
ネ

ス
、

ボ
ー

ド
ゲ

ー
ム

大
会

・
ヤ

ン
コ

ー
（

秧
歌

：
中

国
の

民
間

舞
踊

）
を

通
し

て
の

早
朝

フ
ィ

ッ
ト

ネ
ス

活
動

1
回
/
月

計
生
局
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
所

文
化
体
育
局

健
身
広
場

中
老
年
人
群

県
テ

レ
ビ

局
に

よ
る

“
空

中
教

室
”

に
お

け
る

中
高

年
保

健
知

識
の

定
時

放
送

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
村

に
お

け
る

V
C
D
放

送
1
回
/
月

計
生
局
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
所

放
送
局

テ
レ
ビ
局

中
老
年
人
群

“
百

歳
老

年
健

身
操

（
百

歳
体

操
）

”
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
村

で
の

D
V
D
放

送
5
月

計
生
局
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
所

郷
鎮
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

村
宣
伝
室

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
連
人

員
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
郷

鎮
技

術
サ

ー
ビ

ス
人

員
、

村
計

生
担

当
、

村
宣

伝
員

、
関

連
協

力
機

関
サ

ー
ビ

ス
人
員

定
期

研
修

3
,
6
,
9
,
1
2
月

計
生
局
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
所

衛
生
局

県
・
郷
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー
衛
生
機
関

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
連
人

員
県

レ
ベ

ル
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
弁

公
室

に
よ

る
学

術
交

流
、

専
門

テ
ー

マ
講

義
、

選
択

人
員

研
修

、
外

部
視
察

を
通

し
た

強
化

研
修

不
定
期

計
生
局
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
所

衛
生
局

県
・
郷
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
連
人

員
自

己
管

理
小

グ
ル

ー
プ

長
、

村
計

生
担

当
、

村
宣

伝
員

対
象

リ
プ

ロ
ダ

ク
テ

ィ
ブ

ヘ
ル

ス
健

康
教

育
研
修

3
,
6
,
9
,
1
2
月

計
生
局
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
所

衛
生
局

県
・
郷
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
連
人

員
品

質
管

理
シ

ス
テ

ム
の

構
築

、
業

務
進

捗
・

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
段

階
的

な
効

果
評

価
、

人
員

能
力

強
化
、

関
連

活
動

の
質

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
2
回
/
月

計
生
局
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
所

県
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー
衛
生
機
関

保
護
者
、
児
童
、
青
少

年
児

童
・

青
少

年
健

康
教

育
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
専

用
コ

ラ
ム

開
設

通
年

吴
勇

県
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
 

産
婦
、
家
族

産
婦

・
家

族
を

対
象

と
し

た
入

院
分

娩
時

の
宣

伝
教

育
通
年

许
义
诊

県
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

県
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
産
科
入
院
部

入
園
、
在
校
児
童

巡
回

歯
科

検
査

・
シ

ー
ラ

ン
ト

（
う

歯
予

防
の

た
め

の
高

分
子

物
質

塗
布

）
処

置
通
年

许
义
诊

県
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
県
教
育
局
、

衛
生
局
、
中
医
院

各
幼
稚
園
、
小
学

保
護
者
、
青
少
年

電
話

に
よ

る
相

談
ホ

ッ
ト

ラ
イ

ン
通
年

県
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
郷
鎮
サ
ー
ビ
ス
所

保
護
者
、
児
童
、
青
少

年
学

校
巡

回
健

康
教

育
講

座
通
年

（
除
く
休
暇
期
間
）

李
刚

県
計
生
委

県
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
教
育
局
、
学
校

保
護
者
、
6
歳
以
下
幼
児

週
末

幼
児

親
子

教
室

2
回
/
月

倪
振
林

県
新
生
児
早
期
教
育
セ
ン
タ
ー

県
新
生
児
早
期
教
育
セ
ン
タ
ー

小
学
児
童
、
青
少
年

各
学

校
で

の
宣

伝
掲

示
板

の
設

置
、

健
康

教
育

資
料

の
配

布
5
月

倪
振
林

教
育
委

小
学
、
中
学

協
力
部
門
指
導
者

協
力

部
門

に
お

け
る

関
連

協
力

規
則

、
規

制
の

制
定

2
月

倪
振
林

県
教
育
局
、
衛
生
局
、
中
病
院

県
計
生
委

幼
稚
園
、
小
学
校

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

1
回
/
四
半
期

伍
栋
材

教
育
委
、
計
生
委

3
郷
鎮
小
学
、
幼
稚
園

入
園
、
在
校
児
童

健
康

教
育

効
果

評
価

1
2
月

伍
栋
材

教
育
委
、
統
計
局

3
郷
鎮
小
学
、
幼
稚
園

健
康

診
査

効
果

評
価

1
2
月

伍
栋
材

郷
鎮
サ
ー
ビ
ス
所
統
計
局

県
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

育
齢
人
群

入
院

分
娩

通
常

宣
伝

教
育

通
年

许
义
诊

疾
病
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
 

県
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

育
齢
人
群

サ
ー

ビ
ス

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

専
用

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

の
開

設
、

家
庭

保
健

コ
ラ

ム
の

設
置

通
年

吴
勇

計
生
委
 

 
 
 
 
 

育
齢
人
群

郷
鎮

巡
回

健
康

教
育

講
座

、
相

談
、

必
要

時
の

健
康

診
査

通
年

许
义
珍

県
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
郷
鎮
サ
ー
ビ
ス
所

、
県
病
院
等
衛
生
機
関
、
婦
人
連
合

村
サ
ー
ビ
ス
室

関
連

協
力

部
門

に
よ

る
活

動
関

連
制

度
の

発
出

2
月

倪
振
林

県
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
県
計
生
委
、
民
政

、
衛
生
、
婦
人
連
合
、
疾
病
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
セ
ン
タ
ー

育
齢
人
群

全
郷

鎮
育

齢
人

群
対

象
巡

回
健

康
診

査
、

健
康

教
育

資
料

配
布

、
健

康
相

談
4
,
5
月

许
义
诊

県
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
，
郷
鎮
サ
ー
ビ
ス
所

、
郷
鎮
衛
生
院

県
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
郷
鎮
サ
ー
ビ
ス
所

、
村
サ
ー
ビ
ス
室

育
齢
人
群

相
談

外
来

の
設

置
通
年

许
义
珍

 
県
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
郷
鎮
サ
ー
ビ
ス
所

育
齢
人
群

電
話

に
よ

る
相

談
ホ

ッ
ト

ラ
イ

ン
通
年

贡
李
燕
 

県
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
郷
鎮
サ
ー
ビ
ス
所

育
齢
人
群

企
業

育
齢

女
性

対
象

健
康

診
査

、
健

康
相

談
、

健
康

教
育

通
年

吴
勇

 
県
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

育
齢
女
性

育
齢

女
性

対
象

子
宮

頸
が

ん
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

検
査

育
齢
女
性

育
齢

人
群

健
康

宣
伝

教
育

通
年

许
义
诊

県
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
婦
人
連
合
、
衛
生

局
4
郷
鎮

育
齢
男
性

男
性

リ
プ

ロ
ダ

ク
テ

ィ
ブ

ヘ
ル

ス
デ

ー
（

1
0
月

2
8
日

）
宣

伝
、

無
料

健
診

通
年

伍
栋
材

県
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
衛
生
、
民
政

民
政
局
、
衛
生
局

育
齢
人
群
（
福
渡
鎮
）

6
0
0

育
齢

人
群

健
康

診
査

、
教

育
、

相
談

1
0
月
2
8
日

姚
为
好

県
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
計
生
委

広
場

育
齢
人
群
（
十
里
墩
郷

）
6
0
0

育
齢

人
群

健
康

診
査

、
教

育
、

相
談

4
月

许
义
诊

医
療
衛
生
機
関
、
婦
人
連
合
、
郷
鎮
サ

ー
ビ
ス
所

村
サ
ー
ビ
ス
室

育
齢
人
群
（
赫
店
鎮
）

6
0
0

育
齢

人
群

健
康

診
査

、
教

育
、

相
談

6
月

许
义
诊

医
療
衛
生
機
関
、
婦
人
連
合
、
郷
鎮
サ

ー
ビ
ス
所

村
サ
ー
ビ
ス
室

県
、
郷
鎮
技
術
人
員
管

理
人

員
県

・
郷

鎮
レ

ベ
ル

家
庭

保
健

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

関
連

人
員

研
修

通
年

倪
振
林

県
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

郷
鎮
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
弁

公
室

（
3
ヶ

所
）

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

1
回
/
四
半
期

伍
栋
材

3
パ
イ
ロ
ッ
ト
郷
鎮

育
齢
人
群

健
康

教
育

効
果

評
価

 
1
0
月

伍
栋
材

郷
鎮
サ
ー
ビ
ス
所
、
統
計
局

3
パ
イ
ロ
ッ
ト
郷
鎮

健
康

診
査

効
果

評
価

 
1
1
月

伍
栋
材

郷
鎮
サ
ー
ビ
ス
所
、
統
計
局

県
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

県
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
月

例
総

括
定

例
会

1
回
/
月

伍
栋
材

県
家
庭
保
健
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
弁
公
室

県
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

活
動

研
修

・
考

察
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
等

の
活

動

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

活
動

研
修

・
考

察
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
等

の
活

動

安 徽 省

巣 湖 市 無 為 県

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

活
動

研
修

・
考

察
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
等

の
活

動

中
高

年

1
3
9
,
7
4
2

（
4
5
歳

以
上

）

年
度

目
標

：
1
.
中

高
年

保
健

サ
ー

ビ
ス

の
ア

ク
セ

シ
ビ

リ
テ

ィ
（

利
用

機
会

）
が

向
上

す
る

。

2
.
中

高
年

の
健

康
教

育
が

強
化

さ
れ

、
健

康
相

談
の

レ
ベ

ル
が

向
上

す
る

。

3
.
中

高
年

人
群

の
慢

性
疾

患
予

防
、

健
康

生
活

提
唱

、
栄

養
指

導
、

更
年

期
保

健
の

4
分

野
の

知
識

習
得

が
高

く
な

る
。

全
県

1
7
郷

鎮
1
2
0
村

*
全

県
1
7
郷

鎮
（

4
1
7
行

政
村

）

児
童

・
思

春
期

5
0
,
0
0
0

（
児

童
・

青
少

年
）

年
度

目
標

：
1
.
6
ヶ

月
未

満
児

の
母

乳
栄

養
率

が
向

上
す

る
。

2
.
6
ヵ

月
後

の
乳

児
の

補
助

食
品

の
割

合
が

向
上

す
る

。

3
.
幼

児
栄

養
/
食

事
指

導
の

割
合

が
向

上
す

る
。

4
.
良

好
な

健
康

行
動

習
慣

の
児

童
青

少
年

の
割

合
が

向
上

す
る

。

5
.
全

県
郷

鎮
幼

稚
園

、
小

学
校

児
童

、
青

少
年

の
健

康
診

査
受

診
率

が
向

上
す

る
。

全
県

へ
普

及

*
全

県
2
3
郷

鎮

育
齢

期

5
2
7
,
0
0
0

（
2
0
-
4
4
歳

）

年
度

目
標

：
无

为
県

全
郷

鎮
の

育
齢

期
保

健
サ

ー
ビ

ス
状

況
が

改
善

す
る

。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

1
.
育

齢
人

群
の

生
活

習
慣

病
予

防
能

力
が

向
上

す
る

。

2
.
育

齢
人

群
の

生
殖

器
関

連
疾

患
の

予
防

能
力

が
向

上
す

る
。

3
.
育

齢
人

群
の

健
康

診
査

受
診

率
が

高
く

な
る

。

（
特

に
記

載
な

し
）

*
全

県
2
3
郷

鎮
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活
動

内
容

活
動

時
期

責
任

機
関

（
者

）
協

力
機

関
活

動
地

点
省

地 域

2
0
1
3
年

度
主

要
活

動

活
動

対
象

者

対
象

人
群

お
よ

び
人

口
(
人

)
*

年
度

目
標

／
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
2
0
1
3
年

の
タ

ー
ゲ

ッ
ト

中
老
年
人
群

中
高

年
健

康
教

育
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
コ

ラ
ム

の
開

設
通
年

吴
勇

県
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

中
老
年
人
群

3
,
0
0
0

全
県

敬
老

院
巡

回
健

康
診

査
、

相
談

、
教

育
通
年

倪
振
林

郷
鎮
サ
ー
ビ
ス
所
、
県
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

、
衛
生
院
、
民
政
局

敬
老
院
 

中
老
年
人
群

1
,
0
0
0

県
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
に

よ
る

計
生

家
庭

中
高

年
健

康
診

査
、

教
育

、
相

談
通
年

许
义
珍

県
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
郷
鎮
サ
ー
ビ
ス
所

、
郷
鎮
計
生
事
務
所
、
村
計
生
担
当

県
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

中
老
年
人
群

中
高

年
女

性
两

癌
（

2
つ

の
が

ん
：

子
宮

頸
が

ん
・

乳
が

ん
）

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
検

査
通
年

倪
振
林
 

衛
生
局
、
婦
人
連
合
、
県
病
院
 

郷
鎮
サ
ー
ビ
ス
所
、
村
サ
ー
ビ
ス
室

中
老
年
人
群

老
年

大
学

中
高

年
専

門
テ

ー
マ

講
座

お
よ

び
相

談
通
年

李
刚

民
政
、
県
病
院

県
高
齢
者
大
学

中
老
年
人
群

相
談

外
来

の
設

置
通
年

许
义
珍

県
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
郷
鎮
サ
ー
ビ
ス
所

中
老
年
人
群

電
話

に
よ

る
相

談
ホ

ッ
ト

ラ
イ

ン
通
年

许
义
诊

県
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
郷
鎮
サ
ー
ビ
ス
所

中
老
年
人
群

3
0
0
人

重
阳

节
（

敬
老

の
日

）
無

料
健

診
、

宣
伝

教
育

・
健

康
教

育
資

料
配

布
、

相
談

9
月
9
日

姚
为
好

県
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
計
生
委

広
場

中
老
年
人
群

（
福
渡
鎮
、
赫
店
鎮
、

十
里

墩
郷

）
各

鎮
6
0
0
人

合
計

1
8
0
0
人

家
庭

保
健

業
務

（
健

康
診

査
、

健
康

教
育

、
健

康
指

導
）

通
年

倪
振
林

県
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
郷
鎮
サ
ー
ビ
ス
所

郷
鎮
サ
ー
ビ
ス
所
、
村
サ
ー
ビ
ス
室

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
連
人

員
家

庭
保

健
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
再

研
修

通
年

倪
振
林

県
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

県
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

家
庭

保
健

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

お
よ

び
自

己
評

価
1
回
/
四
半
期

伍
栋
材

郷
鎮
サ
ー
ビ
ス
所
、
計
生
委
、
県
ス
テ

ー
シ
ョ
ン

県
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

指
導
委
員
会
関
連
メ
ン

バ
ー

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

指
導

委
員

会
に

よ
る

関
連

協
力

管
理

制
度

の
制

定
2
月

伍
栋
材

衛
生
局
、
民
政
、
婦
人
連
合

県
計
生
委

1
6
郷
鎮
、
開
発
区
各
2
-
3
村

児
童

保
護

者
3
,
0
0
0

児
童

に
よ

く
み

ら
れ

る
疾

患
予

防
知

識
テ

レ
ビ

講
座

各
村
2
回
/
年

郷
鎮
サ
ー
ビ
ス
所
所
長

郷
鎮
サ
ー
ビ
ス
所

村
居
人
口
学
校

1
6
郷
鎮
、
開
発
区
各
2
-
3
村

児
童

5
,
0
0
0

3
歳

以
上

児
童

対
象

健
康

生
活

習
慣

養
成

宣
伝

掲
示

板
各
学
校
2
回
/
年

张
慧

県
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
郷
鎮
サ
ー
ビ
ス
所

郷
鎮
・
村
小
学
校

1
6
郷
鎮
、
開
発
区
1
歳
未

満
乳

児
保

護
者

1
,
5
0
0

1
歳

未
満

乳
児

の
日

常
ケ

ア
、

栄
養

知
識

健
康

教
育

（
家

庭
訪

問
）

各
村
通
年

郷
鎮
サ
ー
ビ
ス
所
所
長

郷
鎮
サ
ー
ビ
ス
所

家
庭

1
6
郷
鎮
、
開
発
区
0
-
6
歳
児

童
2
,
5
0
0

“
六

一
（

こ
ど

も
の

日
）

”
健

康
教

育
活

動
1
回
/
年

杨
运
琪

県
人
口
計
生
委

各
郷
鎮
広
場
、
学
校
、
社
区

1
6
郷
鎮
、
開
発
区
0
-
6
歳
児

童
1
0
,
0
0
0

0
-
6
歳

児
童

対
象

健
康

診
査

、
相

談
不
定
期

沈
言
喜

県
衛
生
局

県
・
郷
村
衛
生
院

全
県
新
生
児

3
,
0
0
0

聴
力

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
検

査
通
年

総
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
児
童
保
健

県
人
口
計
生
委

県
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
一
部
郷
鎮
衛
生
院

1
6
郷
鎮
、
開
発
区
児
童
保

護
者

2
0
,
0
0
0

シ
ョ

ー
ト

メ
ッ

セ
ー

ジ
の

送
信

通
年

村
駐
在
計
生
担
当

村
民
・
居
民
委
員
会

村
サ
ー
ビ
ス
室

1
6
郷
鎮
、
開
発
区
6
ヶ
月

-
6
歳

児
童

、
保

護
者

3
,
0
0
0

視
力

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
検

査
通
年

総
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
児
童
保
健

県
人
口
計
生
委

県
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

県
・
郷
鎮
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
業

務
人

員
6
0

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

研
修

4
月

余
银
中

県
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

県
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

郷
鎮
サ
ー
ビ
ス
所
人
員

2
0

サ
ー

ビ
ス

人
員

交
代

研
修

2
ヶ
月
/
人

余
银
中

県
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

県
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

郷
鎮

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

1
回
/
年

程
玉
平

計
生
、
衛
生
、
教
育

郷
鎮

関
連
部
門

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

協
調

会
議

1
-
2
回
/
年

潘
家
东

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
指
導
者
チ
ー
ム

県
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
弁
公
室

郷
鎮

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

評
価

1
回
/
年

程
玉
平

県
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
弁
公
室

郷
鎮

1
6
郷
鎮
、
開
発
区
中
心
中

学
3
年

生
3
,
0
0
0

思
春

期
生

理
、

衛
生

健
康

知
識

教
室

各
学
校

郷
鎮
サ
ー
ビ
ス
所
所
長

学
校

学
校

1
6
郷
鎮
、
開
発
区
中
学
生

1
0
,
0
0
0

青
少

年
健

康
習

慣
知

識
宣

伝
パ

ネ
ル

学
校
単
位

1
回
/
半
年

张
慧

学
校

学
校

1
6
郷
鎮
、
開
発
区
中
学
生

5
,
0
0
0

各
中

心
学

校
の

休
憩

時
間

を
利

用
し

た
視

力
体

操
の

定
例

実
施

通
年

杨
运
琪

学
校

学
校

県
職
業
専
門
学
校

2
,
0
0
0

県
専

門
学

校
に

お
け

る
視

力
測

定
と

“
生

命
在

于
运

动
”

学
生

運
動

会
不
定
期

余
银
中

学
校

学
校

1
6
郷
鎮
、
開
発
区
中
学
生

1
,
0
0
0

保
健

知
識

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

6
回
/
年
更
新

张
慧

県
人
口
委

県
人
口
委
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

1
6
郷
鎮
、
開
発
区
中
学
生

1
0
,
0
0
0

青
少

年
保

健
知

識
シ

ョ
ー

ト
メ

ッ
セ

ー
ジ

の
送

信
通
年

村
駐
在
計
生
担
当

村
民
・
居
民
委
員
会

村
サ
ー
ビ
ス
室

城
区
学
校

1
0
0

共
産

党
青

年
団

県
委

員
会

協
力

組
織

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
よ

る
青

少
年

セ
ル

フ
ケ

ア
・

自
助

活
動

1
回
/
年

朱
小
梦

共
産
党
青
年
団
県
委
員
会

学
校

所
在
郷
鎮
青
少
年

1
,
0
0
0

青
春

ク
ラ

ブ
を

通
じ

た
青

少
年

健
康

教
育

活
動

通
年

余
银
中

計
生
協
会

青
春
ク
ラ
ブ

1
6
郷
鎮
、
開
発
区
中
学
生

1
0
0

青
少

年
相

談
外

来
、

電
話

に
よ

る
相

談
ホ

ッ
ト

ラ
イ

ン
の

開
設

通
年

朱
小
梦

県
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

県
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

県
・
郷
鎮
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
業

務
人

員
6
0

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

研
修

4
月

余
银
中

県
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

県
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

郷
鎮
サ
ー
ビ
ス
所
人
員

2
0

サ
ー

ビ
ス

人
員

交
代

研
修

2
ヶ
月
/
人

余
银
中

県
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

県
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

郷
鎮

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

1
回
/
年

程
玉
平

計
生
、
衛
生
、
教
育

郷
鎮

関
連
部
門

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

協
調

会
議

1
-
2
回
/
年

潘
家
东

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
指
導
者
チ
ー
ム

県
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
弁
公
室

郷
鎮

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

評
価

1
回
/
年

程
玉
平

県
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
弁
公
室

郷
鎮

1
6
郷
鎮
、
開
発
区
既
婚
育

齢
女

性
2
0
,
0
0
0

婦
人

科
疾

患
予

防
知

識
講

座
各
村
2
回
/
年

郷
鎮
サ
ー
ビ
ス
所
所
長

郷
鎮
サ
ー
ビ
ス
所

村
居
、
人
口
、
学
校

1
6
郷
鎮
、
開
発
区
育
齢
人

群
1
5
,
0
0
0

慢
性

疾
患

予
防

講
座

各
村
2
回
/
年

郷
鎮
サ
ー
ビ
ス
所
所
長

郷
鎮
サ
ー
ビ
ス
所

村
居
、
人
口
、
学
校

1
6
郷
鎮
、
開
発
区
育
齢
人

群
2
,
0
0
0

保
健

知
識

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

6
回
/
年
更
新

张
慧

県
人
口
委

県
人
口
委
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

1
6
郷
鎮
、
開
発
区
育
齢
人

群
2
0
,
0
0
0

シ
ョ

ー
ト

メ
ッ

セ
ー

ジ
の

送
信

不
定
期

村
駐
在
計
生
担
当

村
民
・
居
民
委
員
会

村
サ
ー
ビ
ス
室

1
6
郷
鎮
、
開
発
区
関
連
人

群
5
,
0
0
0

個
別

健
康

相
談

通
年

朱
小
梦

県
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
郷
鎮
サ
ー
ビ
ス
所

県
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
郷
鎮
サ
ー
ビ
ス
所

、
家
庭

1
6
郷
鎮
、
開
発
区
既
婚
育

齢
女

性
2
0
,
0
0
0

婦
人

科
疾

患
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

検
査

通
年

张
霞

県
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
郷
鎮
サ
ー
ビ
ス
所

県
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
郷
鎮
サ
ー
ビ
ス
所

、
村
サ
ー
ビ
ス
室

1
6
郷
鎮
、
開
発
区
 
3
5
歳
以

上
育

齢
男

性
5
,
0
0
0

高
血

圧
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

検
査

通
年

郷
鎮
サ
ー
ビ
ス
所
所
長

郷
鎮
サ
ー
ビ
ス
所

郷
鎮
サ
ー
ビ
ス
所
、
村
サ
ー
ビ
ス
室
、

家
庭
訪
問

1
6
郷
鎮
、
開
発
区
ハ
イ
リ

ス
ク

人
群

1
0
0

ハ
イ

リ
ス

ク
妊

婦
対

象
無

料
超

音
波

（
カ

ラ
ー

ド
ッ

プ
ラ

ー
）

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
検

査
通
年

郷
鎮
サ
ー
ビ
ス
所
所
長

郷
鎮
サ
ー
ビ
ス
所

郷
鎮
サ
ー
ビ
ス
所
、
村
サ
ー
ビ
ス
室

1
6
郷
鎮
、
開
発
区
不
妊
不

育
人

群
1
0
0

不
妊

不
育

対
象

無
料

内
分

泌
6
項

目
検

査
通
年

郷
鎮
サ
ー
ビ
ス
所
所
長

郷
鎮
サ
ー
ビ
ス
所

郷
鎮
サ
ー
ビ
ス
所
、
村
サ
ー
ビ
ス
室

県
、
郷
鎮
、
開
発
区
機

関
女

性
職

員
1
,
0
0
0

全
県

機
関

組
織

女
性

ス
タ

ッ
フ

健
診

2
0
1
3
年
上
半
期

婦
人
連
合
主
席

県
人
口
委

県
中
医
院

県
・
郷
鎮
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
業

務
人

員
6
0

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

研
修

4
月

余
银
中

県
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

県
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

郷
鎮
サ
ー
ビ
ス
所
人
員

2
0

サ
ー

ビ
ス

人
員

交
代

研
修

2
ヶ
月
/
人

余
银
中

県
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

県
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

郷
鎮

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

2
回
/
年

程
玉
平

関
連
部
門

郷
鎮

関
連
部
門

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

協
調

会
議

1
-
2
回
/
年

潘
家
东

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
指
導
者
チ
ー
ム

県
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
弁
公
室

郷
鎮

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

評
価

1
回
/
年

程
玉
平

県
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
弁
公
室

郷
鎮

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

活
動

研
修

・
考

察
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
等

の
活

動

研
修

・
考

察
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
等

の
活

動

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

活
動

研
修

・
考

察
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
等

の
活

動

六 安 市 霍 山 県

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

活
動

研
修

・
考

察
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
等

の
活

動

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

活
動

思
春

期

3
2
,
1
7
5

（
青

少
年

）

年
度

目
標

：
青

少
年

の
健

康
教

育
知

識
が

普
及

す
る

。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

1
.
青

少
年

の
健

康
保

健
知

識
が

普
及

す
る

。

2
.
青

少
年

の
健

康
サ

ー
ビ

ス
レ

ベ
ル

と
サ

ー
ビ

ス
能

力
が

向
上

す
る

。

（
特

に
記

載
な

し
）

*
全

県
2
0
中

学

育
齢

期

1
5
4
,
1
2
6

（
育

齢
人

群
）

中
高

年

4
1
4
,
0
0
0

（
4
5
歳

以
上

）

年
度

目
標

：
全

県
の

敬
老

院
の

高
齢

者
保

健
サ

ー
ビ

ス
状

況
が

更
に

改
善

す
る

。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

1
.
中

高
年

人
群

の
高

血
圧

、
糖

尿
病

、
が

ん
疾

患
の

予
防

能
力

が
向

上
す

る
。

2
.
中

高
年

人
群

の
栄

養
と

健
康

的
な

食
事

知
識

が
増

加
す

る
。

3
.
中

高
年

人
群

の
健

康
診

査
受

診
率

が
高

く
な

る
。

（
特

に
記

載
な

し
）

*
全

県
2
3
郷

鎮

児
童

期

4
0
,
2
0
9

（
0
-
1
2
歳

）

2
1
,
2
4
2

（
0
-
6
歳

）

年
度

目
標

：
児

童
の

健
康

教
育

知
識

が
普

及
す

る
。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

1
.
児

童
健

康
保

健
知

識
が

普
及

す
る

。

2
.
児

童
健

康
サ

ー
ビ

ス
レ

ベ
ル

、
サ

ー
ビ

ス
能

力
が

向
上

す
る

。

（
特

に
記

載
な

し
）

*
全

県
1
6
郷

鎮
（

1
2
5

村
）

年
度

目
標

：
育

齢
人

群
の

健
康

保
健

意
識

が
向

上
す

る
。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

1
.
育

齢
人

群
の

健
康

サ
ー

ビ
ス

レ
ベ

ル
と

サ
ー

ビ
ス

能
力

が
向

上
す

る
。

2
.
育

齢
人

群
の

慢
性

疾
患

等
の

保
健

知
識

が
普

及
す

る
。

（
特

に
記

載
な

し
）

*
全

県
1
6
郷

鎮
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活
動

内
容

活
動

時
期

責
任

機
関

（
者

）
協

力
機

関
活

動
地

点
省

地 域

2
0
1
3
年

度
主

要
活

動

活
動

対
象

者

対
象

人
群

お
よ

び
人

口
(
人

)
*

年
度

目
標

／
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
2
0
1
3
年

の
タ

ー
ゲ

ッ
ト

妊
娠
可
能
女
性

2
0
,
0
0
0

郷
鎮

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

の
優

良
健

康
診

査
サ

ー
ビ

ス
提

供
活

動
に

よ
る

母
親

教
室

、
妊

娠
可

能
女
性
対

象
健

康
教

育
活

動
5
月

杨
军
英

各
郷
鎮

県
、
郷
鎮
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

妊
娠
可
能
女
性

1
0
,
0
0
0

無
料

妊
娠

前
優

生
教

育
を

利
用

し
た

妊
娠

可
能

女
性

対
象

の
新

生
児

の
保

健
、

よ
く

み
ら

れ
る

眼
科
、
耳

鼻
咽

喉
科

疾
患

予
防

の
健

康
教

育
通
年

杨
军
英

各
郷
鎮
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

児
童
保
護
者

1
,
0
0
0

“
健

康
宝

宝
，

快
乐

妈
妈

”
眼

・
耳

・
口

の
よ

く
み

ら
れ

る
疾

患
予

防
の

健
康

教
育

2
回
/
年

杨
军
英

県
教
育
局
、
幼
稚
園

幼
稚
園

乳
幼
児

資
料

1
0
,
0
0
0

配
布

衛
生

部
門

に
よ

る
新

生
児

ワ
ク

チ
ン

接
種

時
の

新
生

児
ケ

ア
知

識
・

健
康

知
識

の
チ

ラ
シ

の
配

布
、
母
親

対
象

の
健

康
教

育
通
年

衛
生
部
門

県
、
郷
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

県
、
郷
衛
生
防
疫
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

入
学
前
児
童
、
小
学
生

1
-
6
年

爱
心

服
务

团
（

愛
心

サ
ー

ビ
ス

団
）

巡
回

に
よ

る
“

健
康

児
童

”
教

育
講

座
（

内
容

：
口

腔
ケ

ア
、

安
全

知
識

、
食

前
・

ト
イ

レ
後

の
手

洗
い

）
4
回
/
年

杨
军
英

県
教
育
局
、
幼
稚
園
、
県
人
口
計
生
委

、
情
報
セ
ン
タ
ー
、
県
テ
レ
ビ
局

幼
稚
園
、
県
人
口
計
生
委
、
県
テ
レ
ビ

局

入
学
前
児
童
、
小
学
生

1
-
6
年

計
生

委
の

公
式

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

と
テ

レ
ビ

番
組

で
の

児
童

健
康

教
育

コ
ラ

ム
の

設
置

1
回
/
週
、

1
回
/
月
更
新

杨
军
英

県
教
育
局
、
幼
稚
園
、
県
人
口
計
生
委

、
情
報
セ
ン
タ
ー
、
県
テ
レ
ビ
局

幼
稚
園
、
県
人
口
計
生
委
、
県
テ
レ
ビ

局

県
、
郷
鎮
技
術
人
員
、

教
師

児
童

保
健

サ
ー

ビ
ス

人
員

対
象

定
期

技
術

研
修

1
回
/
半
年

任
运
霞

C
T
C
研
修
セ
ン
タ
ー
、
師
範
学
院

国
家
研
修
セ
ン
タ
ー
、
師
範
学
校

県
、
郷
鎮
技
術
人
員

技
術

人
員

対
象

他
地

域
派

遣
研

修
日
常
的

杨
军
英

省
市
衛
生
教
育

県
、
郷
鎮
家
庭
保
健
セ

ン
タ

ー
人

員
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
業

務
会

議
1
回
/
四
半
期

管
陆
洋

県
人
口
計
生
委

県
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

衛
生

、
婦

人
連

合
と

の
協

調
会

議
1
回
/
半
年

李
自
强

衛
生
部
門
、
婦
人
連
合
な
ど

未
定

郷
鎮
、
村

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

1
回
/
四
半
期

李
自
强

県
人
口
計
生
委
、
各
郷
鎮

各
郷
鎮

県
、
郷
鎮
家
庭
保
健
セ

ン
タ

ー
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
評

価
1
回
/
半
年

李
自
强

県
人
口
計
生
委
、
各
郷
鎮

県
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー
、
各
郷
鎮

中
学
校
2
年
生

教
育

局
と

の
連

携
に

よ
る

学
校

で
の

“
青

春
期

”
教

育
活

動
2
回
/
年

杨
军
英

教
育
部
門
、
各
中
学
校

県
、
郷
鎮
中
学
校

中
学
校
、
高
校
の
生
理

衛
生

授
業

担
当

教
師

2
0

中
学

校
、

高
校

の
生

理
授

業
担

当
教

師
対

象
資

質
研

修
5
月

杨
军
英

教
育
部
門
、
各
中
学
校

教
育
局
会
議
室

企
業
中
の
青
少
年
（
企

業
1
ヶ

所
）

企
業

対
象

青
少

年
健

康
教

育
1
回
/
半
年

杨
军
英

企
業

企
業

青
少
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
2
年

生
の

幹
部

）
2
0
0

青
少

年
対

象
“

青
春

路
上

、
我

与
你

同
行

”
ピ

ア
エ

デ
ュ

ケ
ー

シ
ョ

ン
、

性
、

リ
プ

ロ
ダ

ク
テ

ィ
ブ

ヘ
ル

ス
知

識
、

健
康

行
動

な
ど

の
教

育
活

動
1
回
/
年

杨
军
英

教
育
部
門
、
各
中
学
校

県
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

学
生

2
0
0

身
長

、
体

重
、

視
力

な
ど

の
健

康
診

査
1
回
/
年

杨
军
英

教
育
局
、
学
校

学
校

青
少
年

計
生

委
公

式
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
の

青
少

年
健

康
知

識
コ

ラ
ム

の
設

置
、

思
春

期
教

育
コ

ラ
ム

の
テ

レ
ビ

番
組

放
送

適
時
更
新
、
1
回
/
月

李
晓
光

県
人
口
計
生
委
、
情
報
セ
ン
タ
ー
、
県

テ
レ
ビ
局

県
人
口
計
生
委
、
放
送
テ
レ
ビ
局

県
、
郷
鎮
家
庭
保
健
セ

ン
タ

ー
サ

ー
ビ

ス
技

術
人
員
、
教
師

技
術

人
員

能
力

研
修

日
常
的

杨
军
英

C
T
C
研
修
セ
ン
タ
ー
、
招
聘
専
門
家
、
衛

生
部
門
、
教
育
部
門

県
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

県
、
郷
鎮
家
庭
保
健
セ

ン
タ

ー
人

員
と

関
連

部
門
担
当
者

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

業
務

会
議

1
回
/
四
半
期

管
陆
洋

県
人
口
計
生
委
、
関
連
部
門

県
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

各
関
連
部
門
人
員

四
半

期
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
1
回
/
四
半
期

管
陆

洋
県
、
郷
鎮
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー
、
教
育

部
門
、
民
政
、
婦
人
連
合

各
関
連
部
門

関
連
部
門
の
担
当
者

関
連

部
門

協
調

会
1
回
/
半
年

李
自
强

衛
生
部
門

、
教
育
部
門

、
民
政
部
門
な

ど
未
定

県
、
郷
鎮
家
庭
保
健
セ

ン
タ

ー
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
評

価
1
回
/
半
年

李
自
强

県
人
口
計
生
委
、
各
郷
鎮

県
計
生
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
各

郷
鎮

妊
娠
可
能
女
性
グ
ル
ー

プ
“

爱
心

服
务

团
（

愛
心

サ
ー

ビ
ス

団
）

”
に

よ
る

リ
プ

ロ
ダ

ク
テ

ィ
ブ

ヘ
ル

ス
教

育
、

栄
養

指
導

、
生
活

習
慣

病
予

防
、

婦
人

科
主

要
疾

患
知

識
教

室
の

巡
回

サ
ー

ビ
ス

活
動

1
回
/
半
年

杨
军
英

各
郷
鎮
、
家
庭
保
健
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
村
健
康
教
育
室

妊
娠
可
能
女
性
グ
ル
ー

プ
3
,
6
0
0

よ
く

あ
る

疾
患

と
不

妊
症

の
診

断
と

治
療

の
機

会
を

利
用

し
た

子
宮

頸
が

ん
と

乳
が

ん
の

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
お

よ
び

健
康

指
導

県
計

生
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
通
年

杨
军
英

県
計
生
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

県
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

妊
娠
可
能
女
性
グ
ル
ー

プ
1
0
,
0
0
0

“
国

家
免

费
孕

前
优

生
健

康
检

查
（

無
料

妊
娠

前
優

生
健

康
診

査
）

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

”
を

利
用

し
た
新
婚

夫
婦

と
計

画
妊

娠
夫

婦
対

象
の

健
康

教
育

、
健

康
相

談
、

健
康

診
査

通
年

邵
志
敏

県
計
生
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
各

郷
鎮

県
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

妊
娠
可
能
女
性
グ
ル
ー

プ
3
0
,
0
0
0

“
生

殖
健

康
进

家
庭

”
妊

娠
可

能
女

性
対

象
の

健
康

教
育

、
健

康
相

談
、

健
康

診
査

、
お

よ
び

ス
ク
リ
ー

ニ
ン

グ
結

果
の

分
類

・
分

析
に

基
づ

く
健

康
指

導
と

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
訪

問
サ

ー
ビ

ス
3
月

杨
军
英

県
計
生
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

各
郷
鎮
、
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

外
出
労
働
者

8
0
0

外
出

労
働

者
の

健
康

教
育

と
健

康
診

査
1
回
/
半
年

杨
军
英

人
的
資
源
・
社
会
保
障
部
門

県
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

高
血
圧
、
糖
尿
病
、
婦

人
科

疾
患

お
よ

び
望

ま
な
い
妊
娠
の
中
絶
者

3
,
0
0
0

高
血

圧
、

糖
尿

病
、

婦
人

科
疾

患
者

お
よ

び
望

ま
な

い
妊

娠
の

中
絶

者
の

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
訪

問
サ
ー
ビ

ス
1
回
/
半
年

杨
军
英

衛
生
部
門

県
、
郷
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

妊
娠
可
能
女
性
グ
ル
ー

プ
-

計
生

委
公

式
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
の

妊
娠

可
能

人
群

対
象

の
保

健
知

識
コ

ラ
ム

の
設

置
、

中
高

年
保

健
コ
ラ
ム

の
テ

レ
ビ

番
組

の
放

送
1
回
/
月
更
新

李
红
霞

県
人
口
計
生
委
、
情
報
セ
ン
タ
ー
、
県

テ
レ
ビ
局

県
人
口
計
生
委

県
、
郷
鎮
技
術
人
員

技
術

人
員

研
修

1
回
/
四
半
期

任
运
霞

招
聘
専
門
家

県
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

県
、
郷
鎮
技
術
人
員

技
術

人
員

の
職

場
で

の
競

技
活

動
6
月

王
素
芹

県
人
口
計
生
委
技
術
係

県
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

県
、
郷
鎮
技
術
人
員

技
術

人
員

の
他

地
域

の
研

修
日
常
的

杨
军
英

省
、
市
衛
生
部
門

県
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

県
、
郷
鎮
家
庭
保
健
セ

ン
タ

ー
人

員
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
業

務
会

議
1
回
/
四
半
期

管
陆
洋

県
人
口
計
生
委

未
定

関
連
部
門
担
当
者

衛
生

、
婦

人
連

合
と

の
協

調
会

議
1
回
/
半
年

李
自
强

衛
生
部
門
、
婦
人
連
合
な
ど

各
郷
鎮

郷
鎮
、
村

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

1
回
/
四
半
期

李
自
强

県
人
口
計
生
委
、
各
郷
鎮

県
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

県
、
郷
鎮
家
庭
保
健
セ

ン
タ

ー
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
評

価
1
回
/
半
年

李
自
强

県
人
口
計
生
委
、
各
郷
鎮

各
郷
鎮

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

活
動

研
修

・
考

察
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
等

の
活

動

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

活
動

研
修

・
考

察
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
等

の
活

動

濮 陽 市 南 楽 県

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

活
動

河 南 省

研
修

・
考

察
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
等

の
活

動

育
齢

期

2
1
5
,
0
0
0

（
育

齢
人

群
）

年
度

目
標

：
1
.
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
が

展
開

す
る

避
妊

、
望

ま
な

い
妊

娠
の

処
置

、
生

殖
器

関
連

疾
患

、
妊

娠
前

・
妊

娠
期

保
健

、
生

活
習

慣
病

等
分

野
の

保
健

サ
ー

ビ
ス

能
力

が
向

上
す

る
。

2
.
育

齢
人

群
自

身
の

保
健

能
力

が
向

上
す

る
。 ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
1
.
サ

ー
ビ

ス
施

設
が

育
齢

保
健

の
要

求
を

満
た

す
。

2
.
技

術
人

員
サ

ー
ビ

ス
レ

ベ
ル

が
向

上
す

る
。 3
.
育

齢
人

群
の

保
健

知
識

が
普

及
す

る
。

（
特

に
記

載
な

し
）

*
全

県
1
2
郷

鎮

児
童

期

6
4
,
7
9
1

（
0
-
1
2
歳

）

年
度

目
標

：
1
.
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
が

展
開

す
る

児
童

健
康

知
識

、
衛

生
習

慣
、

健
康

相
談

な
ど

の
分

野
の

サ
ー

ビ
ス

能
力

が
向

上
す

る
。

2
.
保

護
者

の
児

童
保

健
能

力
が

向
上

す
る

。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

1
.
サ

ー
ビ

ス
施

設
が

児
童

保
健

の
要

求
を

満
た

す
。

2
.
規

範
的

な
児

童
保

健
サ

ー
ビ

ス
を

展
開

す
る

。

3
.
保

護
者

が
児

童
保

健
健

康
教

育
を

受
け

る
。 4
.
児

童
が

良
好

な
健

康
行

動
の

確
立

を
育

成
す

る
。

7
—
1
2
歳

在
校

小
学

生
（

1
5
ヶ

所
小

学
校

、
3

ヶ
所

幼
稚

園
）

*
全

県
1
2
郷

鎮

思
春

期

6
7
,
5
4
9

（
青

少
年

）

年
度

目
標

：
1
.
青

少
年

保
健

サ
ー

ビ
ス

レ
ベ

ル
が

向
上

す
る

。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

1
.
サ

ー
ビ

ス
機

関
、

人
員

サ
ー

ビ
ス

能
力

が
強

化
さ

れ
る

。

2
.
青

少
年

健
康

知
識

が
普

及
す

る
。

1
4
ヶ

所
中

学
校

（
2
年

生
に

焦
点

）
、

3
ヶ

所
高

等
学

校

*
全

県
1
2
郷

鎮
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活
動

内
容

活
動

時
期

責
任

機
関

（
者

）
協

力
機

関
活

動
地

点
省

地 域

2
0
1
3
年

度
主

要
活

動

活
動

対
象

者

対
象

人
群

お
よ

び
人

口
(
人

)
*

年
度

目
標

／
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
2
0
1
3
年

の
タ

ー
ゲ

ッ
ト

奨
励
扶
助
対
象
、
特
別
扶

助
対

象
家

庭
1
,
0
0
0

“
奖

扶
特

扶
（

奨
励

扶
助

、
特

別
扶

助
）

”
家

庭
対

象
健

康
診

査
、

栄
養

食
事

指
導

お
よ

び
骨

密
度

計
測

1
月

杨
军
英

県
家
庭
保
健
健
診
セ
ン
タ
ー

県
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

中
高
年
人
群
（
1
2
郷
鎮
高

齢
者

ホ
ー

ム
）

9
0
0

2
0
1
2
年

度
養

老
院

人
員

の
サ

ー
ビ

ス
状

況
の

ま
と

め
と

分
析

、
結

果
に

基
づ

い
た

具
体

的
サ

ー
ビ

ス
活
動

の
展

開
2
郷
鎮
/
月
、
上
半
期

杨
军
英

民
政
部
門
、
各
郷
鎮
家
庭
保
健
セ
ン
タ

ー
各
郷
鎮
高
齢
者
ホ
ー
ム

中
高
年
人
群

1
0
,
0
0
0

“
爱

心
サ

ー
ビ

ス
团

（
愛

心
サ

ー
ビ

ス
団

）
”

に
よ

る
中

高
年

グ
ル

ー
プ

対
象

巡
回

サ
ー

ビ
ス

活
動
/
リ
プ

ロ
ダ

ク
テ

ィ
ブ

ヘ
ル

ス
、

栄
養

指
導

、
健

康
生

活
の

研
修

会
開

催
、

初
期

の
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

健
診

1
回
/
半
年

杨
军
英

各
郷
鎮
家
庭
保
健
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

村
教
育
室

6
0
歳
以
上
グ
ル
ー
プ

2
0
,
0
0
0

人
力

資
源

・
社

会
保

障
部

門
の

6
0
代

以
上

新
型

農
村

合
作

医
療

参
加

者
年

度
審

査
の

機
会

を
利

用
し

た
主

要
疾

患
の

予
防

知
識

教
育

、
相

談
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

7
月

杨
军
英

衛
生
部
門
、
人
的
資
源
・
社
会
保
障
部

門
、
各
郷
鎮

各
郷
鎮

リ
ス
ト
ラ
さ
れ
た
人
、

退
職

・
離

職
・

休
職

人
員

4
0
0

県
労

働
組

合
、

婦
人

連
合

、
民

政
部

な
ど

の
部

門
と

連
携

し
た

、
超

音
波

検
査

、
コ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル
、
血

糖
、

骨
密

度
測

定
な

ど
の

健
康

診
査

お
よ

び
健

康
教

育
7
月

杨
军
英

県
労
働
連
合
、
県
婦
人
連
合
、
県
民
政

県
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

中
高
年
グ
ル
ー
プ

1
,
0
0
0

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

で
の

中
高

年
の

婦
人

科
主

要
疾

患
の

診
査

と
骨

密
度

測
定

、
受

診
者

に
フ

ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ

訪
問

サ
ー

ビ
ス

通
年

杨
军
英

県
計
生
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
家
庭

保
健
健
診
セ
ン
タ
ー

県
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

高
血
圧
、
糖
尿
病
、
婦

人
科

疾
患

4
,
0
0
0

高
血

圧
、

糖
尿

病
、

婦
人

科
疾

患
人

員
の

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
訪

問
サ

ー
ビ

ス
8
-
1
0
月

李
占
红

衛
生
部
門

各
行
政
村

中
高
年
人
群

-
計

生
委

公
式

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

の
中

高
年

グ
ル

ー
プ

保
健

知
識

コ
ラ

ム
の

設
置

、
中

高
年

グ
ル

ー
プ

保
健
知

識
コ

ラ
ム

の
テ

レ
ビ

番
組

の
放

送
1
回
/
月
更
新

李
晓
光

県
人
口
計
生
委
、
情
報
セ
ン
タ
ー
、
県

テ
レ
ビ
局

県
人
口
計
生
委
、
放
送
テ
レ
ビ
局

県
、
郷
鎮
家
庭
保
健
セ

ン
タ

ー
サ

ー
ビ

ス
技

術
者

技
術

人
員

能
力

研
修

日
常
的

杨
军
英

C
T
C
研
修
セ
ン
タ
ー
、
招
聘
専
門
家
、
衛

生
部
門

県
、

郷
鎮
家
庭
保
健
セ
ン

タ
ー

サ
ー

ビ
ス

人
員

技
術

人
員

の
職

場
で

の
競

技
活

動
6
月

王
素
芹

県
人
口
計
生
委
技
術
係

県
、
郷
鎮
家
庭
保
健
セ

ン
タ

ー
人

員
と

関
連

部
門
担
当
者

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

業
務

会
議

1
回
/
四
半
期

管
陆
洋

県
人
口
計
生
委
関
連
部
門

各
関
連
部
門
人
員

四
半

期
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
1
回
/
四
半
期

管
陆
洋

県
、
郷
鎮
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー
、
衛
生

系
统
、
民
政
、
婦
人
連
合

関
連
部
門
の
担
当
者

関
連

部
門

協
調

会
1
回
/
半
年

李
自
强

衛
生
部
門
、
婦
人
連
合
、
民
政
部
門
な

ど

県
、
郷
鎮
家
庭
保
健
セ

ン
タ

ー
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
評

価
1
回
/
半
年

李
自
强

県
人
口
計
生
委
、
各
郷
鎮

学
生
・
教
師

思
春

期
生

理
・

衛
生

健
康

知
識

の
学

校
教

室
で

の
教

育
活

動
1
0
月

郷
所
所
長

パ
イ
ロ
ッ
ト
学
校

パ
イ
ロ
ッ
ト
学
校

学
生
・
教
師

“
爱

护
眼

睛
、

预
防

近
视

”
（

目
の

保
護

、
近

視
予

防
）

教
育

活
動

5
月

张
志
红

パ
イ
ロ
ッ
ト
学
校

パ
イ
ロ
ッ
ト
学
校

学
生
・
教
師

パ
イ

ロ
ッ

ト
学

校
に

お
け

る
授

業
間

の
視

力
保

健
体

操
の

実
施

通
年

牛
淑
香

教
育
体
育
局

パ
イ
ロ
ッ
ト
学
校

学
生

ピ
ア

エ
デ

ュ
ケ

ー
シ

ョ
ン

活
動

6
月

张
志
红

教
育
体
育
局

家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

学
生

妊
娠

期
女

性
の

体
験

授
業

、
感

謝
教

育
1
1
月

张
寅
慧

家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

人
口
学
校

青
少
年
学
生

青
少

年
健

康
行

動
と

知
識

に
関

す
る

教
育

宣
伝

パ
ネ

ル
7
月

张
志
红
、
牛
淑
香

共
産
党
青
年
団
市
委
、
教
育
体
育
局

人
民
広
場

青
少
年
学
生

青
少

年
保

健
知

識
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
6
回
/
年

魏
永

人
口
計
生
委

情
報
セ
ン
タ
ー

青
少
年
学
生

青
少

年
保

健
知

識
シ

ョ
ー

ト
メ

ッ
セ

ー
ジ

の
送

信
通
年

パ
イ
ロ
ッ
ト
学
校
生
理
教
師

パ
イ
ロ
ッ
ト
学
校

パ
イ
ロ
ッ
ト
学
校

青
少
年
学
生

青
少

年
Q
Q
グ

ル
ー

プ
の

構
築

、
健

康
相

談
活

動
の

展
開

通
年

王
利
、
红
李
佳

家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
弁
公
室

市
・
郷
鎮
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
人

員
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
研

修
4
月

张
志
红

計
生
委

計
生
委

郷
鎮
、
所
人
員

サ
ー

ビ
ス

人
員

交
替

研
修

2
ヶ
月
/
人

许
向
东

家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

郷
鎮

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

1
回
/
四
半
期

刘
玉
琴

計
生
部
門
、
衛
生
部
門
、
教
育
体
育
部

門
郷
鎮

関
連
部
門

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

協
調

会
議

1
-
2
回
/
年

周
红
武

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
指
導
委
員
会
メ
ン
バ
ー

所
属
先

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
弁
公
室

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
弁
公
室

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

評
価

2
回
/
年

周
红
武

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
弁
公
室

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
弁
公
室

1
5
郷
鎮
弁
公
室
の
既
婚
育

齢
女

性
婦

人
科

疾
患

の
予

防
と

健
康

知
識

講
座

2
回
/
年

郷
所
所
長

郷
鎮
サ
ー
ビ
ス
所

村
人
口
学
校

市
全
域
育
齢
人
群

荥
阳

人
口

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

の
妊

娠
可

能
人

員
保

健
知

識
コ

ラ
ム

の
設

置
6
回
/
年
更
新

魏
 
 
永

情
報
セ
ン
タ
ー

情
報
セ
ン
タ
ー

計
生
担
当
、
村
幹
部

街
道

、
社

区
、

行
政

村
に

お
け

る
健

康
教

育
宣

伝
欄

の
内

容
の

更
新

1
回
/
月

张
志
红

愛
国
衛
生
委
員
会
弁
公
室

市
区
主
街
道
、
社
区
、
行
政
村

新
婚
夫
婦

新
婚

夫
婦

対
象

の
健

康
教

育
と

健
康

診
査

活
動

通
年

张
寅
慧

家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

既
婚
妊
娠
可
能
女
性

農
村

地
域

婦
人

科
疾

患
一

斉
検

査
活

動
上
半
期

朱
露
梅

家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー
、
各
郷
鎮
技
術
所

各
郷
鎮
計
生
弁
公
室

既
婚
妊
娠
可
能
女
性

市
直

属
部

門
婦

人
科

疾
患

一
斉

検
査

活
動

上
半
期

婦
人
連
合
主
席

衛
生
局
、
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

既
婚
妊
娠
可
能
女
性

産
後

、
手

術
後

、
妊

娠
期

、
不

妊
者

に
対

す
る

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
と

個
人

相
談

の
サ

ー
ビ

ス
活

動
通
年

朱
露
梅

家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー
、
各
郷
鎮
サ
ー
ビ

ス
所

家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー
、
各
郷
鎮
技
術
所

市
、
郷
鎮
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
人

員
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
研

修
4
月

张
志
红

計
生
委

計
生
委

郷
鎮
、
所
人
員

サ
ー

ビ
ス

人
員

交
替

研
修

2
ヶ
月
/
人

许
向
东

家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

郷
鎮

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

1
回
/
四
半
期

刘
玉
琴

計
生
部
門
、
衛
生
部
門
、
婦
人
連
合
な

ど
郷
鎮

関
連
部
門

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

協
調

会
議

1
-
2
回
/
年

周
红
武

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
指
導
委
員
会
メ
ン
バ
ー

所
属
先

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
弁
公
室

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
弁
公
室

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

評
価

2
回
/
年

周
红
武

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
弁
公
室

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
弁
公
室

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

活
動

研
修

・
考

察
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
等

の
活

動

鄭 州 市 荥 陽 市

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

活
動

研
修

・
考

察
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
等

の
活

動

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

活
動

研
修

・
考

察
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
等

の
活

動

中
高

年

1
3
0
,
7
0
0

（
4
5
-
6
4
歳

）

3
7
,
8
0
0

（
6
5
歳

以
上

）

年
度

目
標

：
1
.
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
で

展
開

す
る

中
高

年
生

殖
健

康
、

よ
く

あ
る

疾
患

予
防

、
健

康
生

活
提

唱
な

ど
の

サ
ー

ビ
ス

能
力

が
向

上
す

る
。 2
.
中

高
年

自
身

の
保

健
能

力
が

向
上

す
る

。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

1
.
サ

ー
ビ

ス
施

設
は

中
高

年
の

保
健

ニ
ー

ズ
を

満
足

さ
せ

る
。

2
.
規

範
的

な
中

高
年

保
健

サ
ー

ビ
ス

を
展

開
す

る
。

3
.
中

高
年

の
保

健
知

識
が

普
及

す
る

。

県
全

域
の

中
高

年
人

群
に

対
す

る
健

康
教

育
、

健
康

相
談

業
務

の
提

供

*
全

県
1
2
郷

鎮

思
春

期

5
2
,
6
7
2

（
中

学
生

・
高

校
生

）

年
度

目
標

：
中

学
生

の
健

康
教

育
知

識
が

普
及

す
る

。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

1
.
中

学
生

の
健

康
教

育
知

識
が

普
及

す
る

。
（

原
文

マ
マ

）

2
.
中

学
生

の
健

康
教

育
サ

ー
ビ

ス
レ

ベ
ル

と
サ

ー
ビ

ス
能

力
が

向
上

す
る

。

パ
イ

ロ
ッ

ト
校

は
3
ヶ

所
中

学
校

（
城

関
郷

中
学

校
、

喬
楼

鎮
中

学
校

、
豫

龍
鎮

中
学

校
）

*
全

市
初

高
中

学
（

中
学

校
・

高
等

学
校

）
2
0
ヶ

所
在

校
中

高
学

生
5
2
,
6
7
2
人

育
齢

期

3
6
5
,
9
6
8

（
育

齢
人

群
）

年
度

目
標

：
育

齢
人

群
の

保
健

意
識

が
増

強
す

る
。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

1
.
育

齢
人

群
の

保
健

サ
ー

ビ
ス

を
受

け
る

割
合

が
上

昇
す

る
。

2
.
育

齢
人

群
の

保
健

サ
ー

ビ
ス

の
満

足
率

が
向

上
す

る
。

（
特

に
記

載
な

し
）

*
全

県
1
2
郷

鎮
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活
動

内
容

活
動

時
期

責
任

機
関

（
者

）
協

力
機

関
活

動
地

点
省

地 域

2
0
1
3
年

度
主

要
活

動

活
動

対
象

者

対
象

人
群

お
よ

び
人

口
(
人

)
*

年
度

目
標

／
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
2
0
1
3
年

の
タ

ー
ゲ

ッ
ト

村
組
織
幹
部
、
高
齢
者

“
关

爱
高

齢
者

”
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
研

修
活

動
（

講
座

）
4
月

张
志
红
、
许
尚
丽

民
政
局

社
区

高
齢
者

“
空

巢
”

高
齢

者
（

独
居

高
齢

者
）

対
象

無
料

健
康

診
査

活
動

5
月

张
寅
慧
、
许
尚
丽

民
政
局
、
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

高
齢
者

“
失

独
”

家
庭

高
齢

者
（

特
別

扶
助

：
計

画
生

育
家

庭
の

子
供

を
失

く
し

て
い

る
家

族
対

象
の

扶
助

政
策

）
対

象
無

料
健

康
診

査
活

動
5
月

张
寅
慧
、
许
尚
丽

民
政
局
、
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

高
齢
者

“
失

独
”

家
庭

高
齢

者
対

象
健

康
状

況
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

サ
ー

ビ
ス

活
動

通
年

张
寅
慧
、
郷
所
所
長

家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

郷
鎮
技
術
所

高
齢
者

社
区

へ
の

健
康

知
識

普
及

活
動

通
年

许
尚
丽
、
张
寅
慧

民
政
局
、
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー
、
各
社

区
社
区

高
齢
者

中
高

年
の

文
芸

活
動

リ
ー

ダ
ー

育
成

研
修

活
動

通
年

陈
蕾

老
干
部
（
古
参
幹
部
）
局

老
干
部
（
古
参
幹
部
）
局

中
高
年
人
群

中
高

年
保

健
コ

ラ
ム

の
テ

レ
ビ

番
組

の
放

送
1
回
/
週
放
送
、

1
回
/
月
更
新

秦
国
仕

テ
レ
ビ
局

新
聞
セ
ン
タ
ー

中
高
年
人
群

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

の
外

来
診

査
室

の
中

高
年

婦
人

科
主

要
疾

患
と

骨
密

度
検

査
、

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
訪

問
サ

ー
ビ

ス
张
寅
慧

家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

市
、
郷
鎮
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
人

員
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
研

修
4
月

张
志
红

計
生
委

計
生
委

郷
鎮
、
所
人
員

サ
ー

ビ
ス

人
員

交
替

研
修

2
ヶ
月
/
人

许
向
东

家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

郷
鎮

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

1
回
/
四
半
期

刘
玉
琴

計
生
、
衛
生
、
民
政
、
人
力
資
源
・
社

会
保
障
な
ど

郷
鎮

関
連
部
門

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

協
調

会
議

1
-
2
回
/
年

周
红
武

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
指
導
委
員
会
メ
ン
バ
ー

所
属
先

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
弁
公
室

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
弁
公
室

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

評
価

2
回
/
年

周
红
武

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
弁
公
室

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
弁
公
室

県
、
郷
鎮
家
庭
保
健
セ

ン
タ

ー
育

齢
人

群
担

当
保
健
技
術
人
員

県
レ

ベ
ル

技
術

人
員

の
妊

娠
可

能
人

員
グ

ル
ー

プ
保

健
研

修
1
回
/
四
半
期

県
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
弁
公
室
主
任
、
県
家

庭
保
健
セ
ン
タ
ー
主
任

県
人
民
病
院
、
県
母
子
保
健
院

県
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

郷
鎮
家
庭
保
健
セ
ン
タ

ー
の

育
齢

人
群

担
当

保
健
技
術
人
員
、
パ
イ

ロ
ッ

ト
村

管
理

員
、

育
齢
女
性
グ
ル
ー
プ
長

、
一

部
住

民
郷

レ
ベ

ル
技

術
人

員
の

妊
娠

可
能

人
員

グ
ル

ー
プ

保
健

研
修

1
回
/
四
半
期

県
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
弁
公
室
主
任
、
郷
鎮

家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー
主
任

県
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

郷
鎮
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

県
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

受
診

の
3
0
-
4
0
代

妊
娠
可
能
人
員

県
レ

ベ
ル

の
妊

娠
可

能
人

員
保

健
知

識
講

座
（

Ⅰ
婦

人
科

疾
患

予
防

、
Ⅱ

男
性

疾
患

予
防

、
Ⅲ

慢
性

疾
患

の
リ

ス
ク

、
Ⅳ

避
妊

少
子

化
の

健
康

教
育

な
ど

）
1
回
/
四
半
期

県
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
弁
公
室
、
県
家
庭
保

健
セ
ン
タ
ー
主
任

郷
鎮
計
生
弁
公
室

県
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

パ
イ
ロ
ッ
ト
村
の
一
部

の
妊

娠
可

能
人

群
郷

鎮
レ

ベ
ル

の
妊

娠
可

能
人

員
保

健
知

識
講

座
1
回
/
四
半
期

郷
鎮
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー
主
任

郷
鎮
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

郷
鎮
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

パ
イ
ロ
ッ
ト
村
の
妊
娠

可
能

人
群

村
レ

ベ
ル

の
妊

娠
可

能
人

員
保

健
知

識
講

座
1
回
/
四
半
期

村
レ
ベ
ル
管
理
員

村
民
委
員
会

村
人
員
学
校

パ
イ
ロ
ッ
ト
郷
鎮
、
村

の
3
0
-
4
0
代

妊
娠

可
能
人
群

家
庭

保
健

巡
回

サ
ー

ビ
ス

活
動

2
回
/
年

県
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
弁
公
室
主
任
、
県
家

庭
保
健
セ
ン
タ
ー
主
任

県
人
民
病
院
、
県
母
子
保
健
院
、
郷
鎮

家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

郷
鎮
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

妊
娠
可
能
人
群

育
齢

期
保

健
コ

ラ
ム

の
テ

レ
ビ

番
組

の
放

送
1
回
/
月

県
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
弁
公
室

放
送
テ
レ
ビ
局

テ
レ
ビ
局

県
、
郷
鎮
技
術
人
員
、

介
入

人
群

関
連

人
員

対
象

の
県

、
郷

鎮
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

と
評

価
2
回
/
年

県
人
口
計
生
委
責
任
者

県
衛
生
局

県
、
郷
鎮
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー
お
よ
び

一
部
パ
イ
ロ
ッ
ト
村

県
、
郷
鎮
家
庭
保
健
セ

ン
タ

ー
中

高
年

保
健

担
当
技
術
人
員

県
レ

ベ
ル

技
術

人
員

対
象

中
高

年
保

健
研

修
1
回
/
四
半
期

県
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
弁
公
室
主
任
、
県
家

庭
保
健
セ
ン
タ
ー
主
任

県
人
民
病
院
、
県
母
子
保
健
院

県
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

郷
鎮
家
庭
保
健
セ
ン
タ

ー
中

高
年

保
健

担
当

技
術
人
員
、
パ
イ
ロ
ッ

ト
村

管
理

員
、

育
齢

女
性
グ
ル
ー
プ
長
、
一

部
住

民
郷

鎮
レ

ベ
ル

技
術

人
員

対
象

中
高

年
保

健
研

修
1
回
/
四
半
期

県
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
弁
公
室
主
任
、
郷
家

庭
保
健
セ
ン
タ
ー
主
任

県
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

郷
鎮
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

県
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

受
診

の
5
0
-
6
0
代

中
高
年

県
レ

ベ
ル

の
中

高
年

保
健

知
識

講
座

1
回
/
四
半
期

県
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
弁
公
室
、
県
家
庭
保

健
セ
ン
タ
ー
主
任

郷
鎮
計
生
弁
公
室

県
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

パ
イ
ロ
ッ
ト
村
の
一
部

の
中

高
年

人
群

郷
鎮

レ
ベ

ル
の

中
高

年
保

健
知

識
講

座
1
回
/
四
半
期

郷
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー
主
任

村
レ
ベ
ル
管
理
員

郷
鎮
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

パ
イ
ロ
ッ
ト
村
の
中
高

年
人

員
村

レ
ベ

ル
の

中
高

年
保

健
知

識
講

座
1
回
/
四
半
期

村
レ
ベ
ル
管
理
員

村
民
委
員
会

村
人
員
学
校

パ
イ
ロ
ッ
ト
郷
鎮
、
村

5
0
-
6
0
代

中
高

年
人

員
一

部
中

高
年

人
員

の
健

康
診

査
活

動
1
回
/
四
半
期

県
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
弁
公
室
主
任
、
県
家

庭
保
健
セ
ン
タ
ー
主
任

県
人
民
病
院
、
県
母
子
保
健
院
、
郷
鎮

家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

郷
鎮
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

県
、
郷
鎮
技
術
人
員
、

介
入

人
群

組
織

人
員

に
よ

る
県

、
郷

鎮
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

と
評

価
2
回
/
年

県
人
口
計
生
委
責
任
者

県
衛
生
局

県
、
郷
鎮
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー
、
一
部

パ
イ
ロ
ッ
ト
村

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

活
動

研
修

・
考

察
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
等

の
活

動

安 陽 市 内 黄 県

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

活
動

研
修

・
考

察
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
等

の
活

動

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

活
動

研
修

・
考

察
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
等

の
活

動

中
高

年

2
1
8
,
6
4
8

（
4
5
歳

以
上

）

年
度

目
標

：
中

高
年

保
健

サ
ー

ビ
ス

の
レ

ベ
ル

が
向

上
す

る
。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

：
1
.
中

高
年

の
保

健
サ

ー
ビ

ス
を

受
け

る
割

合
が

上
昇

す
る

。

2
.
中

高
年

の
保

健
サ

ー
ビ

ス
に

対
す

る
満

足
率

が
向

上
す

る
。

广
武

鎮
、

王
村

鎮
、

城
关
郷

の
3
郷

鎮
を

パ
イ

ロ
ッ

ト
郷

鎮
と

し
、

介
入

す
る

奨
励

扶
助

の
対

象
人

数
は

1
,
0
0
0
人

と
す

る
。

全
市

の
4
2
%
を

占
め

る
。

*
全

県
1
2
郷

鎮

育
齢

期

3
5
2
,
9
0
0

（
育

齢
人

群
）

年
度

目
標

：
育

齢
人

群
が

優
良

な
保

健
サ

ー
ビ

ス
を

受
け

ら
れ

る
。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

：
1
.
サ

ー
ビ

ス
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

健
全

に
し

、
技

術
人

員
の

サ
ー

ビ
ス

能
力

を
向

上
す

る
。

2
.
育

齢
人

群
の

健
康

教
育

が
促

進
さ

れ
る

。

3
.
育

齢
人

群
の

健
康

相
談

サ
ー

ビ
ス

が
満

足
さ

れ
る

。

4
.
育

齢
人

群
に

対
し

て
経

常
的

、
規

範
的

な
健

康
診

査
が

提
供

さ
れ

る
。

（
8
郷

鎮
、

各
郷

鎮
4

パ
イ

ロ
ッ

ト
村

を
選

択
し

、
育

齢
人

群
の

無
料

健
康

診
査

活
動

が
4
,
7
0
0
人

に
実

施
さ

れ
る

。
）

*
全

県
1
7
郷

鎮

中
高

年

2
1
4
,
0
0
0

（
老

年
人

口
）

年
度

目
標

：
中

老
年

保
健

サ
ー

ビ
ス

の
ア

ベ
イ

ラ
ビ

リ
テ

ィ
（

利
用

可
能

性
）

が
向

上
す

る
。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

1
.
県

・
郷

鎮
の

サ
ー

ビ
ス

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

が
健

全
化

し
、

中
老

年
保

健
サ

ー
ビ

ス
技

術
人

員
の

サ
ー

ビ
ス

能
力

が
向

上
す

る
。

2
.
県

・
郷

鎮
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
の

健
康

教
育

、
健

康
相

談
業

務
を

展
開

す
る

。

3
.
中

高
年

に
対

し
て

規
範

的
な

健
康

診
査

が
提

供
さ

れ
る

。

（
8
郷

鎮
、

無
料

健
診

が
4
,
2
0
0
人

に
実

施
さ

れ
る

）

*
全

県
1
7
郷

鎮
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活
動

内
容

活
動

時
期

責
任

機
関

（
者

）
協

力
機

関
活

動
地

点
省

地 域

2
0
1
3
年

度
主

要
活

動

活
動

対
象

者

対
象

人
群

お
よ

び
人

口
(
人

)
*

年
度

目
標

／
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
2
0
1
3
年

の
タ

ー
ゲ

ッ
ト

新
生
児
、
産
婦

3
0

“
进

家
园

”
育

児
指

導
と

サ
ー

ビ
ス

活
動

1
月

県
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

県
衛
生
局
、
県
人
力
资
源
・
社
会
保
障

局
県
母
子
保
健
院

1
歳
未
満
乳
児

3
0

“
聪

颖
宝

宝
”

子
育

て
バ

イ
ブ

ル
：

乳
児

沐
浴

、
ス

キ
ン

シ
ッ

プ
、

受
動

体
操

訓
練

3
月

県
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
指
導
者
小
チ
ー
ム
、
ジ

ョ
ン
ソ
ン
エ
ン
ド
ジ
ョ
ン
ソ
ン
乳
児
沐

浴
セ
ン
タ
ー

ジ
ョ
ン
ソ
ン
エ
ン
ド
ジ
ョ
ン
ソ
ン
乳
児

沐
浴
セ
ン
タ
ー

3
-
7
歳
児
童
、
両
親
、
家

族
6
0

“
良

好
习

惯
保

健
康

”
幼

稚
園

に
お

け
る

知
識

指
導

活
動

5
月

魏
文

衛
生
局
、
県
疾
病
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン

タ
ー

衛
生
局
、
疾
病
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
県
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

家
族
、
産
婦
、
幼
稚
園

教
師

5
0

“
科

学
喂

养
”

：
1
—
1
2
ヶ

月
科

学
哺

乳
/
補

助
食

品
の

使
用

原
則

（
包

括
母

乳
、

人
工

、
混

合
栄

養
）

6
月

周
琼

県
衛
生
局
、
県
人
力
资
源
・
社
会
保
障

局
県
母
子
保
健
院

1
-
7
歳
幼
児
、
児
童

8
0

“
健

康
健

診
”

：
衛

生
部

門
と

の
連

携
に

よ
る

乳
幼

児
対

象
計

画
防

疫
（

ワ
ク

チ
ン

接
種

）
9
月

周
琼

県
衛
生
局
、
県
疾
病
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ

ン
タ
ー

県
・
郷
鎮
衛
生
防
疫
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

7
歳
児
童
、
両
親
、
家
族

6
0

“
爱

心
课

堂
进

校
园

”
学

校
に

お
け

る
児

童
安

全
防

護
知

識
講

座
1
0
月

魏
文

衛
生
局
、
県
疾
病
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン

タ
ー

衛
生
局
、
疾
病
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
県
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

県
教
育
局
、
県
衛
生
局

関
連

人
員

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

講
師

研
修

3
月

魏
文

母
子
保
健
院
、
聡
明
屋
幼
稚
園

県
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

県
教
育
局
、
県
衛
生
局

関
連

人
員

児
童

保
健

協
調

会
議

6
月

魏
文

県
教
育
局
、
県
衛
生
局

県
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

郷
鎮
・
村
家
庭
保
健
サ

ー
ビ

ス
人

員
児

童
保

健
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
9
月

申
传
振

県
教
育
局
、
県
衛
生
局

郷
鎮
、
村
家
庭
保
健
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー

パ
イ
ロ
ッ
ト
幼
稚
園
教

師
、

郷
鎮

・
村

家
庭

保
健
サ
ー
ビ
ス
人
員

乳
幼

児
、

児
童

保
健

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

評
価

1
2
月

申
传
振

県
教
育
局
、
県
衛
生
局

聡
明
屋
幼
稚
園
、

郷
鎮
、
村
家
庭
保
健
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー

2
高
校
新
入
生

1
,
5
6
0

学
校

に
お

け
る

“
悄

悄
话

室
”

相
談

外
来

開
設

通
年

周
琼

教
育
局

県
一
中
、
県
五
中

2
高
校
新
入
生

1
,
5
6
0

“
走

出
羞

涩
课

堂
”

リ
プ

ロ
ダ

ク
テ

ィ
ブ

ヘ
ル

ス
知

識
ク

イ
ズ

活
動

3
月

蔡
莉

教
育
局
、
共
産
党
青
年
団
県
委
員
会

県
一
中
、
県
五
中

2
高
校
新
入
生

1
,
5
6
0

リ
プ

ロ
ダ

ク
テ

ィ
ブ

ヘ
ル

ス
知

識
模

型
、

パ
ネ

ル
巡

回
展

示
5
月

周
琼

教
育
局

県
一
中
、
県
五
中

2
高
校
新
入
生

1
,
5
6
0

“
牵

手
花

季
·
健

康
相

伴
”

活
動

（
家

庭
学

校
友

好
会

に
よ

る
D
V
D
放

送
、

学
生

へ
の

健
康

状
況

フ
ィ
ー
ド

バ
ッ

ク
4
月

蔡
莉

教
育
局
、
共
産
党
青
年
団
県
委
員
会

県
一
中
、
県
五
中

2
高
校
新
入
生

1
,
5
6
0

“
爱

心
呵

护
成
长

（
愛

情
の

こ
も

っ
た

ケ
ア

・
成

長
）

”
 
知

識
講

座
活

動
4
,
9
月

黎
灿

教
育
局

県
一
中
、
県
五
中

2
高
校
新
入
生

1
,
5
6
0

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

専
門

家
サ

ー
ビ

ス
団

に
よ

る
健

康
診

査
活

動
5
月

周
琼

教
育
局
、
衛
生
局

県
一
中
、
県
五
中

青
少
年

-
知

心
姐

姐
（

親
し

い
お

姉
さ

ん
）

ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン

相
談

活
動

通
年

黎
灿

教
育
局
、
共
産
党
青
年
団
県
委
員
会

家
庭
保
健
弁
公
室

教
師

保
護
者
代
表

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理
人

員
技
術
人
員

1
0
1
0
5 5

青
少

年
の

良
好

生
活

習
慣

に
関

す
る

座
談

会
魏
文

教
育
局
、
衛
生
局
、
共
産
党
青
年
団
県

委
員
会

県
家
庭
保
健
弁
公
室

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
小
チ
ー

ム
メ

ン
バ

ー
部

門
責

任
者

青
少

年
保

健
協

調
会

議
申
传
振

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
指
導
者
小
チ
ー
ム

県
人
口
学
校

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
实
施
所

属
組

織
青

少
年

保
健

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
申
传
振

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
指
導
者
小
チ
ー
ム

県
家
庭
保
健
弁
公
室

カ
バ
ー
目
標
社
区
・
村

育
齢

人
群

6
,
5
0
0

“
幸

福
母

亲
·
生

育
关

怀
（

幸
せ

な
母

親
、

出
産

ケ
ア

）
”

優
生

優
育

宣
伝

お
よ

び
健

康
相

談
活

動
通
年

周
琼

各
郷
鎮
計
生
弁
公
室

目
標
社
区
、
村

各
郷
鎮
、
村
民
（
居
民

）
育

齢
農

業
人

口
5
,
6
0
0

“
助

你
生

个
好

宝
宝

（
元

気
な

赤
ち

ゃ
ん

出
産

の
お

手
伝

い
）

”
妊

娠
前

優
生

健
康

診
査

通
年

黎
灿

各
郷
鎮
、
村
民
（
居
民
）
計
生
弁
公
室

、
民
政
局

県
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

各
郷
鎮
、
村
民
（
居
民

）
育

齢
農

業
人

口
6
,
8
0
0

“
幸

福
千

万
家

（
幸

せ
を

す
べ

て
の

家
に

）
”

婚
前

医
学

検
査

通
年

黎
灿

各
郷
鎮
、
村
民
（
居
民
）
計
生
弁
公
室

、
民
政
局

県
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

企
業
（
富
荣
家
纺
）
育

齢
人

群
1
0
0

“
三

八
国

际
女

性
节

粉
红

丝
带

在
行

动
（

3
月

8
日

国
際

女
性

デ
ー

・
ピ

ン
ク

リ
ボ

ン
活

動
）

”
乳

腺
疾
患

予
防

活
動

3
月
6
-
8
日

黎
灿

県
婦
人
連
合
、
目
標
企
業

県
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー
、
企
業

カ
バ
ー
目
標
社
区
・
村

育
齢

人
群

目
標

人
群

の
7
0
％

よ
く

み
ら

れ
る

生
殖

器
疾

患
知

識
パ

ネ
ル

巡
回

展
示

6
-
9
月

蔡
莉

各
郷
鎮
、
村
民
（
居
民
）
計
生
弁
公
室

目
標
社
区
、
村

各
郷
鎮
、
村
民
（
居
民

）
カ

バ
ー

目
標

人
群

9
0
％

“
六

随
访

（
6
項

目
(
計

生
手

術
後

、
妊

娠
前

妊
娠

期
、

避
妊

薬
・

用
具

後
、

新
婚

夫
婦

、
産

後
、

特
殊
人

群
）

家
庭

訪
問

）
”

暖
人

心
活

動
通
年

黎
灿

各
郷
鎮
計
生
弁
公
室
、
計
生
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
弁
公
室
公
室

各
郷
鎮
、
村
民
（
居
民

）
目

標
人

群
3
,
3
0
0

“
我

行
动

 
我

健
康

 
我

快
乐

（
行

動
、

健
康

、
満

足
）

”
生

活
習

慣
病

予
防

知
識

講
座

9
月

周
琼

各
郷
鎮
計
生
弁
公
室

各
郷
鎮
計
生
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

、
村
委
員
会

各
郷
鎮
、
村
民
（
居
民

）
目

標
人

群
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
、

電
話

ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン

を
利

用
し

た
健

康
教

育
通
年

黎
灿

放
送
テ
レ
ビ
局
、
電
話
通
信
局

県
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

各
郷
鎮
、
村
民
（
居
民

）
目

標
人

群
の

べ
5
,
3
0
0

“
药

具
关

爱
行

、
情

系
育

齢
人

（
避

妊
薬

・
器

具
ケ

ア
、

心
は

育
齢

人
群

へ
）

”
無

料
避

妊
薬

・
器

具
の

配
布

活
動

1
1
月

蔡
莉

避
妊
薬
・
器
具
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
各
郷

鎮
計
生
弁
公
室

目
標
鎮
計
生
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

、
村
民
（
居
民
）
委
員
会

県
・
郷
两
レ
ベ
ル
技
術

人
員

専
門

技
術

人
員

研
修

1
回
/
半
年

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
弁
公
室

各
郷
鎮
計
生
弁
公
室
、
計
生
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー

県
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー
活
動
室
、
省
レ

ベ
ル
医
療
機
関

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
指
導
者

小
チ

ー
ム

家
庭

保
健

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

業
務

会
議

1
月
1
2
日

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
指
導
者
小
チ
ー
ム

各
郷
鎮
計
生
弁
公
室
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

メ
ン
バ
ー
所
属
部
門

県
人
口
学
校

各
郷
鎮
、
村
民
（
居
民

）
技

術
サ

ー
ビ

ス
人

員
家

庭
保

健
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
・

評
価

6
月
1
2
日

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
指
導
者
小
チ
ー
ム

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
指
導
者
小
チ
ー
ム
メ
ン

バ
ー
所
属
部
門

県
人
口
学
校

湖 北 省

荊 門 市 京 山 県

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

活
動

研
修

・
考

察
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
等

の
活

動

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

活
動

研
修

・
考

察
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
等

の
活

動

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

活
動

研
修

・
考

察
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
等

の
活

動

思
春

期

4
4
,
4
4
2

（
1
2
-
1
9
歳

）

年
度

目
標

：
1
.
青

少
年

の
性

と
リ

プ
ロ

ダ
ク

テ
ィ

ブ
ヘ

ル
ス

の
知

識
の

理
解

率
が

向
上

す
る

。

2
.
青

少
年

の
良

好
な

生
活

習
慣

が
養

成
さ

れ
る

。

3
.
青

少
年

の
自

己
保

健
意

識
が

向
上

す
る

。

4
.
青

少
年

の
望

ま
な

い
妊

娠
数

が
明

ら
か

に
減

少
す

る
。

（
特

に
記

載
な

し
）

*
全

県
1
4
郷

鎮

育
齢

期

3
6
0
,
0
0
0

（
1
9
-
4
9
歳

）

児
童

期

3
5
,
0
0
0

（
児

童
）

年
度

目
標

：
1
.
乳

幼
児

、
児

童
の

良
好

な
衛

生
習

慣
が

十
分

に
養

成
さ

れ
る

。

2
.
 
乳

幼
児

、
児

童
の

安
全

防
護

知
識

が
普

及
す

る
。

3
.
保

護
者

お
よ

び
児

童
の

保
健

意
識

が
向

上
す

る
。

4
．

乳
幼

児
の

正
確

な
哺

乳
・

栄
養

指
導

が
向

上
す

る
。

全
県

1
4
郷

鎮
の

う
ち

、
3
ヶ

所
幼

稚
園

お
よ

び
小

学
校

を
選

択
。

各
幼

稚
園

、
小

学
校

で
1
つ

の
パ

イ
ロ

ッ
ト

ク
ラ

ス
を

選
択

。

年
度

目
標

：
1
.
育

齢
人

群
の

よ
く

み
ら

れ
る

生
殖

系
統

疾
患

の
予

防
意

識
が

向
上

す
る

。

2
.
育

齢
人

群
の

妊
娠

前
保

健
知

識
お

よ
び

意
識

が
向

上
す

る
。

3
.
育

齢
人

群
の

健
康

生
活

習
慣

養
成

の
意

識
が

向
上

す
る

。

4
.
育

齢
人

群
の

自
己

保
健

意
識

が
向

上
す

る
。 5
.
育

齢
人

群
保

健
サ

ー
ビ

ス
の

対
す

る
満

足
度

が
向

上
す

る
。

1
居

2
村

、
3
企

業

*
全

県
1
4
郷

鎮
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活
動

内
容

活
動

時
期

責
任

機
関

（
者

）
協

力
機

関
活

動
地

点
省

地 域

2
0
1
3
年

度
主

要
活

動

活
動

対
象

者

対
象

人
群

お
よ

び
人

口
(
人

)
*

年
度

目
標

／
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
2
0
1
3
年

の
タ

ー
ゲ

ッ
ト

中
高
年
人
群

-
関

連
部

門
連

携
に

よ
る

養
老

院
、

街
道

、
社

区
、

行
政

村
へ

の
健

康
教

育
掲

示
板

設
置

1
月

蔡
莉

目
標
郷
鎮
村
民
（
居
民
）
委
員
会
、
養

老
院

養
老
院
、
街
道
、
社
区
、
行
政
村
掲
示

板

中
高
年
人
群

1
0
0

奨
励

扶
助

対
象

身
体

健
康

診
査

お
よ

び
評

価
3
,
9
月

黎
灿

目
標
郷
鎮
村
民
（
居
民
）
委
員
会
、
養

老
院
、
民
政
局

各
郷
鎮
計
生
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
村
サ
ー

ビ
ス
室
、
養
老
院

3
養
老
院
（
3
郷
鎮
）
中
高

年
人

群
2
0
0

“
日

行
一

万
步

，
吃

动
两

平
衡

，
健

康
一

辈
子

（
1
日

1
万

歩
、

食
事

と
運

動
の

バ
ラ

ン
ス

、
健

康
生
涯
）

”
慢

性
疾

患
予

防
知

識
講

座
7
-
8
月

黎
灿

目
標
郷
鎮
村
民
（
居
民
）
委
員
会
、
養

老
院

各
郷
鎮
、
村
民
・
居
民
委
員
会
、
養
老

院

3
養
老
院
（
3
郷
鎮
）
中
高

年
人

群
3
0
0

“
养

老
福

星
十

百
千

万
工

程
”

養
老

院
中

高
年

対
象

健
康

診
査

（
血

圧
、

体
重

、
血

糖
、

骨
密

度
、

心
電

図
）

5
月

蔡
莉

民
政
局
、
養
老
院

養
老
院

中
高
年
人
群

1
2
0

“
倾

听
孤

独
心

声
 
关

爱
空

巢
高

齢
者

（
孤

独
な

心
の

声
に

耳
を

傾
け

、
独

居
高

齢
者

に
愛

を
）

”
独
居
高

齢
者

家
庭

訪
問

、
相

談
指

導
7
月

周
琼

県
婦
人
連
合
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
合

家
庭
訪
問

中
高
年
人
群

2
,
9
0
0

“
敬

老
从

心
开

始
，

助
老

从
我

做
起

（
敬

老
は

心
、

助
老

は
行

動
か

ら
）

”
 
健

康
講

座
、

無
料

健
診
、
相

談
9
月

黎
灿

民
政
局
、
県
婦
人
連
合
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
連
合

目
標
郷
鎮

県
・
郷
鎮
レ
ベ
ル
技
術

人
員

慢
性

疾
患

予
防

知
識

講
師

研
修

4
月

魏
文

衛
生
局

県
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー
活
動
室

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
小
チ
ー

ム
メ

ン
バ

ー
家

庭
保

健
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
協

調
会

議
3
月

申
传
振

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
指
導
者
小
チ
ー
ム
メ
ン

バ
ー
所
属
部
門

県
人
口
学
校

サ
ー
ビ
ス
機
関

家
庭

保
健

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
6
月

申
传
振

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
指
導
者
小
チ
ー
ム
メ
ン

バ
ー
所
属
部
門

各
サ
ー
ビ
ス
機
関

乳
児

“
鱼

乐
贝

贝
”

乳
児

沐
浴

、
遊

泳
活

動
通
年

周
小
景

計
生
局

市
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー
新
生
児
プ
ー
ル

全
市
乳
児
保
護
者

“
亲

亲
我

的
宝

宝
”

1
歳

以
内

乳
児

日
常

ケ
ア

指
導

3
-
1
2
月

高
锦
秀

計
生
局

市
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー
妊
婦
サ
ロ
ン

周
産
期
育
齢
人
群

“
健

康
宝

贝
”

乳
児

哺
乳

/
栄

養
指

導
3
-
1
2
月

胡
巧
艳

衛
生
局

市
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

パ
イ
ロ
ッ
ト
ク
ラ
ス
幼

児
、

保
護

者
“

正
确

洗
手

，
童

享
健

康
”

 
幼

児
手

洗
い

教
育

シ
リ

ー
ズ

活
動

3
-
5
月

杨
翠
英

教
育
局

パ
イ
ロ
ッ
ト
幼
稚
園

全
市
幼
稚
園
、
小
学
児

童
人

群
“

我
健

康
，

我
快

乐
”

児
童

保
健

知
識

宣
伝

掲
示

板
4
-
6
月

叶
宝
峰

教
育
局

パ
イ
ロ
ッ
ト
幼
稚
園
、
小
学

パ
イ
ロ
ッ
ト
ク
ラ
ス
幼

児
“

强
视

固
齿

”
う

歯
、

視
力

検
査

6
-
1
2
月

何
平

教
育
局
、
衛
生
局

パ
イ
ロ
ッ
ト
幼
稚
園
、
小
学
、
市
家
庭

保
健
セ
ン
タ
ー

パ
イ
ロ
ッ
ト
ク
ラ
ス
幼

児
、

保
護

者
“

你
会

刷
牙

吗
？

”
幼

児
歯

磨
き

教
育

9
-
1
1
月

胡
巧

艳
教
育
局

パ
イ
ロ
ッ
ト
幼
稚
園

パ
イ
ロ
ッ
ト
ク
ラ
ス
児

童
安

全
知

識
学

校
教

育
活

動
9
-
1
1
月

胡
巧
艳

教
育
局

パ
イ
ロ
ッ
ト
小
学
校

児
童
保
護
者

の
べ

3
0
0
件

以
上

“
健

康
服

务
热

线
”

電
話

に
よ

る
健

康
サ

ー
ビ

ス
ホ

ッ
ト

ラ
イ

ン
の

開
設

3
-
1
2
月

杨
翠
英

電
話
通
信
局

市
・
郷
鎮
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

教
育
局
、
衛
生
局
関
連

人
員

児
童

保
健

協
調

会
議

1
月
8
日

沈
平

教
育
局
、
衛
生
局

教
育
局

パ
イ
ロ
ッ
ト
幼
稚
園
教

師
、

市
・

郷
鎮

・
村

家
庭
保
健
サ
ー
ビ
ス
人

員
家

庭
保

健
サ

ー
ビ

ス
講

師
研

修
2
月
2
5
日

陈
志
芳

テ
レ
ビ
局
、
市
母
子
保
健
院

市
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

パ
イ
ロ
ッ
ト
幼
稚
園
児

童
家

庭
保

健
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
業

務
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
1
回
/
四
半
期

沈
平

教
育
局
、
衛
生
局

パ
イ
ロ
ッ
ト
幼
稚
園
、
市
家
庭
保
健
セ

ン
タ
ー

郷
鎮
・
村
家
庭
保
健
サ

ー
ビ

ス
人

員
家

庭
保

健
サ

ー
ビ

ス
半

期
試

験
4
月

刘
桂
荣

教
育
局
、
衛
生
局

郷
鎮
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

パ
イ
ロ
ッ
ト
幼
稚
園
教

師
、

市
・

郷
鎮

・
村

家
庭
保
健
サ
ー
ビ
ス
人

員
家

庭
保

健
サ

ー
ビ

ス
年

末
試

験
1
0
月

刘
桂
荣

教
育
局
、
衛
生
局

パ
イ
ロ
ッ
ト
幼
稚
園
、
市
家
庭
保
健
セ

ン
タ
ー

パ
イ
ロ
ッ
ト
ク
ラ
ス

“
请

青
春

更
美

丽
”

学
校

教
室

に
お

け
る

思
春

期
生

理
衛

生
知

識
教

室
シ

リ
ー

ズ
活

動
4
-
6
月

胡
巧
艳

教
育
局

パ
イ
ロ
ッ
ト
学
校

パ
イ
ロ
ッ
ト
ク
ラ
ス

“
我

的
青

春
我

做
主

”
学

校
に

お
け

る
思

春
期

保
健

知
識

シ
リ

ー
ズ

活
動

6
-
7
月

杨
翠
英

教
育
局

パ
イ
ロ
ッ
ト
学
校

全
市
思
春
期
人
群
、
保

護
者

“
七

彩
青

春
”

テ
レ

ビ
教

育
専

用
チ

ャ
ン

ネ
ル

増
設

7
-
9
月
、
3
回
更
新

沈
平

教
育
局

テ
レ
ビ
局

パ
イ
ロ
ッ
ト
ク
ラ
ス

“
微

笑
走

过
花

季
”

思
春

期
人

間
関

係
健

康
教

育
シ

リ
ー

ズ
活

動
9
-
1
1
月

杨
翠
英

教
育
局

パ
イ
ロ
ッ
ト
学
校

パ
イ
ロ
ッ
ト
ク
ラ
ス

“
告

别
四

厅
一

吧
”

署
名

活
動

（
作

品
展

、
学

生
署

名
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
依

存
か

ら
の

離
脱

・
麻

薬
か

ら
の

隔
離

に
関

す
る

健
康

教
育

）
1
1
-
1
2
月

胡
巧
艳

教
育
局
、
テ
レ
ビ
局
、
公
安
局

パ
イ
ロ
ッ
ト
学
校

パ
イ
ロ
ッ
ト
ク
ラ
ス
青

少
年

“
健

康
一

身
，

亮
丽

一
生

”
学

校
に

お
け

る
健

康
診

査
（

身
長

、
体

重
、

視
力

、
肺

活
量

）
3
-
1
2
月

胡
巧
艳

教
育
局
、
衛
生
局

パ
イ
ロ
ッ
ト
学
校

パ
イ
ロ
ッ
ト
ク
ラ
ス
学

生
、

保
護

者
“

健
康

一
家

亲
”

歩
行

計
画

（
歩

行
大

会
を

通
し

て
の

安
全

防
護

、
団

結
協

力
教

育
、

親
子

活
動

他
）

5
月
4
日

沈
平

教
育
局
、
テ
レ
ビ
局
、
公
安
局
、
衛
生

局
、
共
産
党
青
年
団
委
員
会

钱
冲
银
杏
谷

全
市
思
春
期
人
群

の
べ

2
0
0
件

以
上

“
健

康
服

务
热

线
”

電
話

に
よ

る
健

康
サ

ー
ビ

ス
ホ

ッ
ト

ラ
イ

ン
の

開
設

3
-
1
2
月

杨
翠
英

電
話
通
信
局

市
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

教
育
局
関
連
人
員

青
少

年
保

健
協

調
会

議
1
月
8
日

沈
平

教
育
局
、
テ
レ
ビ
局

市
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

パ
イ
ロ
ッ
ト
ク
ラ
ス
健

康
教

育
教

師
、

市
・

郷
鎮
家
庭
保
健
人
員

“
成

长
之

道
”

思
春

期
健

康
講

師
研

修
3
月
2
2
-
2
4
日

沈
平

省
計
生
協
会
、
テ
レ
ビ
局
、
教
育
局

計
生
局

パ
イ
ロ
ッ
ト
ク
ラ
ス
教

師
・

生
徒

家
庭

保
健

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

業
務

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

1
回
/
四
半
期

沈
平

パ
イ
ロ
ッ
ト
学
校

パ
イ
ロ
ッ
ト
ク
ラ
ス
教

師
・

生
徒

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

半
期

試
験

4
月

刘
桂
荣

パ
イ
ロ
ッ
ト
学
校

パ
イ
ロ
ッ
ト
ク
ラ
ス
教

師
・

生
徒

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

年
末

試
験

1
0
月

刘
桂
荣

パ
イ
ロ
ッ
ト
学
校

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

活
動

研
修

・
考

察
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
等

の
活

動

孝 感 市 安 陸 市

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

活
動

研
修

・
考

察
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
等

の
活

動

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

活
動

研
修

・
考

察
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
等

の
活

動

中
高

年

1
2
7
,
2
8
0

（
4
5
-
6
0
歳

）

1
0
5
,
3
2
9

（
6
0
歳

以
上

）

年
度

目
標

：
1
.
中

高
年

人
群

の
基

本
健

康
知

識
の

理
解

率
が

上
昇

す
る

。

2
.
中

高
年

人
群

の
不

良
生

活
習

慣
が

改
善

す
る

。

3
.
中

高
年

人
群

の
自

己
保

健
意

識
が

向
上

す
る

。

4
.
中

高
年

人
群

の
保

健
サ

ー
ビ

ス
に

対
す

る
満

足
度

が
向

上
す

る
。

（
特

に
記

載
な

し
）

*
全

県
1
4
郷

鎮

児
童

期

7
2
,
2
8
6

（
0
-
1
2
歳

）

年
度

目
標

：
児

童
保

健
サ

ー
ビ

ス
の

ア
ベ

イ
ラ

ビ
リ

テ
ィ

（
利

用
可

能
性

）
が

向
上

す
る

。 ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

1
.
サ

ー
ビ

ス
機

関
の

児
童

保
健

の
能

力
が

向
上

す
る

。

2
.
児

童
保

健
サ

ー
ビ

ス
が

増
加

す
る

。

3
.
児

童
の

保
護

者
の

保
健

知
識

が
増

加
す

る
。

（
特

に
記

載
な

し
）

*
全

市
1
6
郷

鎮
・

弁
事

処

思
春

期

4
3
,
5
5
2

（
1
3
-
1
9
歳

）

年
度

目
標

：
青

少
年

の
思

春
期

保
健

サ
ー

ビ
ス

の
ア

ク
セ

シ
ビ

リ
テ

ィ
（

利
用

機
会

）
が

向
上

す
る

。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

1
．

計
画

生
育

技
術

サ
ー

ビ
ス

機
関

の
サ

ー
ビ

ス
能

力
が

強
化

さ
れ

る
。

2
．

青
少

年
生

理
衛

生
保

健
サ

ー
ビ

ス
が

増
加

す
る

。
3
．

青
少

年
心

理
保

健
知

識
サ

ー
ビ

ス
が

増
加

す
る

。

全
市

対
象

。
各

中
学

校
の

1
学

年
を

選
択

。

*
全

市
1
6
郷

鎮
・

弁
事

処
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活
動

内
容

活
動

時
期

責
任

機
関

（
者

）
協

力
機

関
活

動
地

点
省

地 域

2
0
1
3
年

度
主

要
活

動

活
動

対
象

者

対
象

人
群

お
よ

び
人

口
(
人

)
*

年
度

目
標

／
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
2
0
1
3
年

の
タ

ー
ゲ

ッ
ト

パ
イ
ロ
ッ
ト
村
育
齢
人
群

“
健

康
之

路
”

健
康

知
識

巡
回

講
座

3
-
1
2
月

何
平

衛
生
局

郷
鎮
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

パ
イ
ロ
ッ
ト
村
育
齢
人

群
運

動
場

所
提

供
を

目
的

と
し

た
村

（
社

区
）

に
お

け
る

“
健

康
広

場
”

の
設

置
4
-
7
月

沈
平

文
化
体
育
局

パ
イ
ロ
ッ
ト
村
、
社
区

パ
イ
ロ
ッ
ト
村
育
齢
人

群
（

中
高

年
人

群
も

含
む

）
“

健
康

百
分

百
”

健
康

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
の

提
唱

を
目

的
と

し
た

漫
画

回
廊

設
置

7
-
9
月

涂
晓

文
化
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

パ
イ
ロ
ッ
ト
村
、
社
区

全
市
育
齢
人
群
（
中
高

年
人

群
も

含
む

）
“

計
生

之
窗

”
リ

プ
ロ

ダ
ク

テ
ィ

ブ
ヘ

ル
ス

保
健

テ
レ

ビ
専

用
チ

ャ
ン

ネ
ル

1
回
/
週
（
金
曜
日
）

董
再
文

テ
レ
ビ
局

パ
イ
ロ
ッ
ト
村
育
齢
人

群
“

定
期

健
检

，
健

康
不

减
”

慢
性

疾
患

、
子

宮
頸

が
ん

、
乳

が
ん

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
検

査
3
-
1
2
月

胡
巧
艳

市
母
子
保
健
院

テ
レ
ビ
局

パ
イ
ロ
ッ
ト
村
各
家
庭

“
口

味
淡

一
点

，
寿

命
长

一
点

”
健

康
管

理
バ

ッ
グ

の
配

布
3
-
1
2
月

杨
翠
英

印
刷
工
場
、
日
用
品
生
産
工
場

全
市
妊
娠
準
備
も
し
く

は
妊

娠
期

夫
婦

“
迎

接
新

希
望

”
優

生
教

室
6
-
1
2
月

胡
巧
艳

民
政
局

全
市
妊
娠
準
備
期
の
農

村
夫

婦
妊

娠
前

優
生

健
康

診
査

通
年

杨
秋

衛
生
局

育
齢
人
群

の
べ

3
0
0
件

以
上

“
健

康
服

务
热

线
”

電
話

に
よ

る
健

康
サ

ー
ビ

ス
ホ

ッ
ト

ラ
イ

ン
の

開
設

3
-
1
2
月

李
红
梅

電
話
通
信
局

市
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

市
・
郷
鎮
・
村
家
庭
保

健
サ

ー
ビ

ス
人

員
家

庭
保

健
サ

ー
ビ

ス
人

員
研

修
3
月
1
0
日

陈
志
芳

テ
レ
ビ
局

市
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

郷
鎮
・
村
家
庭
保
健
サ

ー
ビ

ス
人

員
家

庭
保

健
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
業

務
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
1
回
/
四
半
期

沈
平

郷
鎮
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

郷
鎮
・
村
家
庭
保
健
サ

ー
ビ

ス
人

員
家

庭
保

健
サ

ー
ビ

ス
半

期
試

験
4
月

刘
桂
荣

郷
鎮
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

郷
鎮
・
村
家
庭
保
健
サ

ー
ビ

ス
人

員
家

庭
保

健
サ

ー
ビ

ス
年

末
試

験
1
0
月

刘
桂
荣

郷
鎮
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

パ
イ
ロ
ッ
ト
村
4
5
歳
以
上

中
高

年
人

“
健

康
之

路
”

健
康

知
識

巡
回

講
座

1
-
1
2
月

何
平

テ
レ
ビ
局

パ
イ
ロ
ッ
ト
村

パ
イ
ロ
ッ
ト
村
離
床
活

動
不

能
な

中
高

年
人

“
一

句
叮

咛
话

，
健

康
生

活
化

”
独

居
高

齢
者

家
庭

訪
問

1
-
1
2
月

胡
巧
艳

テ
レ
ビ
局

家
庭
訪
問

パ
イ
ロ
ッ
ト
村
4
5
歳
以
上

中
高

年
人

“
运

动
一

下
子

,
健

康
一

辈
子

“
広

場
ダ

ン
ス

活
動

1
-
1
2
月

村
計
生
担
当

文
化
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
老
年
委

パ
イ
ロ
ッ
ト
村

パ
イ
ロ
ッ
ト
村
中
高
年

人
群

（
育

齢
人

群
を

含
む

）
“

健
康

百
分

百
”

家
庭

保
健

漫
画

回
廊

7
-
9
月

叶
宝
峰

文
化
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

パ
イ
ロ
ッ
ト
村

全
市
中
高
年
人
群
（
育

齢
人

群
を

含
む

）
“

計
生

之
窗

”
中

高
年

保
健

テ
レ

ビ
専

用
チ

ャ
ン

ネ
ル

1
回
/
週
（
金
曜
日
）

涂
晓

テ
レ
ビ
局

テ
レ
ビ
局

社
区
中
高
年
人
群

“
今

天
您

测
血

压
了

吗
”

高
血

圧
予

防
無

料
健

診
活

動
5
月
2
9
日

董
俊
华

衛
生
局
、
テ
レ
ビ
局

太
白
広
場

パ
イ
ロ
ッ
ト
村
中
高
年

人
群

“
善

待
生

命
，

关
爱

健
康

”
健

康
診

査
（

体
格

検
査

、
血

圧
、

血
糖

、
コ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル

、
肺

活
量

、
子

宮
頸

が
ん

・
乳

が
ん

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
）

3
-
1
2
月

胡
巧
艳

衛
生
局

郷
鎮
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

養
老
院
高
齢
者

“
情

系
高

齢
者

”
暖

か
い

関
心

を
送

る
活

動
（

5
月

1
5
日

国
際

家
庭

デ
ー

に
お

け
る

健
診

、
健

康
粗
品
の
配

布
）

5
月
1
5
日

何
平

民
政
局

河
西
養
老
院

パ
イ
ロ
ッ
ト
村
各
家
庭

“
口

味
淡

一
点

，
寿

命
长

一
点

”
健

康
管

理
バ

ッ
グ

の
配

布
3
-
1
2
月

杨
翠
英

印
刷
工
場
、
日
用
品
生
産
工
場

郷
鎮
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

中
高
年
人
群

の
べ

3
0
0
件

以
上

“
健

康
服

务
热

线
”

電
話

に
よ

る
健

康
サ

ー
ビ

ス
ホ

ッ
ト

ラ
イ

ン
の

開
設

1
-
1
2
月

李
红
梅

電
話
通
信
局

市
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

市
・
郷
鎮
・
村
家
庭
保

健
サ

ー
ビ

ス
人

員
家

庭
保

健
サ

ー
ビ

ス
人

員
定

期
研

修
1
回
/
月
（
第
3
日
）

陈
志
芳

テ
レ
ビ
局

市
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

郷
鎮
・
村
家
庭
保
健
サ

ー
ビ

ス
人

員
家

庭
保

健
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
業

務
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
1
回
/
四
半
期

沈
平

郷
鎮
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

郷
鎮
・
村
家
庭
保
健
サ

ー
ビ

ス
人

員
家

庭
保

健
サ

ー
ビ

ス
半

期
試

験
4
月

刘
桂
荣

郷
鎮
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

郷
鎮
・
村
家
庭
保
健
サ

ー
ビ

ス
人

員
家

庭
保

健
サ

ー
ビ

ス
年

末
試

験
1
0
月

刘
桂
荣

郷
鎮
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

在
園
幼
児
、
一
部
保
護

者
、

教
師

“
幼

児
健

康
生

活
习

惯
倡

导
”

幼
稚

園
に

お
け

る
幼

児
健

康
生

活
習

慣
提

唱
活

動
1
-
6
月

区
、
拓
展
镇
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

区
教
育
局
、
区
衛
生
局
、
区
婦
人
連
合

、
介
入
幼
稚
園

介
入
幼
稚
園

在
校
児
童
、
一
部
保
護

者
、

教
師

“
大

手
牵

小
手

 
 
安

全
你

我
他

”
小

学
校

児
童

の
不

慮
の

事
故

防
護

知
識

普
及

活
動

9
-
1
2
月

区
、
拓
展
镇
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

区
教
育
局
、
区
衛
生
局
、
区
婦
人
連
合

、
気
象
局
、
警
察
、
消
防
、
介
入
小
学

校
介
入
小
学
校

在
園
幼
児

“
六

一
”

（
6
月

1
日

：
こ

ど
も

の
日

）
を

利
用

し
た

“
比

比
谁

最
棒

”
活

動
：

3
幼

稚
園

で
の

児
童
健
康
生

活
習

慣
コ

ン
テ

ス
ト

お
よ

び
絵

画
コ

ン
ク

ー
ル

5
月
2
1
日
-
6
月
5
日

区
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

区
教
育
局
、
区
衛
生
局
、
区
婦
人
連
合

、
介
入
幼
稚
園

介
入
幼
稚
園

市
民

“
家

庭
保

健
进

万
家

”
大

型
広

場
宣

伝
活

動
5
月

区
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

区
政
府
、
区
委
宣
伝
部
、
テ
レ
ビ
局
、

区
教
育
局
、
衛
生
局
、
婦
人
連
合
、
パ

イ
ロ
ッ
ト
幼
稚
園
小
学

神
農
公
園

教
育
局
、
婦
人
連
合
、

労
働

連
合

、
衛

生
局

、
気
象
局
、
警
察
部
門

幼
児

健
康

生
活

習
慣

提
唱

活
動

、
児

童
の

不
慮

の
事

故
防

護
知

識
普

及
活

動
前

準
備

会
3
月

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
指
導
者
小
チ
ー
ム

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
弁
公
室

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
指
導
者
小
チ
ー
ム
弁
公

室

区
政
府
、
区
教
育
局
、

衛
生

局
、

婦
人

連
合

、
宣
伝
部
門
、
パ
イ
ロ

ッ
ト

幼
稚

園
、

小
学

校
“

家
庭

保
健

进
万

家
”

大
型

広
場

宣
伝

活
動

準
備

会
4
月

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
指
導
者
小
チ
ー
ム

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
弁
公
室

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
指
導
者
小
チ
ー
ム
弁
公

室

家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー
専

門
技

術
人

員
定

期
専

門
人

員
研

修
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
弁
公
室

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
弁
公
室

区
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
指
導
者

小
チ

ー
ム

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

定
期

報
告

区
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
弁
公
室

区
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

区
、
1
鎮
家
庭
保
健
セ
ン
タ

ー
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
定

期
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
・

評
価

指
導
者
小
チ
ー
ム
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
弁

公
室

区
、
1
郷
鎮
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

活
動

研
修

・
考

察
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
等

の
活

動

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

活
動

研
修

・
考

察
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
等

の
活

動

随 州 市 曾 都 区

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

活
動

研
修

・
考

察
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
等

の
活

動

育
齢

期

2
8
7
,
7
0
0

（
2
0
-
4
4
歳

）

年
度

目
標

：
育

齢
人

群
の

保
健

サ
ー

ビ
ス

の
ア

ク
セ

シ
ビ

リ
テ

ィ
（

利
用

機
会

）
が

増
加

す
る

。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

1
．

市
・

郷
鎮

の
両

レ
ベ

ル
の

家
庭

保
健

セ
ン

タ
ー

の
サ

ー
ビ

ス
能

力
が

強
化

さ
れ

る
。

2
．

育
齢

人
群

の
予

防
意

識
が

強
化

さ
れ

る
。 3
．

育
齢

人
群

の
保

健
サ

ー
ビ

ス
が

増
加

す
る

。

4
．

衛
生

、
婦

人
連

合
等

他
部

門
と

の
協

力
体

制
を

強
化

す
る

。

全
市

対
象

、
各

郷
鎮

・
弁

事
処

に
つ

き
1
パ

イ
ロ

ッ
ト

村
・

社
区

を
選

択

*
全

市
1
6
郷

鎮
・

弁
事

処
）

中
高

年

2
2
8
,
0
0
0

（
4
5
歳

以
上

）

8
8
,
5
0
0

（
う

ち
6
0
歳

以
上

）

年
度

目
標

：
中

高
年

保
健

サ
ー

ビ
ス

の
ア

ベ
イ

ラ
ビ

リ
テ

ィ
（

利
用

可
能

性
）

が
向

上
す

る
。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

1
．

サ
ー

ビ
ス

機
関

が
中

高
年

保
健

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
し

増
加

す
る

。

2
．

中
高

年
人

群
の

保
健

意
識

が
増

強
す

る
。

全
市

対
象

、
各

郷
鎮

・
弁

事
処

に
つ

き
1
パ

イ
ロ

ッ
ト

村
・

社
区

を
選

択

*
全

市
1
6
郷

鎮
・

弁
事

処
）

児
童

期

1
5
,
0
0
0

（
3
歳

以
下

）

5
8
,
0
0
0

（
3
-
1
2
歳

）

年
度

目
標

：
1
.
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
の

幼
児

の
健

康
生

活
習

慣
、

児
童

の
不

慮
の

事
故

防
止

の
た

め
の

保
健

サ
ー

ビ
ス

能
力

が
さ

ら
に

向
上

す
る

。

2
.
3
-
6
歳

の
幼

児
が

毎
朝

毎
晩

の
歯

み
が

き
、

食
後

の
う

が
い

、
食

前
食

後
お

よ
び

排
便

後
の

手
洗

い
等

の
習

慣
が

養
成

さ
れ

る
。

3
.
7
-
1
2
歳

の
児

童
の

交
通

安
全

、
溺

水
、

火
事

、
落

雷
な

ど
の

不
慮

の
事

故
防

護
能

力
が

向
上

す
る

。

4
.
児

童
健

康
フ

ァ
イ

ル
が

作
成

さ
れ

完
備

さ
れ

る
。

2
0
1
2
年

度
に

す
で

に
活

動
を

実
施

し
た

全
区

6
鎮

・
弁

事
処

の
3

ヶ
所

幼
稚

園
年

中
、

3
ヶ

所
小

学
校

の
1
年

生
に

加
え

、
さ

ら
に

3
ヶ

所
幼

稚
園

と
5
ヶ

所
小

学
校

を
追

加
。

*
全

区
1
0
街

道
・

鎮
・

弁
事

処
（

6
鎮

・
弁

事
処

、
4
街

道
）
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活
動

内
容

活
動

時
期

責
任

機
関

（
者

）
協

力
機

関
活

動
地

点
省

地 域

2
0
1
3
年

度
主

要
活

動

活
動

対
象

者

対
象

人
群

お
よ

び
人

口
(
人

)
*

年
度

目
標

／
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
2
0
1
3
年

の
タ

ー
ゲ

ッ
ト

在
校
学
生

思
春

期
保

健
室

設
置

/
電

話
に

よ
る

健
康

サ
ー

ビ
ス

ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン

開
設

/
メ

ー
ル

窓
口

整
備

に
よ

る
健
康

相
談

活
動

2
月

区
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

随
州
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

区
、
郷
鎮
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

在
校
学
生
、
一
部
保
護

者
、

教
師

思
春

期
生

理
衛

生
知

識
、

思
春

期
心

理
健

康
、

健
康

行
動

な
ど

健
康

知
識

宣
伝

手
帳

の
印

刷
2
月

区
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

教
育
局

、
共
産
党
青
年
団
区
委
員
会

、
パ
イ
ロ
ッ
ト
中
学

目
標
学
校

在
校
学
生
、
一
部
保
護

者
、

教
師

“
迎

接
青

春
期

”
学

校
に

お
け

る
知

識
シ

リ
ー

ズ
（

思
春

期
生

理
、

心
理

健
康

、
健

康
行

動
な

ど
）

講
座

5
月

区
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

教
育
局
、
共
産
党
青
年
団
区
委
員
会
、

パ
イ
ロ
ッ
ト
学
校

目
標
学
校

在
校
学
生

校
内

新
聞

あ
る

い
は

校
内

掲
示

板
に

お
け

る
“

青
春

之
窗

”
思

春
期

の
問

題
に

関
す

る
記

事
の

掲
載

3
-
1
2
月

区
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー
、
2
鎮
セ
ン
タ
ー

区
教
育
局
、
共
産
党
青
年
団
区
委
員
会

、
目
標
学
校

目
標
学
校

在
校
学
生

青
少

年
通

常
健

診
（

身
長

、
体

重
、

視
力

、
肺

活
量

、
体

脂
肪

）
、

そ
の

他
必

要
時

の
家

庭
保

健
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
思

春
期

の
予

約
健

診
5
-
1
2
月

区
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー
、
2
鎮
セ
ン
タ
ー

区
教
育
局
、
区
衛
生
局
、
共
産
党
青
年

団
区
委
員
会

目
標
中
学
、
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

在
校
学
生
、
中
学
教
師

、
一

部
保

護
者

思
春

期
健

康
知

識
ギ

ャ
ラ

リ
ー

の
設

置
（

青
少

年
・

保
護

者
・

教
師

の
学

習
・

観
覧

）
3
-
1
2
月

区
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

区
教
育
局
、
目
標
中
学

区
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

広
場
住
民
（
大
衆
）

“
5
∙
1
”

（
5
月

1
日

：
労

働
節

/
メ

ー
デ

ー
）

を
利

用
し

た
公

園
で

の
“

家
庭

保
健

进
万

家
”

—
“

放
飞
青
春

”
大

型
広

場
展

示
：

思
春

期
関

連
知

識
の

宣
伝

パ
ネ

ル
、

漫
画

、
書

類
の

展
示

（
青

少
年

・
保

護
者

の
観

覧
）

、
現

場
相

談
5
月

区
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

区
政
府
事
務
所
、
宣
伝
部
、
教
育
局
、

目
標
中
学
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
開
発
チ
ー

ム
神
農
公
園

区
政
府
、
教
育
局
、
衛

生
局

、
婦

人
連

合
、

宣
伝
部
門
、
タ
ー
ゲ
ッ

ト
学

校
“

家
庭

保
健

进
万

家
”

大
型

広
場

宣
伝

活
動

準
備

会
4
月

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
指
導
者
小
チ
ー
ム

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
弁
公
室

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
指
導
者
小
チ
ー
ム
弁
公

室

区
、
2
鎮
専
門
技
術
人
員

定
期

専
門

人
員

研
修

1
回
/
月

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
弁
公
室

区
、
2
郷
鎮

区
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
指
導
者

小
チ

ー
ム

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

定
期

報
告

1
回
/
月

区
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
弁
公
室

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
弁
公
室

区
、
2
鎮
家
庭
保
健
セ
ン
タ

ー
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
定

期
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
・

評
価

1
回
/
2
ヶ
月

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
弁
公
室

区
、
2
郷
鎮

区
、
2
郷
鎮

介
入
社
区
育
齢
女
性

介
入
社
区
育
齢
男
性

6
0
％

2
0
％

“
健

康
生

活
，

幸
福

家
庭

”
社

区
・

農
村

に
お

け
る

生
活

習
慣

予
防

知
識

活
動

（
講

座
、

相
談

、
健
康
診

査
）

1
-
1
2
月

区
、
郷
鎮
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

社
区
責
任
者
、
郷
鎮
政
府

目
標
社
区
、
村

城
区
6
企
業
、
鎮
1
企
業
育

齢
女

性
“

生
殖

健
康

关
爱

企
業

女
工

行
”

一
斉

健
診

活
動

（
講

座
、

相
談

、
健

康
診

査
）

1
-
1
2
月

区
、
郷
鎮
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

労
働
連
合

、
婦
人
連
合

、
経
済
局

、
劳

动
局

目
標
企
業

区
直
属
機
関
・
部
門
育

齢
人

群
生

殖
健

康
知

識
シ

リ
ー

ズ
講

座
（

男
女

よ
く

み
ら

れ
る

生
殖

系
統

疾
患

予
防

、
子

宮
頸

が
ん

お
よ

び
乳
が

ん
予

防
等

関
連

知
識

）
1
-
1
2
月

（
3
0
会
場
）

区
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

労
働
連
合
、
婦
人
連
合
、
区
直
部
門
責

任
者

区
直
機
関
、
部
門

新
婚
・
計
画
生
育
育
齢

人
群

8
5
%

“
健

康
宝

贝
”

シ
リ

ー
ズ

活
動

-
結

婚
前

検
査

、
妊

娠
前

優
生

検
査

、
優

生
教

室
1
-
1
2
月
、
1
回
/
月

区
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

民
政
、
衛
生
、
郷
鎮
（
弁
公
室
）
、
基

層
計
生
情
報
人
員

区
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

広
場
住
民
（
大
衆
）

“
5
•
1
”

（
5
月

1
日

：
労

働
節

/
メ

ー
デ

ー
）

を
利

用
し

た
“

家
庭

保
健

进
万

家
”

大
型

広
場

活
動

（
宣
伝

教
育

、
現

場
相

談
）

5
月

区
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

区
政
府
弁
公
室
、
宣
伝
部
、
区
直
関
連

部
門
、
各
郷
鎮
弁
公
室
、
目
標
社
区
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
開
発
チ
ー
ム

神
農
公
園

区
政
府
、
区
衛
生
局
、

区
直

属
各

部
門

、
各

郷
鎮
（
事
務
所
）
、
城

区
各

社
区

“
家

庭
保

健
进

万
家

”
大

型
広

場
活

動
準

備
会

4
月

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
指
導
者
小
チ
ー
ム

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
弁
公
室

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
指
導
者
小
チ
ー
ム
弁
公

室

区
、
2
鎮
専
門
技
術
人
員

定
期

専
門

人
員

研
修

1
回
/
月

区
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

区
、
2
郷
鎮

家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
指
導
者

小
チ

ー
ム

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

定
期

報
告

1
回
/
月

区
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

 
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

区
、
2
鎮
専
門
技
術
人
員

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

定
期

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
1
回
/
2
ヶ
月

区
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

区
、
2
郷
鎮

区
、
2
郷
鎮

社
区
/
村
中
高
年
人
群

宣
伝

手
帳

（
中

高
年

リ
プ

ロ
ダ

ク
テ

ィ
ブ

ヘ
ル

ス
、

よ
く

あ
る

疾
患

予
防

、
健

康
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

等
）

の
印

刷
お

よ
び

家
庭

訪
問

宣
伝

2
月

区
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー
、
2
郷
鎮
セ
ン
タ

ー
区
高
齢
業
務
委
員
会
、
区
老
年
大
学

介
入
社
区
、
村

介
入
社
区
/
村
各
家
庭

“
口

味
淡

一
点

，
健

康
多

一
点

”
食

塩
計

量
ス

プ
ー

ン
、

食
用

油
計

量
カ

ッ
プ

の
配

布
5
-
1
2
月

区
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

2
郷
鎮
セ
ン
タ
ー

介
入
社
区
、
村

社
区
/
村
中
高
年
人
群

タ
ー

ゲ
ッ

ト
の

3
0
％

“
关

注
健

康
，

享
受

生
活

”
中

高
年

人
群

健
康

診
査

（
健

康
教

育
、

相
談

）
5
-
1
2
月

区
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー
、
2
郷
鎮
セ
ン
タ

ー
区
民
政
局
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
社
区
、
村
責

任
者

区
城
市
養
老
院
、
社
区
、
村

家
庭
保
健
サ
ー
ビ
ス
を

実
施

し
て

い
る

6
鎮

の
奨
励
扶
助
、
特
別
扶

助
“

奖
励

扶
助

帮
养

老
，

家
庭

保
健

不
可

少
”

-
計

生
奨

励
扶

助
・

特
別

扶
助

対
象

一
斉

健
診

活
動

（
健
康
教

育
・

相
談

）
8
月

区
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

各
郷
鎮
、
事
務
所
計
生
弁
公
室
、
家
庭

保
健
セ
ン
タ
ー

区
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー
、
各
郷
鎮
計
生

弁
公
室
、
セ
ン
タ
ー

中
高
年
人
群

健
康

サ
ー

ビ
ス

ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン

利
用

の
健

康
相

談
3
-
1
2
月

区
、
郷
鎮
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

2
郷
鎮
セ
ン
タ
ー

区
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー
、
郷
鎮
セ
ン
タ

ー

社
区
、
住
民

“
家

庭
保

健
进

万
家

”
大

型
広

場
総

合
サ

ー
ビ

ス
活

動
（

文
芸

公
園

、
百

歳
体

操
デ

モ
ン

ス
ト

レ
ー

シ
ョ

ン
、

パ
ネ

ル
宣

伝
教

育
、

宣
伝

手
帳

配
布

、
健

診
、

現
場

相
談

）
5
月

区
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー
、
社
区
計
生
担

当

区
政
府
弁
公
室
、
宣
伝
部
、
区
老
齢
業

務
委
員
会
、
区
高
齢
者
大
学
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
、
媒
体

介
入
社
区
住
民
活
動
室

区
政
府
、
衛
生
局
、
区

直
属

各
部

門
、

各
郷

鎮
（
事
務
所
）
、
城
区

社
区

“
家

庭
保

健
进

万
家

“
大

型
広

場
活

動
準

備
会

4
月

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
指
導
者
小
チ
ー
ム

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
弁
公
室

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
指
導
者
小
チ
ー
ム
弁
公

室

区
、
2
鎮
専
門
技
術
人
員

定
期

専
門

人
員

研
修

1
回
/
月

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
弁
公
室

区
、
2
郷
鎮

区
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
指
導
者

小
チ

ー
ム

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

定
期

報
告

1
回
/
月

区
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
弁
公
室

区
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

区
、
2
鎮
専
門
技
術
人
員

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

定
期

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
1
回
/
2
ヶ
月

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
弁
公
室

区
、
2
郷
鎮

区
、
2
郷
鎮

0
-
6
ヶ
月
乳
児
保
護
者

5
0
0

“
妈

妈
的

奶
最

健
康

”
専

門
講

座
（

育
児

指
導

）
3
,
9
月

母
子
保
健
院

家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

母
子
保
健
院
会
議
室

0
-
3
歳
乳
幼
児
保
護
者

7
5
0

Q
Q
群

と
相

談
ホ

ッ
ト

ラ
イ

ン
を

利
用

し
た

健
康

教
育

・
指

導
通
年

蒋
坤
林

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
電
話

0
-
3
歳
乳
幼
児
保
護
者

6
0
0
家

庭
児

童
早

期
教

育
開

発
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（

親
子

教
室

、
視

聴
触

覚
訓

練
、

特
色

遊
戯

）
4
,
1
0
月

蒋
坤
林

教
育
委
、
派
出
所

早
期
教
育
セ
ン
タ
ー

乳
幼
児
家
庭

4
,
0
0
0
家

庭
新

生
児

日
常

ケ
ア

知
識

指
導

通
年

杨
康
燕

教
育
委
、
衛
生
局

県
セ
ン
タ
ー
・
医
療
機
関

児
童
保
護
者

1
,
2
0
0

児
童

の
不

慮
の

事
故

防
止

（
講

座
、

相
談

、
宣

伝
物

配
布

）
3
,
6
,
9
月

贺
盛
红

教
育
委
、
衛
生
局

県
蓮
花
広
場

家
庭
保
健
サ
ー
ビ
ス
人

員
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
1
回
/
四
半
期

杨
康
燕

教
育
委
、
衛
生
局

鎮
・
街
道
計
生
弁
公
室

家
庭
保
健
サ
ー
ビ
ス
人

員
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
自

己
評

価
1
回
/
年

潘
世
君

衛
生
局
、
教
育
委
、
婦
人
連
合
等

計
生
委
会
議
室

鎮
・
街
道
サ
ー
ビ
ス
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
、

家
庭

保
健
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
人

員
技

術
サ

ー
ビ

ス
人

員
研

修
1
回
/
2
ヶ
月

杨
康
燕

衛
生
局
、
教
育
委

計
生
委
会
議
室

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

活
動

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

活
動

研
修

・
考

察
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
等

の
活

動

重 慶 市

榮 昌 県

研
修

・
考

察
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
等

の
活

動

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

活
動

研
修

・
考

察
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
等

の
活

動

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

活
動

研
修

・
考

察
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
等

の
活

動

思
春

期

3
6
,
0
0
0

（
1
3
-
1
9
歳

）

年
度

目
標

：
1
.
計

生
サ

ー
ビ

ス
機

関
の

思
春

期
保

健
サ

ー
ビ

ス
能

力
が

強
化

さ
れ

る
。

2
.
1
3
-
1
5
歳

の
青

少
年

、
教

師
、

保
護

者
の

思
春

期
生

理
、

心
理

健
康

知
識

レ
ベ

ル
が

向
上

す
る

。

3
.
1
3
-
1
5
歳

青
少

年
健

康
行

動
が

形
成

さ
れ

る
。

4
.
青

少
年

の
健

康
フ

ァ
イ

ル
が

作
成

さ
れ

完
備

さ
れ

る
。

城
区

の
3
ヶ

所
中

学
校

お
よ

び
各

鎮
1
ヶ

所
の

中
学

校
の

1
3
-
1
5
歳

の
青

少
年

が
対

象

*
全

区
1
0
街

道
・

鎮
・

弁
事

処
（

6
鎮

・
弁

事
処

、
4
街

道
）

育
齢

期

3
3
1
,
9
4
0

（
1
9
-
4
9
歳

）

年
度

目
標

：
1
.
避

妊
お

よ
び

望
ま

な
い

妊
娠

の
予

防
サ

ー
ビ

ス
を

強
化

す
る

。

2
.
育

齢
人

群
の

生
殖

系
統

疾
患

の
予

防
サ

ー
ビ

ス
を

強
化

す
る

。

3
.
妊

娠
前

・
妊

娠
期

の
保

健
サ

ー
ビ

ス
を

向
上

す
る

。

4
.
生

活
習

慣
病

予
防

意
識

を
向

上
す

る
。

5
.
中

高
年

健
康

フ
ァ

イ
ル

が
作

成
さ

れ
完

備
さ

れ
る

。

●
社

区
に

お
け

る
“

健
康

•
关
爱
”

活
動

は
6
鎮

・
弁

事
処

の
、

各
鎮

・
弁

事
処

2
村

・
社

区
を

選
択

。
●

城
区

に
お

け
る

企
業

に
お

け
る

リ
プ

ロ
ダ

ク
テ

ィ
ブ

ヘ
ル

ス
活

動
は

、
城

区
6
企

業
、

鎮
1
-
2
企

業
で

活
動

を
展

開
。

●
妊

娠
前

優
生

健
診

は
全

区
8
0
%
以

上
の

計
画

妊
娠

夫
婦

を
対

象
と

す
る

。

*
全

区
1
0
街

道
・

鎮
・

弁
事

処
（

6
鎮

・
弁

事
処

、
4
街

道
）

中
高

年

1
1
7
,
8
5
3

（
4
5
歳

以
上

）

年
度

目
標

：
1
.
家

庭
保

健
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
の

中
高

年
人

群
の

保
健

サ
ー

ビ
ス

能
力

が
強

化
さ

れ
る

。 2
.
中

高
年

保
健

知
識

が
向

上
す

る
。

3
.
中

高
年

健
康

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
が

形
成

さ
れ

る
。

4
.
中

高
年

の
健

康
フ

ァ
イ

ル
が

作
成

さ
れ

完
備

さ
れ

る
。

6
鎮

・
弁

事
処

の
う

ち
、

各
鎮

・
弁

事
処

2
村

・
社

区
を

選
択

。
上

記
村

・
社

区
は

育
齢

人
群

の
サ

イ
ト

と
一

致
。

*
全

区
1
0
街

道
・

鎮
・

弁
事

処
（

6
鎮

・
弁

事
処

、
4
街

道
）

児
童

期

1
0
5
,
6
0
0

（
児

童
人

口
）

年
度

目
標

：
1
.
計

生
技

術
サ

ー
ビ

ス
系

統
の

児
童

早
期

教
育

の
サ

ー
ビ

ス
能

力
が

向
上

す
る

。
2
.
児

童
早

期
教

育
の

普
及

が
向

上
す

る
。

3
.
児

童
の

不
慮

の
事

故
防

護
意

識
が

増
強

す
る

。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

1
.
学

習
を

強
化

し
、

サ
ー

ビ
ス

能
力

を
向

上
し

、
児

童
早

期
教

育
を

順
調

に
展

開
す

る
。

2
.
宣

伝
を

強
化

し
、

児
童

保
護

者
の

早
期

教
育

認
識

を
高

め
る

。
3
.
児

童
の

不
慮

の
事

故
防

護
知

識
が

増
加

す
る

。

（
特

に
記

載
な

し
）

*
全

県
2
1
郷

鎮
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活
動

内
容

活
動

時
期

責
任

機
関

（
者

）
協

力
機

関
活

動
地

点
省

地 域

2
0
1
3
年

度
主

要
活

動

活
動

対
象

者

対
象

人
群

お
よ

び
人

口
(
人

)
*

年
度

目
標

／
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
2
0
1
3
年

の
タ

ー
ゲ

ッ
ト

計
画
妊
娠
夫
婦

8
0
%

(
1
,
6
0
0
組

)
優

生
優

育
、

妊
娠

前
健

診
/
健

康
相

談
全
年

雷
建

衛
生
局
、
疾
病
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
県
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ

ー

既
婚
育
齢
女
性

8
0
%

(
4
0
,
0
0
0
人

)
無

料
生

殖
健

康
診

査
/
健

康
教

育
、

必
要

時
マ

ン
モ

グ
ラ

フ
ィ

ー
、

乳
腺

検
査

3
,
9
月

潘
世
君

各
鎮
街

各
鎮
街
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
村

（
社
区
）
委
会

入
院
分
娩
家
庭

6
0
%

(
1
,
2
0
0
家

庭
)

"
 
生

育
关

坏
"
（

慰
問

金
、

保
険

、
優

育
資

料
配

布
）

全
年

吴
辉
建

各
鎮
街

計
生
委

産
褥
期
女
性

1
0
%

(
4
0
0
人

)
産

褥
期

保
健

（
健

康
講

座
・

健
康

相
談

）
全
年

曾
盛
利

衛
生
局

県
セ
ン
タ
ー
、
保
健
院

既
婚
育
齢
夫
婦

4
0
0
組

サ
ー

ビ
ス

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

も
し

く
は

家
庭

訪
問

に
よ

る
リ

プ
ロ

ダ
ク

テ
ィ

ブ
ヘ

ル
ス

健
康

相
談

、
宣
伝
資

料
配

布
全
年

各
鎮
街

県
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ

ー
各
鎮
街

家
庭
保
健
サ
ー
ビ
ス
人

員
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
1
回
/
四
半
期

杨
康
燕

衛
生
局
、
教
育
委

鎮
街
計
生
弁

家
庭
保
健
サ
ー
ビ
ス
人

員
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
自

己
評

価
1
回
/
年

潘
世
君

衛
生
局
、
教
育
委
、
婦
人
連
合
等

計
生
委
会
議
室

鎮
街
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー

シ
ョ

ン
、

家
庭

保
健

サ
ー
ビ
ス
人
員

技
術

サ
ー

ビ
ス

人
員

研
修

1
回
/
2
ヶ
月

杨
康
燕

衛
生
局
、
教
育
委

計
生
委
会
議
室

独
居
高
齢
者

3
0
0

独
居

高
齢

者
対

象
“

送
温

暖
”

活
動

（
健

康
教

育
）

2
0
1
2
年
1
1
月
1
日

-
2
0
1
3
年
1
月
3
1
日

贺
盛
红

民
政
、
婦
人
連
合
、
衛
生
、
教
育
部
門

部
分
鎮
・
街
道
的
政
府
広
場

更
年
期
人
群

5
0
0

リ
プ

ロ
ダ

ク
テ

ィ
ブ

ヘ
ル

ス
サ

ー
ビ

ス
-
更

年
期

保
健

（
講

座
、

百
歳

体
操

普
及

）
3
,
9
月
の
1
-
1
5
日

杨
康
燕

民
政
、
婦
人
連
合
、
衛
生
部
門

部
分
鎮
・
街
道
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
、
村
・
社
区
活
動
セ
ン
タ
ー

中
高
年
計
画
生
育
家
庭

5
0
0

よ
く

あ
る

疾
患

予
防

-
高

血
圧

、
糖

尿
病

等
慢

性
疾

患
予

防
（

健
診

、
相

談
指

導
）

3
,
9
月
の
1
6
-
3
0
日

雷
建

民
政
、
衛
生
部
門

部
分
街
道
及
敬
老
院

中
高
年
人

1
,
0
0
0

栄
養

・
食

事
指

導
4
,
8
月
の
1
0
-
2
0
日

杨
康
燕

衛
生
部
門

部
分
鎮
・
街
道
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
、
村
・
社
区
活
動
セ
ン
タ
ー

中
高
年
人

8
0
0

高
齢

者
·
健

康
生

活
提

唱
-
運

動
、

喫
煙

・
飲

酒
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
、

社
交

（
健

康
教

育
、

相
談

、
百

歳
体
操

普
及

）
5
,
1
0
月
の
1
-
2
0
日

杨
康
燕

民
政
部
門

部
分
鎮
・
街
道
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
、
村
・
社
区
活
動
セ
ン
タ
ー

家
庭
保
健
サ
ー
ビ
ス
人

員
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
1
回
/
四
半
期

杨
康
燕

衛
生
局
、
教
育
委

鎮
・
街
道
計
生
弁
公
室

家
庭
保
健
サ
ー
ビ
ス
人

員
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
自

己
評

価
1
回
/
年

潘
世
君

衛
生
局
、
教
育
委
、
婦
人
連
合
等

計
生
委
会
議
室

鎮
街
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー

シ
ョ

ン
、

家
庭

保
健

サ
ー
ビ
ス
人
員

技
術

サ
ー

ビ
ス

人
員

研
修

1
回
/
2
ヶ
月

杨
康
燕

衛
生
局
教
育
委

計
生
委
会
議
室

青
少
年
（
中
学
生
）

思
春

期
健

康
教

育
教

室
1
回
/
学
期

（
4
,
1
0
月
）

区
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー
、
各
鎮
・
街
道

サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

衛
生
、
教
育
委

学
校

青
少
年
（
冬
季
/
夏
季
休
暇

中
小

学
生

）
2
0
0
人

“
我

青
春

、
我

飞
扬

”
シ

リ
ー

ズ
活

動
（

講
座

、
健

康
教

育
資

料
配

布
、

健
康

相
談

、
趣

味
活

動
）

8
月

区
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー
,
各
鎮
・
街
道
計

生
弁
公
室

社
区
居
民
委
、
教
育
委

区
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー
、
各
社
区
サ
ー

ビ
ス
活
動
室

中
/
高
等
学
生

5
0
0
人

“
青

春
健

康
，

同
伴

随
行

”
教

育
活

動
（

健
康

講
座

）
1
回
/
年

各
鎮
・
街
道
、
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
教
育
委
、
社
区

学
校

大
学
生

1
0
0
人

“
遏

制
艾

滋
，

履
行

承
诺

”
思

春
期

健
康

高
校

テ
ー

マ
活

動
（

H
I
V
予

防
健

康
知

識
宣

伝
、

署
名

、
文
芸
演

出
等

）
1
2
月

区
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

衛
生
、
高
校

西
南
大
学

区
2
1
ヶ
所
中
学

思
春

期
栄

養
指

導
（

講
座

・
相

談
）

1
回
/
年

区
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー
、
各
鎮
・
街
道

サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

衛
生
、
教
育
委

学
校

区
2
1
ヶ
所
中
学

思
春

期
健

康
行

動
促

進
（

講
座

・
相

談
）

1
回
/
年

区
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー
、
各
鎮
・
街
道

サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

衛
生
、
教
育
委

学
校

区
2
1
ヶ
所
中
学

全
カ

バ
ー

中
学

生
健

康
診

査
（

身
体

一
般

健
康

診
査

、
健

康
相

談
）

1
回
/
年

区
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

教
育
委

学
校

サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
技

術
サ

ー
ビ

ス
人

員
、
村
計
生
担
当

技
術

サ
ー

ビ
ス

能
力

研
修

1
回
/
四
半
期

区
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

衛
生

区
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
技

術
サ

ー
ビ

ス
人

員
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
検

査
1
回
/
四
半
期

区
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

各
鎮
・
街
道
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

区
家
庭
保
健
指
導
者
小

グ
ル

ー
プ

事
務

所
メ

ン
バ
ー

自
己

評
価

会
議

2
回
/
年

家
保
指
導
者
小
チ
ー
ム
弁
公
室
主
任

指
導
者
小
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
所
属
組
織

区
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

育
齢
女
性

育
齢

人
群

リ
プ

ロ
ダ

ク
テ

ィ
ブ

ヘ
ル

ス
検

査
1
-
2
回
/
年

（
1
-
1
2
月
）

区
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー
、
鎮
・
街
道
サ

ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
 

衛
生

各
鎮
・
街
道
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

、
村
居
サ
ー
ビ
ス
室

育
齢
人
群

リ
プ

ロ
ダ

ク
テ

ィ
ブ

ヘ
ル

ス
教

室
3
,
1
0
月

区
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー
、
各
鎮
・
街
道

計
生
弁
公
室

社
区
、
衛
生

区
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー
、
各
社
区
サ
ー

ビ
ス
活
動
室

既
婚
妊
娠
準
備
夫
婦

妊
娠

前
優

生
健

康
診

査
・

相
談

通
年

区
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

鎮
・
街
道
計
生
弁
公
室

区
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

育
齢
女
性

“
关

爱
女

性
，

防
两

癌
（

子
宮

頸
が

ん
・

乳
が

ん
予

防
）

”
活

動
（

検
査

・
健

康
相

談
）

通
年

区
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー
 

鎮
・
街
道
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、

衛
生
局

区
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー
、
鎮
・
街
道
サ

ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

育
齢
男
性

育
齢

男
性

リ
プ

ロ
ダ

ク
テ

ィ
ブ

ヘ
ル

ス
サ

ー
ビ

ス
（

講
座

・
健

康
相

談
）

1
0
月

区
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー
 

鎮
・
街
道
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、

衛
生
局

鎮
・
街
道
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
技

術
サ

ー
ビ

ス
人

員
、
村
計
生
担
当

技
術

サ
ー

ビ
ス

能
力

研
修

1
回
/
四
半
期

区
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

衛
生

区
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
技

術
サ

ー
ビ

ス
人

員
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
検

査
1
回
/
四
半
期

区
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

各
鎮
・
街
道
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

区
家
庭
保
健
指
導
者
小

グ
ル

ー
プ

事
務

所
メ

ン
バ
ー

自
己

評
価

会
議

2
回
/
年

家
保
指
導
者
小
チ
ー
ム
弁
公
室
主
任

指
導
者
小
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
所
属
組
織

区
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

研
修

・
考

察
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
等

の
活

動

北 碚 区

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

活
動

育
齢

期

2
3
9
,
4
9
4

（
2
0
-
4
4
歳

）

年
度

目
標

：
育

齢
人

群
の

リ
プ

ロ
ダ

ク
テ

ィ
ブ

ヘ
ル

ス
お

よ
び

優
生

優
育

保
健

意
識

が
向

上
す

る
。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

1
.
北

碚
区

サ
ー

ビ
ス

機
関

の
育

齢
期

保
健

サ
ー

ビ
ス

能
力

が
向

上
す

る
。

2
.
育

齢
人

群
の

リ
プ

ロ
ダ

ク
テ

ィ
ブ

ヘ
ル

ス
知

識
が

普
及

す
る

。

（
特

に
記

載
な

し
）

*
全

区
1
7
郷

鎮

育
齢

期

3
2
3
,
8
0
0

（
育

齢
人

群
）

思
春

期

4
0
,
8
7
1

（
1
3
-
1
9
歳

）

年
度

目
標

：
青

少
年

の
思

春
期

心
理

、
生

理
健

康
保

健
意

識
が

向
上

す
る

。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

1
.
北

碚
区

サ
ー

ビ
ス

機
関

の
青

少
年

保
健

サ
ー

ビ
ス

能
力

が
向

上
す

る
。

2
.
思

春
期

保
健

知
識

が
普

及
す

る
。

（
特

に
記

載
な

し
）

*
全

県
2
1
郷

鎮

年
度

目
標

：
育

齢
人

群
の

健
康

保
健

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
機

会
が

高
く

な
る

。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

1
.
育

齢
人

群
の

健
康

保
健

宣
伝

教
育

が
強

化
さ

れ
る

。

2
.
育

齢
人

群
の

生
殖

系
統

関
連

疾
患

の
予

防
サ

ー
ビ

ス
が

強
化

さ
れ

る
。

3
.
妊

娠
前

の
優

生
指

導
と

妊
娠

期
の

保
健

サ
ー

ビ
ス

が
強

化
さ

れ
る

。

4
.
産

褥
期

の
保

健
サ

ー
ビ

ス
が

強
化

さ
れ

る
。 5
.
衛

生
・

婦
人

連
合

協
会

と
の

協
力

が
強

化
さ

れ
る

。

中
高

年

2
2
6
,
0
0
0

（
中

高
年

人
群

）

年
度

目
標

：
中

高
年

の
健

康
保

健
サ

ー
ビ

ス
の

利
用

機
会

が
増

加
す

る
。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

1
.
サ

ー
ビ

ス
能

力
を

向
上

し
、

中
高

年
人

群
の

健
康

診
査

と
健

康
相

談
サ

ー
ビ

ス
を

保
障

す
る

。

2
.
中

高
年

人
群

の
健

康
教

育
、

健
康

相
談

と
健

康
検

査
が

促
進

さ
れ

る
。

（
特

に
記

載
な

し
）

*
全

県
2
1
郷

鎮

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

活
動

研
修

・
考

察
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
等

の
活

動

（
特

に
記

載
な

し
）

*
全

県
1
7
街

道
・

鎮

研
修

・
考

察
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
等

の
活

動

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

活
動

研
修

・
考

察
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
等

の
活

動

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

活
動
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活
動

内
容

活
動

時
期

責
任

機
関

（
者

）
協

力
機

関
活

動
地

点
省

地 域

2
0
1
3
年

度
主

要
活

動

活
動

対
象

者

対
象

人
群

お
よ

び
人

口
(
人

)
*

年
度

目
標

／
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
2
0
1
3
年

の
タ

ー
ゲ

ッ
ト

中
高
年
人
群

1
0
,
0
0
0

“
关

爱
中

老
年

，
送

健
康

知
识

下
乡

”
郷

鎮
に

お
け

る
健

康
知

識
シ

リ
ー

ズ
活

動
（

健
康

知
識

宣
伝
、
健

康
相

談
、

血
糖

・
血

圧
の

無
料

健
診

）
元
旦
春
節

家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

衛
生
、
文
化
放
送
、
鎮
・
街
道
社
事
弁

公
室

各
鎮
・
街
道

4
5
-
6
0
歳
以
上
的
中
高
年
人

群
（

包
括

計
画

生
育
奨
励
扶
助
家
庭
の

糖
尿

病
お

よ
び

高
血

圧
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

検
査

を
含

む
）

2
0
%
増

加
中

高
年

健
康

診
査

（
内

科
、

外
科

、
生

殖
器

、
慢

性
疾

患
、

骨
密

度
測

定
）

1
回
/
年

区
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

衛
生
局

各
鎮
・
街
道
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

、
衛
生
院
、
社
区
衛
生
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー

中
高
年

1
,
0
0
0

“
我

夕
阳

、
我

灿
烂

”
シ

リ
ー

ズ
活

動
（

宣
伝

資
料

配
布

、
健

康
相

談
、

文
芸

趣
味

活
動

な
ど

）
1
回
/
年

区
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

衛
生
局
、
社
区
、
民
政
局

各
鎮
・
街
道
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

、
社
区
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

中
高
年

5
,
0
0
0

中
高

年
慢

性
疾

患
予

防
健

康
生

活
知

識
講

座
通
年

区
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

衛
生
、
民
政

各
鎮
・
街
道
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

身
体
障
害
者
家
族

“
失

能
高

齢
者

家
庭

照
料

（
身

体
障

害
高

齢
者

在
宅

ケ
ア

）
”

研
修

1
回
/
年

区
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

衛
生
、
民
政

区
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー
、
各
鎮
・
街
道

サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

5
0
村
居

“
咀

嚼
操

、
百

歳
高

齢
者

操
（

百
歳

体
操

）
”

普
及

通
年

区
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

村
、
社
区

村
、
居
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
技

術
サ

ー
ビ

ス
人

員
、
村
計
生
担
当

技
術

サ
ー

ビ
ス

能
力

研
修

1
回
/
四
半
期

区
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

衛
生

区
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
技

術
サ

ー
ビ

ス
人

員
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
検

査
1
回
/
四
半
期

区
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

各
鎮
・
街
道
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

区
家
庭
保
健
指
導
者
小

グ
ル

ー
プ

事
務

所
メ

ン
バ
ー

自
己

評
価

会
議

2
回
/
年

区
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー
指
導
者
小
チ
ー

ム
指
導
者
小
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
所
属
組
織

区
家
庭
保
健
セ
ン
タ
ー

*
各

対
象

群
の

標
記

に
関

し
て

：
各

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

サ
イ

ト
の

計
画

書
よ

り
抜

粋
し

て
い

る
た

め
、

サ
イ

ト
に

よ
っ

て
標

記
方

法
が

ま
ち

ま
ち

で
あ

る
。

本
表

で
は

各
サ

イ
ト

の
標

記
に

倣
っ

て
記

載
し

て
い

る
。

中
高

年

1
8
5
,
1
5
9

（
4
5
-
6
4
歳

）

8
4
,
9
1
6

（
6
5
歳

以
上

）

年
度

目
標

：
北

碚
区

の
中

高
年

人
群

健
康

保
健

知
識

が
向

上
す

る
。

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

1
.
北

碚
区

の
サ

ー
ビ

ス
機

関
の

中
高

年
保

健
サ

ー
ビ

ス
能

力
が

向
上

す
る

。

2
.
中

高
年

慢
性

疾
患

の
予

防
知

識
、

健
康

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
関

連
知

識
が

普
及

す
る

。

（
特

に
記

載
な

し
）

*
全

区
1
7
郷

鎮

家
庭

保
健

サ
ー

ビ
ス

活
動

研
修

・
考

察
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
等

の
活

動
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